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本報 告書要 旨は,日 本 自転 車振興 会か ら競輪収益 の一部 であ る機械工業振興資金 の

補助 を受 けて作 成 した もので あ る。
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デ ー タ ベ ー ス は,わ が 国 の情 報 化 の 進 展 上,重 要 な役割 を果 た す もの と期 待 され て い る。 今 後,

デ ー タ ベ ース の普 及 に よ り,わ が国 にお い て健 全 な高 度情 報 化 社 会 の形 成 が期 待 され る。 さ らに

海 外 に 対 して提 供 可能 な デ ー タベ ース の 整 備 は,国 際的 な情 報 化 へ の 貢献 及 び 自由 な情 報 流 通 の

確保 の 観 点 か ら も必 要 で あ る。 しか しな が ら現 在 わ が国 で流 通 して い るデ ータ ベ ース の 中 で わ が

国独 自 の もの は%に す ぎ ない の が現 状 で あ り,わ が国 デ ー タ ベ ー スサ ー ビス ひ い ては バ ラ ンス あ

る情 報 産 業 の 健 全 な発 展 を 図 るた め に は,わ が国 独 自 の デ ー タベ ー ス の構 築 及 び デ ー タベ ー ス関

連 技 術 の 研 究 開 発 を 強 力 に促 進 し,デ ー タベ ー ス の拡 充 を 図 る必 要 が あ る。

この よ うな 要請 に応 え る た め,(財)デ ータ ベ ー ス振 興 セ ンタ ーで は 日本 自転車 振 興 会 か ら機 械

工業 振 興 資 金 の 交 付 を受 け て,デ ー タ ベ ー ス の構 築 及 び技術 開発 につ い て 民間 企業 ,団 体 等 に対

して委 託 事 業 を 実 施 して い る。 委 託 事 業 の 内 容 は,社 会 的,経 済 的 ,国 際 的 に重 要 で,ま た地域

及 び産 業 の発 展 の促 進 に寄 与 す る と考 え られ て い る デ ー タベ ー ス の構 築 と デ ー タ ベ ー ス作 成 の効

率 化,流 通 の 促 進,利 用 の 円 滑化 ・容 易化 な ど に関係 した ソ フ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェ ア技 術

で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 って,当 財団 に学 識 経 験 者 の方 々 で構 成 され る デ ー タベ ー ス構 築 ・技 術 開発

促 進 委 員 会(委 員 長 東京 工 科 大 学 教 授 西 野 博 二 氏)を 設 置 して い る。

この 「デ ー タベ ース 構 築 促 進 及 び技 術 開発 に関 す る報 告書(要 旨)」 は 昭 和62年 度 の デ ー タ

ベ ー ス の構 築 促進 及 び 技術 開 発促 進 事業 と して ,当 財団 が民 間 企業,団 体 等 に対 して委 託 実 施 し

た課 題 に つ い て そ れ ぞ れ の 成果 の概 要 を と りま とめ た もので あ る。 ζ の成 果 が ,デ ー タ ベ ー ス に

興 味 を お 持 ち の方 々 や 諸 分野 の皆 様 方 の お 役 に立 て ば幸 いで あ る。

な お,昭 和62年 度 デ ー タ ベ ース の構 築 促 進 及 び技 術 開 発促 進 事 業 で 実 施 した 課 題 と委 託 先 は

次表 の とお りで あ る。

昭和63年3月

財 団 法人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ンタ ー



昭和62年 度 デ ー タベ ー ス構 築 促 進 ・技 術 開 発 委 託 課 題

分 野 課 題 名 会 社 名

1産 業 技 術 の ニ ュ ー ス ・ リ リ ー ス の デ ー タ ベ ー ス フ ィ ー ジ ビ リ テ ィ調 査 ㈱ エ ス ・ア ー ル ・ シ ー

2保 安情報データベース構築に関する調査研究 高圧ガス保安協会

3健 康増 進 データベ ース構築 鹿児島県ニューメディア振興財団設立準備委員会
社 会

4法 令 ・判例等 シソーラスの構築(法 律エ キスパー トシステムに応用) ㈱ 日本法律情報 セ ンター

5ハ ン デ ィ キ ャ ップ パ ー ソ ンの 情 報 ニ ー ス に 即 した ラ イ フ サ ポ ー トデ 一 夕 ベ ダ イ ヤ ル ・サ ー ビ ス ㈱

一スの設計

6中 国地域における技術情報データベース構築に関する研究調査 (財)中 国地域技術振興セ ンター

地域活性化中小企業振興
7公 設試験研究機関 データベースネ ッ トワーク構築調査

8東 北型地域産業情報 データベース ・モデルシステ ムの拡張

関西データベース協議会

(社)東北機械電子工業会

9郡 山地域商工業活動データベース構築調査 ふ くしまテ レメデ ィアサー ビス㈱

10世 界鉄鋼企業 財務 データベ ース (社)日本鉄鋼連盟

産 業 別 拠 点 11デ ータベース構築を前提 とした印刷情報の展開に関する調査研究 (社)日本印刷産業連合会

12鉄 鋼 関連流通 デ ータベ ース構築 (社)鋼 材倶楽部

13地 図 データベースを利用 した商圏 分析 システムの開発 アジア航測㈱
地 図

14地 域分析 ・計 画のための地図データベースの構築 ㈱日本総合技術研究所

15実 用化合物 デー タベー スのCD-ROM用 実験 システ ムの開発 日本電子計算㈱

素 材 16Sic系 フ ァ イ ンセ ラ ミ ッ・ク ス の 成 分 特 許 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 神鋼 リサ ーチ㈱

17化 審法既存化学物 質 リス トのデー タベ ースの構築 (社)日 本化学物質安 全 ・情報セ ンター

エ ネ ル ギ ー ・ 資 源
18地 熱資源利用基本 データベ ースの構築調査

19省 エネル ギー技術に関す るデータベ ース構築の調査研究

(財)新 エネルギ ー財団

(財)省 エ ネル ギーセ ンター

部 品 ・ 材 料 20電 子部品 データベ ース実験 システムの構築 三菱商事㈱

標 準 化 21漢 字 データベース構築 ㈱理想社印刷所

22機 械翻訳 システ ム用辞書 データベースの調 査 ・ ㈱サ イコム

カテナ㈱

海 外
23国 内外に対応する建築文献データベースの構築に関する調査 (財)日 本建築 セ ンター

24翻 訳 支援 ツール(英 ・和)と しての専門用語辞書デー タベ ースの構 築 口外 ア ソシエーツ㈱

25集 合論に基づ く知的情報検索 システムの開発 シ ャ ー プ ㈱

利 用 技 術 26エ キスパー トシステム技 術を用 いたデータベース知 的 インタフェースの試作 ㈱ シー ・エス ・ケイ総 合研 究所

27イ メ ー ジ ・デ ー タ の コ ー ド ・デ ー タ 変 換 に 関 す る調 査 研 究 ㈱ エ ー ビ ー シ

28国 際 ビジネスマ ン情報 データベースの 構築 (財)国 際 ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン協 会

そ の 他
29建 設関連技術用語データベース構築の調査研究 ㈱建 設情報 セ ンター
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1産 業 技 術 の ニュース ・リリースの データベ ース

フィージ ビリティ調 査

株 式 会 社 エ ス ・ア ール ・シー





1.産 業 技 術 の ニ ュ ー ス ・リ リー ス の デ ー タ ベ ー ス フ ィー ジ ビ リテ ィ調 査

1.1調 査 の 目 的 ・方 法

(1)調 査 目 的

現 在,産 業 技 術 に 関 す るデ ー タ ベ ー スで,即 時 性,ト ピッ ク性 と い う点 で 優 れ て い る

の は,新 聞 の 記 事 情 報 デー タ ベ ー スで あ る と思 わ れ る。 しか しな が ら,新 聞 の 記 事 情 報 は

ニ ュ ー ス ・リ リー ス の要 約 で あ り,か っ ニ ュ ー ス ・リ リー ス企業 へ の 連絡 先 が 不 明 で あ る

と い う欠 点 を 持 って い る。 ま た,記 事 情 報 はす べ て の ニ ュ ー ス ・リ リー スを 掲 載 して い る

わ けで はな く,編 集 者 の価 値 判 断 に よ る選 択 が な され た情 報 で あ る とい う特 質 を持 って いる。

利 用 者 は こ れ らの 特 質 を知 りつ っ も利 用 して い るが,利 用 者 ニ ー ズ と して は, ,要 約 で は

な く本 文 で あ り,か つ編 集 者 の価 値 判 断 が 入 って い な い生 の情 報 を 望 ん で い る と思 わ れ る 。

本 調 査 は こ れ らの 観点 か ら利 用者 ニ ーズの 高 い産 業 技 術 の ニ ュ ー ス ・リ リー ス の デ ー タ

ベ ー ス構 築 の た め,そ の構 築 可能 性 を検 討 す る事 を 目的 とす る 。

② 調 査 内容 と方 法

産 業 技 術 の ニ ュ ー ス ・ リ リー ス ・デ ー タベ ー ス構 築 は3カ 年 を計 画 して い る。

本 年 度 は産 業 技 術 の ニ ュー ス ・ リ リース の デ ータ ベ ース化 を検 討 す る た め,ニ ュ ー ス ・

リ リースの 収 集 メ カ ニ ズ ム,技 術 分 類 コ ー ド,検 索 項 目 を研 究 し,そ の フ ィ ー ジ ビ リテ ィ

を 調 査 す る。

1.2ニ ュ ー ス ・ リ リー ス の 現 状

(1)新 聞 社 に よ る ニ ュ ー ス ・リ リース の利 用実 態

現 在,ニ ュ ース ・リ リース の受 信 量 が一 番 多 いの は経 団 連 記 者 ク ラ ブで あ り,多 い 日で

20件/日,少 な い 日で も3件/日 程 度 で あ る。

経 団 連 記 者 ク ラ ブの ニ ュー ス ・リ リー ス申込 方法 は,発 信 者 が48時 間 前 に ク ラ ブの 幹

事 会 社 に配 布 ・申込 み を行 い,幹 事会 社 は そ れ を受 け,ク ラ ブの ノー トに メモ し,黒 板 に

予 定 表 を記 入 す る。 企 業 は ソ ー ス専 用 の箱 に ニ ュー ス ・リ リース を 入 れ て い く。

ニ ュ ース ・リ リー スの 提 供 の方 法 は3種 類 あ り,一 つ は 一般 公 開 の レク チ ャー付 き の も

1



の,他 は対 象 を 限 定 した レクチ ャー付 きの もの,ニ ュース ・リリースの み の もの で あ る。

受 信 した ニ ュ ー ス ・ リ リース は 不 足 部 分 と多 過 ぎ る部 分 を編 集 者 が 検討 し,不 足 して い

る部 分 に っ いて は取 材 を して追 加 す る場 合 も あ る。特 に,ベ ンチ ャー企 業,中 小 企 業 でP

R会 社 に依 頼 して作 成 した もの は フ ァク トが 不 足 して い る事 が あ り,報 道 側 の取 材 が必 要

な 事 が 多 い。近 年,技 術 物 が多 くな って い るた め ニ ュ ース ・リ リース の みで 価 値 判 断 を す

る事 は難 しい状 況 に あ り,理 解 し易 い物 は 大 き く取 扱 い,理 解 しに くい物 は ボ ツに な る事

も あ る。 ま た,価 格 表 示 の な い もの は ボ ツに な り易 い。

記 者 ク ラ ブは,関 係 者 以 外 立 入禁 止 で あ り,ク ラ ブ員 以 外 は直 接 企 業 の広 報 に行 か な け

れ ば ニ ュース ・リ リースを手 に入 れ る事 はで きな い 。記 者 ク ラブか らニ ュ ーズ ・リ リース

を持 出 す の は信 義 上 の問 題 が 生 じると思 わ れ るが,企 業 か ら直 接 も ら う分 に は問 題 は生 じ

な い。 た だ し,リ ー ク して 先 に ど こか の 記 事 に な った もの は報 道 しな い。

最 近 の動 き と して,電 子媒 体 を利 用 して ニ ュー ス ・リ リース を提 供 す る実 験 が あ る事 と,

英 文 の ニ ュー ス ・ リ リー ス に対 す る ニ ー ズ が非 常 に高 くな って い る 。

経 団連 記 者 ク ラ ブ以外 の 主 な記 者 ク ラ ブを以 下 に示 す 。

・ 重 工 ク ラ ブ(化 学 と鉄)

・ エネ ル ギ ー研 究会(電 力 ・エ ネ ル ギ ー)

・ 繊 維 ク ラブ(繊 維)

・ 農 林 ク ラブ(食 品)

・ その 他 業種 別(運 輸 ,建 設,銀 行,商 社)

・ その 他地 方(大 阪 ・名 古 屋 の ク ラブ ,県 政 ク ラ ブ等)

② 民 間 企業 か らみ た ニ ュ ー ス ・リ リース の 特 質

ニ ュー ス ・リ リース を 活用 す る場 合 の 前 提 と して,ニ ュ ー ス ・リリー ス は純 技 術 的 な ニ

ー ズ に基 づ いて発 信 して い る情 報 で な い と い う事 に注 意 しな けれ ば な らな い
。

企業 が発 信 す る情 報 は,発 表 す べ き タ イ ミング,ラ イバ ル 企 業 との 状 況 を考 慮 して,ニ

ュ ースバ リュ ーが あ ると判 断 され た もの で あ る。 した が って,必 ず しも純 技 術 的 な ニ ー ズ

と一 致 して い る とは 限 らな い。 この事 を念 頭 に置 いて 情 報 を活 用 す る必 要 が あ る。

ニ ュー ス ・リリー スの本 質 は 企 業 を 知 って も ら うた め の もので あ り ,技 術情 報 を提 供 す

るた めの もの で はな いの で過 度 の 期待 を持 つべ きで な い。

③ ア ンケ ー ト結 果 か らみ た デ ー タ ベ ース 構 築 の 可 能 性

本 ア ンケ ー トの対 象 企 業 は一 部 上場 企 業 でか っ広 報 担 当 部 署 が あ る とい う事 で,ニ ュー
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ス ・リ リース に対 す る意 識 が高 い企 業 で あ る。

した が って,情 報 提 供 者 の 母集 団 と して は適 当 で あ る と思 わ れ る。 しか し,利 用 者 と い

う観点 か らみ る と,片 寄 った意 見 とな って い る。

① ニ ュ ー ス ・リ リース の情 報 量

ニ ュー ス ・リ リース の提 供 頻 度 を1社 平 均3回/月 と考 え,1,000社 か ら情 報 収 集 を

行 うと3,000件/月 の情 報 量 とな り,1日 当 た り100件 の デー タ量 とな る。

な お,情 報 内容 を 産業 技 術 情 報 に特 定 化 す る と情 報 量 は更 に 減少 す る 。

② ニ ュー ス ・リ リース の収 集 方 法

現 在 約50%の 企 業 は 原稿 を ワ ープ ロ入 力 し,フ ロ ッ ピーに登 録 して い るが,そ の提

供 に つ いて は消 極 的 で あ る。 た だ し,原 稿 そ の もの の提 供 につ いて は 積極 的 で あ り,十

分提 供 を受 け られ る と思 わ れ る。

③ 固 定 フ ォー ムに よ る記 載

固 定 フ ォー ム に よ る記 載 に つ いて はか な り積 極 的 であ り,適 切 な フォ ー ムを 設 計 す る

事 に よ って か な りの企 業 で 記載 して も らえ る事 が 予 想 され る。 た だ し,要 約 に つ い て は,

原稿 に線 を 入 れ て も らう等 の方 法 を取 る事 も考 え られ る。

④ 検討 課 題

⑤ 既 存 の ニ ュ ース ・ リ リース提 供 シス テ ム を上 回 る サ ー ビス内容 の 検討

⑤ 検 索 項 目 と して の企 業 名,地 域 等 の導 入検 討

◎ 情 報 の信 頼 度,裏 付 け等 の必 要 性

⑥ 新 聞 に掲 載 され た デ ー タ,さ れ な か った デ ー タ との仕 分 け

1.3収 集 メ カニ ズム の 検 討

(1)対 象 機 関

デ ータ収 集 の対 象 機 関 は 記 者 ク ラブ と民 間 企 業 の 広 報 担 当の2者 択 一 で あ る 。

記 者 ク ラ ブに つ いて は,業 種 が 片 寄 る不 安 が あ る事,報 道 以 外 に は本 来 活 用 で き な い事

等 の 問 題 が あ り,理 論 的 に不 可 能 と思 わ れ る。 また,無 理 に収 集 す る と法律 的 問 題 が生 じ

る恐 れ もあ る 。 それ に対 し,民 間 企業 の広 報 担 当の 場 合 は,郵 送 先 が1社 増 え る と い う労

力 負 担 で済 む事 か ら,デ ー タ ベ ース の有 効 性 を打 出 せ ば か な りの 協 力 が 得 られ る もの と思

われ る。 ま た,広 報 担 当 か らの 入 手 は 専 門紙 発 表 の デ ー タ も取 れ る とい う利 点 が あ る。
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以 上 の 点 か らデ ー タ収 集 の対 象 機 関 は民 間 企 業 の広 報 担 当 が 現 実 的 で あ る。対 象 業 種 は

当初 絞 った形 で 進 め,順 次 拡 大 して い く方法 が考 え られ る。

② 対 象情 報 の 分類

収 集 す るニ ュ ース ・リ リース を産 業 技 術 情 報 とそ れ以 外 の情 報 に仕 分 け す る必 要 が あ る。

提 供 サ イ ドの労 力 を考 え る と仕 分 けをせ ずにすべての データ を送 付 す る事 が最 も簡 単 と思 わ

れ るので,情 報 の分 類 は運 営 サ イ ドで す る事 とな る。 ニ ュー ス ・リ リース の種 類 は以 下 の

分類 が考 え られ る。

① 新製 品 のPR④ 技 術 提 携 等 他 社 との 関 係

② 新 技 術 開 発 の 発表 ⑤ 人 事 ・決 算 等 の 自社 内 の情 報

③ 新 規 事 業 の 発表 ⑥ その 他

(3)デ ータ収集 の 形態

ア ンケ ー ト調 査 の 結果 か ら判 断 す る と,ニ ュー ス ・ リリー ス原 稿 で の収 集 が最 も可 能 性

が 高 い。 ワ ープ ロメ デ ィア に つ い て は,メ デ ィア化 して いな い企 業 もあ り,か つ 送付 シス

テ ム を作 る必要 も生 じる た め,現 在 の 時点 で は難 しい。

また,固 定 フ ォ ー ム用 紙 へ の 記 入 は,ニ ュ ー ス ・リ リース提 供 頻 度 の高 い企業 で は,そ

の よ うな労 力 負 担 を避 け る傾 向 に あ るた め,何 らか の 優遇 措 置 を講 じな けれ ば 難 しい と思

わ れ る。 した が って,固 定 フ ォ ー ムへ の記 入は 運営 者 サ イ ドで実 施 す る事 とな る。

1.4デ ー タの入 力 形 態 の 検 討

民 間企 業 よ り入手 したニ ュ ー ス ・リ リー ス を基 に検 索 項 目を考 慮 しなが ら固 定 フ ォ ー ムを

設 計 した 。文 章 につ いて は端 末画 面 の 一行 当 た り文 字 制 限 を考 慮 して,一 行30文 字 と した 。

ま た,実 際 の 入 力機 器 は ワー ドプ ロセ ッサ ー を想 定 して い る。 図 面 デ ー タの 取 扱 い は イ メ ー

ジ リーダ ーの 利 用 が考 え られ る。

(1)表 題

最 大 全 角30文 字(半 角60文 字)以 内 で ニ ュ ース ・リ リースの タ イ トル を記 入 す る 。

検 索 時 に デ ィス プ レイに表 示 され る。

(2)副 題

最 大 全 角30文 字(半 角60文 字)以 内で 表 題 を補 足 す る内 容 を記 入す る。 表 題 メニ ュ
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一の表 示 に は示 され な いが 要 約 に は表 示 され る。

(3)要 約

最 大 全 角300文 字(30文 字 ×10行)以 内で示 され る本 文 の 要約 を記 入 す る。

(4)本 文

最 大 全 角1,350文 字(30文 字 ×15行 ×3画 面)以 内で 示 され る ニ ュー ス ・リ リース

の本 文 を記 入 す る。

(5)登 録 日付

ニ ュ ー ス ・リ リー スの 提 供 年 月 日を 記 入 し,日 付 け に よ る検 索(○ 年 ○ 月 ○ 日以 後 の 情

報)に 利 用 す る。

(6)分 類 メ ニ ュ ー

別 途 検 索 す る技術 分 類 メ ニ ュ ーの メニ ュ ー番 号 を 記 入 し,技 術 分 類 に よ る検 索 に利 用 す

る。

(7)金 額

新 製 品 の 価 格 を 記 入 し,価 格 に よ る検 索(○ 万円 以 上)に 利用 す る。

(8)キ ー ワー ド

最 大16個 の キ ー ワー ドを記 入 し,キ ー ワ ー ド検 索 に利 用 す る。

(9)問 い合 わ せ 先

ニ ュ ー ス ・リ リー ス の内 容 に関 す る質 問 を可 能 にす るた め,住 所,電 話 番 号,フ ァ ク シ

ミ リ番 号,担 当 部署,担 当者 を記 入す る。

⑩ 有 効 期 限

ニ ュ ース ・ リ リー ス登 録 の期 限 年 月 日を記 入 し,登 録 デ ー タの 自動 削 除 に利 用 す る 。

1.5技 術 分 類 体 系 の 検 討

ニ ュ ー ス ・リ リー スの デ ー タベ ース に 登録 され る情 報 は,新 製 品,新 技 術 等 の 情 報 を 中心

と して,常 に最 先 端 の 技 術 に関 す る もの が 多 く,分 野 的 に も全 産業 技 術 に至 る幅 広 い もの が

期 待 され る。 また,こ の 登 録 され た技 術 や新 製 品 の利 用 は 日本 の み な らず,世 界 的 な広 が り

を持 つ こ とが 予 想 さ れ る。

この た め,産 業 技 術 情 報 を 分類 す るに 当 た り,国 際 的 に通 用 し,か つ 最 新 の 技 術 を 十 分 に

取 り込 む こ とが で き る よ うな広 範 な枠 組 み と して,国 際 特 許 分 類 の最 新 版(第4版Int.C14)
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を参 考 に した 体 系 を 作 成 した。

この 技 術 分類 体 系 は,全 体 を9つ の大 項 目(生 物 科学 系,化 学 系,物 理学 系,機 械 工 学 ・

熱 機械 ・化 学 工 学,鉱 業 ・金 属,制 御 工 学 ・物 理 工学 ・情 報 工 学,電 気 ・電 子,土 木 ・建 設,

そ の他)に 分 け,そ れ ぞ れ を9項 目以 内の 中分 類(合 計64項 目)と,各 中 分 類 を 更 に9項

目以 内 の小 分 類(合 計388項 目)へ と分 類 した3階 層 体 系 とな って い る。

分類 表 の タ イ トル,内 容 説 明 に つ いて は 次 の 点 に留 意 す る必 要 が あ る。

技 術 の 主 題 は 「もの の開 発 」,「 もの の使 用 法 」 あ る い は 「ものの 応 用 の仕 方 」 に 関 す る

もので あ るが,こ の 「もの 」 とい うの は 『方 法 』,「 生 産物 』,r装 置 』 の よ うに有 形,無

形 を 問 わ ず,す べ て の 技 術 事 項 を意 味 して使 用 して い る。

この 分 類 表 に お い て,分 類 項 目 の タイ トルや 説 明 に は こ のr方 法 』,r生 産物 』 お よ びr

装 置 』 が混 在 して用 い られ て い るが,そ の 中 に は そ れ ぞれ の用 語 が 厳 密 に意 味 す る技 術 内容

だ けで な く,そ の 関 連 事項 も技 術 的 内容 と して含 ま れ て い る。 例 えば,タ イ トル用 語 や 内容

の説 明 が 『装 置 』 と表 現 され て い る場 合 で も,そ こ に は 「方 法 』 も含 み 得 る し,逆 に 『方 法』

と表 現 さ れ て い て も 「装 置』 も含 まれ る。 また,r生 産 物 』 と表 現 され て い る場 合 で も,そ

の 生 産 『方 法』,生 産 『装 置 』 も含 まれ る。

1.6検 索 項 目 の 検 討

検索項 目は入力 データで設定 した下 記の項 目について検討 す る。

① 産業 技術分類検索

② キーワー ド検 索

③ 企業名検索

④ 金額検索

⑤ 登録 日検索

(1)産 業 技 術 分類 検 索

「1.5技 術 分 類 体 系 の 検 討 」で述 べ た 産 業 技 術 分 類 体 系 に従 い,メ ニ ュ ー方 式 に よる

産 業 技 術 分 野 別 の ト リー検 索 を 行 う。 対 象 とす る産業 技 術 を大 分 類,中 分 類,小 分類 の順

で 絞 り込 んで 行 き,欲 しい デ ー タ を探 す 事 が で き る。
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(2)キ ー ワー ド検 索

入 力 デ ー タで 設 定 した キ ー ワ ー ドに よ る検 索 を行 う。 検 索 方 法 は利 用 者 が キ ー ワ ー ドを

入 力 す る ので な く,登 録 され た キ ー ワ ー ド一 覧 表 の 画 面 よ り キ ー ワ ー ドを選 択 す る方 式 を

採 る。 これ に よ って,端 末 操 作 の 簡便 化 が図 れ る と と もに,検 索 結 果 が0件 と い う事 が 生

じな くな る。

キ ー ワー ド一 覧 表 は五 十 音 順 に ソ ー トされ,か つ 漢 字 表 示 も含 む事 に よ って 利 用 効 率 が

高 くな る。

(3)企 業名 検 索

キ ー ワー ド検 索 と同 様 に登 録 企 業 名 一 覧 表 の 表 示 に よ る企 業 選 択 方 式 を用 い,得 よ う と

す る企業 の情 報 を検 索 す る 。

この検 索 項 目は ラ イバ ル企 業 の新 製 品 発 表 の 動 向,新 技 術 発 表 の動 向 を調 べ るの に非 常

に有 効 で あ る と思 われ る。

(4)金 額 検 索

対 象 とす る新 製 品 を検 索 す る時,○ ○ 円 以 下,○ ○ 円 以 上,○ ○ 円 ～○ ○ 円の 間等 の 利

用 方 法 が可 能 で あ り,例 え ば一 般 の 人 が ワ ープ ロの新 製 品 を 価 格 設 定 を して 検 索 した い時

に有 効 で あ る 。

(5)登 録 日検 索

対 象 とす る新 製 品 の 中 か ら6カ 月 前 か ら現 在 まで に 発表 さ れた もの をみ た い,あ る いは

特 定業 種 の1年 間 の技 術 動 向 を み た い と い う時 にこ の機 能 が 有 効 で あ る 。

指 定 方 法 は,○ ○ 年 ○○ 月以 後 あ るい は○ ○ 年 ○ ○ 月 ～ ○ ○ 年 ○ ○月 の 間,○ ○ 年 ○ ○

月 以前 等 の 方 法 が考 え られ る。

1.7今 後 の 課 題 と 展 望

(1)ニ ーズ調 査 の必 要 性

本 調 査 は ニ ュ ー ス ・ リ リースの 構 築 可 能 性 を 探 るた め,ニ ュー ス ・リ リー スの 収 集 と い

う観 点 か ら検 討 を行 った 。 その た め,調 査対 象 機 関 も民 間 企 業 の 広 報 室,記 者 ク ラ ブ等,

実 際 に ニ ュー ス ・ リリース に関 係 して い る機 関 の み で あ っ た。 今後,デ ー タ ベ ー ス構 築 の

事 業 性 と い う観 点 か ら,利 用者 とな る一般 企 業 の経 営 者 あ る い は技 術 担 当 を 対 象 と した利

用 意 向,利 用 形 態 等 を検 討 す る必 要 が あ る。
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(2)ニ ュ ース ・リ リー ス の信 頼 性

登 録 した ニ ュー ス ・リ リース に 誤 りが 発 見 され る,あ る いは訂 正 が発 生 す る等 の事 態 に

対 す る対 応 を検 討 す る必 要 が あ る。 新 聞記 事 の 場 合 は一 度 編 集 者 の フ ィル タ ーを通 って い

るた め,一 定 の 信 頼 性 が保 証 され て い る。 本 シス テ ムに お いて も運 営上 何 らか の チ ェ ック

機 能 を備 え る事 が考 え られ る。 例 え ば,新 聞 記 事 に な った情 報 とな らな か った情 報 と の分

類 等 利 用者 に と って は一 つ の判 断 材 料 とな る。

(3)入 力方 式 の簡 便 化

収 集 した ニ ュー ス ・ リリース を固 定 フ ォー ムに変 更 す るた め に は,か な りの マ ンパ ワ ー

を必 要 と し,シ ス テ ム運営 上 の 負 担 とな る事 が 予想 され る。 そ の た め,デ ー タ提 供 者 に優

遇 措 置(検 索 料 の割 引等)を 与 え る事 に よ って提 供 者記 入 を 進 め る方法 が 考 え られ る。 ま

た,メ デ ィア化 して い る企 業 もか な りあ るた め,今 後 の情 報 通信 の 発 達 に併 せ て 電 子 メー

ル の活 用等 の 導 入 を検 討 す る必 要 が あ る。

(4)シ ス テ ム サ ー ビス の 充 実

既 存 の新 聞 記 事 デ ー タ ベ ー ス に は な い特 徴 を 強調 す る必 要 が あ り,シ ス テ ムサ ー ビス と

して デ ー タ ベ ース の 有効 利 用 案 内,付 加 サ ー ビス と して 企 業 概 要 サ ー ビス等 を検 討 し,ニ

ュ ース ・リ リース の み が 持 つ 特 殊 性 を前 面 に 打 出す シス テ ム サ ー ビス を充 実 させ る。

㈲ 既 存 コ ン ピ ュー タ ソ ー スの 有 効 利 用

現 在,各 種 公益 法 人 に お いて 汎 用 コ ン ピ ュー タの 導 入が 進 ん で い る。 しか し,こ れ らの

コ ン ピ ュー タは 必 ず し も フル稼 働 して い る とは 限 らな い 。本 デ ー タ ベ ース を構 築 す る ため

に は これ らの コ ン ピ ュー タ ソー ス を有 効 利 用 した構 築 費 用 の 負担 軽減 を検 討 す る事 が 重 要

で あ る。 その た め に は,特 に ニ ュ ー ス ・ リ リー ス を公 益 的 な活 用 の で き る シ ス テ ム内 容 に

す る事 が必 要 で あ る。
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保安情報データベース構築

に関する調査研 究

高圧ガス保安協会

 

2





2保 安 情 報 デ ー タ ベ ー ス 構 築 に 関 す る 調 査 研 究

21目 的

現在 わ が 国 で 利 用 出来 る商 用 デ ー タベ ー スの うち,保 安 情 報 に 関 す るデ ー タベ ー ス は 目 的

お よ び趣 旨が 様 々で あ り,高 圧 ガ ス 関連 の保安 情 報 デ ー タ ベ ース の 目的 には必 ず し も合 致 し

て いな い。

高 圧 ガ ス保 安 協 会 が長 年 に わ た り蓄 積 し,所 有 して い る各 種 情 報 は質 的 に も重 要 か っ有 益

な もの が 多 いの で,こ れ を デ ー タベ ース化 し,関 係 方面 の利 用 に供 す る こ とは 有 意 義 で あ る 。

協会 が蓄積 してい る各種情 報 は,大 別 す る と法 規,技 術 基 準,事 故,検 査 デ ー タ,技 術 文 献

お よ び図 書 等 で あ り,こ れ らの うち利 用 度 の高 い と考 え られ る もの は,法 令,物 性,技 術 お

よ び事 故 の情 報 で あ る。

高 圧 ガ ス保 安 協会 で は高 圧 ガ ス取 締 法等 高 圧 ガ ス に関 係 す る内 外 の 法 令,高 圧 ガス に関 連

す る物 質 の物 性 デ ー タ,高 圧 ガ スの保 安 に係 る研 究 開 発 情 報 お よ び高 圧 ガ ス に係 る事 故 情 報

に つ い て デ ー タ ベ ース を構 築 す る計画 で あ る。

この デ ータ ベ ー スを構 築 す る に 当 た って 内外 の既 存 デ ー タベ ース の シス テ ム の 内容 を適 切

に把 握 し,デ ー タ ベ ー ス構 築 の方 向,手 順,デ ー タベ ー スの 内容,デ ー タの 提 供 方 法 等 に つ

い て調 査 検 討 を 行 い,保 安 情 報 デ ータ ベ ース構 築 に資 す る こ とを 目 的 とす る。

22調 査 検 討 事 項

今年 度 は保 安 情 報 デ ー タベ ース に関 連 す る内 外 の既 存 デ ー タ ベ ース,保 安 情 報 デ ー タ ベ ー

ス に対 す るニ ー ズ,各 デ ー タ ベ ース に盛 込 むべ き内容 お よび利 用 形 態 につ い て調 査,検 討 を

行 った 。

(1)保 安 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 関連 す る既 存 デ ー タ ベ ース の調 査 検 討

① 法 令 デ ー タ ベ ー ス

高 圧 ガ ス取 締 法 を デ ー タベ ース化 す る に当 た り,通 商 産 業 省,総 務 庁,日 本 化 学 物 質

安 全 ・情報 セ ン タ ー等 で 保 有 して いる法 令 検 索 シス テ ムの 入 力 デ ー タ,検 索 機 能,出 力
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形 式 の 調 査 を行 った 。

② 物 性 デ ー タベ ー ス

高 圧 ガ ス取 締 法 に関連 す る物質 約100数 十 種 にっ い て,日 本 科学 技 術情 報 セ ンタ ー

の熱 物性 デ ー タ ベ ース,DIPPR(DesigninstituteforPhysicalPropertyData)

OHMTADS(OilandHazardousMaterialsTechnicalAssistanceDataSys-

tem),日 本化学物質安 全 ・情 報 セ ンタ ーの 安全 性 デ ー タ ベ ー ス等 に 入 力 され て い る物 質

の 種 類,物 性 値 お よ び 出力 形 式 に つ いて調 査 した 。

③ 技 術 デ ー タベ ース

協 会 が 保 有 す べ き 文献 情 報 に 関係 す る 日本 科学 技 術情 報 セ ン ター(JICST)のJO

ISデ ー タ ベ ース,CAS等 の デ ー タの 入 出 力 形 式 お よ び内 容 を 調 査 した 。

③ 事 故 デ ータベ ース

協 会 が保 有 す べ き高 圧 ガス取 締 法,液 化 石 油 ガ ス法 等 の 事 故 に関 連 す る事 故 デ ー タベ

ス と して 住化 情 報 セ ンタ ーが 保 有 す る安 全情 報 を始 め と して商 用 デ ー タ ベ ー スの 入 出 力

形 式 お よ び内容 の 調 査 を 行 った 。

② 保 安 情 報 デ ー タ ベ ース の ニ ー ズ(使 わ れ方)の 調 査

保 安 情 報 デ ー タ ベ ース は

① 法 令 デ ー タ ベ ー ス

② 物 性 デ ー タ ベ ー ス

③ 技 術 デー タ ベ ー ス

④ 事 故 デ ー タベ ー ス

か ら構成 され る予定 で あ るが,各 デ ー タベ ー スを 構 築 す る に 当た り,本 デ ー タベ ー ス に

対 す る協会 の 内部 お よび 会 員 等 外 部 の ニ ーズ を調 査 した 。

保 安 情 報 デー タ ベ ースの4種 の デ ー タ ベ ース に求 め られ る もの は それ ぞ れ に その 内 容 や

要 求 の 度合 い も異 な って い る。

そ れ は,本 デ ー タ ベ ー スの ユ ー ザ に な る者 の所 属 す る分 野(業 界)に よ って 自ず と異 な

って くる もの と考 え られ る。 しか し,総 じて求 め られ る度 合 いや 内容 は 大方 決 ま って 来 る。

つ ま り,い ず れ の 分野(業 界)の 者 で あ って も高 圧 ガ ス取 締 法 令 の 内容 お よび事 故 事 例 に

つ い て は相 当 関心 が 高 い。 しか し ,物 性 お よ び技 術 文 献 に つ いて は,そ の 関心 の度 合 い も

ま ち ま ちで あ る。

(3)保 安 情 報 デ ー タ ベ ース に盛 込 む べ き 内容

保 安 情報 デ ー タ ベ ース に対 す る ニ ー ズ と深 くかか わ りを持 つ デ ー タ ベ ース の 内容 に つ い
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て は本 デ ー タベ ースの 使 わ れ る場 面 を ニー ズ調 査等 によ り想 定 し,デ ー タ ベ ー ス毎 に 検討

を行 った 。

2.3保 安 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 必 要 性

協 会 の 日常 業 務 お よ び外 部 か らの問 合 せ,回 答 等 を ベ ー ス に デ ータ ベ ー ス の必 要 性 を 検 討

す る と,従 来 は専 門 的知 識 を持 った人 や個 人 的 に 蓄 積 した 独 自の資 料 等 を も とに 回 答 処 理 を

して い る現 状 か ら,デ ー タベ ース が あ れ ば相 当 有 効 に 役 立 つ もの との 意 見が 多 い 。

協 会 と して今 後 その 規 模 の大 小 は別 と して,デ ータ ベ ース シス テ ムが あ れ ば,相 当 利 用 され

る もの と判 断 さ れ るので 構 築 調 査 に踏 み切 った。

2.4既 存 デ ー タ ベ ー スの 利 用 の可 能 性

法 令,物 性,技 術 お よ び事 故 の4種 の デ ー タベ ース に 関 連 す る既 存 デ ー タベ ー スの 調 査 を

行 った と こ ろ次 の よ うな結 果 で あ った。

(1)法 令 デ ータ ベ ース

総務 庁 お よ び通 商 産業 省 の法 令検 索 シス テム は行 政 側 が 保 有 して い る もの で,行 政 ニ ー

ズ に対 応 した もの とな って い るた め,民 間 利 用 には 難 が あ る。

また,そ れ らベ ース は主 と して 法律 のみ が 対 象 とな って い るが,一 般 的 な 利用 で は下 位

の 政 令 ・省 令 更 に は 告示 ・通 達 まで 検 索 範 囲 を拡 げ る こ とが要 求 され る。

こ の ため,既 存 の シス テ ムは 協会 の利 用 方 法 に合 致 し難 い。

② 物 性 デ ー タ ベ ー ス

海 外 に大 規 模 な シス テ ムは み られ,高 圧 ガ ス取締 関 連 の 物質 も含 まれ て い るが,収 録 物

質数 が 多 過 ぎる反 面 物 性 値 の方 は十 分で な い もの が 多 く,協 会 の 考 え て い る よ う な デ ータ

ベ ー ス と して は適 切 と はい え な い。

③ 技 術 デ ー タ ベ ー ス

国 内 に はJICSTの 大 規 模 な 科学 技 術 データベースが あ るが,収 録 範 囲 が 余 りに広 く,

か つ検索 シス テ ムが特 定 の 分 野 の情 報 を求 め る協 会 の 利 用 方法 に 合 致 して いな い。
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(4)事 故 デ ー タベ ース

商用 デ ー タベ ー ス と して は新 聞 デー タベ ース程 度 の もの しか な く,事 故 の概 要 しか わ か

らな いの で,協 会 が 求 め る情 報 と して は不 十 分 で あ る 。

以 上 の よ うに,既 存 デ ー タ ベ ース は その 収 録 範 囲 が 余 りに も一 般 的 す ぎ て,内 容 や利 用 法

が協 会 の ニ ー ズに 合 って い な い。

2.5基 本 方 針

高 圧 ガ ス は コ ン ビナ ー ト等 の 石油 化 学 工 業 を始 め,生 活 用 家 庭燃 料 と しての 液 化 石 油 ガ ス

ま で あ らゆ る分野 で広 く利 用 され て い る。 しか し,高 圧 ガ スは非 常 に便 利 な もの で あ る反 面,

ひ とた びそ の取 扱 いを間 違 え る と大 き な惨 事 につ な が る危 険性 を含 ん だ もの で あ る。 この た

め,各 種 の 法規 制 や技 術 基 準 が あ り,こ れ らを裏 付 け る物 性 デ ー タ,検 査 デ ー タ,事 故 デ ー

タ等 も必要 とな って来 る 。 これ ら,のデ ー タは行 政 的 に は担 保 と して必 要 と な るば か りで な く,

企 業側 も操 業 す る上 で 必 要 とな る もの ば か りで あ る。 これ らの デ ータ は現 在,行 政 サ イ ド,

企 業 サ イ ド,協 会 と バ ラバ ラに保 有 さ れ て お り,そ れ ぞ れ過 不足 の あ る もの と考 え られ る。

この よ うな状 況 か ら協 会 が 中 心 と な って,散 在す る情報 を保安 情報 として総 合的に管 理す るシス

テ ムを構 築 し,行 政 を 始 め,メ ー カ,ユ ー ザ等 に広 く提 供 す る よ う指 向 す べ きで あ る。

この総 合 保 安 情 報 セ ン ターの 一 環 と して今 回 保 安 情 報 デ ー タベ ース構 築 を打 出 した もの で

あ る。

保 安 情 報 デ ー タベ ース 構 築 の意 義 と して は,次 の もの が あ げ られ る。

① 高 圧 ガ ス保 安情 報 を 集 大 成 し,事 故,災 害 等 の 防止 に役 立 て る こ と。

② 難 解 でか つ複 雑 な 法 令 の 理解 を促 進 す る こ と。

③ 高 圧 ガ ス関 連 の物 性 デ ー タ と して ま とま った ものが な く,利 用 す る場 合 散 在 す る デ ー

タを探 す 必 要 が あ るが,デ ー タ検 索 の 効 率 化 を はか る こ と。

④ 高 圧 ガ ス とい う特 定 の 分野 で 専 門 家 の手 に よ り選 別 され,ま とめ られ た技 術 文 献 情 報

を よ り多 くの 関係 者 の 利 用 に供 す る こ と。

⑤ 高 圧 ガ ス事故 関連 の 資料 情 報 を 多 面 的 に と らえ る こと に よ り事 故 防 止 対 策 の確 立 を は

か る こ と。
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2.6保 安情 報 デー タベ ースの構築 の基本 的な考え方

2.6.1シ ス テ ム の 基 本 概 念

保 安 情 報 デ ー タベ ー ス は基 本 的 に は法 令 デ ー タベ ース,物 性 デ ー タベ ー ス,技 術 デ ー タ

ベ ー ス お よ び事 故 デー タベ ー スか ら構 成 され る。 これ らは デ ー タ ベ ー ス管 理 シス テ ム と し

て 位 置 付 け られ るが,こ の他 に全 体 シス テ ムを 構 築 す るに は,用 語(辞 書)機 能 を 含 む 一

般 情 報 デ ー タ ベ ー ス,デ ー タ入 力 シス テ ム4種 の デ ー タベ ー ス の 検 索 シス テ ム,管 理 シス

テ ムお よ び メイ ンテ ナ ン ス シス テ ムが 必要 とな る。

これ らデータベースや シス テ ムの 構 築 に 当 た って は外 部 の デ ー タ ベ ー ス の 内有 用 な もの で,

か つ,利 用 で き る もの に つ い て は そ れ の導 入 も考慮 す る。

2.a2使 用 目 的

保 安 情 報 デ ー タベ ー ス に含 ま れ る4種 の デ ー タベ ー ス は そ れ ぞ れ 利 用 目的 が異 な る もの

と考 え られ る。法 令 デ ー タ ベ ース に つ い て は,複 雑 な文 書 構 成 に な って い る法 令 に つ い て

上 下,左 右 の相 関 関 係 を効 率 よ く検 索 し,迅 速 か つ的 確 に 内容 を把 握 す るた め に使 用 され

る。

物 性 デー タベ ース に つ い ては,あ る物 質 が 法 令 の規 制 対 象 に該 当す るか 否 かの 判 定 に利

用 され るのみ な らず 保 安 対 策 や保 安 教 育 に必 要 な物 性 デ ー タを 効 率 よ く引 き 出す の に も使

用 され る。

技 術 デ ー タベ ース に つ い て は,世 の 中 に 存在 す る一 般 的 な広 範 囲 の デ ー タ ベ ース で は検

索 し難 い よ うな文 献情 報 等 を 限定 され た デ ー タ ベ ース化 を図 る こ と に よ り,そ の検 索 が 効

率 化 され る もの と期 待 され る。

事 故 デ ー タベ ース につ いて は,高 圧 ガ ス の保 安(安 全)を 確 保 す る観 点 か ら類 似 事 故 の

ケ ース ス タ デ ィ等 を 行 う際 に,広 くよ り詳 細 な デー タを 収 集 す る手 段 と して利 用 され る も

の と考 え られ る。

2.6.3利 用 方 法

保 安 情 報 デー タ ベ ース は協 会 の 会 員 サ ー ビスの 一環 と して も位 置 付 け られ るた め利 用 者

の 主 体 は協 会 の 会 員 を想 定 して い る。 一方 協 会 内部 や 中央,地 方 の行 政 の利 用 も考 え て い

る 。

各 デ ー タベ ー スの 利 用 方 法 に つ いて は,協 会 内部 と会 員 等 外 部 の 利 用 方 法 が 異 な るが,
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代表 的 な例 に つ い て 述 べ る。

(1)法 令 デ ー タ ベ ー ス

① 許 認 可 手 続 き

② 資 格制 度

③ 適 用 除外

④ 高 圧 ガ ス設 備,特 定 設 備,ボ ンベ等 の 輸 入手 続 き

⑤ 解 釈 事例

⑥ 関 係 諸 法 規 との 関 係

⑦ 法 令 改正 の 内 容

⑧ 告 示,通 達 の 内 容

協 会 内部 で は 法 令 改 正 の 照 会 回答 に利 用 す る こ とが 多 く,外 部 で は各 種 告示,通 達 の 照

会 に 利用 す る こ と が多 い もの とみ られ る。

② 物 性 デ ー タベ ー ス

物 質 名 お よび 物性 値 名 を指 定 し,求 め る物 性 値 の数 値 を 求 め る。

例 え ば 「ベ ンゼ ン」 の 「沸 点 」 と検索 し,沸 点 の数 値 を 求 め る。

③ 技 術 デ ー タベ ー ス

著 者名,タ イ トル,キ ー ワ ー ド等 に よ り検 索 す る。 或 い は,デ ー タの 出典 名 を検 索 す

る こ とに よ り,デ ー タの 入手 先 を紹 介 す る よ うな利 用方 法 もあ る。

(4)事 故 デ ー タベ ー ス

事 故 防 止 対 策 を 講 じる た め,海 外事 故 を含 め た類 似事 故 お よ び事 故 原 因 を検 索 す る。

特殊 な例 と して は,高 圧 ガ ス関 連 の ヒヤ リ ・ハ ッ ト事故 を必 要 とす る場 合 もあ る。

2.6.4保 守,運 営

保 安情 報 デ ー タ ベ ー スの 構 築 後 の 運 営,保 守 に つ いて は,本 シス テ ムの 管 理 を 行 うの は協

会 と し,現 行 の 協 会 の会 員制 度 と は別 に,本 シ ス テ ム を利 用 す る会 員制 度 を新 た に設 立 し,

そ の会 費 お よび 利 用 時 間,回 数 に よ る経 費 の設 定 を 行 い運 用 管 理 を 行 う もの とす る。

2.7今 後 の 検 討 課 題

(1)4種 の デ ー タ ベ ー ス間 で 使 用 す る用語 等 を管 理 す る一 般 情 報 デ ー タベ ー ス 中 の辞 書 デー
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タベ ー ス の あ り方 お よ び 作 成 。

② 本 デ ー タベ ース シス テ ムの経 済 性 の 検討 を 行 う必 要 が あ る。

① 構 築 に用 い る費 用

② 利 用料 金 の 設 定

③ ユ ーザ数

④ ユ ーザ数 と利 用 料 金 の関 係

⑤ デ ー タベ ース の 運 営 体 制

⑥ コ ン ピュー タ の ハ ー ドウエ ア の規 模 と人 員 の配置

③ ユ ー ザ ニ ー ズ お よ び 利 用 方 法 に つ いて は,よ り詳 細 な調 査 を行 う必 要 が あ る。

(4)保 安 情 報 デ ー タベ ース の シス テ ムの基 本 計 画 に つ いて,よ り具 体 的 な検 討 を行 う必 要 が

あ る。

(5)4種 の 個 々 の デ ー タ ベ ー スの 問 題 点 の検 討 を 行 う必 要 が あ る。

㈲ デ ー タの 収集 お よ び評 価 体制 作 りの検 討 を 行 う必 要 が あ る 。

(7)原 報 の保 管 体制 作 りの検 討 を 行 う必 要 が あ る。

2.8ま と め

調 査,検 討 の 結果 協 会 に蓄 積 され た知 見 や デ ー タ並 び に一 部 の既 存 デ ー タベ ー ス を利 用 す

る に して も独 自 の デ ー タ ベ ース を指 向 す る方 が利 用 価値 は高 い こ とを 確 認 した 。
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3健 康 増 進 デー・タベ ー ス構 築

鹿児島県ニューメディア振興財団設立

準備委員会





3健 康 増 進 デ ー タ ベ ー ス 構 築

3.1構 築 の 目 的

わ が 国 の社 会,経 済 の高 度化,成 熟化 に伴 い,健 康 余 暇 に対 す る全 国 的 な ニ ーズ の 高 ま る

中 で,昭 和60年8月 通 商 産業 省 の ニ ュ ー メデ ィア ・コ ミュニ テ ィ構 想 の モ デル地 域 の 指 定

を 受 け た鹿 屋 市 に お いて,鹿 児 島県 ニ ュ ー メデ ィア振 興 財 団 設 立 準 備 委 員 会 は,「 国 際 健 康

余 暇 開 発 シス テ ム」 の構 築 に向 け,各 種 の事 業 に取 り組 ん で い る と ころ で あ る。

この シ ステ ム は,健 康,余 暇,ス ポー ツ ・レ ク リエ ー シ ョ ンに係 る情 報 サ ー ビス を 行 い,

地 域 社 会 の 健 康 づ く りに役 立 て よ う とす る もので あ る。

この 分 野 にお け る デ ータ ベ ー スの 構 築 は,対 象 領域 が広 く,未 開発 の 分野 で あ るが,今 後,

社 会 的 需 要 は,ま す ます 高 ま る もの と思 慮 され る。

本 デ ー タ ベ ー ス は,鹿 屋 シス テ ム の一 環 と して,個 々 人 に適 した体 力 づ くり,健 康 増 進 に

活 用 す る ス ポ ー ツ ・レ ク リエ ー シ ョン分 野 を対 象 と して 構 築 した もので あ る。

3.2デ ー タ ベ ー ス の 内 容

デ ー タベ ー ス の 内容 と して は,健 康 増 進 デ ータ ベ ース 開 発 委 員 会 を編 成 し,こ の 開発 委 員

会 に よ り策 定 した健 康 づ くりの た め の運 動 プ ロ グ ラム構築 の 基本 方 針 に基 づ き,健 康 づ く り

に 役 立 つ ス ポ ー ツ ・レ ク リエ ー シ ョンの9分 野,各 分野5種 目つ つ の45種 目に つ い て,基

本 的 には,1種 目5画 像 で構 成 し,内 容 的 に は下 記 の とお り と した 。

な お,1種 目5画 像 に つ い て は,運 動 の フ ロー チ ャー トと して5画 像 で 説 明 出来 る もの と

判 断 し編 集 した 。

画 像No 内 容(小 分類)

1.画 像 種 目概要,イ メ ー ジ図

2.〃 用 具,費 用

3.〃 実 施 方 法,ル ー ル(注 意 事 項)

4.〃 効 果,対 象者

5.〃 関係 団体,連 絡 先,関 係書籍
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画 像 内容 につ い て は,当 初,個 人 の 健 康 づ くりに役 立 っ ス ポ ー ツ ・レク リエ ー シ ョンを個

々人 の健 康 状 態 や 運 動 能 力 ・趣 向 を判 断 して パ ー ソナ ル な 運動 処 方 を ア ドバ イ スす る コ ン ピ

ュ ー タ シス テ ム(別 途 ア プ リケ ー シ ョン ソ フ トを開 発)と 連携 した デ ー タ ベ ー ス を構 築 して

い くこ とを 目標 と して い たが,資 金,体 制 等 の面 で運 動 処 方 との連 携 は次 の ス テ ップ で の検

討 課題 と した 。

効 果 に つ いて は,カ ロ リー表 示,目 標 心 拍 数 等 の パ ー ソナ ル な 内容 につ いて,い ろ い ろ検

討 を加 え た結 果 ケ ー ス バ イ ケ ー スで 情 報 の 内 容 が 異 な るた め(幅 が あ りす ぎ る),危 険 性 が

あ る と判 断 さ れ,画 像 情 報 と して取 り込 む こ と は難 しか った 。 む しろ,健 康 づ くりの啓 発 ・

動 機 付 け とい う観 点 か らア ウ ト ・ドア の種 目 を 中心 に,楽 し くて,継 続 性,社 交 性(交 流 の

場)が あ る種 目 に ウエ イ トを置 い た。

3.3デ ー タベ ー スの 基 本 構 造

(1)デ ー タ ベ ー ス に 利 用 さ れ て い る主 な デ ー タ 構 造 に は,次 の よ うな3つ の 形 態 が あ

る。

① 階層 構 造

② リ レー シ ョナル構 造

③ ネ ッ トワ ー ク構 造

こ の3つ の形 態 の うち,階 層 構 造 は そ の 構 造 が ツ リー状 で あ る こ とか ら,一 般 に ツ リー

構 造 と呼 ば れ て い る。

ツ リー型 デ ー タ ベ ー スが 多 くの ビデ オ テ ック ス シス テ ムで 採 用 さ'れて お り,鹿 児 島県 ニ

ュー メ デ ィア振 興 財 団 設 立準 備 委 員 会 に お い て も,こ れ ま で プ レ実 験 用 あ る い は ニ ーズ調

査 用 の ビデ オ テ ッ クス画 像 に採 用 し,実 験 を 実 施 した と ころ で あ る。 この実 用 実 験 の 結果

ツ リー型 デー タベ ー ス は,目 的 の情 報 に至 る まで手 間,時 間 を要 す る と い う問 題 点 が あ る

もの の,一 般 の 人 が 専 門 的 知 識 あ る いは特 別 な訓 練 を必 要 とせ ず容 易 に利 用 で き る と い う

評 価 が得 られ た。

この よ うな結 果 か ら,デ ー タベ ース の基 本 構造 と して は,階 層 構造 方 式 を採 用 した。

(2)デ ー タベ ース の基 本 構 成

① ツ リー構 造

本 デ ー タベ ース は,ツ リー構 造 に よ る(10進 分 類 型)情 報 を整 理 ・統 合 して あ る。
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分類 に つ いて は前 述 の とお り健 康 づ く りに 役 立 っ運 動 種 目 を9分 野 に 区 分 した 。

9分 野 につ い て は そ れ ぞれ1分 野 毎 に 中 分 類,小 分類 に 区 分 され,メ イ ン メ ニ ュ ーを

含 め5階 層 で 構 成 され,小 分 類 は基 本 的 には5画 像 で構 成 さ れ て い る。

こ のた め,こ の デ ー タベ ース は,市 販 され て い る ビデ オ テ ック ス ソ フ トで 対 応 で き る。

な お,本 デ ー タベ ース は,ス タ ン ドア ロー ン型 シ ス テ ムで も対 応可 能 な5イ ンチ フ ロ

ッ ピー デ ィス ク1枚(1MB)に 収 録 す る こ とが で き るよ う設 計 して い る。 これ は,健

康 づ くりに役 立 つ プ ログ ラム と して生 涯 ス ポー ツの 指導 者 を メ イ ンに サ ブ と して個 人 を

普 及 の タ ー ゲ ッ トに想 定 して い るた め,啓 発,動 機 づ け に必 要 な情 報 量 と して,小 分 類

の 情 報 を5画 像 程 度 の 画 像数 にお さえ て編 集 して い る。

ま た,場 合 に よ って は,階 層 数 を 増 や す こと に よ って 多 くの 情 報 を 収録 す る ことは可

能 で あ る。

一

一

一 1.体 操 ・ ダ ン ス
一分

類
別
種
目
一

覧

2.ジ ョ ギ ン グ ・

ウ エ イ ト ト レ ー ニ ン グ

一

一

一

一

一

3.ボ ー ル ゲ ー ム

(5画 像)

4.ニ ュ ー ス ポ ー ツ

タ イ トル ー 運 動 前 の チ ェ ック ー 分類 一 覧
一

5.体 力 づ く り の た め の

レ ク リエ ー シ ョ ンゲー ム

一 6.ス イ ミ ン グ

一7 .海 洋 ス ポ ー ツ

一8 .野 外 活 動

一9 .登 山 ・ ス ポ ー ツ

図3-1ツ リ ー 構 造 イ メ ー ジ 図

一19一



② 検 索 フロ ー

本 デ ー タベ ー スは 以 下 の 表 示 順 序 を基 本 と して い る。

a起 動

bメ イ ンメ ニ ュ ー

c運 動 前 チ ェ ック(次 画 面)

d分 類 一 覧(1～9)(選 択)

e分 類別 種 目一 覧(1～5)(選 択)

f種 目画面(1)(次 画 面)

g種 目画面(5)(選 択)

h分 類 一 覧or分 類 別 種 目一 覧

タイ トル

↓ 次画面

運動前チ ェック

↓ 次画面

分類一覧(1-9)

↓ 選 択

分野別種 目一覧(1-5)

↓ 選 択

種 目画面(1)

↓ 次画面

種 目画面(5)

選択 ※選択は2つ1.分 野 別種 目一覧

↓ ↓2.分 類一覧

リター ンキー を押 せば

12自 動的に1.へ

分野一覧 分野別種 目一覧

↓ ↓

タ イ ト ル 終了

図3-2検 索 フ ロー図
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3.4課 題

〔1)本 デ ー タベ ース は,企 業,自 治 体等 の健 康 管 理 室,地 域 の 健 康 増 進 施設 で の情 報 サ ー ビ

ス シス テ ムの一 環 と して,そ れ らの施 設 の 管 理 者,イ ンス トラ ク タ ー,企 業 の 従 業 員,地

域 住 民 等 が 気軽 に検 索 す る こ とに よ り,「 健 康 づ く りの た め の スポーツプ ログラム 」の啓 発

お よび動 機 付 け とい う 目的 が達 成 で き るよ う,NAPLPS方 式 の ビデオテ ックスシステム

の情 報 メ デ ィア と して の 特 性 を生 か して 設 計 して い る。

この た め,健 康 づ くりに は どの よ うな ス ポ ー ツ ・レク リエ ー シ ョ ンが 適 して い るか と い

う観 点 か ら,中 高 年 の生 涯 ス ポ ー ツ と して手 軽 に実 行 で き るユ ニ ー クな種 目 に 限 定 して 作

成 した 。

今後,健 康 づ くり に役 立 つ ス ポ ー ツ ・レク リエ ー シ ョ ンデ ー タ ベ ース と して利 用者 の 多

様 な ニ ー ズ,ラ イ フ ス テ ー ジに応 じた種 目 を拡 大 して い くこ とが 必要 で あ る。

② 検 索 シス テ ムの 充 実

本 デ ー タベ ース の 検 索 シス テ ムに つ い て は,デ ー タ ベ ース 検 索 の 専 門 的 知 識 を 有 しな い

者 で も平 易 に 利 用 出 来 る よ う,ツ リー構 造 に よ る メ ニ ュー検 索 方 式 を採 用 す る と共 に,利

用 者 の興 味 の深 化 に対 応 し,「 ゲ ー ムの や り方 」 「ル ー ル 」 「用 具 」 「対 象 者 」 「効 果 」

「関 係 団体 の 連絡 先 」 「参 考 文 献,資 料 」 とい う順 序 で 情 報 内 容 を深 化 させ,啓 発,動 機

付 け と い う目的 が 達 成 で き るよ う設 計 して い る。

今後,対 象 領域 が 拡 大 され る に伴 い,簡 単 な キ ー ワ ー ドに よ る検 索 シ ステ ムを付 加 す る

こ とが 必要 で あ る。

(3)他 の コ ン ピ ュー タ シ ス テ ムお よ び動 画,音 声 メデ ィア との連 携

本 デ ー タベ ー スは,基 本 的 に は独 立 の シス テ ム と して 設 計 して い るが,今 後,運 動 処 方

シス テ ムや,更 新 性 の 高 い施 設,指 導 者 等 の地 域 情 報 デ ー タベ ー ス等 との ネ ッ トワ ー ク が

必 要 で あ る。

ま た,運 動 プ ログ ラ ムの 実行 に 当 た って は,動 き,音 楽(BGM)と い った静 止 画 で は

表現 で きな い情 報 が 重 要 な要 素 を 占 め て い る た め ビデ オ等 の動 画情 報 と音 声 メ デ ィ ア との

連 携 も考 え られ る。
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4法 令 ・判例 等 シソーラスの構築

(法律 エキスパー トシステムに応用)

株式会社 日本法律 情報センター





4法 令 ・判 例 等 シソー ラスの 構 築(法 律エキスパー トシステム に応 用)

4.1概 要

4.1.1目 的

(1)株 式 会 社 日本 法 律 情 報 セ ンタ ー(以 下 「当 セ ンタ ー」 とい う。)は,か ね て か ら判 例

・関 係 論 文 等 デ ー タベ ース を 構築 中で あ った とこ ろ ,財 団法 人 デ ー タベ ース振 興 セ ンタ

ーか ら ,昭 和61年 度 デ ー タ ベ ース の構 築促 進 及 び 技 術 開発 事 業 の一環 と して 「判 例 ・

関 係 論 文 検 索 シス テ ム」 に つ いて事 業 委 託 を受 けた 。 こ れ に よ り判 例 デ ー タベ ー ス構 築

に当 た っての,「 ソ フ ト」 と 「ハ ー ド」 との 関 係,オ フライ ンと して の 「CD-ROM」

と オ ン ラ イ ン と して の 「VAN」 との 関 係,各 領 域 の 設 定,キ ー ワー ドの基 本 的 な 考 え

方,そ の 内 容 ・項 目の検 討 な どを 行 った結 果,判 例 デ ー タベ ースの 事業 化が 可 能 とな っ

た 。 「CD-ROM」 「VAN」 と もに実 験 段 階 を 経 て,昭 和63年 中 に も本格 的 事 業

化 を予 定 して い る 。

② 当 セ ンタ ーは,裁 判 官 ・検察 官 ・弁 護 士 や 大 学 教 授 な ど の 「法 律 専 門 家 」 や 中央 ・地

方 の 官 公 庁,会 社 法 務 部 関 係者,図 書 館 関 係 者,大 学 関 係 者 な どの 「準 法律 専 門 家 」 に

限 らず,法 律 に は素 人 の 方 で も気 軽 に利 用 で き る こ とを 目標 に デ ー タ ベ ー スの 開 発 に当

た った 。 ほ ぼ所 期 の 目的 を 達 した もの の,素 人 が 利 用 して も,法 律 専 門 家 な どが 利 用 し

た場 合 と同等 の結 果 を 得 る と と もに,「 漏 れ 」や 「ノ イ ズ」 を防 止 す るな ど,よ り完 全

な もの と し,ま た,多 数 の 類 義 語 な どを体 系 的 に分 類 ・整理 した類 似 語 ・関 連 語 辞 典,

つ ま り シ ソ ー ラス(thesaurus)構 築 の可 否 の 検 討 は避 け て通 れ な い もの とな った 。

(3)更 に,上 記(2)の 目的 を徹 底 させ るた め に は,AI(人 工 知 能)を 応 用 して,コ ン ピュ

ー タに法 律 専 門家 の 問題 解 決 作 業 の肩 代 わ りを させ た り ,あ るい は法 律 専 門 家 の 問 題 解

決 作 業 を支 援 させ た りす る 「法律 エ キス パ ー トシス テ ム」 を取 り入 れ る こ とが 可 能 で あ

る か 否か,更 に,可 能 で あ る とす れ ば これ を判 例 等 デ ー タ ベ ース の ビ ジネ スに 取 り入 れ

る こ とが 望 ま しい か ど うかが 検 討 され るべ きで あ る 。

(4)こ の よ うな理 由 で,「 法 令 ・判 例等 シソ ー ラスの 構 築(法 律 エキ ス パ ー トに 応 用)」

に つ い て検 討 の必 要 が あ る 。
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4.1.2実 施 内 容

(1)判 例 等 シ ソー ラス ・AI応 用 検 討 委 員 会(以 下 「委 員会 」 と い う)の 開 催

(2)各 分野 の判 例 約1,000件 に っ いて の 判 例 用 語 に よ る キ ー ワー ドの 切 り出 し

(3)法 律 辞書 作成 につ いて の検 討

4.2委 員会 の概 要

4.Z1委 員 会 の 目的

(1)法 令,判 例 につ い て シソ ー ラス は必要 か 。 法 令 と判例 との 使 用 用 語 の 厳 密 性 の 差異 。

(2)シ ソー ラスは,主 と して どの よ う な 目的 に利 用 す るか 。

(3)シ ソー ラスを作 成 す る具 体 的 な方 法。

(4}AI(人 工 知 能)を 判 例 シ ソー ラス に応 用 す る こ と は理 論 的,ビ ジネ ス的 に可 能 か 。

可 能 で あ るとす れ ば,ど の よ うな 事柄 に対 して 応 用 す べ きか 。

(5)法 律 辞 書 作成 の 必 要性 の有 無 。

㈲ その他,上 記 に関連 す る事 項 。

4.2.2検 討 結 果

(1)法 令 に っ いて は,そ の 用語 は厳 密 な規 則 性,統 一 性 を持 って い るの で,シ ソー ラス は

原 則 と して必 要 は な い と思 わ れ る。 しか し,判 例 に つ いて は,法 令 ほ どの 規 則 性,統 一

性 は認 め られ ず,そ の他 諸 般 の事 情 を考 慮 す る と,原 則 と して シ ソー ラス の必 要 性 は否

定 で きな い 。

② シ ソー ラス作成 に 当 た って は,言 葉 特 に 日本 語 の曖 昧 さの 問題,共 同 作 業 の場 合 の個

人 差,主 観 差 の 問題,同 一 人 の場 合 で あ って も時 間 の経 過 等 に よ る変 化 の 問 題,グ ル ー

ピイ ング上 の 問題,グ ル ー ピ イ ン グが 困 難 な新 しい グル ープ の 出現,頻 度 回数 の 多 寡 等

か らキ ー ワー ドとす る に は不 適 切 な もの が あ る こ との 問題,法 令 と判 例 との 関 連 付 けの

問 題 や メ ンテ ナ ンスの 問 題 な どが あ り,過 去 に失 敗,成 功 事例 な どが あ るの で,こ れ ら

を 参 考 とす ると と もに先 達 の 意 見 も聞 く必要 が あ る。

(3)実 験 段 階 は別 と して,実 用 段 階 で は 「分 野 別 」 の シ ソー ラス とす る こ とが 望 ま しい と

考 え る。

(4}判 例検 索 の具 体 的 内容 を検 討 して み る と,AI(人 工知 能)を 応 用 し,.法 律 エ キス パ
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一 トシス テ ムを 構 築 す る こと は理 論 的 に も実務 的 に も可 能 で あ る と考 え る。

その 目的 は,過 去 に同 種 判 例 が な か った こ とを証 明 す るい わ ゆ る 「零 」証 明 の た め で

は な く,「 漏 れ 」 や 「ノ イズ」 が な い ことの証 明 に利 用 され るべ きで あ る。

(5)IR(情 報検 索)とAI(人 工 知 能)の 機能 の 分 離 と限界 と い う こ とを認識 し,ま ず

IRを 固 め,そ の 上 で,AIを 構 築 すべ きで あ る。

(6)IRを 固 め る方 法 と して は

① キ ー ワ ー ドの 出現頻 度 が一 度 の もの,逆 に極 め て多数 回 に及 ぶ もの な ど は切 り捨 て

る。

② 同 義 語,類 似 語,関 連 語,反 対 語 や 上位 概 念,下 位 概 念 を どの よ うにす べ きか,「

ノ イ ズ」 の問 題 や ア ク セ ス タ イ ムが 長 いな どの 問題 が あ るの で,多 角 的 に検 討 す べ き

で あ る。

③IRシ ス テ ム に 入 れ て 実 証 的 に検 討 して み る必 要 が あ る。 そ の 結 果,効 率 的 な もの

だ け選 ぶ方 針 とす る 。

(7)検 索 語 の 選 定 等 で の ノ ウハ ウは 絶 対 に洩 ら して は な らな い 。 ま た,そ の方 策 は可 能 で

あ る 。

(8)ソ フ トを中 心 に置 き,ハ ー ドに つ いて は どの メ ーカ の一 定 レベ ル 以 上 の機 種 に つ い て

は 適応 が 可 能 で あ る,い わ ゆ る マ シ ンフ リーの原 則 が貫 ぬ か れ るべ きで あ る。

4.23実 験 結 果

(1)実 験 の方 向

当初 は,実 務 分野 中,法 令 ・判 例 等 デ ー タ ベ ースの 利 用 者 が最 も多 い と思 われ る 「企

業 取 引関 係 分野 」 と 「科 学 技 術 ・先 端 技 術 等 関係 分 野 」 等 につ いて 検 討 す る予定 で あ っ

たが,委 員 会 の大 勢 の 意 見 等 を 基 に,結 局 判 例等 デ ータ ベ ー スの ア ウ トライ ンに つ い て

正 確 な知 識 等 を得 る と と もに,判 例 等 デ ー タベ ー ス につ いて の シソ ー ラスが ビジ ネス と

して成 り立 つ か を 幅 広 く知 るた め に,全 法 令 分 野 に つ い ての 判 例 等 シ ソ ー ラス につ い て

実 験 して み る こ と に した。

② シ ソー ラス作 成 の方 法

原 則 と して,最 高 裁 判 所 判 例 は59年 以 降,高 等 裁 判 所 判 例 は54年 以 降,地 方 裁 判

所 判 例 は59年 以 降 の 分 を対 象 と し,ま た,以 下 の公 式 判 例 集 に登 載 され た もの に よ っ

た 。

最 高 裁 判 所 民 事 判 例 集
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最 高 裁判 所刑 事 判 例 集

高 等 裁判 所 民 事判 例 集

高 等裁 判 所 刑 事 判 例 集

下 級裁 判 所 民 事 判 例 集

下 級裁 判 所 刑 事 判 例 集

各 審 級判 例 の 内訳 は以 下 の とお りで あ る。

最 高 裁判 所 ・ ・ ・ ・ ・…270件

高 等 裁 判所 ・ ・ ・ ・ ・ …546件

地 方 裁判 所 ・ ・ ・ ・ ・ …263件

簡 易 裁判 所 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …2件

合 計1,081件

③ 実 験 に 利用 した法 分 野

憲 法,国 会 法,裁 判 所 法,行 政 組織 法,行 政救 済 法,財 政 法,警 察 ・防衛 法,土 地 法,

環境 保 全 法,教 育 法,民 法,商 法,民 事 訴 訟 法,刑 法,刑 事 訴訟 法,矯 正 保 護法,社 会

法,経 済 法,無 体 財 産法,条 約 の 分野 で あ って,全 法律 分 野 を カバ ーす る。

(4)各 収 録 法 の 内容

収 録 した各 法 分 野 の 内訳 は,以 下 の とお りで あ る。

憲 法 関 係 …''''"

国 会 法 関 係 ・ ・ ・ ・ ・ …

裁 判 所 法 関 係 ・ ・ ・ ・ …

行 政 組 織 法 関 係 ・ ・ ・ …

行 政 救 済 法 関 係 ・ ・ ・ …

財 政 法 関 係 ・ …''"

警 察 ・防 衛 法 関 係 ・ … ●

土 地 法 関 係 ・'◆'"●'

環 境 保 全 法 関 係 ・ …"

教 育 法 関 係 ・ ・ ・ ・ ・ …

民 法 関係 ・ ・…

商 法関 係 …"

民事 訴 訟 法 関 係 ・ ・

刑 法 関係 ・'"●

87件

34件

9件

38件

76件

53件

92件

30件

7件

8件

・ …266件

・ …53件

・ …137件

・ …246件
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刑 事 訴 訟 法 関 係 ・ ・ ・ …158件

矯 正 保 護 法 関 係 ・ ・ ・ …5件

社 会 法 関 係 ・ ・ ・ ・ ・ …153件

経 済 法 関 係 ・ ・ ・ ・ ・ …84件

無 体 財 産 法 関 係 ・ ・ ・ …22件

条 約 関 係i・ ・ ・ ・ ・ ・ …4件

条 例 関 係:・ ・ ・ ・ ・ ・ …10件

合 計1,572件

⑤ 判 例 用 語 の キ ー ワ ー ド付 け の 方 法

前 記 判 例 集 中 の 「判 示 事 項 」 と 「裁 判 要 旨 」 部 分 に つ い て 法 律 関 係 者 が 手 分 け し て キ

ー ワ ー ドを 付 し ,こ れ を コ ン ピ ュ ー タ に キ ー ワ ー ド と して 切 り 出 さ せ た 。 こ れ を ソ ー ト

し,こ れ を も と に 分 類 整 理 し た 。

㈲ 人 手 に よ っ て 付 し た キ ー ワ ー ド(知 能 キ ー ワ ー ド)の 件 数

合 計12,882個

(7)特 定 キ ー ワ ー ド の 出 現 頻 度 別 状 況

①1回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …10,157

②2回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …1,335

③3回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …474

④4回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …263

⑤5回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …149

⑥6回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …87

⑦7回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …85

⑧8回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …43

⑨9回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …41

⑩10～19回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …167

⑪20～29回 ・ ・.・ ◆.・ ・ ● ・46

⑫30～39回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …12

⑬40～49回 ・ …'●'"◆15

⑭50～99回 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …5

⑮100回 以 上 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ …3

仮 に,1回 の み 出 現 し た キ ー ワ ー ド と30回 以 上 出 現 し た キ ー ワ ー ド の 双 方 を,機 械
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的 に切 り捨 て る とす る と,そ の 数 は 「2,690」 とな る。

(8)類 似 語 の 状 況

12,882語 の キ ー ワ ー ドは,基 本 ワー ドの形 式 で 整 理 す る と,合 計1,417語 とな る。

一 方 ,類 似 語 を伴 わ な い もの で あ って も,そ れ 自体 複 数 回 出 現 した ものは,合 計389

語 あ る。

両 者 合 計 は,1,806語 で あ る。

若 干 無作 為 に抽 出 し,例 示 す る。

(「 頻 度 数 」 は,類 似 語 を伴 わ な い もの で 複数 出現 した もの を 示 す 。)

よ み キ ー ワ ー ド 類似語 頻度数

あいて 相手 10

あお り あお り 3

あかはた 赤旗 2

あきらか 明らか 4

あ くい 悪意 4

あけわたし 明渡 4

あた ちな いとされた じれ い あたらないとされた事例 1

あ っせん あっせん 3

あらた 新た 9

あ りばい ア リバ イ 2

あんぜん 安全 25

い 医 25

いいわた し 言渡 3
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4.24A1の 応 用 に つ い て

AIの 応用 に つ いて は,特 に権 威 あ る専 門家 の意 見 と して,判 例 シ ソ ー ラス にAIを 応

用 す る こ とは,可 能 で あ るの み な らず.,ビ ジ ネ ス と して も十 分 適 応 で き る可 能 性 が あ る と

の こ とで あ った。

今 後,上 記 そ の他IRの 検 討 を 待 ち,こ れ を踏 まえ て今 後 具 体 的 ・実 践 的 に 検討 して い

くべ きで あ る と い うの が,委 員 の 一致 した意 見 で あ った 。

4.2.5今 後 の対 策

判 例 シ ソ ー ラス の 作 成,AI(人 工 知 能)応 用 の 双 方 につ い て,過 去 の 例 に 学 び,権 威

あ る 関係 者 の意 見 を 徴 し,ま た最 大 限 コ ン ピ ュータを 利 用 す るな どの 方 法 で,今 後 の 完 成

を期 す 。

4.3成 果 と今後の課題

4.3.1成 果

これ まで,わ が 国 に は 法 令 ・判 例 関 係 の シソ ー ラス は ま った く存 在 しなか った。

判 例 に つ いて シ ソ ー ラ スの 必 要 が あ るか ど うか に つ いて 検 討 の上,こ れ が 必 要 で あ る と

の 結 論 に達 した上,法 律 の 全 分 野 の 判 例 の シ ソー ラス に つ き 実験 を し,一 応 の 成 果 を上 げ

た こと は,今 後 判 例 等 シ ソー ラスの 発 展 の 上で も ビ ジネス の面 で も,そ の 意 義 は大 きい も

の が あ る と考 え る。

一 方 ,判 例 シ ソ ー ラ ス とAIと を 結 び つ け る検討 を し,そ の 方 向 付 け を 得 た こ と も相

当 な 意 義 が あ ると考 え る。

4.3.2今 後 の課 題

判 例 シ ソー ラス の 内 容 に つ い て は,今 後 多数 の判 例 を実 証 的 に検 討 した 上,商 品 と して

も通 用 す る完 壁 な もの と して い く必 要 が あ る。 それ に は,少 な くと も数 万 件 の 判 例 につ い

て検 討 して い く必 要 が あ り,ま た,科 学 的,技 術 的 な分 析 検 討 も不 可 欠 で あ る。

更 に,AIを 応 用 す る こ とに つ いて は,こ れか らの課 題 で あ る の で,そ の 方 法 論 を含 め,

今 後 検 討 して い くべ きで あ る と考 え て い る 。
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5ハ ンディキャップパ ーソンの 情 報 ニーズ に即 した

ライフサ ポ ー トデ ータベ ースの 設 計

ダイヤル・サービス株 式会社





5.ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ パ ー ソ ンの 情 報 ニ ー ズ に 即 した ラ イ フ サ ポ ー トデ ー タ

ベ ー ス の 設 計

5.1構 築 の 背 景

5.1.1わ が 国 に お け るハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ン(身 体 障害 者)の 実 態

厚生 省 は,昭 和62年11月4日 付 け で18歳 以 上 の身 体 障 害 者 と18歳 未 満 の 身 体 障 害 児 の 実

態 調 査 結 果 の概 要 を 発 表 した 。

そ れ に よ る と,身 体 障 害 者 の 総 数 は241万3千 人 で,在 宅 障 害 者 の数 は,前 回 の昭 和55

年 に比 べ20パ ー セ ン ト以 上 増 加 し,人 口比 も2。4パ ー セ ン トか ら2.7パ ーセ ン トとな った。

こ れ は,高 齢 化 に 伴 な う脳 卒 中 な ど の老 人 病 に よ る増加 と,身 体 障害 者 福 祉 法 の 改 正 に

よ り新 たに 人 工 肛 門,人 工 膀 胱 造 設 者 や 小 腸 機 能 障 害者 が 加 わ った こ とな どが 挙 げ られ,

内 部 障 害者 は50パ ーセ ン トも増 え た。

5.1.2ハ ンデ ィ キ ャ ップ パ ー ソ ン(身 体 障 害 者)の 生 活 実 態お よ び 情 報 ニ ー ズ に 関 す る ダ イ ヤ

ル ・サ ー ビス(株)の ヒヤ リ ング 調 査 結 果 の あ ら ま し

(1)調 査 目的

この 調 査 は,限 られ た条 件 の 中 で,情 報 と接触 して い る身 体 障 害 者 の情 報 ニ ーズ と情

報 行 動 を探 る こ と を 目 的 と して 実 施 した。 特 に情 報 を入 手 す る メ デ ィア に対 す るニ ー ズ

か ら新 しい情 報 シス テ ム の方 向 性 を 探 った 。

② 調 査 対 象

ハ ンデ ィキ ャ ップパ ソ ー ン(女 性)30名

(3)調 査方 法

電 話 に よ る調 査11名

面 接 によ る調 査19名

(4}調 査 結 果

1)ハ ン デ ィキ ャ ップパ ー ソ ンは,自 らの 障害 を補 う もの と して,情 報 の 新 しい メ デ ィ

ア を 強 く求 めて い る。

2)ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンは,必 要 な情 報 を対 価 を支 払 って も獲 得 した い とい う意

識 が,き わ めて 強 い 。
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5.2構 築 の 意 義 と 目 的

1981年 の 国 際 障 害 者 年 を機 に,街 に は点 字 ブ ロ ック,車 椅 子 用 の ス ロ ープ な ど,身 体 の不 自

由 な人 々 を受 け入 れ る た め の 「ハ ー ドウ ェ ア」 の 開 発 ・普 及 が不 十 分 な が らも徐 々 に進 め られて

き た。

しか し,前 述のとおり,1984年1月 お よび1985年7月 に弊 社 の 「INSを 考 え る女 性 委 員 会 」

が 実 施 した ヒヤ リ ング調 査 等 に よ る と,身 体 の 不 自 由 な人 々の 多 くが社 会 参加 へ の 強 い意 欲 を い

だ きな が らも,以 下 の よ うな理 由か ら,も う一 歩,足 を踏 み 出せ な いで い る現 実 が 明 らか に な っ

た。

す な わ ち,ハ ンデ ィ キ ャ ップ パ ー ソ ン と 「社会 資 源 」 を 結 び付 け る た め の,情 報 ソ フ トの開 発

が,著 しく立 ち遅 れて い るか らに他 な ら ない ので あ る。

した が って,例 え ば,車 椅子 で 生 活 す る人 々 は,外 出 に欠 か せ な い車 椅 子 用 トイ レの設 置 場 所

を,事 前 に熟 知 す るこ とは なか な か 困 難 な こ とで あ る。

ま た,交 通 事 故 の激 化,労 働 災 害 の 多 様 化,人 口 の 高齢 化 等 に よ りハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ン

の総 数 が 激 増 をた ど って い る今 日,ハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンと,社 会 資 源 の 架 け橋 とな る よ う

な,ま こ こ ろ の こ も った 情報 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム の 構 築 は,緊 急 か っ,重 要 な社 会 的課 題 で あ

る。

ま た,弊 社 にお い て は,1971年 に 開 設 した電 話 相 談窓 口 「赤 ち ゃん110番 」 な ど を通 じて,

全 盲 の 母 親 か らの 育 児 相 談 等 を 多数 受 け付 け るな ど,ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの切 実 な情 報 ニ

ー ズ とそ の対 策 の 立 ち遅 れ を 日々の 業 務 の 中で 痛 感 して き た。

そ こで,国 際 障 害 者 年 が 中 間年 を 迎 え た昨 年,1987年 よ り5ケ 年 計 画 の予 定 で,全 国241万

3千 人(1987年2月 厚 生 省 実 態 調 査)の ハ ンデ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンお よ び その 家族,ボ ラ ンテ

ィア,社 会 福 祉事 業 従 事 者 な ど を対 象 に,弊 社 の20年 近 い テ レコ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの実 績 とノ ウ

ハ ウ,更 に独 自の 研 究 活 動(ダ イヤ ル ・サ ー ビス グ ル ープ 内 の シ ンク タ ンク と して生 活 科 学 研 究

所 を併 設 して い る)を ベ ー ス に,真 に ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの 情報 ニ ー ズ に 即 した 「ライ フ

サ ポ ー トイ ンフ ォ メ ー シ ョ ンデ 一 夕ベ ー ス」 の 構築 と,そ れ に基 づ く情 報 提 供 サ ー ビス に 着手 し

た。

5.3概 要

5.3.1基 本 項 目

(1}ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ パ ー ソ ン の 情 報 ニ ー ズ に 即 し た 「ラ イ フ サ ポ ー ト デ ー タ ベ ー ス 」 の
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設 計 お よ び情 報 の 構 築

② 「ライ フサ ポ ー トデ ー タ ベ ー ス」 に基 づ き,電 話 によ る情 報 提 供 お よ び フ ァク シ ミ リ

(主 に耳 と言 葉 の 不 自由な 人 々 を対 象),パ ー ソナル コ ン ピ ュー タ通 信 な ど を媒 介 と し

て,個 々 の ニ ーズ に き め細 か く対 応 した 生 活 情報 の提 供

(3}構 築 され た デ ー タお よ び利 用 者の ニ ー ズを 適 宜,報 告 書 な ど の形 に ま とめ,社 会 還 元

して い く

5.3.2デ ー タ ベ ー ス の 種 類 と量

1)社 会保 障,社 会 資 源 な ど行 政 情報1,000件

2)ボ ラ ンテ ィア情 報1,000件

3)育 児 や 料 理 な ど家 庭 生活 に 関 す る情 報25,000件

4)バ ーゲ ン情 報,新 商 品情 報,宅 配 サ ー ビス 情報 な ど買 い 物 に 関 す る 情 報3,000件

5)病 院 や 補 装 具 な ど 医療 に 関す る情報5,000件

6)コ ンサ ー ト実 施 予 定 や車 椅 子 で 宿 泊で き る ホ テル な ど趣 味 や レジ ャ ー に関 す る情 報

5,000件

7)親 睦団 体 や サ ー ク ル な どハ ン デ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの ネ ッ トワー ク化 に関 す る情報

2,000件

8)そ の他 多 数

5.4構 築 状 況

昭 和62年11月15日 よ り5回 の デ ー タ ベ ー ス 構築 委 員 会 の審 議 を ふ ま え て,デ ー タ ベ ース の設

計 お よ び 作 成 に着 手 。

昭 和63年1月 末 設 計終 了

5.5シ ス テ ム 上 の 特 色

本 デ ー タ ベ ー ス は実 施 計 画 書 と5回 に わ た って 開催 された委 員 会 の 成 果 を 基 に 構 築 した もので

あ る。

本 シ ステ ム は,3期 に 及 ぶ 構 想 の う ち 第1期 計 画 分,す な わ ちパ ー ソ ナル コ ン ピ ュー タを使

用 して の デ ー タ ベ ー ス メ ンテ ナ ンス並 び に特 定 リサ ーチ ャー用検 索 シ ス テ ムの2点 を 目的 と して
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構 築 した もの で あ る。

(1}デ ー タベ ー ス シス テ ム

本 シス テ ム の機 能 と将 来 の シス テ ム拡 張,変 更 を考 慮 した場 合,デ ー タ フ ァイル は デ ー タベ

ー ス シス テ ムで 管 理 す る こ とが 望 ま しい
。

フ ァイ ル シス テ ム に比 較 して,デ ー タを プ ロ グ ラム か ら独 立 させ る た め デ ー タ,プ ログ ラ ム

いず れ かの 変 更 に対 し他 方 に比 較 的 影 響 が 少 な く,ま た デ ー タベ ー ス対 話 言 語 を通 して,非 定

形 照会 に も対 応 で き る等 の メ リッ トが 考 え られ る。

既 に導 入 済み のPC-9801(日 電)上 で 稼 働 す るRDB(リ レー シ ョナル デ ー タベ ー ス)に

は,INFORMIX,dBASE皿 ・皿,RBASE5000,SWING等 が あ るが,業 務 の 規

模,言 語 ・ユ ー ザ イ ンタ フ ェ ース お よ び上 位 互 換 性 か らINFORMIXが 最 適 で あ る。

②OSと プ ロ グ ラ ミング言 語

OS(基 本 ソ フ ト)は,18bitPC上 で 汎 用 性 の 高 いMS-DOS(マ イ ク ロ ソ フ ト)を,

また プ ログ ラ ミング言 語 と して は シス テ ム記 述 性 が 高 く,移 植 性 の良 いC言 語 が 最 適 で あ る。

5.6今 後 の 検 討 課 題

5.6.1点 字 お よ び 音 声 入 出 力 シス テ ム の 付 加

本 デ ー タ ベ ー ス は,3期 に わ た る 構築 計 画 の 最 終 段 階で,全 国 の 身 体 の 不 自 由 な人 々が

必要 な 時,必 要 な情 報 に直 接 ア ク セ ス で き る よ う,パ ソ コ ン通 信 の導 入 を計 画 して い る。

本 デ ー タ ベ ー スへ のパ ソ コ ン通 信導 入 に 当 た って の 最大 の 問題 点 は,目 の不 自由 な人 々

か らの ア ク セ スを 可 能 とす るた め に,い か に して音 声 お よ び点 字 に よ る入 出力 を付 加 す る

かで あ る。

本 デ ー タベ ー ス構 築 委 員 会 で も第2回,第3回 会 議 で この 問題 につ いて 討議 した。 本 デ

ー タベ ー スへ の パ ソ コ ン通 信 導 入 に 当 た って は ,

(1)音 声 お よ び点 字 に よ る入 出力 を容 易 に す るた め に,漢 字 仮 名混 じりの 情報 に対 応 付 け

てす べ て仮 名 文字 の デ ー タ フ ァイ ル を本 デ ー タベ ース 内部 に併 せ 持 つ。

② い くつ か の 問題 点 は否 定 で き な い が,市 販 の盲 人 用パ ソ コ ン通 信 ソ フ トを個 々 の利 用

者 が 活 用 す るこ と を前 提 と し,本 デ ー タベ ー ス内 部 には特 別 な フ ァイ ル を 付 加 しな い。

討 議 の結 果,漢 字 仮名 混 じ り文 の デ ー タに対 応 した 仮名 文 字 の み の フ ァイル を 本 デ ータ

ベ ース 内部 に保 有 す る場 合,相 当量 の記 憶 領 域 が 余 分 に 必要 と な り,想 定 して い る シス テ
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ム 規模 で は技 術的 に 不 可 能 で あ る こ とが 明 らか とな り,当 面 は 「AORテ レワ ー ド」 な ど,

利 用 者 が 市販 のパ ソ コ ン通信 ソ フ トを 活 用 す る との 前 提 の 下 に,本 デ ー タベ ー ス 内 部 に 特

別 の フ ァイル を 保有 す る こ とは 行 わ な い。

5.6.2構 築す る 情 報 の 収 集 と そ の 加 工

本 デ ー タベ ース は第1期 と して,今 年 度 は基 本 設 計 と その 作 成 が一 応 の終 了 を 見 た 。

次年 度 以 降 は 本 デ ー タ ベ ー スの 各 カ テ ゴ リーにつ いて,順 次 情 報 を 入 力 ・整 備 す る第2

期 の段 階 を 迎 え る こ と と な る。

言 う まで もな く,本 デ ー タ ベ ー ス は,高 齢 者 や身 体 の 不 自 由 な人 々 の ニ ーズ に き め細 か

く応 じた情 報 を 構 築 す る こ と に他 に例 を見 な い 独 自性 が あ る。 しか し,現 状 で は これ らの

目的 を カバ ーす るた め の 出版 物 な ど既 存 の デ ー タは皆 無 で あ る。

そ こで,情 報 の 収 集 とその デ ー タ ベ ー ス化 にっ いて は,一 つ 一 つ の 情報 内 容 に関 して 綿

密 な 裏 付 け調 査 が 必 要 と な る。

しか も,本 デ ー タ ベ ー ス構 築 に際 して は,短 期 間 に大 量 の 情 報 収集 と デ ー タ ベ ー スへ の

入 力 が 求 め られ て お り,人 的 ・物 的 な情 報 収 集 態勢 の整 備 と,そ れ に 要 す る費 用 の 確 保 が

最 大 の 課 題 で あ る。
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6中 国地域 における技術情報 データベース

構築に関する研 究調査
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6中 国地域 における技術情報 データベース構築 に関 する研 究調 査

6.1目 的

わ が 国 の情 報 化 は,従 来 コ ン ピュー タ ・通 信 技術 を中 心 と した ハ ー ド技 術 を 中心 に進 ん で

き たが,社 会 の 情報 化 の 進 展 に伴 い,こ のハ ー ドを用 いた情 報 の 入 手 や提 供 を 主 体 と した情

報 その ものの 重 要性 が 高 ま りつ つ あ る。 情 報 化 が進 展 すれ ば,人 は移 動 しな くて も必 要 な情

報 を 入 手 す る こ とが 可 能 と な り,情 報 を効 率 的 に使 用 す るこ とは今 後 の 産 業 活 動,社 会 環 境

の整 備,豊 か な生 活 環 境 を構 築 す る上で 必要 な要 因で あ る。 ま た,中 央 と地 方 との 間 で の情

報 ネ ッ トワー クを作 る こ とは地 方 の発 展,活 性 化 のた めの 有 益 な手 段 と考 え られ る。 しか し

な が ら,情 報 化 の 進展 は東 京 の 一 極 集 中 化 を更 に加速 化 して い るの が現 実 で は な か ろ うか。

例 え ば,デ ー タ ベ ース 利 用者 の75%程 度 は首都 圏 に集 中 して お り,デ ー タ ベ ー ス ・サ ー ビ

ス業 者 の 大 部 分 は 東 京 に立 地 して い る。

地 域 にお け る産業 ・社会 ・生活 等 の 情 報 化 を進 め る た め に は,各 個 人 ・各 界 の 意識 の 高 揚

が基 本 的 には望 まれ る。 と くに,産 学 官 が 一 体 とな った イ メ ー ジ作 り,個 人 に対 す る意 識 の

高 揚 が必 要 で あ る と考 え られ る。 さ もな い と,わ が国 の 産 業 構 造 が 国 際 型 へ転 換 す る過 程 に

あ って,多 様 化 す る国民 ニ ーズ へ の 対応 が遅 れ,地 域 の 企 業,個 人 が 取 り残 され,地 域 間 の

格 差 が ま す ま す拡 大 して い く恐 れ が あ るか らで あ る。 中 国地 域 が 東 京 ・大 阪 を 中心 と した 日

本 経 済 か ら取 り残 され ず,地 域 間 競 争 に勝 ち,地 域 活性 化 を 図 る た め に は,空 路,道 路 を 中

心 と した交 通 体系 の整 備 と通 信 ネ ッ トワー クの整 備 を進 め る こ とが 緊 急 の課 題 とな って い る。

ま た,高 度 の 情 報 知 識 を有 した人 材育 成,デ ー タベ ース産 業 の育 成,ネ ッ トワ ー ク化 の た め

の プ ロ トコル の統 一 も重 要 な課 題 で あ る。

本 事 業 は こ う した 背 景 か ら,中 国地 域 の情 報 化の進 展,と くに情 報 発 信 機 能 の 役 割 を果 し,

地 域 の 産 業 活 性 化 を 図 るた め の一 方 策 と して,技 術情 報 デ ー タ ベ ース構 築 の 意 義 と効 果 を 明

らか にす る と と もに,具 体 的 に提 唱 す るデ ータ ベ ースの 構 造 を示 し,中 国 地域 に蓄 積 され て

い る技 術 情 報 を デ ー タ ベ ース化 す る た め の基 本 的 概念 の 提 案 を試 み よ うとす る もの で あ る。
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6.2成 果 の 概 要

本事業 において検討 ・提案 した内容 を要約 して示 す と次 の とお りで ある。

6.2.1中 国地 域 に お け るデ ー タベ ー ス

(1}中 国 地 域 に おけ る産 業 の 現 状 と課 題

中国 地 方 は,緑 豊 か な 山 と海 に囲 まれ,近 畿 地 方 と九 州 地 方 に接 して お り,古 くか ら

文化,技 術 の 伝統 が あ ったが,物 資 の経 由 地,通 過 地 と い う性 格 が 強 く,地 域 と して の

主体 性 が 成立 しに くい 特 性 を有 して い た。 瀬 戸 内 海 の 恵 ま れ た 自然条 件 を活 用 した海 運

業,造 船 業 が育 ち,1960年 代か らは 日本 経 済策 の 波 に乗 って,埋 立 て に よ る工業 立地

が進 め られ,大 規模 コ ン ビナ ー トの 建 設 が 行 わ れ,瀬 戸 内海 重 化 学 工 業地 帯 を 形 成 した 。

現 在 で は石 油 化学,造 船,鉄 鋼,自 動 車 な どの 産 業 集 積 が あ り,裾 野の広 い関 連 企 業群

も育 って い る。

しか しなが ら,2度 に わた るオ イ ル シ ョック,昭 和60年9月 か らの 急 激 な 円高 は こ

れ らの産 業 に大 き な衝 撃 を与 え て い る。 中 国 地 方 の 主 要 産業 で あ る重厚 長 大 型 産 業 は付

加 価 値 が 低 下 し,貿 易 摩 擦 に もよ り成 長 速 度 が 減 速 化 して い る。 国 際 経 済 化 が 進 む 中で

中 国地 域 の産 業 構 造 を 重 厚 長 大 型 か ら,軽 薄 短 小 型,ハ イテ ク化 へ と転 換 す る こ とや,

新 たな 第3次 産 業 への 展 開,地 域 に根 ざ した望 ま れ る企 業 の育 成 をす る こ とが求 め られ

るよ うに な った 。 社 会 生 活 面 の 高 度 化 を図 る こ とに よ って,新 た な雇 用 機 会 の創 出や 陰

陽 の 格 差 是 正,更 に は 中央 との格 差 の縮 小 を 図 る こ とが重 要 な課 題 とな って い る。

中国 地 域 の工 業 製 品 の 出荷 額 は全 国 の6～7%を 占 め る もの が 多 く7%経 済 圏 と言 わ

れ て い る。 この よ うな産 業 構 造 に お い て は,FA,OA,ネ ッ トワー ク化 が 進 め られ 情

報 化 が 進 展 して い る企 業 もあ るが,全 体 的 に は そ の進 展 度 は低 い もの と考 え られ る。 中

国 地 域 の 情 報 サ ー ビス業 の 事 業 者 数,従 業 員 数,売 上 高 は,各 々全 国 比 率 で は,5.3%,

3.2%,2.2%と な って お り,す べ ての 順 位 は東 京,大 阪,名 古 屋,福 岡 に 次 ぐものの,

7%経 済 指 標 と比 較 す る と大 き く下 回 って お り,中 国地 域 の情 報 化 の進 展 が 進 ん で い な

い こ とが示 され て い る。

② デー タベ ー スの 必 要 性

中 国地 域 に お け る企 業 を は じめ と し,デ ー タベ ー ス に関 す る情 報 発 信 源 の 所在 とニ ー

ズ の調 査 を 行 い,地 域 に適 した技 術 情 報 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス構築 の模 索 を 行 った 。具

体 的 には,ア ン ケー ト調 査 に よ り技 術情 報 の 現状 を把 握 し,ニ ー ズ を調 査 分 析 して い る。
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ア ンケ ー トの 回 答 の あ った業 種 は製 造 業 が 大 部分 を 占 あ て お り,現 在 利 用 して い る デ ー

タ ベ ー スの 種 類 は研 究 開 発,技 術 開 発,特 許,製 品 な どの技 術 情 報 が 大 きな ウ ェイ トを

占め て い る 。最 も欲 しい情 報 と して は,技 術 開発 状 況,製 品 開発,技 術 協 力 に関 す る情

報 が 挙 げ られ て い る。 これ らの こ とか ら技 術 情 報 デ ー タベ ー ス構 築 の 必 要 性 が 裏 付 け ら

れ て い る。

(3)デ ー タベ ース の 意 義 と効 果

企 業 が必 要 と して い る 「新 素 材 」,「 部 品 ・材 料 」,「 電 気 通 信 」等 の 分 野 に お け る

デ ー タ ベ ー ス を構 築 す る こ とに よ り,中 国 地域 の 産 業 構 造 の転 換 を促 進 す る とと もに,

中 国 地 域 産 業 活 性 化 が 図 れ る もの と考 え られ る。 ま た,製 造 業 を 中 心 と した 各 企 業 に お

いて,営 業 実 績 等 の生 の情 報 との有 機 的 結 合 が迅 速 化 され,経 営 戦 略 の 策 定 と 決 断 が 容

易 に な り,企 業 活 動 が 前 進 す る。 更 に,情 報 の 地域 発信 が 可 能 とな り,東 京等 都 市地

域 との 格 差 是 正 に 寄 与 す る もの と期 待 され る。

(4}デ ー タ ベ ース の 利 用 状 況

中 国地 域 に お け る デ ー タ ベ ース 利 用 の 現状 につ いて 述 べ,全 国 ・他 地 域 との 比 較 を 行

い,中 国 地域 独特 の デ ー タ ベ ー スの あ り方,発 信 源 とな る技 術 情 報,必 要 とす る技 術 情

報 は何 か を 明 らか に して い る。 デ ー タ ベ ー スを構 築 す る技 術 に つ いて は,通 信 映 像 技 術

の概 略 を述 べた 後,デ ー タ ベ ー スの 利 用 頻 度 を高 め るた め の最 新情 報 の 入 力の 確 保,中

国 地 域 の 特 質 を著 し く表 わ した情 報 の整 備,全 国 レベ ルで の 地 域 デ ー タベ ース の相 互 連

携,徹 底 したパ ー ソ ナ ルニ ーズへ の 情 報の 提 供 を示 して い る。

6.2.2デ ー タベ ー ス の構 造 研 究

(1}構 築 す る デ ー タ ベ ースの 基 本 方 針

中 国地 域 を情 報 源 とす る技 術 情 報 の み を 収 録 し,地 域 外 の情 報 に つ いて は他 地 域 に 同

一 の デ ー タ ベ ー ス構 築 の提 言 を し,そ れ らの リンクに よ り実 用性 の 高 い デ ー タベ ー ス と

す るた め,基 本 方 針 は 次 の とお り とす る 。① デ ー タベ ー ス は 「フル テ キ ス ト ・デ ー タベ

ー ス 」の 要 素 と 「参考 デ ー タ ベ ース 」 の両 者 を兼 ね そ な え た もの とす る 。② デ ー タの 提

供 方 法 と して は,利 用 者 の 手 元 で活 用 で き る よ う 「オ ン ライ ンデ ー タ ベ ース 」 とす る。

③ デ ー タの収 集 と その 入 力 は,イ メ ー ジ情 報 が重 要 な要 素 を もち,ま た そ の 抄録 を編 集

す る作 業 が発 生 す るた め,「 集 中入 力 方 式 」 を採 用 す る。④ 将 来 の便 利 性 を 考 え て専 用

の ハ ー ドウ ェア と独 自 の ソ フ トウ ェア を開発 す る。⑤ デ ー タの表 現 形 式 は,文 字 に つ い

て は 「JISコ ー ド」 に よ る形 式 と し,イ メ ー ジ情 報 に つ いて は圧 縮 して フ ァイ ル す る。
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⑥情 報 検索 用 端 末 は,パ ソ コ ン と フ ァク シ ミ リを 活 用 す る。 ⑦ 他 地 域 に お け る同 一 デ ー

タベ ース と リン ク させ る た めの 配 慮 を 行 う。

② 提 唱 す る デ ータ ベ ー スの ハ ー ドと ソ フ ト

既 存 の デ ー タ ベ ー スで 既 に利 用 さ れ て い る各 種 の 機 器 ・ソ フ トの比 較 検 討 を ま ず行 っ

て い る。 地 域 型 デ ー タ ベ ー ス と して,技 術 情 報 を と りあ げて い る ため,か な りの規 模 の

情 報 量 とな る とと もに,ニ ー ズ に合 った提 供 手 段 を 研 究 す る必 要 性 を示 して い る 。 こ こ

で提 唱 す る デ ー タ ベ ース は,地 域 に お け る技 術 情 報 を広 範 囲 な分 野 に わ た り収 録 す る と

い った地 域情 報 と,経 済 性 を優 先 させ る必 要 性,地 域 技 術 の 振 興 を狙 うた め に,デ ータ

ベ ー ス のハ ー ド,ソ フ トを具 体 的 に開 発 す る ことを 前 提 と して い る。 デ ー タ ベ ー ス に必

要 と され る もの と して は,目 的 とす る デ ー タを 回 線 を通 じて遅 滞 な く,い か に高 速 度 で

デ ー タを 利 用 者 に提 供 で き るか と い うこ とと,入 力 され た デ ー タを 有機 的 に格 納 保 存 出

来 るか を 出 発 点 と して い る。 ま た,1次 情 報 と.2次 情 報 の 両 者 を 同 時 に取 り扱 う こ とと

し,大 規 模 な記 憶 装 置 と同時 処 理可 能 な 通信 制 御 装 置 が 必要 で あ る こ とを示 して い る。

デ ー タ ベ ー ス利 用者 は,パ ソ コ ン通 信 に よ り,情 報 検索 を して そ の 結 果 提 供 され た2次

情報 を 見 て,そ こに収 録 され た情 報 で 不 足 な 場 合 は1次 情 報 が 詳 し く得 られ る こ とを 提

案 して い る。

(3)他 地 域 デ ー タベ ース との連 携.

今 後 各 地 域 の 同種 デ ー タベ ー スを連 携 し,全 国 ネ ッ トワ ー クの デ ー タ ベ ー ス に拡 大 す

るた め,デ ー タ ベ ース構 造 上 の配 慮 や 他地 域 接続 イ ンタ フェ ー ス の 配 慮 を 行 う 。 更 に

デ ー タ ベ ー ス規 格 統 一 化 の た め,検 索 ツ ール の統 一 と通信 モ ー ドの 基 準 化 の 提 案 を行 政

に対 して 行 い,今 後 日本 の デ ー タベ ー スを 欧米 な み の 水準 に す る こ と を提 唱 して い る。

(4)デ ー タベ ー スの事 業 化

データベースの事業 は,地 域 社会 の官民が一体 とな って協 力推進す ることが不可欠 であ るとの

認識 の も とに,第 三 セ クタ ー方 式 で 発 足 す る こ とが 望 ま しい。 本研 究 の デ ー タ ベ ース事

業 を 実施 に移 した場 合 の事 業 規 模 と開発 ・運 用 体 制 に つ いて の 検 討 を 行 い,事 業 面 か ら

デ ー タベ ース シス テ ム の評 価 を つ け加 え て い る。

6.2.3デ ー タベ ー ス 構 築 のた め の 今 後 の 検 討 課 題

中 国 地 域 に お いて技 術 情 報 デ ー タベ ー スを 具 体 的 に構 築 し,地 域 の情 報 化 を 進 展 させ る

た めの 検討 課 題 は,次 の よ うな観 点 か らみ る こ とが で き る。 ま ず 第1は,デ ー タ ベ ー ス

その もの の課 題 。第2は,地 域 と中央 との 情 報 化 格 差 の是 正 。 第3は,デ ー タベ ー ス を構
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熱 す る まで の 具 体 的 テ ス トシス テ ムの 開発 とそ の運 用 で あ る。 以 下 に そ れ ぞ れ の 課 題 に つ

いて 述 べ る。

(1)デ ー タ ベ ー スそ の もの の課 題

① 提 供 対 象 デ ー タ の範 囲

良 き デ ー タベ ー ス を構 築 す るた め に は,質 の よ い,最 新 な 情 報 を確 保 す る こ とで あ

る。情 報 を提 供 す る立 場 と利用 す る立 場 で は要 求 が 異 な る。 いか に して良 き情 報 提 供

者 を探 す か が重 要 で あ る。例 え ば,あ る技 術 分 野 で は新 規 性 が い く らか薄 れ た情 報 で

も,他 分野 か ら見 れ ば参 考 にな る技 術 情 報 は,中 国 地 域 にお いて も掘 り起 こ せ ば い く

らか は出 て くる は ず で あ る。

② デ ー タ提 供 の 体 制

デ ー タ提 供者 が 見 つ か った と して も,デ ータ提 供 の体 制 が 整 備 さ れ な い こ とに は,

そ の デ ー タは そ の ま ま 眠 らざ るを得 な い。 デ ー タ保 持 者 が 直 接 提 供 す る こ とは,デ ー

タの形 態 もさ る こ と な が ら,立 場,予 算,手 数,そ の他 の制 度 上 の制 約 が 大 き く極 め

て 困難 で あ る。 ど の よ うな体 制 に よ って デ ー タ提 供 の 道 作 りをす るか が 問題 で あ る。

例 え ば,第3セ ク タ ー方 式,あ る い は商 工 会 議 所 の 活 用 な ど に よ る提 供 体制 に つ い て

も検討 す る こ とが 必 要 で あ る。

③ 提 供 の条 件

デ ータ提 供 者 は 多 くの 場 合 独 立 の 経 済 主 体 で あ るか ら,デ ー タに 対 す る対 価 は当 然

必 要 とな る。現 在 の と ころ デ ータ に対 す る価 値 基準 は あ いま いで あ る 。 これ を ど う明

確 化 す る か は重 要 な課 題 で あ る。 ま た,提 供 を受 け た側 の デ ー タの 取 り扱 いが 問 題 と

な る。提 供 の条 件 と して,そ の ま ま収 録 す るか,あ る い は ご く簡 単 な 加 工 を して 第3

者 に提 供 す る こ とが 一 般 の 商 取 引慣 習 か らみ て妥 当 で あ る。 と こ ろが,利 用者 の 立 場

か らみ る と,デ ー タ を要 約 化 し,他 の デ ー タ と融 合 させ て新 た な付 加 価 値 を 加 え る こ

と が望 ま れ る。 ど の よ うな提 供 の態 様 が あ り得 るか を 検 討 す る必 要 が あ る 。

(2)地 域 と中 央 との情 報 化 格 差 の 是 正

① 地 域 の 情 報 化 推 進

産 業 高 次機 能 の 東 京 集 中,産 業 構 造 の転 換 に伴 う地 域 経 済 へ の影 響 等 に よ り,東 京

と地 域 の経 済 格 差 は拡 大 しつ つ あ る。 地域 に お け る 産業,雇 用 開 発 を促 進 し,地 域 経

済社 会 の 構 築 を図 る こ とが 求 め られ て い る。 これ を実 現 す る た め の手 段 と して地 域 の

情 報 化,と くに技 術 情 報 は 重 要 な役 割 を果 たす 。 今 日の よ うに国 の施 策 が 地 域 に 目を

向 け て い る時 代 も少 な い と言 って も過 言 で はな い で あ ろ う。 こ こで 重 要 な こ と は,こ
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れ らの 国 の地 域 振 興 策 を地 域 が ど う活 用 して,先 端 産 業 の 育 成 や 情 報 関 連 分 野 の 充 実

を図 るかで あ る 。地 域 に お け る情 報 化 の効 率 的 推 進 を図 るた め に は,産 ・学 ・官 の よ

り一 層 の交 流 を促 進 し,地 域 の英 知 を結 集 す る こ とが必 要 と な る。

② 情 報 化 に お け る東 京 と地 域

東京 に は,経 営 戦 略 上 の情 報,国 際 動 向 の情 報 が集 中 して お り,情 報 化 に お け る東

京 の優 位 性 は揺 るが な い。 ま た,国 内 的地 位 の 向 上 の み な らず,情 報,金 融,人 の 一

層 の集 積 が行 わ れ,国 際 的 な 中枢 都 市 へ と成長 しっ っ あ る 。地 域 に お け る情 報 化 は,

東 京 に集 中 した情 報 を活 用 す る こ と か ら進行 してお り,今 後 と もこの傾 向は続 くものと思

われ る。地域経済 の活性 化の ためには この ことは必要 であ る。これ と同 時に,地 域独 自の情報

発 信 を行 い,地 域 の基 盤 の 強 化 が 求 め られ る。 東 京 の 都 市機 能 の 制 約 と限 界,危 険 分

散 と い う観 点 か らみ る と,東 京 に集 中 して い る情 報 を 可 能 な 限 りデ ー タベ ー ス化 して,

地 域 で分 有 す る こ とに よ って,東 京 の一 極 集 中 を 是 正 す る こ とが必 要 とな る。 ま た,

地 域 の情 報 発 信 機 能 を高 め,東 京 で は出来 な い機 能 を地 域 が独 自性 を活 か しな が ら分

担 す る必 要 が あ る。 この た め に は情 報通 信 ネ ッ トの 全 国 的 整 備 が急 務 とな る。

③ 他 地 域 デー タ ベ ー ス との 連 携

地 域 が東 京 の 単 な る手 足 とな るの で はな く,東 京 との 格 差 是 正,地 域 か らの情 報 発

信 を 行 って行 くた め に は,次 の よ うな 条件 整 備 が 必 要 で あ る。 ま ず,各 地域 と東 京 と

の デ ー タ伝 送 を 直接 行 うこ とに よ り,効 果 的 な情 報 の 収 集,伝 達 を行 い,全 国 レベ ル

の変 化 に即 応 し得 る こ とで あ る。各 地 域 ご とに行 わ れ て いる社 会 活 動 や 経 済 活動 は,

そ この み な らず,わ が 国 全 体 の社 会 経 済 の発 展 に も必 要 で あ る 。 この た め に は,情 報

ネ ッ トワ ー ク につ いて も,各 地 域 を単 位 と した ネ ッ トワー クを 整 備 し,他 地 域 デ ー タ

ベ ー ス との連 携 が重 要 とな る。 デ ー タベ ー ス相 互 間 の 交信 を 図 るた め に は技 術 的 側 面

か らの問題 解 決 が 必 要 で あ る。 具 体 的 に は,デ ー タベ ー ス構 造 上 の問 題,デ ー タ伝 送

手 順 の問 題,デ ー タ文 形 式 な ど の 問題 解 決 を行 わ ね ば な らな い?こ れ らの問 題 解 決 に

は か な りの時 間 が必 要 で あ る 。

③ 具 体 的 テ ス トシ ス テ ムの 開 発 とそ の 運用

① テ ス トシス テ ムの 開発

デ ー タ ベ ー スを 具 体 的 に構 築 す るた め に は,そ の前 段 階 と して テ ス トシス テ ム を開

発 し,そ れ を 運 用 した うえ で本 格 的 な使 用 開始 とな る。 まず テ ス トシス テ ム の設 計 が

必 要 で あ る。 シス テ ムの概 念 設 計 に 当 た って は次 の よ うな 点 が 検討 課 題 で あ る。取 り

扱 う デ ータ ベ ー スの 量,デ ー タ ベ ース 利 用者 の 問題 。 具 体 的 に は,熟 練者 以 外 の者 で
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も活 用 を啓 蒙 す る こ とが 狙 い とな るか ら,検 索 の 容 易 性,ま た,複 数 利 用 者 が 同 時 利

用 す るた め の回 線 トラ ック数 の 検討 な どが必 要 で あ る。 運 営 収 入の 期 待 は あ ま り望 め

な いの で,設 備 コス .トは極 力 押 え る こ とが重要 で あ る。 更 に,デ ー タ ベ ー ス の シ ス

テ ム本 体 の 他 に,入 出 力 装 置 の 開発 が重 要 な課 題 とな る。 キ ー ボ ー ドに よ る文 字 情 報

の処 理 に加 え て,図 形 を その まま読 み取 り,デ ー タ を圧 縮 して 高 密 度 記 録 が で き る イ

メー ジ入 力 装 置 の 開発 は,対 話機 能 を 向 上 させ る見 地 か ら早 急 に必 要 で あ る。

② 運 用 面

上 記 の よ う な テ ス トシス テ ムが 出 来 上 った と して も,そ れ を ど う運 用 す るか を検 討

して お く こ とが 重 要 で あ る 。技 術情 報 と一 口 に言 って も その 種 類 は 多 く,内 容 的 に も

多 種 ・多 様 で あ る。 当 面 の ター ゲ ッ トを何 にす るか を 明確 に して お く こ とが 必 要 で あ

る。 デ ー タ ベ ース構 築 上 か らみれ ば,デ ー タ収 集 の 容 易 な もの が 優 先 され る は ず で あ

るが,こ れ と利 用 者 の ニ ー ズ とが マ ッチ して い るか ど うか を 検 討 す る必 要 が あ る。 ま

た,デ ー タ収 集 で は ど こか ら,ど ん な デ ー タを ど ん な 体制 で集 め て くるか が 問 題 とな

る。 更 に,そ の デ ー タ を デ ータベ ース に 入力 す る た め の オ ペ レー タ の確 保 を ど うす

るか は重 要 な 課 題 とな る。
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7公 設試験研 究機 関 データベースネットワーク

構 築調 査

関西 デ ータベース協議会





7公 設試 験研 究機 関 データベースネッ トワーク構 築 調 査

7.1調 査 の 目 的

急 速 な技 術 革 新 と情 報 化 が進 展 す る中,中 小 企 業 に お い て は,製 品開 発,事 業 転 換 を進 め

る上 で 技 術 開 発 力 の強 化 が一 層 必 要 とな って き て いる 。

公 立 で 運 営 され て い る研 究 機 関 ・公 立 試 験 場,い わ ゆ る公 設 試 験 研 究 機 関(公 設 試)で は

これ ら中小 企 業 へ の 技 術 指 導 ・情 報 提 供 とい う使 命 に対 応 す べ く,技 術 開発,技 術 指 導,分

析 評 価等 の業 務 を積 極 的 に行 って お り,そ れ ぞ れ の機 関 ご とに相 当 の技 術 情 報 の ス トッ クが

な され て きて い る。

しか しなが ら,中 小 企 業 が 欲 す る情 報 は,よ り高 度 化,専 門 化,あ る い は 融 合 化 して お り,

一 つ の 公 設 試 の 技 術 情 報 の ス トッ クで は ,企 業 ニ ーズ に対 応 で きな くな りつ つ あ る のが 実 情

で あ る。

こ う した 事 態 に対 応 す るた め に は,複 数 の公 設 試 に ス トッ クさ れ た技 術 情 報 を 共有 し,相

互 に 利 用 し得 る体制 を確 立 す る こ とが 重 要 で あ る。 その 共 有,ネ ッ トワ ー ク化 の手 段 と して

デ ー タ ベ ース 技術 を 利 用 し,府 県 間 の ネ ッ トワ ー クを前 提 と した,広 域 利 用 を 目指 した 公 設

試 デ ー タベ ース の構 築 が急 務 で あ る。

この た め,本 調 査 で は,構 築 す べ き デ ー タベ ースの種 類,ネ ッ トワ ー ク の形 態 等,近 畿 圏

内公 設 試 問 の ネ ッ トワ ー ク化 を 前 提 と した公 設試 デ ー タ ベ ー ス構 築 の た め の調 査 を 行 った も

の で あ る 。本 年 度 は,近 畿 圏 内 公 設 試験 研 究 機 関 で組 織 して い る近畿 地 方 工 業 技 術 連 絡 会 議

(近 工連)の メ ンバ ー機 関 に よ りモ デ ル的 に構 想 策 定,実 現 の 検討 を 行 っ た。

本 事 業 は,学 識 経 験 者,企 業,官 庁 お よ ひ 本事 業 の 当 事 者 で あ る公 設 試 メ ンバ ー か らな る

委 員 会 を組 織,そ の も と に公 設 試 の 実 務 メ ンバ ーによ る ワー キ ング グ ル ー プ(以 下WGと い

う。)を 設 置 し具 体 的 な検 討 を 行 った 。WGで は,各 公 設 試 の現状 を 明 らか に しな が ら,デ

ー タ ベ ー ス構 築 ,情 報 ネ ッ トワー ク形成 の た め の コ ンセ ンサ スの 形成 を 進 め た。

7.2公 設試の情報化の現 状

近畿圏内の工業 関連 の公設 試験研 究機関25機 関 を対 象 に,情 報 化の実態把握,課 題抽 出
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の た めの ア ンケ ー ト調 査 を行 い,23機 関 か ら回 答 を得 た。 更 に デ ー タベ ー ス ネ ッ トワー ク

へ の考 え 方,共 同 で構 築 す べ き デ ー タベ ース の 内容 等 を ヒア リン グ調 査 した 。

調 査 の結 果 の概 要 は 次 の とお りで あ る 。

(1)情 報 関 連 機 器 の導 入 状 況

ほ とん ど の機 関 が パ ソ コ ンを導 入 して い る。 情 報 管 理 ・情 報 提 供 手 段 と して で な く,技

術 開発 ・研 究 用 と して導 入 され て い る場 合 が 多 い 。 ま た,染 織 試 験 場 な どで は光 デ ィス ク

を導 入 して い る。 しか しなが ら,ネ ッ トワー ク手 段 と しての フ ァク シ ミ リを導 入 して い る

機 関 は少 な い。

(2)情 報 の 創 出 ・利 用 ・提 供 の 状 況

独 自 の デ ー タ ベ ー スを 構 築 して い る機 関 は,有 効 回 答23機 関 の うち18機 関 。 図書 ・

文献DB(11機 関),実 験 ・分 析 デ ー タ関 連DB(11機 関),資 料 関連DB(8機 関),

次 い で企 業 等機 関DB(6機 関),機 器DB(5機 関)と な って い る。 これ らデ ー タ ベー

スは主 にパ ソ コ ンで 管 理 され,内 部 の 研 究 員 お よ び相 談 窓 口が 利 用 して い るが,特 定 の 業

務 目的 の た めの 断 片 的 な ものが 多 い。

各 機 関 で の デ ー タ ベ ー ス構 築 は比 較 的 進 ん で お り,ま た コ ン ピュ ータを 利 用 した もので

あ る こ とを考 え る と,早 急 に デ ー タベ ー ス構 築 の 標 準 化 を 実 施 しな い と,相 互 に利 用 した

り,情 報 交 換 す る こ とが 難 し くな る恐 れが あ る 。

そ の他,外 部 へ の情 報 提 供 の 手段 と して は,業 務 報 告 書,ニ ュ ース ・レタ ー,"～ だ よ

り"と い うよ うな 印刷 物 が 発 行 され て い る。 これ ら情 報 の 外 部 提 供 上 の 問題 と して は,作

成費 用,郵 送 費 用 の 負担 が大 き い こ とが 指 摘 されて い る。

(3)情 報 の入 手 ・利 用 の 状 況

外 部 デー タ ベ ー ス につ い て は,有 効 回 答23機 関 の うち13機 関 が導 入 ・利 用 して い る。

データ ベ ー スの種 類 と して は,技 術 ・特 許 関 連 が ほ とん どで あ り,研 究 支 援 目的 に利 用 さ

れ て い る場 合 が 多 い。 次 いで 相 談 業 務 支援 に利 用 さ れ て い る。 デ ー タベ ー ス に っ い て は,

導 入 ・利 用 の ため の 予 算 が な い とい う点 が 基 本 的 な問 題 で あ る。

その他,外 部 か らの情 報 入手 と して は,雑 誌 類 ・図 書 類 を始 め,各 公 設 試 が発 行 して い

る年 報 類,月 報 類 を交 換 あ る い は無 償 入手 して い る。

(4)情 報 の 活 用 と流 れ の 現 状

公設 試 の デ ータ ベ ース ネ ッ トワ ー ク構 想 を考 え る上 で,調 査 結 果 か ら公 設 試 問 お よ び外

部機 関 との間 の 情 報 の フ ロー を整 理 す る。

まず外 部 機 関 との情 報 フ ロー に っ い て は,ま ず企 業 との情 報 フ ロ ー とい う点 で,こ れ は
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企 業 か らの 様 々 な相 談 ・問 い合 わせ に対 して応 えて い く,い わ ゆ る相 談 応 答 業 務 の 遂 行 が

あ る。 ここで は,研 究情 報(既 存 の成 果 等),研 究 員 情 報(こ ん な研 究 を 誰 が して い るか

等),図 書 文 献 情 報(こ ん な情 報 は何 に掲 載 されて い る か等),設 備 情 報(こ ん な こ とが

出来 る設 備 は あ るか 等)が 流 れ,具 体 的 に相 談 業務 ・依 頼 試 験 等 が行 わ れ る。

また,外 部 デ ー タベ ー ス,民 間研 究 機 関 との情報 の 流 れ,特 許 庁 を始 め と した官 庁 との

情 報 の 流 れ,マ ス コ ミ,学 会 等 との 情 報 の流 れ が存 在 す る。 更 に,国 立 試,他 の 公 設 試 と

の 間 に は,研 究機 関 同 士 と して相 互 に研 究 情 報,研 究 員 情 報,図 書 文献 情 報,設 備情 報 等

の情 報 が 流 れ る。

その 実 態 か らは,一 つ 一 つ の公 設 試 の立 場 に立つ と,同 じ内容 に関 して 多 くの ア ク セ ス

ポ イ ン トにそ れ ぞ れ 個別 に ア プ ロー チ して いか ねば な らず,人 的,時 間的,コ ス ト的 に負

担 が 大 き く,そ れ 故 十 分 な る情 報 活 動 が 行 い得 ない と い う課 題 が 指 摘 で き る。

一方 ,企 業 な ど公 設 試 の 利 用 者 の立 場 か ら して も一 つの 公 設 試 で要 領 を得 た 回 答 が 入 手

で き に くい とい う不 便 さ,非 効 率 性 も発 生 す る こと と な る。

この こ とか ら も,各 機 関 間 の情 報 フ ロー を整 理 し,相 互 に必 要 とす る情 報 を 共 有 す る た

め の体 制 が 不 可 欠 で あ る。

次 に,公 設 試 内 部 にお け る各 業務 間 の 情 報 の 流れ を整 理 した の が,図7-1で あ る。
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ここで は,管 理 業 務,研 究 業 務,技 術 業 務 ・指 導 業 務,依 頼 試 験 ・分 析 業 務,図 書 ・資

科 室,研 修 ・セ ミナ ー業 務,広 報業 務 に分 け て それ ぞれ の業 務 間 の情 報 フ ロー をみ た が,

それ ぞ れ の業 務 で 必 要 と され る情 報 は 共 通 す る もの が 多 い こ と が明 らか とな った 。 ま た,

管 理業務 更 に 技 術 相 談 ・指 導 業 務 にお いて は,機 関 内 に お け る情 報 を十 分 に把 握 して お く

必 要 が あ る 。特 に,技 術 相 談 ・指 導 業務 に あ って は,企 業 か らの情 報 ニ ー ズ に的確 に対 応

して い くた め に,研 究情 報 を 始 め と して研 究 者情 報,図 書 ・文 献 情報,設 備情 報等 を 一 元

的 に把 握 して お くこ とが必 要 で あ る。

(5)情 報 化 に関 す る予 算 の 現 状

情 報 化 関 連 の 予算 で は,コ ン ピ ュー タを保 有 して い る機 関 で は コ ン ピュ ー タの 運 営 費 用

が 大半 を 占め てお り,そ の ほか 図 書 購 入 費,出 版 物 の 作成 費 が あ る。 た だ し,金 額 的 には

あま り多 くな く,デ ー タ ベ ー ス構 築 と い った 場 合 に は その ま まで は難 しい。

7.3公 設 試 にお け る情 報 化 ニー ズ

公設 試 デー タ ベ ース ネ ッ トワー クを 構 築 す る た め に は,第3者 か らの 要 求 を提 示 す るの は

もち ろん で あ るが,基 本 的 に は公 設 試 自身 が 技 術 情 報 の デ ー タ ベ ース化 を 自 らの問 題 と考 え

自助 努 力 で遂 行 すべ き もの で あ る。

その点,公 設 試 自身 は 自 らの 情 報 化 ニ ー ズ を ど こに あ る と考 え て い る のか,ま た そ れ ぞれ

の 機 関 が進 め よ う と して い る デ ータ ベ ー スの 構 築 計画 は どん な 内容 か,本 事 業 の 構 想 策 定 の

た めの 当事 者 の考 え 方 を ア ンケ ー トに よ り整 理 した 。

(1}相 談 業 務 等 か らみ た情 報 化 ニ ーズ

相談 業 務 等 外 部 の ニ ーズ に対 して応 え て い くた め に今 後 整備 す る必 要 が あ る情 報 と して

は,「 特 定 の 技 術 に関 す る情 報 」 「各 種 資 料 」 「企業 情 報 」 「研 究員(人 材)情 報 」 「機

器 ・設 備 情 報 」 とな って い る。

この傾 向 は,既 に デ ー タ ベ ース 化 して い る情 報 内容 とは異 な って お り,新 た な デ ー タベ

ース整 備 が必 要 で あ る こ とを うか が わ せ て い る 。特 に,中 小 企 業 等 外 部 の 様 々な 相 談,問

い合 わ せ に応 え てい くた め に は,例 え ば 企業 カ タ ログ,業 界 団 体 ・製 造 業 者 の機 関情 報,

また他 の 公 設試 の業 務 内容 等 の 他機 関 の詳 細 な 業 務 案 内 情 報 が 求 め られ て い る。 これ らの

情 報 は,相 談 者 等 外 部利 用者 の利 便 性 を考 え る と,各 公 設 試 が 個 別 に対 応 す るだ けで な く,

機関 相 互 に デ ー タベ ー スを 共 有 化 して ど こか らで も対 応 で き る よ うにす る のが 望 ま しいで
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あ ろ う。

② デ ー タベ ース構 築 意 向

デ ー タベ ー ス構 築 の ニ ー ズ は各 機 関 と も旺 盛 で,当 面 構 築 す べ き デ ー タベ ー スが あ る と

応 え た機 関 は,有 効 回 答23機 関 の うち21機 関 に 及 ぶ 。 内 容 的 に は,図 書 ・文 献 デ ー タ

ベ ース,実 験 ・分 析 の デ ー タ ベ ー ス,機 器(設 備)デ ー タ ベ ー ス等 が優 先 す べ き もの と し

て あ げ られ て い る。

ま た,デ ー タベ ー ス の共 有 化 問 題 につ い て は,共 有 す べ き デ ー タベ ース が あ る とす る機

関 は,有 効 回 答23機 関 の うち21機 関 。独 自 に デ ー タ ベ ー スを 構 築 す る場 合,予 算,体

制,人 が 問 題 にな る こ と も背景 に あ り,む しろ,デ ー タ ベ ー スの 内容 に よ って は共 有 の 資

産 と して共 同 で構 築 す る ほ うが よ い と考 え て い る。 これ ら共 有 す べ き デ ー タ ベ ー ス の 内 容

と して は,機 器(設 備)デ ー タ ベ ー ス,研 究 者 デー タ ベ ース,図 書 ・文献 デ ー タ ベ ー ス,

実 験 ・分 析 デ ータの デ ー タ ベ ー スが あが って い る。 デ ー タ ベ ー ス を共 有 す る場 合 の 問題 点

と して1ち 指 導 機 関 の リー ダ シ ップ,各 機 関 が 同 じ レベル の情 報 を提 供 で き るか,デ ー タ

ベ ースの 管 理 等 の 点 が 指 摘 され て い る。

7.4デ ータベースネッ トワーク構 築 の 必 要 性 と実現 に 向 け て の 課題

(1}必 要 性 と期 待効 果

公設 試 デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ ー クの 実 現 の た め に は,外 部 か らの 要 求 に加 え,当 事 者 で

あ る公 設 試 自 らの 切 実 な ニ ーズ が存 在 す る こ とが前 提 で あ る。

先 の ア ンケ ー ト調 査 か らは,そ の切 実 な ニ ー ズは もと よ り,既 に先 行 の芽 が で て い る こ

とが 明 らか とな った 。現 実 的 な デ ー タベ ース構 築 の 動 き が あ る こ と は,そ の志 向 す る実 現

形 態 が いか な る もの で あ る にせ よ,そ の 原動 力 とな る ニ ー ズが 現 実 に存 在 し,そ れ が 本 事

業 に と って 強 い追 い風 に な って い る と認 識 で き る。

デ ー タベ ース ネ ッ トワー ク構 想 の必 要 性 に つ い ては 次 の点 に集 約 で き る。

① 個 別 機 関 内 部 で の 業 務 の 効 率 向上,利 便 性 の向 上等 管 理 上 の メ リ ッ ト

② 個 別 機 関 の 対外 部 サ ー ビス実 施 上 の メ リッ ト(サ ー ビス充 実)

③ 近 江 連 ネ ッ トに期 待 さ れ る メ リッ ト

ここで,① ② に つ い て は現 状 調 査 の節 で詳 し く述 べ た と こ ろで あ るが,そ れ に もま して

③ の メ リッ トが 大 き い と考 え る。
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③ に つ い て は,各 機 関 の デ ー タを共 有 化 し,一 元 的 な利 用 体制 を 構築 した場 合 に は,単

に機 関 相 互 間 の デ ー タ交換,一 元 的 な デ ー タ フ ァイ ルの統 合 ・ネ ッ トワ ー ク化 の実 現 とい

うだ け で な く,個 々 の機 関 が,よ り大 き い仮 想 の 「近 畿 圏 公設 試 験研 究 機 関 連 合 」 と い う

べ き機 能 体 の 一 構 成 員 と して の 位 置 付 け を得 る こ とが で き る と い う メ リッ トが重 要 で あ ろ

う。 これ は,も ち ろ ん各 機 関 の主 体 性 に制 限 を 加 え る よ うな概 念 で は な く,む しろ逆 に各

機 関 の サ ー ビス機 能 に お け る汎 用 性 と専 門性 の 両 立 を助 け る もの とな ろ う。 これ は,利 用

者 の サ ー ビス要 求 に対 して,自 機 関 が 自力 で対 応 す べ き部 分 とネ ッ トワー ク と して 対 応 す

べ き部 分 との使 いわ け を可 能 と し,い わ ば質 的 な変 化 を持 った情 報 ス トッ クが 期 待 で き る。

これ は,ま さに 「情 報 資 産 の共 有 化 に よ る高度 利 用 」 と も い うべ き もの で あ る。

{2)デ ー タベ ース ネ ッ トワー ク構 築 の 課題

それ で は,公 設 試 デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワー クを 実 現 す る た め に,ど の よ うに考 え て いけ

ば よ いの で あ ろ うか 。現 状 調 査 か らは,そ の た めの 重 要 な課 題 が明 らか と な って い る。 こ

こに整 理 した課 題 は,デ ータ ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク構築 の 当 事 者 で あ る公設 試 か らの 意 見 を

ま とめ た もの で あ り,極 め て説 得 力 の あ る もの で あ る。

① コ ンセ ンサ スの 形 成 を 図 る べ きで あ る。

デ ータ ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク構 築 の た め に は,で き るだ け多 くの機 関 が 足 並 み を揃 え て

標準 化 され た 基 準 に従 って 互 い の情 報 を相 互 に利 用 し合 う こ とが 前提 と な る。 そ の ため

に,各 機 関 が 共 有 の デ ー タベ ー スへ の 参 加 の意 志 決 定 が 行 え る よ う近畿 地 域 工 業 技 術連

絡 会 議 の 中 に,例 え ば技 術 情 報 部 会(仮 称)を 設 置 す るな ど して,種 々の 議 論 を経 て コ

ンセ ンサ スを 形 成 して い くこ とが 肝 要 で あ る。

② 「標 準 化 」 を 急 ぐ必 要 が あ る。

個 々の 公設 試 に お い て は,既 に デ ータ ベ ー スの 構 築 が 進 め られ て い る機 関 が あ る と と

もに,そ の 他 の 機 関 に お いて もデ ー タベ ー ス構 築 計 画 が 検 討 され て い る。 こ れ らデ ータ

ベ ー スの 構 築 が 各 機 関 ご と に進 め られ るな らば,今 後 公 設 試 問 の ネ ッ トワ ー クを構 築 し,

相 互 の情 報 交 換 を 行 う際 に大 き な支 障 とな る。 こ う い った問 題 を未 然 に防 ぎ,全 公設 試

の情 報 資産 を有 効 に 活 用 して い くた め に,今 の 段 階 で,物 理 的 な統 一 で は な く,蓄 積 す

べ き情 報,情 報 の 内 容,デ ー タの フ ォ ー マ ッ ト等 の 論 理 的 な標 準 化,す な わ ち ビ ジネ ス

プ ロ トコルの 標 準 化 を 急 ぐ必 要 が あ る。

③ デ ー タ ベ ース 構築 の 優 先 順 位 を 決 め る。

地 域 の 中小 企 業 へ の情 報 提 供 サ ー ビス,き め細 か な相 談 業 務 の遂 行 と い っ た対 外 サ ー

ビスの 質 的 な 向上 を図 るた め,ま た 同 時 に各 公 設 試 内 の 研 究 業 務 支 援 を強 化 す べ く構 築
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す べ き デ ー タ ベ ー スの 内容 を 決定 す る こ とが急務 で あ る。

④ 共 有 す べ き デ ー タ ベー ス と各 機 関 が構 築 す る デ ー タ ベ ー ス の 区 分 お よ び構 築 の在 り方

を 決 め る。

共 有 化 す べ き デ ー タベ ース の 内容 と個 々 の機 関 が 構 築 す べ き デ ー タベ ー ス の 内容 を 明

確 に区 分 し,共 有 化 す べ きデ ー タベ ース に つ いて詳 細 に検 討 す べ きで あ る。

⑤ デ ー タ ベ ース ネ ッ トワー クの 方 向付 けが 必 要 で あ る。

デ ー タベ ース の 共 有 の た め に は,デ ー タ ベ ースの 相 互 ネ ッ トワ ー ク機 能 が 不 可 欠 で あ

る 。 ネ ッ トワー ク機 能 を 具 体 的 に ど うい うふ うに持 って い くの か,ま た,近 畿 圏 内 の ネ

ッ トワー クの み な らず 全 国 レベ ルの ネ ッ トワー クま で ど うい うふ うに発 展 させ て い くの

か を詳 細 に検 討 す る必要 が あ る。 こ こで は,当 然 の こ とな が らVAN機 能 を介 在 した プ

ロ トコル変 換 等 の 作業 を 検 討 す る必要 が あ る。

⑥ 公 設 試 の 体 制 整 備 を図 る

各 公 設 試 に お いて,本 構 想 を 実現 して い くための デ ー タベ ー ス ネ ッ トワ ー ク構 築 の 推

進 予 算 が 組 まれ る こ とが期 待 され る。各 機 関 に お い て,情 報 関 連 人 材 の充 実,情 報 化 担

当 部 署 の設 置,情 報 化 関連 予算 の充 実 等,体 制 整 備 が 不可 欠 で あ る。

⑦ 助成 制 度 の 利 用 と確 立

公 設 試 は,本 来 各 地 の 自治 体 に所 属 す る機 関 で あ り,帰 属 す る 自治 体 か らの情 報 化 関

連 の 予算 が 拠 出 さ れ る必 要 が あ る。 しか しなが ら,本 事 業 の よ う な 自治 体 を超 え た 共 通

の 課題 に向 け ての 取 り組 み に対 す る予 算 の拠 出 に は,そ の主 体 が異 な る こ と か ら,予 算

的 に は足 並 み が 揃 い に くい場 合 もあ り得 る。 従 って,国 と して の 新政 策 の推 進 の観 点 か

ら,特 別 な配 慮 を して い く必 要 が あ る。

7.5デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク 構 築 ビ ジ ョ ン と ス テ ー ジ プ ラ ン

委 員 会 とWGを 通 じて の 具 体 的 な 検 討 によ り,少 な くと もWGメ ンバ ー,調 査 事 務 局 の 間

に お いて は,公 設 試 デ ー タベ ー ス ネ ッ トワ ー ク構 想 に つ いて の イ メ ー ジ,前 提 条 件 と して 次

の よ うな あ る程度 の コ ン セ ンサ スが形 成 で きた。

① デ ー タ ベ ース の 形 態 は 分散 型 とす る。 す な わ ち,個 々の機 関 で 発 生 す る情 報 に つ いて は

個 々の機 関 で コ ン ピュ ー タ リー ダ ブル化 し蓄 積 してい く。

② その 際,共 有 す べ き情 報 に つ いて は,あ らか じめ定 め られ た 標 準 化 の基 準 に 従 い整 備 す
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る。標準 化 は,機 種 の統 一 等 物 理 的 な統 一 を意 味 しな い。

③ 機 関 相 互 の デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワー ク にっ い て は,中 立 の 第3者 機 関(あ る いは公 設 試

の 中心 機 関)が ス イ ッチ ング機 能 を果 た し,デ ー タ ベ ー ス共 有 の仕 組 み を運 営 して い く。

④ デー タ ベ ー スの 利 用 者 は,当 面 は各 公 設 試 の相 談 窓 口の 担 当 者 と し,相 談 窓 口を通 じて

企 業 への 応 答 サ ー ビス,情 報 提 供 に供 す る もの とす る。 これ は,同 時 に内部 業 務 の効 率 化

に寄 与 す る もの とす る。

⑤ ネ ッ トワー ク につ いて は,近 畿 圏 内 の ネ ッ トワ ー クか ら着 手 し,近 畿 か ら全 国 的 な標 準

モ デ ルを 提 示 す る。 順 次 全 国 レベ ル へ と拡 大 して い く。

⑥ デー タ ベ ー ス構 築 に伴 う費 用 は,基 本 的 に は各 公 設 試 に お いて 負 担 す る。 従 来,情 報 提

供 業 務 と して実 施 して い た刊 行 物 の 発 行 業 務 等 が,デ ー タベ ース に置 き換 わ った と して,

それ らの費 用 か ら拠 出 す る考 え もあ る 。

次 に,検 討 の結 果 整 理 で きた そ の プ ラ ンを表7-1に 提 示 す る。 本 妻 デ ー タ ベ ース ネ ッ ト

ワ ー ク構 築 ビ ジ ョンと ス テ ー ジプ ラ ンは,先 に述 べ た前 提 の も と,課 題 を順 次 解 決 して い き,

最 終 的 に は 昭和68年 に全国 ネ ッ トワー クを構 築 す る とい うス ケ ジュ ール で そ の プ ロ セス を

描 いた。

まず,こ の 計画 の初 年 度 に当 た る来 年 度 に は,最 終 的 に構 築 す べ き デ ー タ ベ ー ス,ま た,

それ らの うち共 有 す べ き デ ータ ベ ース,更 に は整 備 情 報 の 優 先 順 位 を ど うす るか等 の 基本 的

な 点 につ いて 明 らか に す ると と もに,全 対 象 デ ー タベ ース の標 準 仕 様 を決 定 し,各 公 設 試 で

の デ ー タ ベ ー ス構 築 の 条 件 整 備 を行 う 。更 に モ デ ル ケ ース と して,優 先順 位 の高 い代 表 的 デ

ー タベ ー スを 選 び ,実 際 に構 築 して み る こ とに よ って デ ー タの 収 集 ・作成,維 持 ・更 新 の方

法 につ い て も実 証 的 な検 討 を行 い,そ の後 の各 種 の デ ー タベ ー ス構 築 に つ い ての 指 針 の確 立

を 図 る。

更 に,地 域 ネ ッ トワ ー クの核 と して の ローカ ル セ ンタ ー お よ び ホ ス ト機 能 につ いて 検討 し,

一 部 の デ ー タベ ース に つ い て地 域 ネ ッ トワ ー クの モ デ ル的 展 開 を図 る。

第2年 度 以 降 は順 次 地域 を 拡 大 し作 業 を進 め る。

7.6当 面 とる べ き 対 策

先 に,ス テ ー ジプ ラ ンに お いて,来 年 度 実施 す べ き作 業 を 整 理 した が,具 体 的 な 来 年 度 の

業 務 と して は,今 年 度 の議 論 に お いて コ ンセ ンサ スが 得 られ た 事 項 を 具 体 化 して い くこ とで
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表7-1 デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ ー ク 構 築 ビ ジ ョ ン と ス テ ー ジプ ラ ン

年 度

1,デ ー タベ ー ス及 び ネ ッ トワー ク

構 築 の た めの 事前 検 討 課題

・対象データベースの決定

・共有すべ きデータベース と各機関

個別構築データベ ースの区分

・各区分毎の優先順位の決定

2.デ ー タベ ー スの構 築

・標 準イヒρD横言寸

・デ ー タの 収集 ・作 成 の 方 法

・デ ー タの 維持 ・更新 の 方 法

・各機 関 で の デー タ ベ ー スの 構築

・共 有 デ ータベ ー ス の構 築

3.ネ ッ トワー クの 構築

0一 カルネ ットワークの核機能 の整 備

とロー カルネ ットワ"ク 構築及 び全国

ネッ トワークの核機能の整備 と全 国 ネ

ッ トワークの構築

・ローカル ネフ トワークの核機 能の整備

・ローカルネ ッ トワークの構 築

・全国 ネッ トワークの核機 能の整備

・全国ネ ッ トワークの構築

(ロ ーカルネ ッ トワーク間の接 続)

4.コ ン セ ンサ スの形 成

ノ

5.各 機関の体制整備

6.,助 成 制 度の 確 立

7.そ の他(他 ネ ッ トとの 関 係)

63 64 65 66 67 68

じ
1囲1-stと は、最優先すべ きデ ータベ ースに関す るもの

12-ndと は、 「1-st」 以外の主要 なデ ータベースIC関 す る もの

幽 」1.ll
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・L・:;・;一::一 ・.il
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ミ議
○
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/

○
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○

○

○

＼

以下 順位

(
◎ ㊥

全国整備完了1

全国の ローカノ妹 ットワーク1

コ

全国 ネットワーク

○

○Oo

Oローカルネット

⇔
ノ

㊥
◎

㊧
＼

一
1検討 接続1実 験段階 実用段階

1

1

(順 次 ローカルネットワーク

l

i

I

|

全国 ネットワーク構築完 了・

1
1(⇔ け 一ス月

1

間の接続)
`

1

全国委員会設置 検討 ・実 用化
　

(全国運営委員会)
NNの 実 化

検 討
1モデル機殿 施1 全 機関 で体制 整備1 1 完 了 |

検 討 1 実 施
1

1
検 討1 接 続

e目 ①

②

③

上記3.以 下の件 は、4.の 「全国委員会」の場 で検討 してい く。

ローカルネ ッ トワークの核 機能 とは、各通産局管 内の代表機関又 は第三 セクター とし、管 内各 機関間のネ ットワークの核 としてスイ ッチ ング機能等 を果 す。

ローカル ネッ トワークとは、同管 内の 「核」 を中心 とした同管内の各機関 を接続 すろネッ トワ→クである。



あ る と考 え る。

具体 的 に は,次 の事 業 を考 え て い る。

① 主 要 デ ー タ ベ ー スの 標 準 化 の 検 討

公 設 試 が 共 同 で 推 進 す べ き共 有 デ ー タ ベ ー ス に っ い て,整 備 情 報 の種 類 の優 先 順 位 を決

定 し,各 デ ー タベ ース 構築 の 標 準 仕 様 を 決定 す る必 要 が あ る。 各 機 関 に お け る対 応 は,将

来 の機 関相 互 の ネ ッ トワー ク化 を 前 提 と して 行 わ れ るべ きで あ る。

本 年 度 の 調 査 結 果 か らは,ま ず 相 談 業 務 支 援,対 外 サ ー ビスの質 的 な 向 上 の た め に,各

公設 試 等 機 関 概 要 情 報,保 有 す る技 術 ・設 備 情 報,依 頼 試 験情 報等,機 関案 内情 報 を 中心

と して,優 先 的 に共 有 デ ー タ ベ ー スの 標 準 化 を 検討 す べ きで あ る。

② 共 有 デ ー タベ ー スの モ デル シ ス テ ム開 発

共 有 デ ー タベ ー ス の構 築 の た め に,各 機 関 が そ れ ぞ れ どの よ うに デ ー タ ベ ー ス構 築 に取

り組 ん で いけ ば よ い か,ま た,ど の程 度 の予 算,人 の稼 働 を 必 要 とす るか,と い った点 を

具 体 的 に検 討 す るた め に,特 定 機 関 に お い て 分散 型 の ブ ラ ンチ とな る デ ー タベ ース の モ デ

ル を開 発 す る。

ま た,各 機 関 相 互 の デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ ー クの 方 法 につ い て,パ ソ コ ン通 信,光 デ ィ

ス ク,フ ァ ッ クス,VAN等 の ツー ル を活 用 した ス イ ッチ ング機 能 を 検 討 す る。
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8東 北型地域産業情報 デ ータベース ・モデルシステムの拡 張

8.1モ デル ・データベース(東 北地域企業1青報 データベー ス=TRip)内 容の

拡 充 と情 報 検 索 シス テ ムの 開 発

8.1.1モ デ ル ・デ ー タベ ー ス構 築 の 目 的 と経 緯

近 年 の情 報 関連 技 術 の 飛 躍 的 向 上 等 を 背 景 に,こ れ ま で情 報 化 へ の 取 り組 み の相 対 的 な

立 ち遅 れが 指 摘 され て いた 東 北地 域 にお いて も,域 内各 地 で 各 種 情 報 シス テ ムの 開 発 検 討

が 積 極 的 に進 め られ つ つ あ る。

こ う した 中 で,今 日の 経 済 活 動 や 社 会生 活 活動 の 広 域 化 に伴 い,そ れ らに係 わ る 「情 報

活 動 」 に つ い て東 北 地 域 を ひ とっ の ま と ま りと して捉 え,地 域 全 体 を包 括 した よ り広 域 的

な情 報 ネ ッ トワ ー ク形 成 が ます ます 強 く求 め られ て き て い る。

殊 に,今 後,地 域 産業 の 自律 あ る発 展 を 目指 す た め に は,域 内 企 業 間 の 有 機 的 結 合 や 産

学 官 の 連 携 ・促 進 を通 じて 技 術 開 発基 盤 の 強 化 あ る いは域 内 外 の 市場 拡 大 等 を図 って ゆ く

こ とが必 要 で あ り,そ の 意 味 で も効 果 的 な地域 産業 情 報 ネ ッ トワ ー ク化 が要 請 さ れ る 。

本 モ デル ・デ ー タ ベ ー ス(TRIP:TohokuRegionIndustries'PromotionDa-

taBase)は 以 上 の よ うな 背 景 か ら

① 地 域 産 業,地 域 企 業 間 の有機 的結 合 の 支援

② 技 術 力 高度 化 の た めの 産 学 官 連携 の 支 援

③ 地 域 中 小 零 細 企 業 の 情 報 化 格 差 の 是 正 と高 度 情 報 化 の 支 援

④ 地 域 商 工 指導 機 関 の 指 導 力強 化 と相 互 連携 の 支 援

を 目途 と して,地 域 企業 情 報,技 術 開発 情 報,人 材 情 報,施 策 情 報 等,東 北 地域 産 業 振 興

に係 わ る総 合 的 な情 報 を 地 域 一 元 的 に蓄積 ・提供 す る 「東 北地 域 産 業情 報 デ ー タ ベ ー ス シ

ス テ ム」の 構 築 を 先導 す るモ デ ル ・シス テ ム と して 地 域 企 業情 報 の デ ー タベ ー ス化 を試 み

た もの で あ る。

こ う した考 え 方 に 基 づ き,こ れ まで に東 北6県 の約2,000社 に係わ る企業 デ ータ を イ ン

プ ッ トしたTRIPMODEL-1を 構 築 した が,本 年 度 は これ を ベ ース に今 後 の 具体 的 な

運 用 に向 け て,以 下 の と お り情 報 内容 お よ び機 能 の拡 充 を図 った 。
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8.1.2デ ー タ拡 充 と シ ス テ ム拡 張 の 内容

従来 の デ ー タ項 目(企 業 概 要,得 意 技 術,主 要 製 造 品 目,主 要 機 械 設 備 等38項 目,

768バ イ ト)に 沿 って,新 た に約600企 業 の デ ー タ を イ ンプ ッ トした。

また,シ ス テ ム機 能 面 で は,従 来 のTRIPMODEL-1で 蓄 積 した 企 業 デ ー タ を生

か し,よ り使 いや す い デー タベ ー ス とす るた め 「検索 機 能 」 を 充 実 した 。

この モ デ ル デ ー タベ ー ス(TRIPMODEL-H)の 全 体 フ ロ ーを示 す と図8-1の

とお りで あ る。

TRIPMODELII

デ ー タ ペ ー ス デ ー タ

バ ッ ク ア ッ プ デ ー タ

登 録 ・修 正 ・削 除

全項 目

出力

検索条件

検索

特定項 目

出力

タ ・ノ ク シ ー ハレ

印 刷,

「一『1内 は 前 回 シ ス テ ム か らTRIPMODELIIへ の 移 行 時 に 行 う作 業
1___」

図8-1モ デ ル デ ー タ ベ ー ス(TRIPMODEL－ 皿)の 全 体 フ ロー
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TRIPMODEL-llで は以 下 の フ ァイ ル を使 用 した 。

企 業 デ ー タ フ ァイル

企 業 情 報 の 実 デ ー タが登 録 されて い る。

企 業 デ ー タ イ ンデ ック ス フ ァイル

企 業 情 報 の 更新 の た め,シ ス テ ム内 部 で使 用 す る。

ワー クフ ァイル

企 業 情 報 の検 索 の た め,シ ス テ ム内 部 で使 用 す る。

ま た,プ ロ グ ラム構 成 は 次 の とお りで あ る 。

① メ ニ ュー(TK21MN.PRG)

プ ログ ラ ムの 選 択 実 行 を行 う。

② 企 業 デ ー タ更新(TK221N.PRG)

企 業 デ ー タの 登 録 ・修 正 ・削除 を行 う。

③ 企 業 デ ー タ特 定 項 目検 索(TK23SC.PRG)

企 業 デ ー タの 特 定 項 目 に よ る検索 を行 う。

④ 企 業 デ ー タ任 意 項 目検索(TK24SC.PRG)

企 業 デ ー タの任 意 項 目 に よ る検 索 を行 う。

⑤ 企 業 デ ー タ全 項 目 出力(TK25PT.PRG)

企業 デ ー タ特 定 ・任 意 項 目検索 に よ り検索 した デ ー タの 全 項 目出 力 を行 う。

⑥ 企業 デ ー タ特 定 項 目出 力(TK26PT.PRG)

企 業 デ ー タ特 定 ・任意 項 目検 索 に よ り検索 した デ ー タの 特 定項 目出 力 を行 う。

⑦ 企 業 デ ー タ タ ック シー ル印 刷(TK27PT.PRG)

企 業 デー タ特 定 ・任意 項 目 検索 によ り検索 した デ ータ の タ ック シール 印刷 を行 う 。

⑧ 企 業 デー タバ ッ クア ップ(TK28BU.PRG)(ユ ーテ ィリテ ィプログラム)

企 業 デ ータ を別 の フ ロ ッ ピー デ ィス クに バ ック ア ップ す る。(デ ー タの コ ピーを 行 う)

8.2モ デル ・データベースの システム運 用方 策 の 検討

今 回 構 築 した モデ ル ・デ ー タ ベ ー スを 運 用 す るに際 して 当 面 解 決 す べ き課 題 と して は下 記

の よ うな ものが 挙 げ られ る。
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① 運 用 主 体 の確 立

② 運 用 資 金 計 画の 設 定

③ 地 域 へ の啓 蒙,啓 発

④ 人 材 の確 保 ・育 成

⑤ ソ フ トウ ェ ア ・メ ンテ ナ ンス体 制 の 整 備

⑥ 企 業 秘密 ・プ ライ バ シ ーの保 護

ま た,こ う した課 題 を解 決 しつ っ,中 小 企業 関連 団 体 等 を 通 じ広 く企業 等 へ情 報 を提 供 す

るた め に オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー クの形 成 が 必要 で あ り,こ れ に はVAN・ パ ソ コ ン通 信 ネ

ッ トの 有効 利用 を図 る こ とが不 可 欠 で あ る 。例 え ば,仙 台 コ ミネ ッ トの 協 力 を要 請 す る こ と

も検討 に値 しよ う。

しか しなが ら,今 後 の モ デル デ ー タ ベ ー ス運 用 を展 望 した場 合,そ の 利 用 拡 大 や運 用 の健

全 性確 保 等 の 点 で は,単 独 の対 応 だ けで な く他 の地 域 デ ー タ ベ ース等 との 協 同 で の 対 応 が 求

め られ,更 に 全 国 お よ び 国 際 的 な デ ー タ ベ ー スへ の 容 易 な ア ク セ ス確保 の た め に も,東 北

地 域 独 自の統 括 的 な運 用 主 体 を構 築 し,利 用 ネ ッ トワ ー クの形 成 ・拡 大 に努 め るこ とが 重 要

で あ る。
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9郡 山地域商工業活動 デー タベ ース構築調査

9.1デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 意 義

9.1.1デ ー タベ ー ス 構 築 の 意 義

郡 山 は人 口307,745(昭 和63年1月1日 現在),自 然 環 境 に 恵 まれ た広 大 な市 域 と,

交 通 の要 衝 と して,地 理 的優 位 性 に支 え られ,南 東 北 に お け る産 業 経 済 の拠 点 都 市 と して

発展 を 続 けて い る。

県 の 中央 に位 置 す る郡 山 の 交 通 体 系 をみ る と,JR東 北 本 線,磐 越 東 線,磐 越 西 線,水

郡 線 が 四方 に の び,更 に東 北新 幹線 が 走 り,道 路網 も東 京 ・青 森 を結 ぶ国 道4号 線,い わ

き(太 平 洋)・ 新 潟(日 本 海)を 結 ぶ 国道49号 線,更 に 国 道288号 線 な どが ク ロス す

る形 で 走 って いる 。

高 速 道 路 網 も,既 に開通 して い る東 北 自動 車 道 の ほか に 東 北 横 断 自動 車 道(い わ き ・新

潟 線)の 建 設 が進 め られ て い る ほか,将 来 の 高速交 通 体 系 を展 望 す る と き,昭 和67年 度

開 港 を 目さす 福 島 空港 の整 備 も,郡 山地 域 テ ク ノポ リス圏域 内で 進 め られ て いる。

こ の よ うな優 位 な 条 件 の 中 に あ って郡 山 市 は,東 北 の 中 で も仙 台 市 に次 ぐ経 済 都 市 と し

て 商 工 業 活 動 が活 発 に行 わ れ て い る。 そ して 昭和6,1年12月3日 に郡 山市 を母 都 市 とす

る2市3町1村(郡 山市 ・須 賀 川市 ・鏡 石 町 ・石川 町 ・三 春 町 ・玉 川 村)で 構 成 され る地

域 が"郡 山地 域 テ ク ノ ポ リス"の 指 定 を受 け,ま た昭 和62年7月31日 に は,高 度 情 報

化 時 代 を リー ドす る都 市 と して ニ ュ ー メデ ィア ・コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想 応 用 発 展 地域 の 指 定

も受 け た。 郡 山 地 域 の発 展 を とげ るた めの 支 援 策 も着 々 と進 め られ て き て い る。

郡 山 市 は,21世 紀 の ま ち づ くり と して,近 代福 祉 都 市 の創 造 を め ざ す た め,郡 山 市 第

3次 総 合 計 画 を 査 定 して い る。 この事 業 計画 の 中に,昭 和63年 度 か ら市 が持 って い る情

報 を 市 民 に公 開 す る制 度 が ス ター トす る。 情 報 化時 代 の 中 に あ って その 地 方 特 有 の デ ー タ

が地 域 住 民 に サ ー ビス され るよ うに な り,ま た外か ら来 る人 々 に もサ ー ビス化 され る よ う

にな って きつ つ あ る 。

各 種 の デ ー タを サ ー ビスす る側 は,デ ー タの 材料選 択 は も とよ り,わ か りや す く,使 い

や す い デ ー タベ ース と して処 理 され 加 工 され た もので な けれ ば な らな い。 デ ー タベ ー スの

構 築 は,こ の よ うな ことを ふ ま え て行 わ れ るべ きで あ り,地 域 デ ー タ ベ ー スの開 発 は,こ

れ か ら積 極 的 に推 進 され て い く もの と思 わ れ る。
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デ ー タベ ー スの構 築 は 今 まで は 中央 で の資 料 が デ ー タベ ー ス化 され て き た こと か ら,中

央 で 開発 され,そ して 中央 で使 わ れ て きた が,地 方 の デ ー タ もい よ い よ デ ータ ベ ー ス化 さ

れ る時 代 が きた。 そ して,地 方 の デ ー タ も中央 で使 わ れ,ま た 中央 の デ ー タ も地 方 で使 わ

れ て きて,デ ータ ベ ース の普 及拡 大 が は か られて きて い る。 これ は,地 方 と中 央 との 情 報

化 の差 が な くな り,高 度 情 報 化社 会 へ と進 んで い るこ とを意 味 す る。

経済 県 都 と して発 展 し続 け て い る郡 山 には商 ・工 業 活 動 に 関 す る デ ー タが も っ と も必 要

と され て い る。 商 業 ・工 業 に関 す る あ らゆ る デ ー タが,県 内 は も と よ り,県 外 の 人 々 か ら

もす ぐ取 り出せ る形 で 使 用 で き る デ ータ ベ ースが 求 め られ て い る。

地方 が持 つ特 有 の資 料 を体 系 的 に ま とめ あ げ た デ ー タ ベ ース化 は,使 わ れ るデ ー タベ ー

スの構 築 に つ な が る。 高 度 情 報 化 時 代 が進 む 中 に あ って情 報 の 多様 化 に応 え た デ ー タベ ー

スは地域 の活 性 化 を呼 び,地 域 の発 展 を促 す こ とに な る。

9.1.2ビ デオテ ックスシステム に よ るデー タベースサー ビス の 特 質

ふ く しま テ レメ デ ィアサ ー ビス株 式 会 社(以 下FTSと 略 す)が,こ れ か ら行 う デ ータ

ベー ス サ ー ビスは,ビ デ オ テ ック スに よ る デ ー タ ベ ース サ ー ビスで,そ の 後 ソフ ト,ハ ー

ドの進 展 に合 わせ て サ ー ビスの 方 法 を 応 用 発 展 させ,そ して 将 来 パ ソ コ ン通信 等 で も サ ー

ビス を受 け られ る よ うに発 展 させ て い く。

ビデ オ テ ック スの 優 位 性 は,電 話 と家 庭 用 テ レ ビ とい う,ど ち ら も一 般 家 庭 に普 及 率 の

高 い電 気 製 品 を組 み 合 わ せ てで きて い る シス テ ムで,初 心 者 で も簡 単 に利 用 可 能 な情 報 検

索機 器 と して 使 用 で き る こと に あ る。 す な わ ち,ビ デ オ テ ックス は検 索 機 能 を持 つ双 方 向

の メデ ィア媒 体 と して,一 般 大 衆 の 利 用 しやす い シス テ ムで あ り,デ ー タベ ー ス サ ー ビス

を簡 単 に行 う ことが で き る。

今 ま で の デー タ ベ ース は,プ ロ フ ェ ッ シ ョ ナル な人 々 が使 う シス テ ムで あ った。 端 末 操

作 に よ り情 報 検 索 を可 能 に して きた が,一 般 の人 々 は 目的 の情 報 を 簡 単 に検索 す る こ とが

困 難 で あ った。 そ の た め プ ロ フ ェ シ ョナ ル な使 い方 が 主 で あ り,少 数 の 特定 され た ユ ーザ

だ け に しか使 わ れ な か った 。 この こ とは,デ ー タ ベ ース の活 用 が 一 つ の 限 られ た 人 々 によ

って しか使 わ れ ず,利 用頻 度 が 少 な く,ま た デ ー タ ベ ー スを サ ー ビス す る企業 化 に も遅 れ

を と って き た。 これ に対 し,ビ デ オ テ ック ス は,大 衆 向 け端 末 とい う こと もあ って,デ ー

タベ ー スの制 作 を最 初 か らと って き てお り,文 字 と画 像 の組 み合 わ せ に よ る見 やす く,わ

か りや す い情 報提 供 を 試 み て き て い る 。

ま た ビデ オ テ ック スの 媒 体 と しての 位 置 づ け も,テ レビ,ラ ジオ,新 聞 な ど の マ ス メ デ
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イアに 対 し,パ ー ソナル メ デ ィアで な いか と言 われ て きて い るが,端 末 の普 及 が拡 大 し,

端 末 の ア ク セ ス数 が 多 くな った 場 合,ま た街 頭端 末 の 普 及 に よ り メ モ リー され た情報 が エ

ン ドレスで 何 回 で も大 衆 の 目 に とま るよ うに な った時,マ ス メ デ ィア と して の潜 在 性 も備

えて い る ことが わか る。 ま た同 時 に,双 方 向性 を利 用 す る部 分 に お い て は,パ ー ソナ ル メ

デ ィア と して の 特 性 も持 って お り,メ デ ィア ミックス時 代 の 中 に あ って,人 々 の生 活 も多

様 化 して い る現 在,大 衆 の求 め て い る多様 化 の価値 感 に対 応 した キ メ細 か い情 報 の サ ー ビ

ス は これ か らの高 度 情 報 化 時 代 に必 要 な こ とだ と思 う。 大 衆 の ニ ー ズ に応 え た キ メの細 か

い デ ー タベ ース の構 築 は,更 に わ れ わ れ ビ デオ テ ック ス業 界 の利 用度 を 上 げ る こ とに な り,

高 度 情 報 化 を よ り一 層 進 展 させ る こ と に もつ な が る。

9.2デ ータベース構築の全体計画(郡 山地域における商工業活動のデータベース化)

〉

商 工業 に関 す る デ ー タベ ー ス化 につ いて デ ータ ベー ス委 員 会 で 話 し合 わ れ た結 果,各 種 資

料 の デ ー タ ベ ー ス化 に当 た って は"使 わ れ る デ ー タベ ー ス"の 構 築 を め ざ さな けれ ば な らな

い と い うこ とが 結 論 で あ った 。 ど こに で もあ る よ うな デ ー タ を ま と め て も利 用価 値 が うす い

の で は な いか とか,⑰ 情 報 的 な もの を サ ー ビス しなけれ ば とか,い ろ い ろ議 論続 出 の感 が あ

った 中 で,各 種 デ ー タを どの よ うな 味付 で ユ ーザ に利 用 して も らの か と い うこ とで あ った。

い わ ゆ る一 つの ル ール に従 って 体系 化 され た デ ー タで な け れ ば な らな い。 そ して,こ れ らを

永 続 的 に ただ 入 力 して お くの で は な く,変 化 す る新 しい情 報 に対 処 して ゆ く もの で なけ れ ば

な らな い。 オ ン ラ イ ンで刻 々 と入 力 して い くよ うに して 即 時性 が あ って,ニ ュー ス ソー ス性

を持 たせ た情 報 な どが 体系 化 され て 入 力 され て いな けれ ば な らな い。 つ きつ め る と,結 局"

使 わ れ るデ ー タベ ー ス"の 構 築 にた ど りつ くこ とに な っ た。

この た め に は,今 後 ユ ー ザ側 に ア ンケ ー ト調 査 を行 い,デ ー タ ベ ー ス構 築 に 当 た って企 画

か ら情 報 サ ー ビス まで の 全 体 像 を ま とめ る こと に した。 デ ー タベ ー ス化 す るた め,考 え られ

る商 工 業 活動 の 当 面 の デ ー タ資 料 は次 の と お りで あ る。

。商 業 の概 況

業 種 別 デ ータ

・卸 売 業(各 種 商 品卸 売 業,繊 維 品 卸 売 業,衣 服,身 の 回 り品卸 売 業,農 畜 産 ・

水 産物 卸 売 業,食 料 ・飲 料 卸 売 業,医 薬 品 ・化粧 品卸 売 業,化 学製 品卸

売 業,鉱 物 ・金 属 材 料卸 売 業,機 械器 具 卸 売 業,建 築 材 料 卸 売 業,家 具
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・建 具 ・じゅ う器 卸 売 業 ,再 生 資 源 卸 売 業,そ の他 の 卸 売 業,代 理 商 ・

仲 立 業)

・小 売 業(各 種 商 品 小 売 業 ,織 物 ・衣 服 ・身 の回 り品小 売 業,飲 食 料 品 小 売 業,自

動 車 ・自転 車 小 売 業,家 具 ・建 具 ・じゅ う器 小 売 業,そ の 他 の 小 売 業)

商 店 数,従 業 員 数,年 間販 売 額,仲 介 手 数 料 収 入 額,商 品 手 持 額,売 場 面 積

。商業 分類 別 ・規模 別 商 店 の 状 況

従 業 員 数 に よ る区 分 別 商 店 数

常 時 従 業 員 数,売 場 面 積,年 間 販 売 額,修 理 料 ・サ ー ビス料 ・仲 立 手 数 料 の 収 入 額,

商 品手 持 額

。商業 の推 移

年 次 別 デ ー タ

商 店 数(卸 売 ・小 売 ・飲 食 店)

従 業 者 数(卸 売 ・小 売 ・飲 食 店)

年間 販 売 額(卸 売 ・小 売 ・飲 食 店)

。従業 者 規 模 別 商 店 数

規 模 分 類

1～4人,5～9人,10～29人,30～49人,50人 以 上

。経営 組 織 別 商 店 数

法人,個 人別 の商 店 数 と構 成 比

。業種 別 売 場 面 積

1店 当 た りの面 積 と商店 数

業 種別 売 場 面 積 の構 成 比

。飲食 店 の 状況

業 種別 デ ー タ

商 店数,従 業 員数,年 間 販 売 額,増 減率

・商業 の状 況

市 内 を 地 区 別 に 分 けた デ ー タ

商 店数,従 業 者,年 間販 売 額,仲 立 手 数 料 収 入 額,商 品 手 持 額,売 場 面積

。全 国 お よ び県 内 各 市 の 推 移

全 国 と県 内を 比 較 した 商 業 デ ー タ

全 国,福 島 県,郡 山 市,福 島市,会 津 若 松市,い わ き市,白 河 市,原 町 市,須 賀 川 市,
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喜 多方 市,相 馬 市,二 本 松 市

。県 内地 区別 の推 移

地 区別 を比 較 した商 業 デ ー タ

県 北地 区,県 中 地 区,県 南 地 区,北 会 津 地 区,南 会 津 地 区,相 双 地 区,い わ き地 区

。工 業 の概 況

業 種 別 デ ー タ(食 料,繊 維,衣 服,木 材,家 具,紙,出 版,化 学,石 油,ゴ ム,皮 革,

窯 業,鉄 鋼,非 鉄,金 属,機 械,電 気,輸 送,精 密,そ の 他)

。工業 の概 況 お よ び構 成 比

規 模 別 ・年 度 別

4～9人,10～19人,20～29人,30～49人,50～99人,100～299

人,300人 以 上

事 業 所 数,従 業 員数,製 造 出荷 額

。産業 別 事 業 所 数 ・従 業 者 数

業 種 別 デ ー タ(食 料 品製 造 業,繊 維 工業,衣 服 ・そ の 他 の 繊 維 製 品製 造 業,木 材 ・木

製 品 製造 業,家 具 ・装 備 品製 造 業,パ ル プ ・紙 ・紙 加 工 品 製 造 業,出

版 ・印刷 ・同 関 連 産業,化 学 工業,石 油製 品 ・石 炭 製 品 製 造 業,ゴ ム

製 品製 造 業,な め しか わ ・同製 品 毛 皮製 造 業,窯 業 ・土 石製 品 製 造 業,

鉄 鋼 業,非 鉄 金 属製 造 業,金 属 製 品 製 造 業,一 般 機 械 器 具 製造 業,電

気 機 械 器 具 製 造 業,輸 送 用 機 械 器 具 製 造業,精 密 機 械 器 具製 造 業,そ

の他 の製 造 業)

事 業 所数,従 業 者 数,現 金 給 与,原 材 料使 用 額,製 造 品 出 荷 額

。産 業 別 支 出額 ・製 造 品 出 荷額

支 出 額(現 金 給 与 総 額 ・原 材 料 使 用額 等総 額)

製 造 品 出 荷 額等(製 造 品 出 荷額 ・加 工賃 収 入額 ・修 理 料 収 入 額)

・従 業 者規 模 別 工 業 の 現 況

4～9人,10～19人,20～29人,30～49人,50～99人,100～299人,

300人 以 上

。工 業 の 推 移

年度 別 デ ー タ

事業 所 数,従 業 者 数,現 金 給 与額,原 材 料 等使 用 額,製 造 品 出 荷額 等

。地 区 別工 業 の現 況
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郡 山,安 積,三 穂 田,逢 瀬,片 平,喜 久 田,日 和 田,富 久 山,湖 南,熱 海,田 村,西

田,中 田,

9.3情 報産業の現 状 と課題

9.3.1企 業 に お け る情 報 化 の 現 状

郡 山地 域 に お け る汎 用 コ ン ピ ュー タ の導 入 を業 種 別 に算 出 して,全 国 数 値 と比較 す る と

表9-1の よ うに な る。(昭 和62年 調 べ)

全国 数 値 は昭 和59年 の もの で,そ の 後 導 入 台 数 も当然 増 えて い る こ とか ら,単 純 比較

は難 か しい が,大 体 の 傾 向 と して は製 造業,卸 売 業 の 利 用 が 高 く,建 設 業 ・サ ー ビス業 の

利 用 が 低 い こ とが判 る。

また 昭 和59年 に実 施 した 「郡 山市 にお け る情 報 化 に関 す る調 査 」 に よ る と表9-2の

よ う に な って い る。

表9-1汎 用 コ ン ピュ ー タの 導 入状 況

郡山 テクノポリス圏域 内 全 国 平 均 値(59.3)

製 造 業 43.7% 40.0%

建 設 業 3.1% 5.8%

卸 売 業 15.6% 12.3%

小 売 業 6.3% 4.8%

サ ー ビ ス業 ・そ の 他 31.3% 37.0%

※ 郡山 テ ク ノ ポ リス圏 域 とは郡 山市,須 賀 川 市,石 川 田],鏡 石 町,三 春 町,玉 川 村 の

2市3町1村 の 地域 を指 す 。

表9-2家 庭 ・職場 にお ける情報通信機器 の普 及状 況

家庭 に あ る 職 場 に あ る
家 庭 ・職 場
に あ る

な い 無 回 答

フ ァ ク シ ミ リ 2(0.8%) 51(215%)
一

118(498%) 66(278%)

文字多重放送用
テ レ ビ

8(3.4%) 3(1.3%) 一 148(62.4%) 78(32.9%)

音声多重放送用
テ レ ビ

59(249%) 13(5.5%) 一 104(439%) 61(25.7%)

パ ソ コ ン 15(6.3%) 46(194%) 5(2.1%) 107(45.1%) ,64(27.0%)

ワー ドプ ロセッサー 47(198%) 1(0.4%) 117(494%) 72(304%)

L

※ 「ない」場合 にほ とん どの人 が無 回答で あ ったので,無 回答 のほ とん どは 「ない」 と考えてよい。
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一 方 ,情 報 化 の 現 状 を 「ネ ッ トワ ー ク視 点 」 か らみ る と,汎 用 コ ン ピュー タ の75%が

オ ン ライ ン化 され て お り,特 に製 造 業 ・サ ー ビス業 の オ ン ラ イ ン化 傾 向 が 強 い。

ネ ッ トワ ー ク範 囲 は 「本 店,支 店 」 間 が 多 く,次 い で 「販 売 先 」 「仕 入先 」 とな って い

る。

情 報 内 容 と して は 「受 発注 情 報 」 「販売 情 報 」 「請 求,決 済 情 報 」が 多 く,今 後 主 販 売

先 との 系 列 化 も予 想 され る。

ハ ー ドウ ェア的 に は ,フ ァク シ ミリによ る情 報 通 信 が有 効 活 用 さ れ て お り,導 入率 も

60%強 と情 報機 器 中 で は 一番 企 業 に浸透 して い る 。

コ ン ピュー タオ ン ラ イ ン網 との補 完 関 係 と して フ ァク シ ミ リ網 が 存 在 す る と も考 え られ

る。

9.3.2企 業 にお け る情 報 へ の対 応

現在,入 手 して い る情 報 内容 と して は,全 業 種 と も 「業 界 ・行 政 関 係 」 と 「経 営 関 係 」

が 多 く,製 造 業 で は 「技 術 関 係 」 の需 要 が 多 い 。

情 報 の拡 が りを 期 す るた め に は,外 部 デ ー タベ ー ス との ゲ ー トウ ェ イ機 能 を果 た す機 関

が必 要 と思 わ れ る。

ま た,デ ー タバ ン クの 活 用 意 欲 は高 く,こ れ らデ ータバ ンク の情 報 源情 報 を 整 備 すれ ば,

内容,利 用頻 度 と も向 上 して い くと思 われ る。

情 報 入手 時,有 償 に対 す る反 応 は,有 償 で も欲 しい とい う意 向 が 強 い。

i
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9.4FTSネ ッ トワーク機 構 の 現 況 と展 望

9.4.1FTSの 会 社 概 況 と設 立 経 過

ふ く しま テ レメ デ ィ アサ ー ビス株 式 会 社(略 称:FTS)は,郡 山地 域 に お い て キ ャプ

テ ン方 式 に よ る情 報 サ ー ビス事 業 を 目 的 に昭 和61年1月31日 設 立 された 。

郡 山地 区で は,そ れ まで 郡 山 商 工 会 議 所 を 中心 と した 「郡 山高 度 情 報 化 シス テ ムの 研 究

会 」(会 員 約120社)に お いて 各 種 ニ ュー メ デ ィアの研 究 が 行 わ れ,キ ャプ テ ン シス テ

ムは キ ャプ テ ン分 科 会 で 検討 が 続 け られ た。 そ の 中 で,60年7月 以 降約8回 に わ た る分

科 会 の 結 果,NTS方 式 に よ る キ ャプ テ ンシ ス テ ムが郡 山 地域 に と って適 切 で あ る と評 価,

日本 テ レメデ ィア ・サ ー ビス株 式 会 社(略 称:NTS)の 地 方 会 社 第1号 と して設 立 され

た もの 。 い わ ば"子 会 社方 式"に よ るプ ライ ベ ー トキ ャプ テ ンで あ る。 そ してFTSは 同

年7月,試 験 放 送 を 開始,同9月1日 か ら営 業 を伴 う本 放 送 サ ー ビスを ス タ ー トさせ た。

端 末 利 用 は会 員 方 式 を 採 り,利 用 者 負 担 は 入会 金(工 事 費,全 国 キ ャ プ テ ン登 録 料 な どを

含 む)15,000円 と月 々 の会 費1,500円 とな って い るが,試 験 ・サ ー ビス放送 の2カ 月 間

は会 費 は無 料 と し,そ の間,情 報 内容 の 充 実 と端 末 の 普 及 を は か り,本 放 送 に踏 み切 った

経 過 が あ る。

9.4.2端 末 設 置 状 況 と事 業 展 開

FTSは61年9月 の本 放 送 サ ー ビ ス開始 時 の端 末 利 用 契 約 台数 は約370台 とな り,

チ ャ ンネ ル メニ ュー も60項 目を 超 え た 。現 在 の 端 末 数 は街 頭 用 の 大型6台 を 含 め て さ っ

と700台 。 設 置 か所 の 内訳 は 一 般 家 庭 が約60%,事 業所 ・公 共 施設 約40%の 割 合 。

大 半 が 郡 山市 内 に集 中 して お り,郡 山市 役 所 で は,本 庁 と各 支 所 ・公 民館 な ど市 の 公 共 施

設 に計60台 を 設 置,市 民 の関 心 を集 め てい る。 これ ら端 末 普 及 は,当 初,株 主 の 事 業所

お よ び そ の従 業 員 の 家 庭 を対 象 と して契 約 を結 び,続 いて 一般 へ の 浸 透 を は か った 。

普 及 作 戦 の具 体 例 と して は,62年4月 の統 一地 方 選 に際 し県 議 選(郡 山市 選挙 区)と

郡 山 市議 選 で,各 候 補 者 の選 挙 事 務 所 に端 末 を無 償 貸与,選 管 発 表 ご との 開 票 速 報 を サ ー

ビス,ま た 「ふ く しま輸 入博 覧 会 」(61,62年 春)の 会 場 に キ ャプ テ ンコ ー ナ ーを 開

,郡 山市 の消 費 生 活 展 で も街 頭 型 を展 示 した はか 市 内の ス ー パ ー,デ パ ー トに 常 時,キ

プ テ ンコー ナ ー(端 末10台 程 度)を 設 け るな ど キ ャプ テ ンに対 す る地 域 住 民 の 関 心 の

り起 こ しに努 め て いる 。
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9.4.3チ ャン ネ ル メニ ュー と検 索 シス テ ム

FTSが 提 供 す る情 報 は ニ ュ ース,天 気 予報,公 共 情 報,シ ョ ッ ピン グ情 報,株 価 情 報

な ど20チ ャ ンネ ルで,メ ニ ュ ーは ざ っと100項 目,画 面 数 約1万 。メニュー 全 体の50

%強 はFTS独 自の 制 作,残 り50%弱 が親 会 社NTSか らの 配信 に よ る もので あ る。 こ

の うちNTSの メ ニ ュー は,読 売 新 聞 社,報 知 新 聞 社 提 供 の トピ ック ・総 合 ニ ュ ー ス,

株価 情 報,一 般 経済 情 報 な ど全 国 レベ ルの情 報 。 これ に対 しFTSは,郡 山市 政 広 報 を主

体 とす る公共 情 報 を は じめ シ ョ ッ ピング情 報,タ ウ ンガ イ ド,ス ポ ー ツ,更 に専 門 チ ャ ン

ネ ルの 事 業所 案 内,経 営 者 情 報 な ど地 元 の新 鮮 な情 報 や デ ータ ベ ー ス的 な情 報 を キ メ細 か

く扱 って い る。

一 方 ,情 報 画 面 の 検 索 シス テ ムは,全 国 キ ャプ テ ンと同 じ ツ リー方 式 と,NTS独 自 の

パ ック方 式 を 併 用 して い るのが 特 色 。 このNTSの パ ッ ク方 式 は,情 報 を 約40画 面 ご と

にパ ッ ク化 して,こ れ を端 末 機 内 の メモ リーに記 憶 させ て か ら電 話 回 線 を切 断(3分 間 で

自動 的 に切 れ る)す る こ とに よ り,回 線利 用料 金 を節 減 す る と と もに,記 憶 され た各 画 面

は 何 回 で も繰 り返 し見 る こ とが で きるな どの利点を持 つ。 ツ リー方 式 のよ うに,一 画 面 ず つ

検 索 す るわ ず らわ しさが は ぶ け る うえ,回 線 利 用料 金が 安 い こ とか ら,こ の点 を 最 大 ポ イ

ン トにPRを 続 けて き た。

情 報 サ ー ビス時 間 は,午 前7時(冬 期 間 は午 前9時)～ 午 後10時 。情 報 画 面 の 利 用(

ア ク セ ス)数 は,株 価 情 報 が た え ず トップを 占め,以 下 トピ ッ クニ ュ ー ス,ゲ ー ム,天 気

予報,総 合 ニ ュ ー スの 順(63年2月 現在)と な って い る。

9.4.4FTSの 配 信 シ ス テ ム

FTSの 情 報提 供 シス テ ムは,NTSの 中央 セ ンター と,郡 山市 内 のFTSロ ー カ ル セ

ンタ ーを専 用回 線 で 結 び,電 話 網 を通 じて 家 庭 や事 業 所 の 端 末 に情 報 が 送 られ る仕 組 み 。

東京 に あ るNTSの 中央 セ ン タ ーは,独 自で情 報 を制 作 入 力 して い る他,外 部 情 報 セ ン タ

ーに 接続 して情 報提 供 して い る もの もあ る
。 例 え ば,読 売 総 合 ニ ュー ス等 は読 売 新 聞 社 の

ニ ュ ー メ デ ィア編 集 配 信 シス テ ムか ら入 力 され,ま た,株 価 情 報 は 東 京 証券 取 引所 か ら,

天 気 予 報 は気 象 協会 か らとい う具 合 に オ ン ライ ンでNTSのCPUに 入 力 され,そ の 後 地

方(FTS)に 配 信 され サ ー ビ ス され る シス テ ムに な って い る。

一 方 ,両 セ ンタ ー は,ビ デ オ テ ッ クス通 信網 によ って キ ャ プ テ ン情 報 セ ンタ ー と も結 ば

れ て い る。 この た め,FTSの 端 末(NTS式)か らはFTSメ ニ ュ ーの ほか に全 国 キ ャ

プ テ ンの豊 富 な情 報 を 自 由 に 見 られ る とい うメ リッ トが あ る。
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9.4.5FTSの ネ ッ トワー ク構 想

FTSは,全 国 ネ ッ ト化 を 目指 したNTSの 地 方 会 社 第1号 と して設 立,そ の 後,長 野,

仙 台 な ど に もNTS系 列 の ロ ー カル キ ャプ テ ン会 社 が誕 生 した(長 野 は休 止)。 こ う した

事 情 を 背 景 に,FTSはNTSと 業 務 提携 し,い わ ゆ る"子 会 社 方 式"を 採 用,親 会社 か

らは端 末 リース の ほ か ソ フ トウ ェ ア と共 通 す る全国 情 報 の供 給 を受 けて い る。

FTSの 端末 設 置 は,現 在 郡 山市 内 が 大半 を 占め て い る もの の,市 外 に も順 次 普 及 しつ

つ あ り,実 質 的 な サ ー ビ ス範 囲 は県 内 全域 に及 ん で い る 。 この た め,FTSは 将来,福 島,

いわ き,会 津 若 松 の 三市 内 にFTS直 営 の 「地 域 会 社 」 を設 立,運 営 す る計 画 。県 内 の拠

点 で あ るこの 三市 内 に ア ク セス ポ イ ン トを設 け,各 地 域 ご とに ア クセ スす る こ と に よ り,

通 信 料 が 安 くな る とい った効 果 を狙 った もの で あ る。

(NTSシ ス テ ム)

ビデ オテ ッ クス

通 信 網

㌫ 識1走 ユ一酉託 ㌫ 轡)
CTs(パ ーフ ェクト新UH製 作 シス テ ム)

中 央 セ ン タ ー(日 本 テ レメ デ ィ ア ・

サ ー ビ スが シ ス テ ム開 発 ・運 用)

外 部情 報
セ ン ター

図9-1FTSネ ッ ト ワ ー ク 構 成 図
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9.5調 査用モデル画面 の構築(モ デル画面の制作 に当 って)

郡 山 地域 の商 工 業 活 動 を デ ータ で と らえ るデ ー タベ ー ス化 に つ いて は,"使 わ れ る デ ー タ

ベ ー ス"を 目指 す こ とに し,調 査 モデ ル画 面 を制 作,CPUに 入 力 して,ユ ー ザ の 批 判 を あ

お ぐこ と と した。 キ ャプ テ ン シス テ ムに よ る情 報 の提 供 に は,魅 力 あ る画 面 展 開 を伴 った サ

ー ビス メニ ュー の開 発 や ,デ ー タベ ース構 築 の 設 計 な どが,重 要 な ポ イ ン トに な って くる。

情報 を的 確 に伝 え,利 用 者 の 立場 に立 った キ ャプ テ ン情 報 の 設 計が 強 く望 ま れ て い る現 在,

キ ャプ テ ンの持 つ 特 色 を考 え た 場 合,文 字 情 報 だ けで は な く,画 像 情 報 も考 慮 に入 れ た 視 覚

に訴 え る もの も いれ な けれ ば な らな い 。 そ して,こ れ 等 の 一 体 化 され た情 報 を制 作 す る とき,

情 報 量 や 内容 を切 り離 して考 え る こ とはで きな い。

制 作 す る側 は,常 に利 用 者 に と って使 い易 い検索 方 法 とは 何 か,適 切 な情 報 の 量 や 内 容 と

は,魅 力 あ る画 面 の イ メ ー ジと は何 か,を 追 求 して キ ャプ テ ン画 像 の制 作 に当 た らな け れ ば

な らな い。

以 上 の こ とを考 慮 に 入 れ,今 後 の デ ー タ ベ ース化 を 目指 す 。 この た め に は,た た き台 に な

る調 査 モ デル画 面 が必 要 で あ り,デ ータの種 類 に よ って,そ れ ぞ れ の企 画 ・構 成 を行 った。

(1}文 字 情 報 で サ ー ビスす る もの

口 郡 山市 の 事 業 所 案 内

市 内 の 事 業 所 を業 種 別 に 分 け,会 社 概 要 を デ ー タベ ー ス化 す る。

分 類 の 方 法 は,製 造 業 ・建設 業 ・卸 売 業 ・小 売業 ・サ ー ビス業 ・その 他 に分 け,こ れ を

細 分化 しそ の後 パ ック化 して情 報 を 得 るよ う に した 。

(内 容)

会 社 名 ・所 在 地 ・代 表 者 名 ・創 業 年 度 ・法 人設 立 年 度 ・資本 金 ・従 業 員 数

口 郡 山 市 内 の 証 券 会 社 案 内

市 内 の 証 券 会 社 一覧 の あ と に,各 社 ご とに詳 細 を説 明 。

(内 容)

会 社 名 ・創 業 年 度 ・法 人 設 立 年度 ・資本 金 ・従 業 員 数 ・取 引銀 行 ・会 社 の特 色

② 文字+図 形情 報 で サ ー ビス す る もの

口 郡 山地 域 テ ク ノ ポ リス ガ イ ド

郡 山地 域 テ クノ ポ リス推 進 機 構 に つ いて の 案 内。

(内 容)

機 構 の概 要 ・役 員 案 内 ・業 務案 内 。
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③ 文字+グ ラフ情 報 で サ ー ビスす る もの

口 郡 山 の 産業 パ ワー

商 圏 人 口 ・人 口動態 ・事 業 所 の 推 移

グ ラフで見 る商業(事 業 所 数 ・年 間 販 売 額 ・従 業 員数)

グ ラ フで見 る工業(事 業 所 数 ・従 業 員 数 ・製造 品 出 荷額)
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10世 界鉄鋼企 業財務 データベース

社団法人 日本鉄鋼連盟





10世 界 鉄 鋼 企 業 財 務 デ ー タ ベ ー ス

10.1目 的 ・背 景

鉄 鋼 業 に関 す る政 策 課 題 の 検討 に際 して,最 近 で は 内 外 の 経 済 ・通 商情 勢 の変 化 を 反 映 し

て,主 要 国 鉄 鋼 業 の比 較 分 析 の ニ ー ズが 急 速 に高 ま って い る。

即 ち,日 ・米 ・欧 の主 要 先 進製 鉄 国 は依 然 と して世 界 の鉄 鋼 生 産 基 地 で は あ る もの の,需

給 の ア ンバ ラ ンスか ら過 剰 能 力 の処 理 等 の 構 造 改 善 に 直面 して い る一 方,NICSお よ び共

産 圏 等 の 鉄 鋼 業 の急 進 展 が世 界 の 鉄鋼 需 給 に大 き な影 響 を 与 え る状 況 に な って い る。

この よ うな状 況 に対 して,従 来 か ら行 わ れ て きた世 界 の鉄 鋼 需 給 に 関 す る分 析 に とど ま ら

ず,設 備 投 資 動 向,企 業 収 益 ・財 務 体質,コ ス ト競 争 力 等 の 鉄 鋼 業 の経 営 状 況 に関 す る分 析

が 要 請 さ れ.当 連 盟 の 調査 ス タ ッ フの情 報 収 集 お よ び分 析 能 力 を フル に活 用 して対 応 して き

た と ころで あ る 。

デ ー タ整 備 に関 して も,こ の よ うな背 景 か ら 「鉄鋼 情 報 シス テ ム(SIS)」 にお い て 鉄

鋼 の 需 給 ・貿 易 に関 す る分 野 を 中心 に 海 外 デ ータの 収 集 ・整 備 に力 を注 いで き たが,今 回 の

テ ー マで あ る 「世 界 鉄 鋼 企 業 財 務 デ ー タ ベ ー ス」 の 開 発 が 残 され た課 題 と さ れ て き た と こ ろ

で あ る。

本 事 業 は,内 外 の鉄 鋼 主 要 企業 に関 す る 財務 お よび 企業 経 営 動 向 に関 す る財 務 デ ー タ等 を

広 く収集 し,デ ー タベ ース と して 整備 す る と と もに,そ の 利 用 体 制 を 充実 す る こと に よ って,

鉄 鋼 業 界 内,関 係 官 庁,関 連業 界 の ニ ー ズ に応 え る こ とを 目的 とす る もの で あ る。

10.2実 施 内 容

当 連 盟 で は,国 内 の主 要 鉄鋼 会 社 につ いて 有 価 証 券 報 告 書 お よ び営 業 報 告 書 を 収 集,保 管

す る と と もに,「 高 炉6社 決 算状 況 」,「 鉄 鋼 会 社 収益 状 況 」 お よ び 「鉄 鋼 会 社 資 産 ・負債

状 況 」 を 業 務 統 計 資 料 と して パ ソ コ ンで集 計 して い る。 ま た,海 外 の 主要 鉄 鋼会 社 の ア ニ ュ

ア ル ・レポ ー トを収 集,保 管 し,内 外 鉄 鋼 業 の 収 益状 況,財 政 状 態 の比 較 ・分 析 等 に活 用 し

て い る。

と りわ け,国 際 化 を背 景 と した最 近 の 国 際経 済 ・通 商 問 題 等 に関 して,内 外鉄 鋼 業 の 比 較
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分析 の重 要 性 が 高 ま って お り,収 益 状 況,財 務 特 質,コ ス ト競 争 力 等 の 分析 に これ らの 財務

デ ー タの 利用 が活 発 化 して い る もの の,パ ソ コ ンに よ る処理 能 力 に は限 界 が あ り,デ ー タベ

ー ス化 が 待望 され て い た と ころで あ る。

一方 ,当 連 盟 で は生 産,受 注,貿 易,原 料,労 働 等 に関 す る鉄鋼 統 計 につ い て,集 計作 業

か らの 一貫 処 理 に よ る デ ー タ ベ ー ス 「鉄 鋼 情 報 シ ス テ ム(SIS)」 を 開 発 ・運 用 して きた

実 績 か あ る 。

この よ うな状 況 を勘 案 して,こ れ まで の デ ータ ベ ー スの構 築 お よ び財 務 デ ー タ の収 集 ・利

用 の 実 績 を生 か して,「 世 界 鉄 鋼 企 業 財 務 デ ー タベ ー ス」 の整 備 を 以 下 の とお り行 った。

10.2.1デ ー タ の作 成

(1)対 象 会 社 お よ び ソ ース デ ー タ

内 外 の 主 要 鉄 鋼 企 業 の 財務 デ ー タ等 お よ び企 業 業 績 評 価 等 に必要 な企 業 動 向 を 中心 と

した 会社 概 要 デ ー タを対 象 と した 。

。対象 会 社:本 事 業 で は次 の 公 開情 報 に よ る デ ー タ整 備 を 行 った 。 今 後 各 種 調 査 資 料 等

に よ って情 報 公 開 を行 って い な い鉄 鍋 会 社 につ いて 遂 次 範 囲 を拡 大 す る こ

と と した い。

① 国 内鉄 鋼 会社:当 連 盟 お よ び普 通鋼 電 炉 工業 会 の主 要 会 員会 社(45社)の 有 価 証

券 報 告 書

② 海 外 鉄 鋼 会社:当 連 盟 が収 集 済 み の 海 外 主 要 鉄鋼 会 社(11か 国,23社)ア ニ ュ

アル ・レポー ト

② デ ー タ項 目:

(イ)財 務 デ ー タ等

貸 借 対 照 表,損 益 計 算 書,製 造 原 価 明細 書 等 お よび 生 産 ・販 売 等 の営 業 デ ー タ並 び

に セ グメ ン ト情 報(ア メ リカの み)

(ロ)会 社概 要 デ ー タ

事 業 分 野,主 要 事 業 所,沿 革,会 社 の現 況 等 の 企 業 動 向 に関 す る情 報

(3)デ ー タ収 録 期 間

1970年 度 ～1986年 度

10.2.2情 報 処 理 の 内容

内外 財務 デ ータ の 一 括 管 理 とい う特 性 お よ び ホ ス トコ ン ピュ ー タの 移 設 と い う事 情 を配
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慮 し,パ ソ コ ン(IBM5550,財 務 デ ー タは マ ル チ プ ラ ン,会 社 概 要 は ワー プ ロ ソ フ

ト)に よ る オ フ ライ ンの デー タ エ ン トリー を採 用 した が,財 務 デ ー タに 精 通 した専 門担 当

者 に よ る直 接 作 業 が可 能 とな った 。

なお,情 報 処 理 の 手順 を示 せ ば,概 略図10-1の とお りで あ る。

情報処理の概要図

財務データ等

IBM5550

(マ ルチブラン)

有価証券報告書

アニ ュアル ・レポー ト

世界鉄鋼企業財務データベース

会社概要

IBM5550

(ワ ー プ ロ ソ フ ト)

図10-1情 報 処 理 の 手 順

10.2.3デ ー タベ ー ス の利 用

本 事 業 に お い て は,デ ー タベ ー スの 検 索 方 法 と してAS(汎 用 デ ー タ 利用 ソ フ トウ ェア)

を利 用 す る こ と と して い る。(た だ し,当 面 は 財務 デ ー タ等 に限 定)

ASの 機 能 面 の特 徴 は,デ ー タ検索,デ ー タ解析 ・予 測,表 ・グ ラ フの作 成 やASの 簡

易 言 語 に よ るプ ロ グ ラ ム開 発 等 が あ げ られ る。 また,操 作 面 で は,初 心 者 か ら熟練 者 ま で

レベ ル に応 じた利 用 が可 能 で あ る点 が あ げ られ る。

本 事 業 に則 して い え ば,次 の よ うな テ ス トを実施 して所 要 の 結 果 を得 て い る。 な お,テ

ス トデ ー タ によ り機 能 テ ス トの事 例(グ ラフ)を 示 せ ば,以 下 の と お りで あ る。

(1)機 能 テ ス トの 内容

(イ)デ ー タ エ ン ト リーが マ ル チ プ ラ ンに よ る方 法 で 支 障 が な いか 。

(ロ)AS機 能 面 の 特 徴 で あ る デ ー タ検索,デ ータ解 析,お よ び表 ・グ ラ フの作 成 が 可 能

か 。
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即 ち,会 社別 の 財務 デ ー タ項 目 の年 次 毎 の 検 索,数 社 計 や 財務 比 率 の 計 算,加 工 デ

ー タの 作 成 ,分 か り易 い作 表 ・作 図 等 に つ い て,自 由 な出 力 が 可 能 か 。

(・→ コ ン ピュ ー タの 専 門知 識 を 持 た な い業 務 担 当 者 で も利 用 で き る程 度 に操 作 方 法 が 簡

単 か 。

② 財 務 デ ー タ等 の検 索 手 順

財務 デー タ(数 字 情 報)に っ いて は,ASに よ る デ ー タの 検 索,デ ー タ解析,表 ・グ ラ

フの 作 成 を 行 う。

ASに よ る デ ー タの 検索,デ ー タ解 析,表 ・グ ラ フの 作成 手順 を 示 す と,以 下 の と お

りで あ る。

デー タの流れ

1鉢 データ1

▽

レ ラフ用デー列

▽

処理

・選択一 ー一年次 、会社 、項 目(売 上 高等)に よ

り必要 なデ ー タを選択 する。

・計 算……会 社計や比 率等を計算 する。

・グラ フ作成 一ーーグ ラフの種類、見出 し、グ ラフ

を描 く項 目等を指定 し、グ ラフ

を作成 す る。

nn]
折れ線グラフ

ll・・

11W・
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8e■1881irllllltll
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図10-2 ASに よ るデータの検索,

表 ・グラフの作 成手順
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(3)サ ンプル によ る 出力 事 例

前 述 の 検索 手 順 に沿 って,高 炉5社 を サ ンプル に デ ー タの 検 索,デ ー タ解 析 お よ び グ

ラフ作 成 の機 能 テ ス トを行 った事 例 を 示 す と以 下 の とお りで あ り,そ の 有 効 性 を確 認 し

た 。

%

20

15

1e

5

。一

文197b197…19…e…9821963198419:度198b

図10-3機 能 テス.トの事例(売 上 高に対 する主要 コス トお よび利益 の推移)

la3今 後 の課題 と展望

10.3.1デ ー タの 追 加 ・補 充

(1)本 事 業 で は,ソ ース デ ー タの制 約(有 価 証 券 報 告 書 ま た は ア ニ ュア ル ・レポ ー トに限

定),ソ ー ス デ ー タの 欠 落,合 併 ・分離 お よび 会 計制 度 の変 更 等 に よ る デ ー タの 不 連 続

に よ り,会 社 ま た は年 次 によ りデ ー タの作 成 が不 可 能 な部 分 が あ った た め,今 後 可 能 な

限 り追 加 ・補 充 の 必要 が あ る。

② 今 回 は ソー ス デ ー タを 公 表 デ ー タで あ る有 価 証 券 報 告 書 また は ア ニ ュ アル ・レポ ー ト
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に限定 したが,今 後各種調 査資料等 によって情報開示 を行 って いない鉄鋼会社 にっいて

逐次範囲を拡大 す ることが必要であ る。

10.3.2デ ー タ ベー ス 利 用 の 体 制 整 備

今回 は,財 務 デ ー タ等 の 数字 情 報 に っ い て は,ASの 利 用 に よ るデ ー タ検 索,デ ー タ解

析,表 ・グ ラフの 作 成 が 可 能 な 体制 が で き たが,会 社 概 要 デ ータ(文 字 情 報)の 検 索 を含

め,総 合 的 な 検 索 利 用 体 制 の 整 備 につ い て,今 後 の 検 討 課 題 と して 引 き続 き取 り組 ん で い

く必 要 が あ る。 ◆
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11デ ータベース構 築を前提 とした印刷情報

の展開に関する調査研 究

社団法人 日本印刷産業連合会





11デ ータベース構築を前提 とした印刷情報の展開に関する調査研究

11.1調 査 研 究 の 経 緯

11.1.1調 査 研 究 の 背景 と 目的

高 度 情 報 化 の 進 展 に伴 い,ビ デ オ テ ッ クスやCD-ROM等 い わ ゆ る ニ ュー メ デ ィア を

用 い た情 報 の 利 用 ・普 及 の裾 野 が広 が りつ っ あ り,「 静 的 」 な 情 報 提 供 手段 で あ る印 刷 物

で は満 た し きれ な い機 能 に対 す るニ ー ズが 著 しく増 加 して きて い る。 ニ ュー メ デ ィア等 の

情 報 資源 を いか に有 効 に利 用,活 用 して い くか に関 心 が集 ま る中,そ の 扱 う情 報 を 収 集 ・

蓄 積 ・管 理 ・再 利 用 す るた め の有 効 な手 段 と して の デ ー タ ベ ー スが 注 目 され て い るが,そ

の構 築 に は膨 大 な作 業 量 ・コ ス ト ・ノ ウハ ウが必 要 と さ一れ て い る 。産 業界 に お い て,こ の

ニ ー ズ に答 え う る担 い手 を デ ー タベ ー ス に入 力 され る大 量 の デ ー タを取 り扱 う立 場 か ら探

って い くと,情 報 の 表 現 ・加 工 に関 して多 くの ノ ウハ ウを蓄 積 して きた 印刷 産 業界 が見 出

され て くる。 こ う した周 囲 の環 境 か ら,印 刷 情 報 を 入 力源 と し複 数 メ デ ィア向 け情 報 加 工

を前 提 と した 「汎 用 デ ータ ベ ース 」の 構 築 の 検討 が開 始 され た 。

印刷 産業 の持 つ ポテ ン シ ャル に着 目 した と き,「 汎 用 デ ー タ ベ ー ス」 の基 礎 と な るの は

CTS(ComputerizedTypesettingSyetem)技 術 で あ るが,こ れ は あ くま で 印 刷 工 程

の電 子 化 と い う目的 で 構 築 され た もので あ る。従 って,原 デ ー タを 独立 させ デ ー タ ベ ー ス

と して取 扱 った り,ニ ュー メ デ ィア向 け に加 工 す る と い う面 で は まだ 工夫 が必 要 と さ れ る。

本 年 度 は,昨 年 度 の 調 査 ・研 究 結 果 を踏 まえ て,印 刷 物 作 成 と デ ー タ ベ ース の統 合 処 理

に よ る汎 用 デ ー タ ベ ー ス シス テ ムの実 施 設 計 と試 用 ・運 用 に 関 す る調 査 研 究 を行 った 。 主

な作 業 内 容 と して 昨 年度 の 概 念 設 計 に基 づ いて,

・ モ デル タ イ プ ・シ ス テ ムの 基 本設 計

・ 机 上 シ ミュ レー シ ョ ン

・ モ デル タ イ プ ・シス テ ムの 評価

・ 環 境 ・周辺 動 向 ,影 響 要 因 の 検討,モ デ ルの 見 直 し ・拡 張

を実 施 し,実 シス テ ム構 築 の た めの知 見 を得 るこ とを 目的 と した 。
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11.1.2調 査 研 究 に 当 た って の 前 提 条 件

本 調 査研 究 で は,以 下 に示 す前 提 を置 い て調 査 ・研 究 を 進 め た 。

・ 印刷 情 報 の特 徴 ・構 成 を踏 ま え た もの とす る

・ 汎 用 デ ータ ベ ー ス化 に際 して の問 題 点 を 浮 き彫 りに す る。

・ 一般 的 な デ ータ ベ ース構 築 との共 通 点 ,相 違 点 を 明 らか に す る 。

・ 図形 ,画 像 デ ータ内 部 の操 作 に重 き を 置 か な い 。

・ 印刷 情 報 を原 始 情 報 とす る こ とが メ イ ンで あ るが ,他 の デ ー タを 元 デ ー タ とす る

こ と も妨 げ な い 。

・CTSデ ー タに は様 々 な もの が あ るが ,本 調 査 で は それ らを モ デ ル化 す る。

・ 出 力側 の メデ ィア を ビデ オ テ ック ス ,テ レテ キ ス ト,オ ン ライ ン情 報 サ ー ビスお

よびCD-ROM等 い くつ か 事前 に想 定 す る。

・ 採 算 性 や著 作 権 問 題 等 は 汎 用 デ ー タ ベ ー スを 実 際 の ビ ジネ ス と して 展 開 す る際 の

問題 と して 位 置 づ け る。

11.1.3調 査 研 究 内容

開発,実 現 レベ ルの フ ェー ズ化 を考 慮 し,実 用 化 に 向 け て有 益 な知 見 を得 るた め机 上 シ

ミュ レー シ ョンを実 施 した。 具 体 的 な問 題 に対 して は,委 員 会,お よ び 小 委 員会 を設 け て

の検 討 を踏 ま え て対 処 す る もの と し,シ ス テ ム の事 例,シ ミュ レー シ ョ ンの デ ー タ等 に 関

して は各 委 員 の協 力 の下,収 集 ・整理 作業 が な され た 。

11.2印 刷 情報 の 特 色 と汎 用 デ ー タベ ー スの位 置 付 け

11.2.1印 刷情 報 の 特 色

印刷 情 報 の 特色 を 明確 化 す るた め,そ の 中心 構 成 要 素 で あ るCTS情 報 を 検討 した 。

CTS情 報 の 内容 は,

・ 内容 を表 す 文 字 列 で あ り ,文 字 コ ー ド自身 か らな る テ キス ト情 報

・ 印刷 物 と して の文 字 の 見 え か た(属 性) ,印 刷 物 上 で の 文字 の 位 置,文 字 間 の 関

係(レ イア ウ ト)を 表 す(パ ラメ ー タ)と 考 え られ る制 御 情 報

に大 別 され る。

次 に,CTS情 報 の特 徴 を踏 まえ,CTS情 報 の 処 理 上 の 特 徴 と問題 点 を検 討 した 。
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そ の結 果,汎 用 デ ー タベ ー ス の構 築 に 当 た ってはCTSデ ー タ の 多 義 ・多様 性 を考 慮 して

い く必 要 が あ る と考 え られ た 。CTSを 利用 し,印 刷 物 を得 る まで の作 業 形 態 は デ ー タベ

ー ス化 の流 れ に則 して ,出 版 物 作 成 を 中心 目的 と した作 業 形 態 か ら,デ ー タベ ー ス作 成 を

意 識 した形 態 に変 わ って きて い る。 こ う した 作成環 境 の整 備 に加 え て,CTS自 身 に も デ

ー タ ベ ース作 成 を 支援 す る機 能 が実 現 され つ つあ る。 しか しな が ら,CTS情 報 を集 積 し

た だ けで は デ ー タ ベ ー スの 構 築 は実 現 され な い。 これ は,CTS情 報 に お いて は,デ ー タ

ベ ース との比 較 で み た と きの 「構 造 を 管 理 す る」 と い う視 点 が な い こ とに よ る。 デ ー タベ

ー ス 化 に お いて重 要 な役 割 を 果 たす ,原 情 報 に関 す る論 理 構 造 な ど の意 味 的 な情 報 は,特

別 な処 理 を施 さな い限 り入 力 時 に は把 握 され に く く,デ ー タ ベ ー ス と して 利用 して い く上

で,現 在 の処 理 作業 に含 ま れ な い意 味 的 な情 報 を どの よ うな形 で 取 り出 し ・付 加 して い く

か が課 題 とな って き た。

汎 用 デ ー タベ ー スの 実現 イ メ ー ジと して は,画 像,図 形 も含 め た マ ル チ メ デ ィア と複 数

の ニ ュ ー メ デ ィア を対 象 とす る マ ル チ メデ ィ ア とい った 「2つ の マ ル チ メ デ ィア的視 点 」

か らの構 築 イ メ ー ジが あ る。 その 果 たす役 割 と して,

・ 印 刷 物 固 有 の 情 報 の 分 離 ・蓄 積

・ メデ ィア向 け情 報 の 抽 出

・ 各 メ デ ィア 向 け情 報 の作 成

・ 検索 しや す い形 式

等 が 洗 いだ され た 。

11.2.2汎 用デ ー タ ベー ス の 構 成

汎 用 デ ー タ ベ ー ス の コ ンセ プ トは以 下 の よ うに整 理 で きる。

(a)格 納 本 体

文 章 に お け る節,段 落 とい った な ん らか の 「情 報 の くく り,論 理 操 作 の最 小 単位 」 に

CTSデ ー タ を切 出 し,格 納 す る。

〔b)管 理 情 報

本 汎 用 デ ー タ ベ ース はCTS情 報 自体 に デー タベ ー ス的 な 利 用 を実 現 す る。即 ち,C

TSデ ー タ に論 理 的 な管 理 情 報 を格 納 す る構 造 を取 り入れ た 。 論 理 関 係 構 造,レ イア ウ

ト,書 誌 ・権 利 、作 成 ・運 用履 歴,数 値 化,意 味 とい った 視 点 か ら管 理 情 報 を 必要 に応

じて 格 納 す る 。

(c)運 用 支 援 情 報
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汎用 デ ー タベ ー スを 管 理 運 用 す るた め に必 要 な情 報 を運 用 支援 情 報 と して用 意 す る。

更 に,汎 用 印 刷 デ ー タ ベ ー スマ ネ ジメ ン トシス テ ム にお け る基 本 機 能 と して,登 録,変

換,属 性 変 更,メ デ ィア 向 け の変 換,編 集 ・加 工,検 索,運 用 ・管 理 等 を設 定 した 。

11.3モ デル タイプ ・システムの 基 本 設 計

11.3.1シ ス テ ム の要 件 お よ び 設計 方 針

シス テ ムの 要件 お よ び設 計方 針 と して,マ ルチ メ デ ィアへ の 対 応,標 準 化 へ の 対 応,原

情 報独 立,統 合 化,即 応性,分 散 化 ・ネ ッ トワ ー ク化 への 対 応,再 利 用 性,使 いや す さ,

変 更容 易 性,セ キ ュ リテ ィの 実現 等 の項 目を 考慮 した 。 更 に,そ の 他 の 観点 と して,汎 用

性,柔 軟 性,効 率 性,理 解 の しや す さ,可 搬 性,拡 張 性,信 頼 性,網 羅性 か ら必 要 な もの

を考慮 しつ つ,上 記 の要 件 を満 足 す べ く設 計 を進 め た。

11.3.2印 刷情 報 入 力機 能

入力 す るCTSデ ー タの 選 定 に お い て は,モ デ ル タ イ プ ・シ ス テ ムの性 能,達 成 上 の 問

題 点等,実 用 化 に対 す る知 見 を 得 る 目的 に照 ら して,表 現 形 態,内 容 が 一般 的,網 羅 的 で,

か つ汎 用 的 な もの を選 択 す るの が 望 ま しい と考 え られ た。 従 って 具 体 的選 定 の 方 法 と して

は,構 成,内 容 か ら印刷 物 を 以下 の3種 類 に分類 し,各 々の 代 表 的 サ ンプル を 選 択 して デ

ータ ベ ース化 を試 み た
。

・ 論 文 系

● 便 覧 系

・ 統 計系

(論 文集,学 界 雑 誌 等,章 節 等 の 明 確 な 区 分 が 可 能 な もの)

(便 覧,書 誌 情 報,カ タ ロ グ,辞 典,事 典,図 鑑 等 見 出 し とそれ に対 す

る 内容 の説 明 か ら成 り立 つ もの)

(数 値 情 報 が構 成 内 容 の 中心 にな る,統 計表,時 刻 表,電 話 帳 。 た だ し

FACT情 報 ・デ ー タベ ース 化 済 みの情 報 は 除 外)

CTS情 報 の汎 用 化 に よ り,汎 用 デ ー タベ ース に お け る構 造 ・表 現 形 式 を考 え た。

デ ータ ベ ース に格 納 す る際 のCTS情 報 か らの 抽 出結 果 と して,基 本 オ ブ ジ ェ ク ト,論 理

構造,管 理 情 報 を想 定 し,切 出 し操 作,マ ル チ メ デ ィアへ展 開 す る た めの情 報 付 加,検 索

しやす い形 式 で の蓄 積 等 の 入 力処 理 を 検 討 した 。

入 力 デ ー タに関 して,原 情 報 と して のCTS情 報 中の 各 制御 パ ラ メー タは,目 的 や重 点

の 置 き方 に よ って汎 用 デ ー タ ベ ー ス に残 る場 合 と残 らな い場 合 が生 じる。 ま た,デ 一夕ベ
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一ス に登録 され る際 の処 理形 態 も異 な る
。

これ らの こと よ り,原 情 報 と して のCTS情 報 を汎 用 デ ー タベ ース に 格 納 す る に際 して

想定 され る処 理 と して は,

・ 追 加 情 報 を含 め た情 報 加 工 を必 要 とす る。

・ 値 の 対 応 テ ー ブル を参 照 す る程 度 の情 報 加 工 を必 要 とす る。

・ その ま ま デ ー タベ ース へ格 納 す る。

・ デ ー タ ベ ー スへ は格 納 しな い
。

等 の処 理 を 組 み 合 わ せ た操 作 が 必 要 と され た 。

11.3.3デ ー タベ ー ス管 理 ・運 用支 援 機 能

デ ー タベ ー スを管 理 ・運用 支 援 す る機 能 に つ い て は,DBMS(デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ

メ ン ト ・シス テ ム)的 視 点 か ら機 能 の洗 い だ しを行 い,デ ータ入 力 ・登 録 支 援,論 理 格 納

構 造 の 定 義,内 容 操 作,編 集 ・加 工,検 索,運 用 ・管 理等 に つ いて 機 能 ・処 理 の 具 体 化 を

行 った 。

11.3.4メ デ ィア 展 開 ・出 力 機 能

メ デ ィア展 開 ・出 力機 能 とは,登 録 格 納 さ れ て い る デ ー タを 印 刷 物,ビ デ オ テ ッ クス,

CD-ROMと い っ た各 メ デ ィ ア 向 け に情 報 の追 加,属 性 変 更 組 み 替 え と い った操 作 を 施

し,外 部 フ ァイル の 形 式 で 変 更 出力 す るこ と を指 す 。 出 力 され た フ ァイ ルは 個 々の メ デ ィ

ア にお け る応 用 プ ロ グ ラ ムの 入 力 フ ァイ ル とな る。

各 メ デ ィアで 独 自 に必 要 と さ れ る操 作 処 理 は,こ の フ ァイル を も とに各 々必 要 な変 換 処

理 を 行 って い る。 各 メ デ ィア 向 け加 工 の 工 程 に お いて は,

・ 印 刷 固 有 の 情 報 分離 を 支 援 す る。

・ 各 メ デ ィア(ア プ リケ ー シ ョ ン)用 の情 報 抽 出 を支 援 す る。

・ 各 メ デ ィア用 情 報(特 に共 通 的 な情 報)の 追加 を支 援 す る
。

等 の作 業 を 中心 に進 め る こ と と した。

11.3.5デ ー タ ベ ー ス の 構 造 と 既 存 文 章 モ デ ル と の 関 連

デ ー タ ベ ー ス の 論 理 モ デ ル を 決 定 す る に 当 た っ て,ODA(OfficeDocumentAr-

chitecture),SGML(StandardGenerarizedMarkupLanguage)等 の 文 書 標 準 化

に 関 す る 動 向 ・個 別 プ ロ ト コ ル を 参 照 ・検 討 し た 。 こ れ は,情 報 の 持 つ 伝 送,交 換 さ れ る
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とい う性 質 か ら,特 に互 換 性,イ ン タ フ ェ ー スの 確 保 と い う 目的 で標 準 化 が重 要 視 され て

い る とい う背 景 に よ る。 これ らの 文章 構 造 に対 す る標 準 化 は,将 来 を踏 ま え た 時,避 け て

は通 れ な い重 要 な もの で あ り最 新 の動 向 に着 目 して い く必 要 が あ る。

11.4机 上 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

11.4.1シ ミ ュレー シ ョン方 法

基 本 設 計 の結 果 を踏 ま え,実 用 化 に 向 け て の論 理 構 造,物 理 構 造 の設 計等 を 行 う詳 細 設

計 を進 め た。 この 詳 細 設 計 は,モ デ ル タイ プ ・シス テ ムの 処 理 形 態,性 能,達 成 上 の問 題

点 等,実 用 化 に対 す る 知 見 を よ り具 体 的 に獲 得 す る事 を 目的 と して い る。検 討 に 当 た って

は,実 際 の シス テ ム化 を前 提 に机 上 シ ミュ レー シ ョ ンに よ る方 法 に よ り作 業 を 進 め た 。机

上 シ ミュ レー シ ョ ンに お いて は,詳 細 設 計 を現 実 的 な もの とす る た め に,実 際 に い くつ か

のCTS情 報 を サ ンプ ル デ ー タ と し,更 に 出力 メデ ィア にお け る サ ー ビ スを想 定 し,CT

Sの デ ー タを も とに情 報 作 成,内 容 の 変 更 を 行 い デ ー タベ ース に登 録 す る機 能 と,必 要 な

情 報 を デ ー タ ベ ー スか ら取 り出 し,各 メ デ ィ ア向 け に 変 換 ・出 力す る機 能 を 中心 に,実 際

の 入 力 ・登 録 側 と出 力 ・展 開 側,両 方 の 処 理 を 試行(机 上 シ ミュ レー シ ョン)し た 。

11.4.2内 部 構 造 の 検 討

印刷 情 報 の格 納 形 態 を示 す もの と して印 刷 情 報 の 論 理 構 造 を検 討 した 。本 モ デル タ イプ

で は,以 下 の3種 の 構 造 情 報 を想 定 した。

・ デ ー タ ベ ー ス に格 納 され て い るCTS情 報 の 実 体 で あ る基 本 オ ブ ジェ ク ト

・CTS情 報 の持 つ意 味 的 な 構 造 を表 現 す る論 理 構 造

(す べ て の 印刷 物 に共 通 の 構 造 を規 定 す る こ とは困 難 と考 え られ るた め,論 理構

造 を規 定 す る手 掛 か りと して,印 刷物 を

・ 論 文 系 一 論 文 ,小 説 等

・ 便 覧 系 一 便 覧 ,字 辞典 等

・ 統 計 系 一 表 情 報等

に 分類 し,各 系 毎 の 論理 構 造 を検 討 した 。)

・ 基 本 オ ブ ジ ェク トに対 す る各 種 の 属 性 ・管 理情 報

(管 理 情 報 に は定 義 情 報,オ ブ ジ ェ ク ト管 理 情 報,入 力 デ ー タ管 理 情 報,メ デ ィ
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ア向け属性情 報等があ る。)

11.4.3入 力 ・登 録 処 理 におけ るシ ミュレー シ ョン

CTSデ ー タの入 力 処 理 概 要 はCTSデ ー タの 分 割,分 割 され た要 素 に対 す る基 本 オ ブ

ジェ ク トの対 応 付 け,オ ブ ジェ ク トの 関 係情 報 の 生 成,管 理 情 報 の生 成 等 の手 順 を経 る も

の と した 。 こ う した手 順 に よ り実 施 した シ ミュ レー シ ョ ン例 と して,

・ 基本 分割 単 位 の 抽 出

基 本 分割 単 位 の 抽 出 に 使 用 す る組 み合 わせ と して ゴ シ ック文字 部,ゴ シ ック文 字

部 で 見 出 し記 号 で終 わ る もの,ゴ シ ック文字 部 と段 落 記 号 に囲 まれ た テ キ ス ト列,

段 落記 号 に 囲 ま れ た テ キ ス ト列 な ど を想 定 し抽 出 を 行 った 。

・ 基 本 オ ブ ジ ェ ク トの抽 出

基 本 オ ブ ジェ ク トは 基 本 分 割 単 位 の列 と して 抽 出 され る。 基 本 オ ブ ジェ ク トと し

て は,見 出 し ブ ロ ック,見 出 し ブ ロッ クに は さま れ て い る ブ ロ ッ ク列 の2種 が 考 え

られ た 。

等 を実 施 した。

11.4.4メ デ ィア展 開 ・出 力 処理 におけ るシミュレーシ ョン

出 力 系 ア プ リケ ー シ ョ ンに対 す る シ ミュ レー シ ョ ンは 以 下 の よ う に行 った 。

対 象 デー タ と して は,

・ 論 文系 印 刷 人 の た め の画 像 通 信 の 話(「 プ リンタ ーズ ・サ ー クル 」)

・ 便 覧 系 現 代 印 刷 人 のWORD手 帳2(「 プ リン タ ー ズ ・サ ー クル 」)

・ 統 計 系1987年12月 の株 式 ・金 融 ,商 品,気 温 デ ー タ(「MRI-TMS

(ト ップ ・マ ネ ー ジメ ン ト ・サ ー ビス)」)

を 設 定 して,各 系 に対 して,CD-ROM/オ ン ライ ン,ビ デオ テ ック ス,テ レテ キ ス ト

(文 字 放 送)の3種 類 の メデ ィ ア系 へ の 出 力 イ メー ジを シ ミュ レー シ ョ ン結 果 と して ま と

め た 。 こ う した 一 連 の マ ル チ メ デ ィア向 け の情 報 加 工 を行 う上 で,出 力 側 メ デ ィアの 特 徴,

扱 うデ ー タの 内 容 お よ び必 要 と され る付 加 情 報 を把 握 す るた め,対 象 出力 メデ ィア の機 能

を分 析 し,各 メ デ ィア の情 報 構 造 に対 す る整理 を試 み た 。
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1f.5汎 用 デー タベ ー ス に対 す る評 価 と今 後 の課 題

11.5.1評 価

入 力 ・登録 処理 にお い て は,制 御 情 報 を利 用 して,章 名,節 名 等 の 見 出 し部 分 お よ び章,

節,パ ラグ ラフに 相 当 す る文 章 部 分 の識 別 を 行 った 。 この 際,

・ 文字 情 報 の み を 対 象 とす る場 合 で も
,必 ず し も本 来 文字 情 報 で あ る もの が,文 字

によ って表 現 され て い る とは 限 らな い。

・ 意 味 的 な区 切 り と ,制 御 情 報 に よ る区切 りと は 一致 しな い。

等 の問 題 が あ った。 これ らの 例 外 ケ ース に つ いて は,基 本 的 に は,入 力 処 理 時 の付 加 情 報

と してCTSデ ー タ と と もに人 間 が入 力 した り,シ ス テ ムで 一 旦 識 別処 理 を行 い,こ れ を

人 間 が 修 正 す る と い う2つ の対 応 が 考 え られ る。

論 理 構 造 の作成 に は,CTS情 報 自体 に は,見 出 し,説 明 文 とい った デ ータの 意 味 構 造

に関 す る情 報 が な く,制 御 情 報 の 組 み 合 わせ 等 に よ る抽 出方 法 の 指 示 が 必要 で あ る。 この

よ うに,入 力 ・登録 処 理 で使 用 す る付 加 情 報 は,意 味 構 造 に関 す る定 義 情 報 で あ り,処 理

の 効 率 化 と と もに,そ れ らの管 理 が必 要 で あ る こ と が判 明 した 。

メ デ ィア展 開処 理 に お いて は,CTS情 報 の メ デ ィ ア展 開 を 行 うため,CTS情 報 に対

応 す る印 刷物 か ら意 味 構 造 を抽 出 した が,こ れ も,CTS情 報 か ら識 別 可能 な意 味 構 造 と

は 開 きが あ った 。汎 用 デ ー タ ベ ー スに 蓄 積 され る情 報 にお いて は,メ デ ィア展 開 を意 識 す

る こ とに よ り,こ れ らの 相 違 を 付 加 情 報 とい う形 で うめ られ る。 印 刷 物 自体 か ら抽 出 され

る意 味構 造 は,各 メ デ ィ ア に共 通 的 に使 用 で き る部 分 が 多 い。 この 意 味 で,汎 用 デ ー タベ

ー ス中 の情 報 は ,印 刷物 の持 つ 意 味 構 造 を忠 実 に反 映 で き る こ とが 望 ま しい。 ま た,ア プ

リケ ー シ ョンで は,対 象 情 報 の 検索 機 能 が,大 きな 役 割 を持 って い る。汎 用 デ ー タ ベ ース

中 の情 報 と して,検 索 キ ー生 成 の た め の補 助 情 報 を 持 つ こ とが 望 ま しい。 しか し,CTS

情 報 の性 質 を考 えた 場 合,本 来 検 索 キ ーが,意 図 す る意 味 を 自動 的 に付与 す る こ とは む ず

か しい と考 え られ た 。

更 に,モ デ ル タ イ プ ・シ ス テ ム に 対 す る シ ミュ レー シ ョン結 果 を踏 ま え て,マ ル チ メ デ

ィ アへ の対 応,標 準 化 へ の対 応,原 情 報 独 立,統 合 化 ・即 応 性,使 いや す さ等 の 要 件 の 達

成 状 況 を評 価 ・検 討 した 。

11.5.2今 後 の 課 題

評 価 され た結 果 を基 に今 後 の 汎 用 デ ー タ ベ ース の 拡 張,よ り高 度 な技 術 を取 り入 れ た再

一84一



構 築 を検 討 した。 本 節 にお いて は,現 在 の 技 術 レベ ル で対 応 が取 れ る と判 断 され る内 容 に

つ い て検 討 を加 え て い った 。

特 に デ ー タベ ー ス を構 築 す る技 術 上 の 観 点 か ら,入 力 ・登 録 作 成 作 業 を効 率 よ く支 援 す

る 目的 と して,キ ー ワ ー ド自動 付 与 技 術 を,シ ステ ム の信 頼 性,安 全 性 確保 の 観点 か らデ

ー タベ ー ス に対 す る セ キ ュ リテ ィ対策 を ,更 に標 準 化 に対 す る新 しい動 向 と して,CD-

ROMの 標 準 化 に つ い て 検討 した 。

本 汎 用 デ ータ ベ ース を更 に拡 張発 展 させ て い くた め,未 解 決 の 問 題 点 に対 す る今 後 の 課

題 項 目 と して,デ ー タベ ー ス 周 辺技 術 を核 と し,か っ今 後 の 技 術 革 新 が注 目 され る シス テ

ム構 築 技 術 と して,分 散 化,マ ル チ メ デ ィ ア化(HDTv),DTP(DcskTopPubli-

shing)を 取 り上 げ検 討 を加 え た。

11.6結 び

11.6.1法 制 面 へ の 対応

汎 用 デ ー タ ベ ー ス を実 際 に 事 業 化 す るに 当た って,著 作 権 を 中心 と した権 利 保 護 に関 す

る問題 は,十 分 な る検 討 ・配慮 が必 要 と思 わ れ る。本 調 査 研 究 の 対 象 で あ る マル チ メ デ ィ

ア対 応 汎 用 デ ー タ ベ ー ス に お いて は,

・ デ ー タ ベ ー ス と して蓄 積 され る個 々の情 報 の 権 利

・ デ ー タ ベ ー ス 自体 の権 利

・ 各 メ デ ィ ア に よ って伝 達 され る デ ー タベ ー スの 保 護

等 に 関 す る 検 討 が必 要 と な ろ う。

現在,こ れ ら は未 解 決 の部 分 が 多 く残 っ てい る。 しか し,本 調 査研 究 に お いて権 利保 護

を 実現 す る機 構 の 実 現 性 は 技術 的 に可能 で あ る こ とが 判 明 して い る。 従 って,シ ス テ ム の

実用 化 と い う各 局 面 に お いて,前 提 条 件 を 明確 化 した 上,各 方 面 の 参 画 に よ る十 分 な 調 整

討議 に問 題 の解 決 が 委 ね られ る と思 わ れ る。

11.6.2ビ ジ ネ ス化 の課 題

汎 用 デ ータ ベ ース の 事 業 化 に 当 た って は,法 制 面 の 問 題 の 他 に,

・ 市 場 性 を考 慮 した 応 用 分 野 ,格 納 内容 の選 定

・ 需 要 調 査 等 ユ ー ザ の ニ ー ズ を反 映 した サ ー ビス 内 容 の 決 定
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・ 構 築 時 のみ な らず ,運 用 時 に わ た る コス ト見積 と採 算 性 の 検 討

・ 各 メ デ ィアの 特 徴 ,サ ー ビス事 業 の現 状 に基 づ く料 金 体 系 の選 定

・ デ ー タ ベ ー スの 設 置 場 所 ,専 用 セ ンタ ー化 とい った運 用 形 態,体 制 の 検 討

・ 格 納 内容 の機 密保 護 ,セ キ ュ リテ ィ確 保

な ど に対 す る評 価 ・検 討 が 十 分 実 施 され る こ とが 望 まれ る。

11.6.3今 後 の方 向

本 調 査 研 究 に よ って,種 々の 検 討 が加 え られ た 汎 用 デ ー タ ベ ー スは,本 格 的 実用 化 に 向

けて い くつ か の課 題 や 検 討 の 余 地 を残 す もの の,CTS技 術,画 像 処 理 技 術 等 印刷 周辺 分

野 の技 術 の み な らず,情 報 通 信 ・ネ ッ トワ ー ク,人 工 知 能等 の 技 術 革 新 の成 果 を取 り込 み

つ つ,

・ 印 刷 資 源 の 分散 ・共 有 化 の実 現 ,

'デ ー タ ベ ー ス構 築 時 の コス ト低 減 ,

・ 既存 デ ー タ の利 用 機 会 の 増 大 ,

・ 新 しい情 報 サ ー ビス ・ビ ジ ネス チ ャ ンス の醸 成

等 の 面 で 多大 な 効 果 が 期 待 で き る。

伝 統 的 な統 計 分 類 で は製 造 業 に分 類 され た印 刷 業 は,従 来 か ら も情 報 の 複 製,加 工 に携

わ って きて お り,そ の 業 務 の性 格 か ら,委 託 加 工 を こな す サ ー ビス産 業 で あ る といえ る。

従 来 か らの 文字 情 報 か ら近 年 の 図形 ・画 像 情 報 に 関 す る情 報 処 理 技 術 を生 か した サ ー ビス

産業 へ の貢 献 が期 待 され る。

こ う した 中,こ の 分野 に数 多 くの ノ ウハ ウを有 す る 印刷 業 を 中 心 に,各 方 面 の協 力 の下,

プ ロ トタ イプ の 試作 等 を 含 め 汎 用 デ ー タ ベ ー ス の実 用 化,普 及 に 向 けた 研 究 の深 ま りと情

報 処 理 産業 へ の貢 献 が 望 まれ る 。
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12鉄 鋼関連流通 データベース構 築

社団法人 鋼 材 倶 楽 部





12鉄 鋼 関連 流通 デ ー タ ベ ー ス構 築

12.1目 的

この事 業 は,内 外 鉄 鋼 流 通 分 野 の デ ー タ ベ ー スの構 築 を 目的 とす る もの で,こ れ に よ り業

界 各 社(鋼 材 倶 楽 部 ・日本鉄 鋼 連 盟 会 員)が 共 通 の情 報 を効 率 的 に使 用 で き,鉄 鋼 業 界 全 体

の統 計業 務 の合 理 化 を 目指 す もの で あ る。

この鉄 鋼 関連 流 通 デ ー タ ベ ー スの 構 築 に際 しては,鋼 材 倶 楽 部 に蓄 積 して い る約14万6

千 件 の鉄 鋼 需 給 関 連 の 文 字 情報 と デ ー タ ベ ース 化 され る数 値 情 報 とを複 合 化 した デ ー タ ベ ー

ス サ ー ビス シス テ ムの 開 発 につ いて も併 せ て調 査 ・研 究 を行 う。

この デ ー タベ ース は,鉄 鋼 業 界 に お け る 自家 用 デ ー タベ ース と して,業 界 各 社 に情 報 サ ー

ビス の提 供を 行 う もの で あ る が(他 の 鉄 鋼 関 連 団 体 とは相 互 に情 報 を交 換),デ ー タ サ ー ビ

スの公 共 性 とい う観 点 か ら,デ ー タベ ー ス サ ー ビス業 者 な らび に一 般 ユ ー ザ に 対 して も一 定

の 条件 の もとに情 報 を 提 供 す る もので あ る。

また わ が 国鉄 鋼 業 が,国 内鉄 鋼 流 通 分 野 のみ な らず世 界 の鉄 鋼 業 に関 す る各 種 情 報 や 海 外

市 場 の 動 向 を網 羅 した デ ー タ ベ ー スを 構 築 し国 際 的情 報 交 換 を可 能 と す る体 制 を 整 え る こ と

が,「 情 報立 国 」 を め ざ す わ が国 の国 策 に沿 った もの と考 え られ る。

12.2実 施 体 制

この事 業 は,鋼 材 倶 楽 部 事 務 局 内 に設 置 され て い る 「デ ー タベ ース作 業 部 会 」 に お いて推

進 した。

この 部 会 は鋼 材 倶 楽 部 に お いて,鉄 鋼 需 給 に 関 す る調 査,統 計,資 料,情 報 処 理 に精 通 し

て い る職 員 で構 成 して い るが,必 要 に応 じて外 部 の有 識 者 を招 聰 して 検討 ・作 業 を行 った。
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12.3実 施 内 容

前 述の デ ー タベ ース作 業 部 会 を 中心 に,早 期 構 築 が 望 ま れ る 「鉄 鋼 関 連 流 通 デ ー タベ ー ス

統 計群 」の 選 択 を行 った結 果,表12-1の とお り,24 ,269系 列 の諸 統 計 を抽 出 した。

これ らの統 計 の うち,今 年 度 事 業 と して鉄 鋼 需 要 産 業統 計 ,鉄 鋼 市 況 情 報統 計,ア ジア鉄

鋼 需 給情 報(文 字 情 報)の 構 築 作業 に取 り組 ん だが,具 体 的 な 収 録 期 間,系 列 数 の 内 容 は以

下 の とお りで あ る 。

○ 数値 情 報 の デ ー タベ ー ス化

① 鉄 鋼 需 要 産 業 統 計

イ.収 録 期 間:昭 和46年1月 ～62年12月

目 .統 計 系 列数:503系 列

ハ.内 容:建 設 等 の活 動 水 準 ,機 械 工業 生 産 量,自 動 車 生 産 ・販 売 量,造 船 受

注 ・起 工 量 等

② 鉄 鋼 市 況 情 報 統 計

イ.収 録 期 間:昭 和47年1月 ～62年12月

目 .統 計 系 列 数:270系 列

ハ .内 容:鉄 鋼 品 種 別 ・サ イ ズ別 ・地 域 別 市 中価 格

○ 文字 情報 の デ ー タ ベ ー ス化

ア ジア鉄 鋼 需 給情 報

イ.収 録 期 間:昭 和61年10月 ～ 昭和62年2月

目 .入 力 件 数:450件

ハ .内 容:ア ジア鉄 鋼 需 給情 報(ア ジア各 国 の 鉄 鋼 生 産,設 備,需 要 動 向 に関

す る現 地 新 聞情 報 記 事)
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表12-1鉄 鋼 関連流通 データベ ースの統 計群 総括表

統 言十内 容 系 　u数 主 な 統 買子出 所

鉄

鋼

需

給

生 産 148 通産省 「鉄鋼統計月報」他

出 荷 1,271 同

輸 出 2,725 大蔵省 「通関統計」他

輸 入 1,045 同

在 庫 242 通産省 「鉄鋼統計月報」他

価 格 26 新間市況他

②
謀
鋼

裏
印

生 産 175 通産省 「鉄鋼統計月報」他

出 荷 224 同

輸 出 234 大蔵省 「通関統計」他

輸 入 20 同

在 庫 39 通産省 「鉄鋼統計月報」他

価 格他 38 新聞市況他

③

海

外

鉄

鋼

統

計

韓 国 2,825 韓国鉄鋼協会 「鉄鋼統計年報」他

台 湾 897 台湾 「金属材料及製品工業市場簡訊」他

中 国 50 中国国家統計局 「中国統計年鑑」他

ブ ラ ジ ル 2,543 CONSIDER他

メ キ シ コ 103 ILAFA他

ア ル ゼ ン チ ン 110 同

ベ ネ ズ エ ラ 97 同

米 国 7,753 AISI他

EC12ヵ 国 2,630 EUROSTAT他

コ メ コ ン7ヵ 国 500

④

需

要

産

業

統

計

建 築 ・ 土 木 137 建設省 「建設統計月報」他

産 業 機 械 70 通産省 「機械統計月報」他

電 気 機 械 42 同

自 動 車 98 自動車工業会 「自動車統計月報」他

造 船 29 運輸省 「造船造機統計」他
一 般 機 械

91 通産省 「機械統計月報」他

容 器 3 通産省 「鉄鋼統計月報」他

鉄 道 車 両 10 運輸省 「鉄道車両統計」他

㈲ 一 般 経 済 統 計 94 経企庁 「国民所得統計年報」他

合 言十 24,269
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12.4ま と め

鉄鋼 デ ー タバ ンク構 想 の 一 つ の 柱 で あ る鉄 鋼 関 連 流 通 デ ー タベ ース を構 築 す るな かで,今

年 度 は① 鉄 鋼 需要 産 業統 計,② 鉄 鋼 市 況 情 報 統 計,③ ア ジア鉄 鋼 需 給 情 報(文 字 情 報)の デ

ー タベ ース化 を図 る こ とが で きた
。 特 に鉄 鋼需 要 産 業 統 計,鉄 鋼 市 況 情 報 統 計 につ い て は鉄

鋼 需 要 の 分 析,予 測 を す る うえ で 貴 重 な デ ー タで あ り,加 え て ア ジア鉄鋼 需 給 情 報 に つ いて

も尾 大 な 潜在 的鉄 鋼 需 要 の期 待 で き る当地 域 に お け る鉄鋼 需 給 情 報 を的確 に把 握 す る こ とに

よ り,鉄 鋼 業界 と して の市 場 調 査 業 務 の一 翼 を担 うと と もに,鉄 鋼 の 安 定 した 供 給 体制 の確

立 に資 す る もの と期 待 さ れ て い る。

これ を踏 まえ て,昭 和63年 度 以 降 に お いて は,以 下の 課題 を 中 心 に具 体 的 な 作 業 を 実施

す る こと と して い る。

① 鉄鋼 需 給関 連 デ ー タ構 築 の拡 充

現 時点 で構 築 され て い る デ ー タで は必 ず しも十 分 で な いの で,引 き続 き必 要 と され るデ

ー タを抽 出 し,順 次 入 力 作業 を推 進 し,そ の拡 充 を図 る。

② メ ン テナ ンス用 ソ フ トの 開 発

デ ー タベ ースの メ ンテ ナ ンス作 業 の形 態 毎 の ソ フ トを作 成 す る。

③ デ ー タベ ー ス対 象統 計 の統 合 ・整 備

デ ー タベ ー ス用 コー ドの作 成 を行 い,デ ー タ フ ォー マ ッ トの共 通 化 の プ ロ グ ラ ムを 開発

した うえで,フ ァイ ル共 通 化 ソ フ トを 開 発 す る。

以 上の 作 業 が 完成 す れ ば,

① 業 界 各 社 が個 別 に 保有 し,蓄 積 して い る基 本 統 計 類 が デー タベ ー ス化 さ れ る こ とに よ り

統 計 関 連 業務 が合 理 化 され,効 率 的 利 用 が 可 能 と な り,鉄 鋼 デ ー タバ ン クの 早 期 実 現 に近

づ く。

② 会 員 外 に と って も,鉄 鋼 関 連 統 計 の 利 用 が 容 易 とな る。

③ 鉄鋼 業 界 の 自家用 デ ー タベ ー ス と して 産業 別 情 報 拠 点 の一 翼 を担 え る。
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13地 図 データベースを利用 した

商圏分析 システムの開発

アジア航測株式会社





13.地 図 デ ー タ ベ ー ス を 利 用 した 商 圏 分 析 シ ス テ ム の 開 発

13.1背 景 と 目 的

本 開発 は,昭 和60,61年 度実施 の 「産業分類別にみた地図利用 とデ ータベ ース化の研究」 を受

けて実施す る もので ある。

昭和48年 の,い わ ゆる大規模小売店舗法 の制定 によ り,大 規模小 売店舗の出店 ない し増床 に際

して は,主 と して中小小売業 の事業 活動 の確保 とい う観点か ら,商 業 活動調整協議会 での審査 と

い う形で調整が行 われ,今 日に至 ってい る。特 に,大 都市 圏においては,昭 和53年 の改正以来,

実質的 な出店規制 の意 味合 いを濃 く してい る。

この商業活動協議会 の場 におけ る審 査は,大 規模小売店 舗の過密 の程 度,地 域経 済の動 向,大

規模小売店舗 の増加 の程度 および小売 商業施設充足の程度 について行 われ,そ れぞれにつ いて類

似都市比較指標,将 来 性指 標,影 響度 指標,消 費者便益指 標が用意 されて いる。

これ らの各指標で の審査 は,原 則 と して大規模小売店舗 の出店等 の行わ れる地域 の含 まれる市

区町村単位 での把握 の もとにな されて いるのが実情であ る。

この ために取得 する データ上 の制約が なければ,行 政界 を何 ら意 識 しな い形で,実 質的な商勢

圏や影響 圏に ブ レー クダウ ンした小 地域を対象 として適宜の指標を得 ることがで きれば望 ま しい

こととな る。 ところで,人 口を始め とす る地域 の社会経済指標 の データ群 は行政区単位 に収集 ・

整備 されて い ることが多 く,そ のま まの形や加 工す ることな しに細分化 された指標 を得 ることが

で きに くい状況 にあ る。

この様 な ことか ら,各 指標を当該市区町村についてのみな らず,実 質的 にはより狭域な広が り

を持つ であろ う小売 商業の南勢圏 にっ いて も得 ることがで きれば,商 業活動調整協議会 の場 での

資料 として有効 となるだ けで な く,大 規模小売店舗 の出店 を計画す る側 の立場 にお いて もよ り適

切 な指針 として利用 でき ることとな る。 また,出 店 時のみな らず,既 存店立地 の見直 しとい う要

求の一部 に も応え ることがで きる もの となる。

これ らの何れ の場合 で も,最 も重要 なことは,商 勢圏の設定を いか に簡便 かつ適切に行 うこと

がで きるかにかか ってい る。 この ことは,南 勢 圏が固定的な もので はな く,当 該の地域の地域 的

制約 に大 き く依存 して いるか らで ある。

他方,近 年 の計算機 利用技術 にお ける図形処 理技術の進展 を背景 に,地 図情報 をデータベース

化 し,種 々の業務 に役立 てて ゆ こうとす る動 きが盛ん である。商圏 の分析や設定 もその一つ と し

て取 り上げ られ,ま た期待 もされて い る。
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しか しな が ら,地 図 情報 の デ ー タベ ー ス化 は 大 量 な デ ー タ を取 り扱 うた め ,入 力 に多 大 の 時間

を要 した り,処 理 目的 に 応 じた デ ー タ構 造 の 作 成 とい った分 析 的 業 務 以 前 の 問 題 が あ る。 地 域 を

小 売 商圏 と して い か に 適切 に と らえ,地 図 情報 に展 開 して ゆ くか と い った問題 が そ れ で あ る。 こ

れ は,本 来 的 に は買 物 行 動 を も加 味 した 総合 的 な モ デル の 構 築 が 理 想 で は あ るが ,現 状 は,そ の

様 な段 階 にな い。(吸 引力 モ デ ル,グ ラ ビテ ィーポ テ ン シ ャル モ デル,地 図 一 般 化 モ デル の何 れ

に お いて も適 用 上 の 問 題 を 残 して い な が ら も,こ れ らを適 用 して ゆ か ざ るを 得 な い側 面 を 持 って

い る。 同 時 に小 売 商 圏 の 分 析 は,そ の 結 果 が 店 舗 立 地 や営 業 政 策 へ の指 針 と な るべ く要 求 が 高 い

た め安 定 性 を持 った もの で な け れ ば な らな い。)

そ こで,本 検 討 の 目的 と して,ソ フ ィス テ ィケ ー トな モ デル で は あ るが,修 正 ハ フ モ デル を 取

り上 げ,こ れ に250mメ ッ シ ュに よ って 地 域 を細 分 化 した デ ー タを 用 い る こ とに よ って 影 響 度指

標 の把 握 を始 め とす る各 種 指標 を有 効 に 取得 で き るた め の デ ー タベ ー スの 構築 とそ の ア プ リケ ー

シ ョ ン ソ フ トウ ェア を実 験 的 に 作成 した。 これ は,過 年 度 の検 討 に お い て も250mメ ッシ ュを用

いて の 適 用 に よ り安 定 性 や 適 合 性 に関 し比較 的 良 好 な結 果 を得 て い る こ との延 長 上 に あ る。

13.2商 圏 分 析 デ ー タ ベ ー ス の 概 念

田 特 徴

用 い る デ ータの質 を 向上 さ せ るこ と に よ り,修 正 ハ フ モ デル に よ る推 定 の 安 定 性 を求 め る こ

とを 目的 と して ケ ー ス ス タデ ィを行 った 。

これ に用 い た デ ータ ベ ース は,

① ラ ン ドサ ッ トのTM(サ ー マ ル マ ッパ ー)デ ー タを 用 い て土 地被 覆 区 分 を 行 い,町 丁 目

字 別 人 口(な い し国 勢 調 査 人 口),町 丁 目字 界 の界 面 デ ー タ(な い し,国 勢 調査 の 調査 区)

よ り同定 した250mメ ッシ ュの 人 口 デ 一 夕

② 道 路 の ネ ッ トワ ー ク情 報 とバ ス ル ー トお よ び バ ス停 位 置 の1次 情 報(何 れ も,ベ ク ター

型 の リンク ・ノ ー ド情 報)よ り加 工 し同 定 した250mメ ッ シ ュの ル ー ト接続 デ ー タ

③ 商業 集 積 地 の 外 周 範 囲 を面 積 同定 した250mメ ッ シ ュの 集 積 地 デ ー タ

よ り構 成 され る。

これ らの特 徴 は,250mメ ッ シ ュで あ るの で 一 様 な単 位 面 積 を持 ち,か っ,こ の メ ッ シ ュサ

イ ズ は 全般 に町丁 目字界 の大 き さよ り も小 さ く,従 来,町 丁 目字 界 を そ の ま ま 用 い るか,ま た

は,鉄 道 道 路 敷,河 川 等 の地 域 分 断 線 で 適 宜 に 分割 して取 り扱 って い た各 居 住 ゾー ンの 設 定 に

対 し,こ の個 々 の メ ッ シ ュを居 住 ゾ ー ンと位 置 づ け る こ とに よ って 画 一 的 な処 理 が可 能 と な る。
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ま た,各 ゾ ー ンの 中心 的 位 置 を代 表 点 と して集 積 地 へ の 距 離 等 を取 り扱 って い た こ とに 対 し

て も画 一 的 な処 理 が 可 能 とな る。

人 口 につ いて は,町 丁 目人 口 を ラ ン ドサ ッ トTMデ ー タの 土 地 被 覆 区 分(25mピ ク セ ル毎 の

重 みづ け に よ る)に よ り,常 に新 しい情 報 を得 る こ とが可 能 と な る。

道 路 ネ ッ トワー クやバ ス ル ー トの リンク ・ノー ド情報 は,250mメ ッ シ ュ相 互 間 で の接 続 方 向

デ ー タとす る こと に よ って,地 図 情 報 と して は 比較 的 煩雑 な ネ ッ トワー ク情 報 を一 様 な 精 度 で

要 約 で きる こ とに意 義 が あ る。 この こと によ って,ア ル ゴ リズ ム 的 な 面 は と もか く と して,処

理時 間的 に は,従 来,大 型 汎 用 機 に よ らな け れ ば効 率 が 悪 か った最 短 経 路 問題 に対 して も,パ

ー ソナル コ ン ピ ュー タで の コ ス トパ フ ォー マ ンス を 向 上 させ る こ とが可 能 と な る。(最 短 経 路

問題 と して 適宜 の メ ッ シ ュ間 相 互 の 時 間 距 離 を与 え る こ と は,従 来,手 作 業 等 で 行 って い た 距

離 の デ ー タ取 得 を容 易 に か っ,画 一 化 で き る。)

ラン ドサ ッ トTMデ ニタ

画像処理→ 土地被覆区分

町丁目字別人口

町丁 目字界界面 テ一夕 デジタノ〆ヒrレ リンク

切り出

道路不 ソトワーク情報 デジタル化

苦(ま たは国土数値情報の道路 ファイル)

地域統計2次 メ ッシュ

(ま たは相 当す る範囲)40分 割

⊥
「 一 「

切 り出 し ▲

________________」

オーバー レ

イ配分計算

ハスルートおよびハス停位置 デジタル化

苦 事業所統計基本調査区

切 り出 し

人口 ファイル

デ洲 ヒ→Q・「

商業統調 査 一ーー 一心 」 → リンク

立地環境特性
別集計

接 続 方
向 計 算

1接 続 ファイル(道 路)

切 り出 し
横
走

面
同

1接 続 ファイル(バ ス)

1

L_____」

250mメ ッシュへ

の 同 定

集積地ファイル

'
)

図13-1商 圏 分 析 デ ー タベ ース の概 念 構 成

*国 土数値情報は,現 在の所,官 公庁 ・自治体の他,特 に使用許可を得たものに限られた ものとなっているため,

ここでは類似データを別途作成している。(将 来的には例えば,自 動車のナビゲーションのためのデジタル道路

地図の構想にみられる様に,一 般に公開される可能性を含んでいる。

*事 業所統計調査の基本調査区は,事 業所統計調査の他に,商 業統計調査,工 業統計調査の調査区としても用い

られている。ところで,商 業統計調査の立地環境特性別集計の各区分は,こ の調査区を積み上げたものである

から,こ の調査区についても一般 に公開されれば,商 業統計調査の利用勝手はより高まるが,現 在の所,そ の

使用には制限がある。ここでは,実 際の利用の方向をさぐるために参考として用いた。
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② デ ー タ構 造 お よ び フ ォ ーマ ッ ト

デ ー タ ベ ー ス と して の250mメ ッ シ ュは,地 域統 計 メ ッシ ュ の2次 メ ッ シ ュ区画 を縦 横 それ

ぞ れ40分 割 した もの で あ る。 メ ッシ ュ コ ー ドは,1次 区 画,2次 区 画 は地 域 統 計 メ ッ シュ の コ

ー ドを その ま ま用 い ,そ の後 に4桁 で250mメ ッ シ ュ コー ドを付 与 す る こ と に よ って 体 系 付 け

られ る。

40

O
O
2

工

0

0

0

010203

図13-2250mメ ッ シ ュ

地 域 統 計

2次 メ ッシュ区画

メ ッ シ ュ デ ー タで あ る ので,従 前 の1㎞ メ ッシ ュや500mメ ッシュとの対応を 図れ る の は 当 然

で あ るが,こ こで は む し ろこ れ か ら分 割 して ゆ くの で は な く,2次 メ ッ シュ 区 画か ら直接 分 割

す る こ と と して い る。 これ は,2次 メ ッ シ ュ区 画 が 概 ね10㎞ ×10㎞ の 範 囲 に相 当 す る た め で あ

る。 即 ち,従 来 の市 区 町村 を 一 括 して 扱 う場 合 は別 に して,例 え ば,地 域 を調 査 居住 区 に 分割

して 影響 度 指 標 を 求 め る 様 な 場 合 は,一 度 に取 り扱 え る範 囲 と して この2次 メ ッシ ュ区 画 の サ

イ ズ が 適 当 と考 え た か らで あ る。

む しろ,適 宜 の 範 囲 か ら,こ の2次 メ ッシ ュ区 画 に相 当 す る範 囲 を 自 由 に切 り出 して 処 理 で

き る こ との 方 が 望 ま しい た め で あ る。(処 理 に 際 して も,1項 目 当 た りの デ ー タ数 は最 大 で

1600(40×40)で あ るの で,パ ー ソナ ル コ ン ピ ュー タで の取 り扱 い で も十 分 対 応 で き る こ と

とな る。)

一 例 と して ,表13-1,表13-2に 人 口 お よ び 進路 の接 続 デ ー タの フ ォ ー マ ッ トを 示 した。
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表13-1デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト(人 口)

]

』

ー

n

叶

ヘ

ト

㊦

忘
N

エ

∴

;

ミ

ξ
吉

蘂

蕊

口

く

蒲

牢

固

無
品
ぷ
獣

都 道 府 県

市 区 町 村 コ ー ド

同

一

綜 ・

自

N

愚

週

〔う

綜
謙 ぷ

1～6 7～10 11～14 15～18 19～22 23～26 27～31 32～36 37～41

表13-2デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト(道 路 網)

Z

-

n

叶

へ

〉

㊦

慈

N

†

呈

ミ

≧

§

接 続 情 報

道 路 規 格 ④ 道 路 規 格 ⑧ 道 路 規 格 ◎

奈 ノ
ト
堰
継
謙

接 続 方 向 ご

皇
聾≒

接 続 方 向 ご
N
崖
ぱ
煮

接 続 方 向

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4

1～6 7～10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

道 路 規 格A;11m以 上

B;5.5m以 上11m未 満

C;2.5m以 上5.5m未 満

非接続 フラグ;同 一メッシュ内で他の規格道路の何れ

にも接続 しない場合に立てる。

接続方向;各 メッシュの接続方向は下図の方向に反応

する場合に立てる。

1

・苫}・

3

13.3課 題

本 開 発 の ケ ー ス ス タ デ ィに用 い た デ ー タベ ース は,ラ ン ドサ ッ トのTMデ ー タ を除 き,何 れ も

行 政 で 保有 して い る デ ー タが そ の ソー ス で あ る。

今 回 の 開 発 の 一 つ の 主 眼で あ る道 路 ネ ッ トワー ク情報 の メ ッ シ ュ形 式 へ の 表 現 と ラ ン ドサ ッ ト

TMデ ー タに よ る人 口の 適 切 な 配 分 の何 れ も 目的 に応 じた加 工 方 法 が そ の 要 点 で あ る。

と こ ろで,こ れ らの 前 提 と して は ソー ス デ ー タの 使 用 に関 して の 規 制 緩 和 が 必 要 で あ り,そ れ

を 実 現 して ゆ くた め に も本 デ ー タベ ース の 利用 の有 効 性 を強 力 に訴 え て ゆ くこ とが 必 要 で あ る。
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14地 域分 析 ・計画のための

地 図データベースの構 築

株式会社 日本総合技術研究所





14地 域 分 析 ・計 画 の た め の 地 図 データベー スの 構 築

14.1構 築 の 背 景 と 目 的

14コ.1背 景

近 年,コ ン ピュ ー タマ ッ ピ ングを利 用 した地 理情 報 シス テ ムが 注 目 を集 め て い る。米 国

な ど に お い て は,地 図 デ ー タ ベ ー ス,あ る い は地 理 情報 シス テ ム は,特 定 の地 域 を 選別 し

た り,市 場 戦 略 の た め の手 段(エ リアマ ーケ テ ィ ング ツ ー ル)と して 一般 に利用 され て い

る 。 しか し,わ が 国 に お いて は,あ る ま と ま った 広 さ で 地 域 を く く り,そ れ らを 分類 し

て い ろい ろな 基 準 で グル ープ化 した り,あ る情 報 項 目に対 す る特 化 した地 域 を 選別 した り

して,そ の地 域 に あ った マ ーケ テ ィ ン グを 行 うとい う,い わ ゆ りエ リ ア マ ーケ テ ィン グの

概 念 や,そ の 重 要 性 とい う こ とは あ ま り論 じ られ て こ な か った 。

と こ ろが,こ こ数 年,「 市 場 の成 熟 化 」,「 大 衆 か ら分衆 へ 」 と い う こ とば に代 表 され

る よ うに,市 場 の セ グメ ン ト化 が重 要 視 され るよ うに な って き た 。 どの地 域 に対 して も同

じよ うなマ ー ケ テ ィ ン グを 行 うの で はな く,世 代 構 成,家 族 構 成 は も とよ り風 土,環 境 な

どを考 慮 し,あ る軸 で市 場 を く くり,そ の地 域 の特 性 に あ った マー ケ テ ィ ン グを行 うほ う

が,効 果 が高 く,ま た効 率 が良 いか が 認識 され るよ うに な って きた 。

と こ ろで,「 市 場 を と らえ る 目」,そ れ は もち ろん 数 値 か ら導 き 出 され る もの だ けで は

な く,あ る切 り口,評 価 軸 を必 要 とす る もの で あ る。 これ は個 人 の感 性 に頼 ると い う性 格

を もつ もの で あ るが,デ ー タの プ レゼ ンテ ー シ ョンの 仕方 によ って は,誰 もが その市 場 に

関 して 着 目す べ き点 を 見 いだ せ る可 能 性 を もつ 。 この 意 味 で ひ らめ き を喚起 させ る こ とが

で きる デ ー タの 「見 せ方 」 は存 在 す る。

本 シ ス テ ム は,エ リアマ ー ケテ ィン グに役 立 っ 基礎 的 な デ ー タの 蓄 積 と とも に,こ う し

た デ ー タの プ レゼ ンテ ー シ ョ ンの側 面 も検 討 しうる シ ス テ ムを 目的 と した。

14.1.2開 発 経 緯

「地 域 分析 ・計 画 の た め の地 図 デ ータ ベ ー スの構 築 」事 業 は61年 度 に提 案 され た もの

で あ り,今 年 度 は引 きつ づ き61年 度 まで に作成 され た地 図 デ ー タベ ー ス の機 能 の 拡 充 を

図 る こ とを主 眼 と した。62年 度 は具 体 的 に は,蓄 積 す るデ ー タ の拡 充 を図 る とと もに,

人 口推 計 値 の 算 出,エ リア潜在 需要 力 の算 出 な ど,地 域 分 析 に必 要 と考 え られ る ア プ リケ
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一 シ ョンの開 発 を 目標 と した 。

この 目標 を達 成 す る た め,本 年 度 に お いて は 以下 の3点 を主 体 に事 業 を す す め た。

(a)メ ッ シ ュデ ー タ と行 政 区 デ ータ の リン ク

〔b)60年 メ ッ シ ュデ ー タの 推 計

(c}エ リア潜在 需 要 力 の 算 出

14.1.3開 発 の概 要

(1)メ ッ シ ュと行政 区 の 対 応 テ ー ブルの 作 成

AreainformationMapPiogSystem(以 下aimと 略 す る)は,当 初 は メ ッ シュ デ

ー タを任 意 の エ リアで集 計 で き るよ うに 開発 され た。 そ こで,い ろ い ろ な単 位 で 集 計 さ

れ る デ ー タを 一 旦 メ ッ シュ デ ー タ に変 換 す る こ とで,aimを 利 用 して そ れ らの デ ー タ

を任 意 の エ リアで 集 計 す る こ とが 可 能 で あ る。

そ こで,最 終 的 には 利 用 者 側 に蓄 積 され て い る顧 客 情 報 な どの 固有 の デ ー タ の取 込 み

を考 え る が,そ の 上 で まず 手 始 め に,行 政 区単 位 で 収集 され て い る統 計 デ ー タの取 込 み

を行 った 。 メ ッ シ ュ ・行 政 区 の 対 応 テー ブル は,そ の た め の パ ラ メ ー タの役 割 を果 す も

の で あ る。

②60年 メ ッ シ ュデ ー タの 推 計

統 計 デ ータ の結 果 の公 表 ま で に 時間 が か か るた め,リ ア ル タ イ ムな デ ー タ と して は 利

用 しづ らい 。 そ こで,国 勢 調査 に 関 して は,調 査結 果 の速 報 あ る い は行 政 区 単 位 で の調

査 結 果 が 公表 され た時 点 で,メ ッシ ュ デ ー タの 推 計値 を 算 出 で き る よ うな 推 計 値 算 出 モ

デ ルの 開発 を行 った 。60年 の国 勢 調 査 の 結 果 が 公 開 され た時点 で は,デ ー タの 整 合 性

の分析,検 討 を行 い,推 計 モ デル を よ り正 確 な もの へ 近 づ け る た めの 再 検 討 を行 い,次

期 に備 え る。

(3)エ リア潜 在 需 要 力 の算 出

集 計 され た エ リア内 の デ ー タを 利 用 して,エ リア潜 在 需 要 力 を算 出 で き るよ うな モ デ

ルの 検 討 を行 った 。 これ によ り,そ の 地 域 内 にお け る商 品 の販 売 余 力 の推 定 が容 易 に行

え,ま た 出 店規 模 を どの く らい にす る か大 ま か な判 断 材 料 とす る こ とが で き る よ うに な

った 。

14.1.4シ ス テム の 基本 的 視 点

本 シス テ ム は次 の よ うな基 本 的 視 点 を もつ 。
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(1)マ ー ケ テ ィ ン グ デ ー タの 実用 的 な サ ー ビス シス テ ム

任 意 の 「Fリア の デ ー タを 不特 定 多数 の 利 用 者 に,素 早 く提 供 で き る。

(2)地 図 デ ー タ ベ ー ス と統 計 デ ー タベ ー ス を連 動 させ た総 合的 な デ ータベ ース シス テ ム。

単 に デ ー タを 収集 す るだ けで は な く,デ ー タを 視 覚 化 し,地 域 分析 を 容 易 に行 え る。

14.2シ ス テ ム の 概 要

14.2.1シ ス テ ム設 計 上 の 考 え 方

(1}収 録 す る デ ー タ に つ い て

統 計 デ ー タ(メ ッシ ュ デー タ)だ けで は な く,地 域 分 析 に必要 と思 わ れ る関連 デ ー タ

を収録 した。 具 体 的 に は課 税 対 象 額 や 納 税 義務 者 数 な どの 所 得 に 関 す るデ ー タの 蓄 積 を

行 った。 ま た,大 型 店 の 立地 デ ータ や マ ン シ ョ ンな どの 建 設 デ ー タの 取込 み 方 法 を 検 討

した。

(2)シ ス テ ムの 機 能 面 か ら

デ ー タ収 集 か らサ ー ビス まで一 環 して行 う シス テ ムで あ る こ と。

数 値 デ ー タの グ ラフ化 や,地 図 上 で デ ー タの 分 布 や各 地 域 の ラ ンク な どを 把 握 で き

るよ うな マ ップ 化 を図 った 。

統 計 デ ー タの 結 果 公 表 まで の タ イ ム ラ グを埋 め るよ うな シス テ ム とす る。

宅 地 開 発 計画,造 成 計 画,住 宅 分譲 情 報 な ど を 予 測 の 要 因 と して 埋 め 込 み,情 報 を

フ ィー ドバ ック させ な が ら将 来 予測 の シ ミュ レー シ ョ ンが で き るよ うな シス テ ムを

目指 す 。

14.2.2シ ス テ ム構 成 の考 え 方

aimに お け るハ ー ドウ ェ ア構 成 と して は,統 計 デ ー タは デ ー タ量 が多 い た め,デ ー タ

の 蓄積 あ るい は集 計 とい う面 で は ミニ コン ク ラス の 計 算 機 に頼 らざ るを得 な い 。 しか し,

集 計 され た デ ー タ を グ ラ フに した り,マ ップに した りす るよ うな加 工処 理 は パ ソ コ ンの方

が 扱 いや す い。

そ こで,デ ー タ集 な どか らの デ ー タの 抽 出 や集 計 結 果 の 出カ レイ ア ウ トの 工 夫 はパ ソ コ

ンを 利 用 し,実 際 の デ ー タ ベ ー スの構 築 と集 計,検 索 と い った処 理 は ミニ コ ンで 行 う とい

う構 成 を と って い る 。
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な お今 後 は,CD-ROMな ど の大 容 量 の記 録 媒 体 を利 用 して,地 図 と デ ー タを ユ ー ザ

の パ ソコ ン上 で 利 用 で き るマ ー ケ テ ィ ング シス テ ム の 開発 を計 画 して いる 。

14.2.3シ ス テ ム の開 発 計 画 ・

(1)デ ー タ収 集 計 画

61年 まで に以 下 の統 計 デ ー タを取 得 済 みで あ る。

・ 国 勢調 査55年

・ 事 業 所 統 計56年

・ 商業 統 計57年(売 上 別)

62年 度 に お いて は,統 計 デ ー タ と して 以 下 の デ ー タを 蓄 積 した。

・ 課 税 対 象 額

・ 納 税 義 務 者数

・ 商 業 統 計57年(規 模 別)

・ 家 計 調 査年 報55年
,60年

また,地 形 デ ー タ と して は,

・60年 人 口 ドッ ト

を新 た に蓄 積 した。

② シ ス テ ム開 発 計 画

62年 度 に お い て は以 下 の よ うな モ デル お よ び機 能 の開 発 を 検討 した。

・ 推 計 値 算 出 モ デル

・ エ リア潜在 需 要 力算 出 モ デ ル

・ エ リア特 性 の時 系列 比較 機 能

・ エ リア潜在 需 要 力 測定 機 能

〈

14.3シ ス テ ム の 内 容

14.3.1対 象 デ ー タ

主 な デ ー タ収 集 源 は国 の 指 定 統 計 デ ー タ と した 。 その他 行 政 区 単 位 に 収 集 され た デ ー タ

の蓄 積 も行 った。 対 象 とす る デ ー タ は以下 の とお りで あ る。
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表14-1対 象 と す る デ ー タ

人 口関 係

年齢別

未 婚 ・有配偶

通勤 ・通学 地

従業上の地位

就業状況

商業関係

売場面 積別

売上別

従業員数 別

業 種別

所 得

課税対象額

納 税義務者数

高額所得者数

世帯関係

家族構成

所有形態

居住形態

居住空間規模

事業所関係

開設年度別

従業員数別

業種別

14.3.2フ ァイル 構 成

本 シス テ ム に お い て は,原 デ ー タ と して は統 計情 報 が主 体 で あ る。 こ の統 計情 報 は,調

査 年 度,調 査 周 期 が そ れ ぞれ 異 な るた め,デ ー タの 収 集 ・更 新 を重 要 視 し,各 統 計 ご と に

フ ァイ ルを細 分 化 した 。

ま た,地 図 デ ー タ に関 して は,行 政 界,鉄 道,駅 な どの デ ー タを 属性 別 に蓄 積 し,必 要

な デ ー タを選 択 して 地 図 上 に表 現 で き るよ うに した。 更 に,ユ ーザ の 利 用 情 報 を管 理 す る

た め に利 用者 管 理 シス テ ムを 用 意 し,利 用 情 報 フ ァイ ルお よ び集 計指 示 フ ァイ ル を管 理 し

て い る。
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図14-1シ ス テ ム 構 成

14.3.3シ ステ ム 構 成

(1)デ ー タ収 集 サ ブ シ ズテ ム

デ 一 夕収 集 サ ブ シス テ ムは,統 計 デ ー タ取 得 部 と地 図 デ ー タ取 得 部 か ら成 る。

{a)統 計 デ ー タ取 得 部

1)フ ァイ ル作 成 モ ジュ ー ル

デ ー タ集 な どか ら作 成 され た デ ー タ シー トに基 づ いて,統 一形 式 の 収集 デ ー タ フ

ァ イル に デ ー タの 入 力 を 行 う。

2)形 式変 換 モ ジ ュール

統 計 デ ー タ(MT)の 形 式 変 換 を 行 い,収 集 デ ー タ フ ァイ ルに 蓄 積 す る。

3)チ ェ ック リス ト変 換 モ ジュ ール

収 集 デ ー タに 蓄 積 さ れ て い る デ ー タの チ ェ ッ クや リス トを 出 力 す る。

4)デ ー タ ベ ー ス ロー ドモ ジュ ー ル
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収 集 デ ー タ フ ァイ ル に蓄 積 され た デ ー タを デ ー タ ベ ー ス に ロー ドす るた め の 形 式

変 換 を行 う。

(b)地 図 デ ー タ取 得部

1)地 図 デ ー タ収集 モ ジ ュー ル

入力 はパ ソ コ ンと タ ブ レッ トを利 用 して行 う。 地 図 デ ー タベ ース は基 本 的 に はV

AX上 に蓄積 され る。

2)地 図 デ ー タ出 力 モ ジュ ール

出力 はプ ロ ッ タに て行 う。 た だ し,パ ソ コ ン上 で も画 面 に地 図 を表 示 す る こ とが

で き る 。

② デ ー タ更 新 サ ブ シス テ ム

(a}60年 人 口 ドッ ト情 報 の 作成

現 在 の シス テ ム に お いて は,人 口 ドッ トが 集 計 の 基 本 と な って い る 。 そ の た め,60

年 の デ ータ を任 意 の エ リア に お いて 集 計 す る た め に は,55年 と同 様,60年 人 口 ド

ッ トを作 成 し,シ ス テ ム に蓄 積 す る必 要 が あ る。

そ こで,60年 ドッ トの 作 成 は次 の手 順 で 行 う。

あ る メ ッシ ュ内 に お け る 人 口の 増 加 あ る いは 減 少 を,55年 か ら60年 に か け て 集

中 的 に住 宅 が 建 設,分 譲 され た地 域,例 え ば,○ ○ ニ ュ ータ ウ ンと称 さ れ る よ うな あ

る特 定地 域 に 注 目 して 人 口 ドッ トを更 新 した。

(b)推 計値 の 作 成

行 政 区 単 位 で 集 計 され た60年 国勢 調 査 項 目の公 表結 果(こ れ は,報 告 書 と して 公

表 され て い る)を 参 考 と して,55年 の調 査 結 果 との 比 較,あ る い は住 宅 情 報 を 取 り

入 れて 当 社 オ リジ ナ ルの 人 口推 計 モ デ ルを作 成 した 。 この モ デ ル に基 づ いて,60年

国 勢 調 査 メ ッ シ ュ推 計 値 の 作成 を行 った 。

③ デ ー タ集 計 サ ブ シス テ ム

集 計 指示 フ ァイ ルに基 づ い て,実 際 に任意 の エ リアに お け る デ ー タを 集 計 す るサ ブ シ

ス テ ムで あ る。

(4)集 計 デ ータ分 析 ・評 価 サ ブ シス テム

ユ ーザか ら指 定 され た 任 意 の商 圏 内 にお け る集 計 され た デ ータか らそ の地 域 が ど うい

う特 性 を持 つか と い う分析 を し,指 標 な ど を使 い エ リアカ の評 価 を 行 う シ ス テ ムで あ る。

(5)利 用 者 管 理 サ ブ シス テ ム

利 用 者 の必 要 とす る デ ー タの 情 報 を オ ー ダ と して 入 力 し,任 意 の 商 圏 内 の 集 計 指 示 フ
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アイ ルを作 成 す る。 ま た,任 意 の地 点 を 中 心 と した縮 尺2万5千 分 の1,5万 分の1の

地 形 図,人 口分布 図 の 出 力 指 示 フ ァイ ル を作 成 す る。 更 に,シ ス テム の利 用 状 況 を管 理

す る利 用 者管 理 フ ァイル を作 成 す る。

14.3.4ハ ー ドウ ェ ア構 成

(1}計 算機 本 体

集 計 処 理 の効 率 ア ップ の た めVAX11を 使 用 して い る。

(2)外 部 記 憶

デ ー タ量 はか な り膨 大 に な るた め処 理 速 度 の点 か らも磁 気 デ ィス クを利 用 して い る。

(3)通 信

オ ン ライ ンサ ー ビス は行 って い な い。 将 来 は サ ポー トす る予 定 で あ る。

(4)パ ソ コ ン

集 計結 果 を ビ ジュ ア ル に表 現 す るた め に,パ ソコ ンを利 用 して い る。 これ は ミニ コ ン

ク ラスで グ ラ フ ィ ック機 能 を 扱 お うとす る と,ど う して も処 理 が 重 た くな って しま うた

めで あ る。 パ ソ コ ンベ ー スの 方 が簡 便 に処 理 しや す い と い う利 点 が あ る。

ま た,利 用者 か らの オ ー ダ の あ った集 計 エ リア に関 す る履 歴 や,利 用者 の履 歴管 理 も

パ ソ コ ン上 で行 って い る。

14.4シ ス テ ム の 利 用 例

aimに お い て は,地 域 の 区 画 に か か わ りな く,任 意 の広 さで統 計 デ ー タの集 計 が で きた

た め,独 自 の 商 圏 内 の 人 口 や 世 帯 数 の量 が把 握 で き,ビ ジュ アル に地 域 分 析 で き る こ とが 最

大 の特 長 とな って い る 。 従 って本 シ ス テ ムが タ ーゲ ッ トとす る利 用者 は,地 域 を あ る程 度 マ

ク ロで と らえ て,地 域 分 析 や 市 場 戦 略 立 案 な どを 行 う企 業 や 自治 体 で あ る。
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'

aimの 利 用 例表14-2

分 野 業 種 利 用 形 態

金
融
・

保
険

銀 行 出 店 計 画

保 険 代理店出店計画
地域別顧客分析

大
型
小
売
店

百 貨 店 出 店 計 画
事 業 計 画

ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 〃

小

売

店

コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア,パ ン,化

粧 品,ガ ソ リ ン ス タ ン ド,ア イ ス

ク リ ー ム シ ョ ッ プ,郊 外 型 大 規 模

書 店 な ど チ ェ ー ン展 開 を 行 っ て い

る 所

出 店 計 画
立 地 分 析
事 業 計 画

飲
食
店

コ ー ヒ ー,居 酒 屋,フ ァ ー ス ト フ

ー ド レ ス ト ラ ン
,喫 茶 店,惣 菜 屋

弁 当 屋,レ ス ト ラ ン

出 店 計 画
商 圏 調 査
事 業 計 画

製造

業

食品,衣 服,家 電 など消費者向け

製品 を生産 している製造業

地域計画策定
〃

販売店へ の営業 資料作成

建
築

・

不
動
産
業

建 設 会 社 宅地開発計画

建設計 画

立替,修 理需要 の把握

不 動 産 会 社 立地調 査

店 舗 誘 致 計画
ビル 開 発 計 画

宅 地 開 発 計画

調
査
・

研
究

シ ン ク ・タ ン ク

コ ン サ ル タ ン ト会 社

各種調査分析

広 告 業 地域別広告戦略策定

そ
の
他

レ ン タ カ ー 会 社,ホ テ ル,

ク リ ー ニ ン グ,

コ イ ン ラ ン ド リ ー

出 店 計 画
事 業 計 画

学 校,保 育 園,病 院,学 習塾 立 地 計 画
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14.5シ ステム の 評 価 と今 後 の 課 題

14.5.1シ ス テ ム の評 価

本年 度(62年 度)の 事 業 の成 果 は,60年 国 勢調 査 項 目の メ ッシ ュ推 計値 の 作成 お よ

び その蓄 積 と,商 業 統 計 の規 模 別 集 計 デー タ,家 計調 査 年報 デ ー タ,所 得 デ ー タを 取 り込

む ことが で きた こ とで あ る。 これ に よ り,時 系 列 の 分析 や エ リア潜 在 需 要 力 算 出 が 簡 単 に

行 え る こ とが で き る よ うに な った。 す で に,い くっ か の地 域 分 析 に本 年 度 開 発 され た シス

テ ムを利 用 して み た。 その 結 果 に対 す る利 用者 の評 判 はか な り高 い もので あ った 。

これ は,

1)}異 な る様 々 な デー タ を任 意 の商 圏 で集 計 で きる 。

2)集 計 コス トが 安 い 。

3)集 計 時 間 が 短 い。

4)エ リアカ を 把 握 す るの に,aimの 出力 結 果 が非 常 に役 に たつ 。

な どの 利 点 を備 え て い る ため と考 え られ る。

14.5.2今 後 の 課 題

それ ぞれ の業 務 に よ って,同 じデ ー タを み て も その評 価 の 仕 方 は ま るで 異 な る もの に な

る。 また 収 集 す べ き デ ー タは 多 岐 にわ た って い る。 しか しその 中 で 本 当 に 意 味 の あ る もの

(デ ー タで はな く情 報 とい う)は ご く限 られ て い る。 この情 報 を いか に引 き出 す か,い か

に その情 報 の持 つ意 味 の重 要 さを み せ るか が エ リア マ ー ケ テ ィ ング,ひ いて は こ う した 分

野 で の地 図 デ ー タベ ー ス の有 効 性 を 喚起 させ る ことに な る。

今後 の課 題 と して

1)利 用 者 の必 要 とす る情 報 の 分類

2)効 果 的 な デ ー タの利 用

な どを具 体 的 に と りま とめ て い く必 要 が あ る。aimの 将 来 方 向 と して,シ ス テ ムそ の も

のを ス タ ン ドア ロー ン型 の ワー クス ス テ ー シ ョ ンに移 行 し,各 業 種 向 け の マ ー ケ テ ィ ング

の ため の エ キス パ ー トシス テ ム構 築 も検討 中 で あ る。
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15実 用 化 合 物 デ ータベ ースの

CD-ROM用 実 験 システムの 開 発

日本電子計算株式会社





15実 用化 合 物 データベースのCD-ROM用 実験 システムの開発

15.1実 用 化合物 データベースの全体像

化 学 分野 に お い て,各 種 材 料,医 薬,農 薬 等 の新 規 化 学 物 質 の有 効 な製 法 等 の研 究 開発 が

積 極 的 に推 し進 め られ て い る中 で,必 要 と され る化 学 物 質 に つ い て記 載 した商 品 カ タ ロ グ的

な情 報 を網 羅 した実 用 に即 した 化合 物 デ ー タベ ー スを 構 築 す る こ とは,研 究 開 発 の促 進 お よ

び流 通 の 迅 速 化 ま た 国 際 的 視野 の面 か ら も大 い に寄 与 す る もの で あ る。

実 用 化 合物 デー タ ベ ース の情 報 源 とな るの は化学 物 質 に関 す る商 品 カ タ ロ グで あ る 。商 品

に関 す る情 報 は,数 値 情 報,文 章 情 報 が 混 在 して お り ,更 に情 報 量 が膨 大 な こ と,情 報 の 更

新 が頻 繁 に 発生 す る こ と等 か ら,適 切 なDBMSの 管 理 の もとに ホ ス トコ ン ピュ ー タ上 にオ

ン ライ ンデ ー タ ベ ー ス と して 構 築 す る こ とが望 ま れ る。

一方 ,商 品 カ タ ログ に は化 学 構造 式 や 図表 デ ー タの よ うな図 化 情 報 が含 まれ,ま た利 用者

は,商 品 カ タ ロ グを生 の 形 で の 入手 を希 望 して い る 。

この こ とよ り商 品 カ タ ログを 一 次情 報 と して その ま ま収録 可 能 な 媒 体 が必 須 とな り ,こ の

要 求 に応 え る もの と して,CD-ROMが 最 も適 切 と考 え られ る。

CD-ROMに 格 納 され た情 報 は パ ソコ ンを ベ ース と した入 出力 環境 で 出力 表 示 が 可 能 で

あ り,ま た,ホ ス トコ ン ピ ュー タと オ ンラ イ ン接 続 す る こ とに よ り,CD-ROMと オ ン ラ

イ ン と連 動 させ た総 合 的 な利 用 が 図 られ る。 この シス テ ムの概 念 を 図15-1に 示 す 。

本 シス テ ムに よ り,CAS登 録 番号 等 の リ ンク情 報 を介 した商 用 デ ータ ベ ース の ア ク セ ス ,

また プ ライ ベ ー トな デ ー タ ベ ー ス との連 動 とい った利 用 の高 度 化,ま た将 来 的 に は ネ ッ トワ

ー クを通 じた商 品 の オ ー ダ エ ン トリシ ステ ムへ の拡 張 が 期 待 さ れ る
。

15.2CD-ROM用 実験 システムの 開発

15.2.1CD-ROM用 実 験 シ ス テ ム の概 要

オ ン ライ ンとCD-ROMを 連 動 させ た総 合 的 な実 用 化 合 物 デ ー タ ベ ー ス の構 築 に 向 け

て,そ の 第 一 歩 と してCD-ROM用 実 験 シス テ ムの 開 発 を 実 施 した。

本 シス テ ムの 開 発 の 骨 子 は以 下 の とお りで あ る。
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索 引付

ホ ス ト コ ン ピ ュ ー タ

物

ス
竺豊実

デ

イ メ シ

ス キ ャ ナ

入 力 シ ス テ ム

CD-ROM用

デ ー タ 作 成

図15-1実 用化合 物 データベースの システム概 念 図

① 本 シス テ ムは パ ソ コ ンを ベ ース にCD-ROMド ライバ,ビ ュア コ ン トロー ラ,高 精

細 デ ィス プ レイお よびLBP(レ ー ザ ビー ムプ リ ンタ)に よ って 構 成 す る。

② 商 品 カ タ ログを イ メ ー ジ情 報 と してCD-ROMに 格 納,CD-ROM－ 枚 を作 成 す

る。

③ 商 品 に関 す る イ ンデ ク ス情 報 をパ ソ コ ン上 に デ ー タベ ース 化 す る。

④ 商 品 に関 す る情報 を 検索 し,必 要 な商 品 カ タ ログ を出 力 表 示 す る た めの ソ フ トウ ェア

を開 発 す る。

本 シス テ ム は シス テ ム 自体 と して 独 立 した構 成 と機 能 を もち,手 軽 なパ ソ コ ン環 境 で,

化 学 物 質 商 品 の 検索,カ タ ログ情 報 の 即 時 提 供 を可 能 とす る もの で あ る 。

開 発 に 当 た って,本 シ ス テ ムが 実 験 シス テ ム と して,実 用 化 へ 向 け て の基 本 的 な条 件,

機 能 を供 え る こ とに よ り,評 価 が可 能 とな る こ とを基 本 要 件 と した 。
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15.2.2シ ス テ ム の 構 成

本 シ ス テ .Aの ハ ー ド ウ ェ ア 構 成 を 図15-2に 示 す 。

図 に 示 す よ う に 本 シ ス テ ム は16ビ ッ トパ ソ コ ン を ベ ー ス にCD-ROMド ラ イ バ,ビ

ュ ア コ ン ト ロ ー ラ,高 精 細 デ ィ ス プ レ イ,LBPを 組 み 合 わ せ た ニ ュ ー メ デ ィ ア シ ス テ ム

と な っ て い る 。

今 回 の 実 験 シ ス テ ム で は,こ れ ら の 構 成 機 器 は 日 立 製 の 以 下 の も の を 採 用 した 。

・ パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ:B-16EXllモ デ ルJ

・CD-ROMド ラ イ ブ:CDR-1003S

● ビ ュ ア コ ン ト ロ ー ラ:RVC-MAP-01

・ 高 精 細 デ ィ ス プ レ イ:K15-9120PH

・ レ ー ザ ビ ー ム プ リ ン タ:R31-0015

高 精 細 デ ィ ス プ レ イ は た て 型A4の サ イ ズ で8ド ッ ト/mの 分 解 能,ま たLBPは16

ド ッ ト/㎜ の 解 像 度 を も ち,カ タ ロ グ そ の も の の 原 寸 表 示,印 刷 が 可 能 と な っ て い る 。

ま た,本 シ ス テ ム の ソ フ ト ウ ェ ア は オ ペ レ ー テ ィ ン グ シ ス テ ム と し て のMS-DOS,

イ メ ー ジ情 報 の 入 出 力 制 御 を 行 う イ ン タ フ ェ ー ス プ ロ グ ラ ム お よ び イ ン デ ク ス 情 報 の 検 索

出 力 制 御 を 行 う ア プ リ ケ ー シ ョ ン ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て 構 成 さ れ る 。

専 用

ディスプレイ

CD-ROM

ド フ イ フ

局 精 細

ディスプレイ

ビ ア

コ ン ト ロ ー ラ

ム

タ㌻
ザ

ー

ー

|

レ

ブ

図15-2CD-ROM実 験 シ ス テ ムの ハ ー ド ウ ェ ア 構 成
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15.2.3デ ー タの 構 成

本 シス テ ムで 用意 され る デ ー タの 種 類 は,パ ソ コ ン上 に デ ー タベ ー ス化 され る商 品 に関

す る イ ンデ ク ス情 報 とCD-ROMに イ メ ー ジ情 報 と して格 納 され る商 品 カ タ ロ グ そ の も

の に分 け られ る。

〔1)イ ンデ クス情 報

イ ンデ クス情 報 と して デ ー タ ベ ース 化 され るべ き情 報 は,

・ 成 分名 等 化 学 物 質 の特 性 を表 わ す情 報

・ 化学 製 品 メ ー カ名 等 流通 に関 す る情 報

・CAS登 録 番 号 等 の付 加 価値 情 報

・CD-ROMと の イ ンタ フ ェース を とる た め の情 報

が あ る。

本 実 験 シス テ ムで は デ ー タ項 目 と して以 下 の もの を設 定 した 。

① 商 品 名

② 会 社 コー ド

③ 分 野 コ ー ド

④ 成 分 化 学 分類 コー ド

⑤ 成 分 名

⑥ 成 分 分 子 式

⑦CAS登 録 番号

⑧ カ タ ロ グ先頭 ペ ー ジ番 号

⑨ カ タ ログペ ー ジ数

① ～⑦ の デ ー タ項 目 は検策 の 対 象 に な る他,付 加 情 報 と して 出力 の 対 象 と もな る もの

で あ る。 従 って商 品 名,成 分 名,成 分 分子 式 の文 字情 報 に つ い て は検 索 用 の英 数 カ タ カ

ナ文 字 に よ る デ ー タ と出 力 用 の 漢 字 デ ー タの2種 類 を用 意 した 。

② イ メー ジ情 報

流 通 して い る商 品 カ タ ログは 単 品 カ タ ロ グか ら総 合 カ タ ロ グまで 多種 に わ た って い る。

CD-ROMに 入 力 す る カ タ ログ の単 位 と して は各 商 品 カ タ ロ グを それ 自体 で 閉 じた

構 成 と させ るた め に総 合 カ タ ロ グ的 な もの につ いて は,各 商 品 に着 目 し,関 連 す る記 述

部 分 と表 紙,裏 表 紙 で ま と ま った もの と した 。

この よ うに カ タ ロ グを 再 整 理 した 上 で,全 体 に通 し番 号 を付 与 し,こ の ペ ー ジ情 報 を

カ タ ログ と共 にCD-ROMに 格 納 す る こ と に よ り,イ ンデ クス情 報 との リンク を可能
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と した 。

カ タ ロ グのCD-ROMへ の 入 力 条 件 と して は,サ イズ はA4,デ ー タ記 録 密度 は8

本/㎜,デ ー タ圧 縮 方 式 はMMR(MRI)圧 縮 方 式 を 採 用 した 。

本 実 験 で は,入 手 した商 品 カ タ ロ グの 中 か ら,単 品 カ タ ロ グ お よ び総 合 カ タ ロ グを サ

ンプ リン グ し,化 学 製 品 メ ー カ7社 に つ いて,商 品 の数 と して600件,全 体 と して

3,000頁 をCD-ROMに 入 力 した。

今 回,作 成 したCD-ROMデ ィス クの ラベ ルを 図15-3に 示 す 。

固齢

、《,』.,、 ㎝_。 、_,㌫ ⇒

図15-3今 回 作 成 したCD-ROMデ ィス ク

15.2.4CD-ROM検 索 シ ステ ム

CD-ROM検 索 シス テ ム はパ ソ コ ン上 に蓄 積 され た イ ンデ クス情 報 を 検 索 し,必 要 な

商 品 カ タ ログを 高 精 細 デ ィスプ レイ また はLBPに イ メ ー ジ出 力 表 示 す るた めの ア プ リケ

ー シ ョ ンソ フ トウ ェア で あ る。
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本 シス テ ムは以 下 の特 徴 と機 能 を 持 つ。

① 統 一 され た画 面 構 成 で メニュー展 開 による利用方 式 を と り,ま た フ ァン ク シ ョン キ ー

に よ る ワ ン タ ッチ操 作 で前 後 方 へ の 画面 遷 移 が 可 能 で操 作 性 を 高 め て い る。

② 検 索機 能 を一 画 面 に集 約 す る こ と に よ り,手 続 き を ス ッキ リさせ る と共 に,ヘ ル プ

画 面 を用意 し,利 用 者 を 支 援 す る。

③ 検索 項 目は7項 目で 項 目 内 はOR条 件,項 目間 はAND条 件 の論 理 演 算 に よ る絞 り

込 み が可 能 で あ る。 ま た文 字 情 報 の 語句 指 定 は完 全 一 致,中 間 一致,前 後 方 一 致 の い

ず れ の方 式 も とれ る。

④ 検索 され た商 品 の情 報 に つ い て,一 覧 表 の 形 式 で の 簡 易 表 示 と各 商 品 に つ い て の詳

細 表 示 の2段 階 の 機 能 を も って い る 。

⑤ 検 索 手 続 き と連 動 して 必 要 な商 品 カ タ ロ グを即 時 に 出力 表 示 す る。

画 面 は初 期 画 面 の操 作 後

① 検 索 画面

② 簡 易 表 示 画 面

③ 詳 細 表示 画 面

④ 高 精 細 デ ィス プ レイ コ ン トロー ル画 面

の順 で制 御 され る。

検 索 画面 にお いて は,コ ー ドま た は文字 列 に よ り,検 索 指 定 を 行 うが,名 検 索 項 目に

対 して ヘル プ画 面 が 用 意 さ れ て お り,ヘ ルプ 画 面 で の 入 力 も可 能 とな って い る。

検 索 され た 商 品 につ い て簡 易 表 示,詳 細 表 示 の後,高 精 細 デ ィス プ レイ コ ン トロール

画 面 に お いて,高 精 細 デ ィス プ レイへ の 商 品 カ タ ロ グの表 示,ペ ー ジめ くり,ま たLB

Pへ の 印刷 を指 示 す る。

① ～④ の 画面 を 図15-4に 示 す 。
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裟逐'遼検索条件火力画砿i沿*.ポ

(1痛 品名

(2)会 社コー ド

(3)分 野 コー ド

(4)成 分化学分類コード[]

(5)成 分名

(6)成 分分子式

(7)CAS・RεG|STRY・NO

線 条借 入加 ㌣ ださい・

検索件数:件

[〕[]

]一[]一[]
]一[]・[]

処理状況:検 索実行中

]一[〕

:鰹 薦 簸 麟難 劔・奏19燃 骸 鴎魏 〇三8簸

油1}ボご筒鳥表示画面裁ネ「ホ:検 索件数:

番号

[]

[]

[]

〔]

[]

[]

[]

[]

詳細表示する商品

撮藷蕪講

商 名

商品名:

会社名:

所 在地:〒

分 野

成分名:

分子式1

成分名:

分子式:

成分名:

分子式:

漣 一:…IF6? '難

真数:

カ90グ真数

真 数:

CAS-REGtSTKY-NO:

FAX

騰

落澱 醐 楕円 鰭CIONmR瀕 画面て＼*1*…

真数(

高紐精DSPに 出力中です.

印刷中

、細
心

.櫛:iξ 誇・

』i竪3堅'頭頁

Flb補 正

図15-4CD-ROM検 索 システムの画面構成
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15.2.5実 験 シ ス テ ム の評 価

今回,開 発 したCD-ROM実 験 シス テ ムに つ い て,検 索 シス テ ム,イ メ ー ジ情 報,イ

ンデ ク ス情 報 の 面 よ り検 討 を加 え た。

以 下 に その 要 点 を示 す 。

(1)検 索 シス テ ム

① メニ ュー展 開 に よる利用方 法 の 他 に,コ マ ン ド形 式等 を 併 用 し,慣 れ た ユ ー ザ が 簡単

な手 続 きで,複 雑 な論 理 演 算 操 作 等 がで き るよ う検討 す る 。

② 利 用 者 に固有 な質 問 の 登 録,分 野,成 分 分 類 等 の ユ ー ザ独 自 の定 義 等 ユ ーザ に 密着

した機 能 を もた せ る 。

③ 分子 式等 の表 現 方 法 に 自由 度 を もたせ る こ と,ま た 成 分 名 に つ いて シス テ ム を 検討

す る と い った使 い 勝 手 の良 い シス テ ム とす る。

(2)イ メー ジ情 報

① 写 真 等 の デ ー タ圧 縮 効 率 を 高 め る た めの 入 力方 法 を 更 に検 討 す る 。

② 表 紙,裏 表 紙 の 削 除 や収 録 内容 を構 造 式 や図 化 情 報 等 イ メー ジ情 報 と して の メ リッ

トを発 揮 で き る もの に限 定 して,収 録 商 品 の数 を増 やす こ とが 考 え られ る が,カ タ ロ

グを生 の形 で 提 供 す る と い う要 求 と合 わせ,最 適 な方 法 を選 択 す る。

③ 商 品 カ タ ロ グは 一 般 に カ ラー印 刷 で あ り,鮮 度 を 上 げ る た め に工 夫 が 必 要 で あ る。

④CD-ROMの 提 供 に際 して,メ ー カ ま た は 分 野 等,CD-ROM－ 枚 の収 録 単位

を ど の よ うに す るか の 検 討 が重 要 で あ る。

(3)イ ンデ ク ス情 報

① イ ンデ クス情 報 と して デ ー タ ベ ー ス化 す る デ ー タ項 目 は利 用 者 の利 用 目的 を 規 定 す

る重 要 な要 素 とな る もの で あ り,今 後 よ り付 加 価 値 の 高 い もの に して い く。

②CD-ROM検 索 に適 した 有 用 なDBMSを 総 合 的 な見 地 よ り決 定 して い く。

15.3今 後 の 展 望

総 合 的 な実 用 化 合 物 デ ー タベ ース シス テ ムの 構 築 に 向 け て,そ の 第一 歩 と してCD-RO

M用 実験 シス テ ムの 開 発 を実 施 した 。

今 後,本 シス テ ムの 継 続 的 試用 ・評 価,実 験 サ ー ビス を 行 い,CD-ROMサ ー ビス の商

用 化 を図 って い きた い 。
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ま た,一 方 でCD-ROMと の整 合 性 を と りなが ら,オ ン ライ ンデ ー タ ベ ー ス の構 築 を 目

指 し,総 合 的 な サ ー ビス形 態 の提 供 を追 求 す る。

本 構 想 は化 学 文 献 等 の 商 用 デ ー タ ベ ース,プ ライベ ー トな デ ー タベ ー ス との 連 動,ま た 商

品 の直 接 的 な オ ー ダエ ン トリサ ー ビスの可 能 性 を も内包 してお り,ユ ーザ ニ ー ズ に大 き く応

え られ る もので あ る。
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16Sic系 ファインセラミックスの

成 分 特 許 データベ ー スの 構 築

神鋼 リサーチ株式会社





16.SiC系 フ ァイ ンセ ラ ミ ック ス の 成 分 特 許 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

16.1目 的

ファイ ンセ ラ ミックスについて は,通 商産 業省 の次 世 代 産業 大 型 プ ロ ジ ェ ク トテ ー マ に指 定 さ れ て

お り,参 加 企 業 数 も著 しく多 く,将 来 の市 場 拡 大 が予 想 され て い る。

フ ァイ ンセ ラ ミックス の 成 分特 許 に つ い て は,特 許 件数 お よ び添 加 化 合 物 の種 類 が 多 く,ま た,

添 加 化 合 物 の 組 合 せ に よ る特 許 出願 も多 く,特 許 公報 の調査 ・作 表 の み で は,現 在,研 究 開 発 中

ま た は着 手 予 定 の テ ー マが 特 許 侵害 を して い るか 否 か の調査 が 極 め て 困 難 で あ るの で,成 分 特 許

デ ー タベ ー スの 構 築 が 必 要 で あ る。

昨年,弊 社 で は,特 許 情 報 の有 効 活 用 お よ び研 究 開 発効 率 化 の 支 援 を 目的 と して,SiN系 フ

ァイ ンセ ラ ミッ クスの 成 分特 許 デ ー タ ベ ー ス を構 築 した ので,本 年 度 は,Sic系 フ ァイ ンセ ラ

ミ ック スの 成 分特 許 デ ー タベ ー ス の構 築 を行 った。

16.2概 要

日本 特 許 情 報機 構(JAPIO)の デ ー タベ ース(PATOLIS)を 情 報 源 と し,公 開特 許 公 報

の収 録 が 開始 され た 昭 和46年7月 以 降 の 公 開特 許公 報 およ び公 告 特 許 公 報 よ りデ ー タ収 集 を 行 っ

た 。

デ ー タ収 集 の方 法 は,PATOLISの 機 械 検 索 を 中 心 と し,検 索 もれ の有 無 に つ いて は,特 許

公 報1年 分 の マ ニ ュ ア ル検 索 に よ りチ ェ ック を行 い,そ の結 果 に よ り検 索 式 を補 正 し,特 許 検 索

を実 施 した 。

Sic系 フ ァイ ンセ ラ ミックス成 分 特 許 デー タ ベ ースは,デ ー タベ ー ス ソ フ トと してd-BAS

E皿 を 使 用 し,特 許 番 号(公 開 ま た は 公 告),発 明 の名 称,出 願 人,出 願 日,特 許 日(公 開 ま た

は公 告),添 加 化 合 物 名 称,成 分添 加 範 囲 を収 録 した。

検 索 ソフ トは,d-BASEIiま た は 市 販 の 流 通 ソ フ トを 使 用 す る こ と に よ り,AND,OR,

NOTな どの論 理 演 算 子,〉,〈,=な どの 比 較演 算 子,+,一,*,/な どの 算 術 演 算 子,文

字 列 な どの部 分検 索 が 利 用 で き,更 に,出 力様 式 お よび 出力項 目 は 自 由 に設 定 で き る。

SiC系 フ ァイ ン セ ラ ミック ス成 分 特 許 デ ー タベ ー スの デ ー タ数 は,現 在 特 許 件 数 で630件,

特 許 請 求範 囲項 目件数 で1,377件,化 合 物 の 組 合 せ 件数(デ ー タ数)で5,837件 を 収 録 して い

る。

一117一



16.3実 施 内 容

16.3.1情 報 収 集

(1}PATOLIS検 索 式 の 作 成

① 予 備 検索

昭 和60年1月 か ら昭和61年12月 迄 を検 索 範 囲 と し,下 記 の予 備 検 索 を行 い ,Sic

系 フ ァイ ンセ ラ ミ ックス に 関す るIPCお よ び フ リーキ ー ワー ドの もれ を調 査 した。

01,F514517+F514535+F514539

(Sic)(Sic質)(Sic粉)

02,〔F542294+F542328〕*F530951

(シリコン)(シ リコーン)(カ ーバイド)

03,F638342*F733061

(珪 素)(炭 化 物)

04,〔F638342+F638344+

(珪 素)(珪 素 化)

十

〇5,CO4B35/52+CO4B35/54

(炭 素 ま た は(グ ラファイト基)

炭 化 物 基)

06,CO4B35/66+CO4B35/70

(耐 火 モル鋤(金 属 質 を

又 は固 め材)

07,CO4B35/18+

(珪 酸 塩 基z

アJ膓ミナに富 鋤)

08,&01+&02+

09,&05+&06+&07

10,

11,

12,

含 むセラミック)

$CO4B35/00

(組 成 に特 徴をもつ

セラミフクτ下位 分 類を合 計)

&03+&04(式01～ 式04の 合計)

(式05～ 式07の 合 計)

&08#&09(式09以 外 の 式08の もの)一 一→ オフラインに よ り抄 録 文 手配

&09#&08(式08以 外 の 式09の もの)一 一 → わ ラインに よ り要 約 文手 配

&08*&09(式08と 式0霊 璽 も

の)一 ー オフライ・により抄≡ 配

F638357+F638358

(珪 素質)(珪 素 製)

638360+F638363〕*F733035

(珪 素 体)(珪 素 粉)(炭 化)

+CO4B35/56+CO4B35/64

(炭 化 物 基)(焼 結 方 法)

+CO4B35/80+CO4B35/58,106

(繊 維 、(け い化 物 基)

ウイスカー類)
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②Sic系 フ ァイ ンセ ラ ミ ックスPATOLIS検 索 式 の 作 成

予 備 検 索 に よ り入 手 した 特 許公 報 抄録 文,特 許 公 報 要 約 文 お よ び マ ニ ュア ル検 索 の

結 果 よ り,Sic系 フ ァイ ンセ ラ ミック ス に関 す る特 許 公 報 を 選択 し,IPCと ブ リ

ーキ ー ワ ー ドの もれ を 追 加 し,検 索 式 を作 成 した 。

② 特 許 検 索 お よ び 特 許 公 報 の 選択

作 成 した検 索 式 に よ り,昭 和46年7月 か ら昭和62年3月 迄 の特 許検 索 を 実 施 した 結 果

該 当 特 許1,961件 に対 し,Sic系 フ ァイ ンセ ラ ミ ック ス成 分 特 許 に関 す る公 報 は,

512件(公 開 公 報:432件,公 告公 報:80件)で,適 合 率 は26.7%で あ った。

Sic系 フ ァイ ンセ ラ ミ ック スに関 す る特 許公 報 の う ち,明 らか に製 法 特 許 に 属 す る

もの は収 録 対 象 外 と した が,製 法 特許 で少 しで も成 分 の 規 制 が行 われ て い る特 許 公 報 に

つ い て は収 録 対 象 と した 。

16.3.2デ ー タ作 成

(1)成 分特 許 表 の 作 成

成 分特 許 請 求 の 範 囲 記 載 の方 法 と して は,例 え ば,化 合 物A,B,C,D,Eの1種 ま

た は2種 以 上 を1～3%と,化 合 物F,G,H,1,Jの1種 また は2種 以 上 を5～10%

と残 部 が 炭 化 珪 素 か らな る こ とを特 徴 とす る焼結 体 材 料 な ど と表 現 され て い る。

また,特 許 請 求範 囲 が2項 以 上で 表 現 され る場 合 は,第1項 の規 制 内容 に追 加 して 規

制 す る場 合 と第1項 の一 部 を 入 れ か え る場 合 と第1項 の 規 制 範 囲 を狭 く特 定 す る場 合 が

あ る。 これ らの方 法 で 表 現 され て い る特 許 公 報 の 内 容 を 表 形 式で 表 現 す るた め に 成 分 特

許 表 を作 成 した 。

② 化 合物 名 称 変 換 記 号 表 の 作 成

特 許 公 報 で は,化 合 物 の 名称 の表 現方 法 に各 種 の もの が あ る。例 え ば,ア ル ミナ は,

Al203,Al酸 化 物,酸 化 アル ミニ ウ ム,ア ル ミニ ウ ム酸 化 物 な ど と表 現 され て い る。

化 合物 検 索 を 行 う場 合,こ れ らの表 現 を そ の ま ま使 用 す る と検 索 式 が 著 し く長 くな り,

また,検 索 もれ の 可 能 性 も大 き くな る。 従 って化 合 物 検 索 の た め に作 成 した化 合 物 名 称

変 換 記 号表 で は,例 え ば,上 記 の アル ミナの 場合 はAl酸 化 物 と い う表 現 を用 い る こ と

に した。例 え ば,Al酸 化 物 を 検索 す る場 合 は,変 換記 号"AAO"を 用 い る。 化 合物

名 称 変 換 記 号 表 は,A-HYOか らZ-HYOま で で 構 成 さ れ て お り,そ れ ぞ れ の 表 は

記 号 フ ィール ドと化合 物 名 称 フ ィール ドか らな って い る。 検 索 の場 合 は上 記 の例 の如 く

記 号 は3桁 で使 用 す るが,デ ー タ更新 時 な ど の デ ー タ処 理 を容 易 に す るた め,化 合物 名
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称変 換記号表の記号は各 表 と も2桁 で表現 した。

16.3.3デ ー タベ ー ス 構 築

(1)収 録 デ ー タ項 目 と収 録 法

公 開 ・公告 の 区別,特 許 番 号(公 開 ・公 告),特 許 請 求 範 囲項 目番 号,特 許 日(公 開

・公 告) ,出 願 人,出 願 日,発 明 の 名 称,添 加化 合 物 の 名 称 お よ び成 分 添加 範 囲 を収 録

した。

① 公 開 ・公 告 の 区 別

公 開特 許 公 報 は特 開昭,公 告 特 許 公 報 は特 公 昭 と し,そ れ ぞ れ記 号A,Bを 並 記 し

た 。

② 特許 番 号(公 開,公 告)

例 え ば,S60-11255な ど と表 示 し,左 づ め で 入 力 した。

③ 特 許 請 求 範 囲項 目番 号 は,2桁 で 表 示 した。

④ 特 許 年 月 日(公 開,公 告)お よ び 出願 日

例 え ば,S60-11-12な ど と表 示 し,左 づ め で 入 力 した 。

⑤ 出願 人

例 え ば,株 式会 社 神 戸 製 鋼 所 は神 戸 製 鋼 所 と し,株 式 会 社 を省 略 し,そ の他 は 公 報

記 載 どお り と した 。(共 同 出願 の場 合 もす べ て収 録 した 。)

た だ し,外 国 出願 人 で 非 常 に 長 い もの は一 部省 略 した 。

尚,出 願 人 に つ い て は,デ ー タ入 力 と検 索 を容 易 に す るた め にPATOLISの 出願

人 コー ドとは別 に 出願 人 コ ー ドを 設 定 した。

⑥ 発 明 の名 称 は公 報 記 載 の と お り と した 。

⑦ 添 加 化合 物 の名 称

公 報記 載 の とお り と した 。 た だ し,添 加 化合 物 の種 類 が 著 し く多 い場 合,例 え ば,

IVa,Va,Vla族 の元 素 お よ び そ れ らの 酸 化物,窒 化物,炭 化物 の 場 合,Me,Me酸

化 物,Me窒 化 物,Me炭 化 物,Me=Ti,Zr,Hf,V,Nb,Ta,Cr,Mo,W

な ど と表現 した。 こ れ に よ り,デ ィス クの記 憶 容 量 を 節 約 し,出 力 様 式 を コ ンパ ク ト

に した。

⑧ 成 分 添加 範 囲

モル%はM,体 積%はV,反 応 前 の 原 料 組 成%はBな ど と添 加 成 分 数 値 範 囲 に記 号

を 付 けた。 重 量%は 記 号 を付 けな い こ と に した。 例 え ば,モ ル%で1～5%は1～5
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Mと した。

② フ ァイル 構造

Sic系 フ ァイ ンセ ラ ミック ス成 分 特 許 デ ー タベ ー スは 特 許 書 誌 事 項 に 関 す る フ ァイル,

Sic1Bと,添 加 化 合 物 の 名 称 お よ び成 分 添 加 範 囲 を収 録 した フ ァイ ル,Sic2Bか ら

構 成 され て い る。

フ ィー ル ド名 で,NO,PATNO,SHUCD,SHUNINCDに つ い て は フ ァイ

ルSiClB,Sic2Bと も に収 録 して い る 。 これ は,フ ァイ ル の 結 合 処 理 に よ り収 録

した もの で あ り,デ ィス クの記 憶容 量 を 著 し く増 大 させ な い 項 目を 選 定 し,フ ァイ ルS

ic1Bの 検 索 結 果 か ら フ ァイ ルSic2Bの 検 索 を実 施す るた め に収 録 した。

公 開 ・公 告 の 区別 で あ るSHUMS(特 開 昭,特 公 昭)は,SHUCD(A,B)の デ ー

タを 変 換 す る こ とに よ り収 録 した 。

出願 人 名 称 で あ るSHUNINMSはSHUNICD(出 願 人 コ ー ド)の デ ー タ を 変 換 す

る こ と に よ り収 録 した。

な お,フ ァイルSiC2BのSEB9お よ びSEB10に つ い て は46桁 と し,化 合 物 名 称

の 長 い もの に対 応 す る よ うに した。

(3)デ ー タ シー ト作 成

成 分 特 許 表 の デ ータ を正 確 に イ ンプ ッ トで き る よ うに,2種 の デ ー タ シー トを作 成 し

た 。 デ ー タ シー ト様 式1は 特 許 書 誌 事 項 フ ァイ ル に デ ー タ入 力 す るた め の もので あ り,

デ ー タ シ ー ト様 式2は 成 分 特 許 数 値情 報 フ ァイル に デ ー タ 入 力 す る た め の もの で あ る。

(4)デ ー タ入 力

デ ー タベ ー ス ソ フ トd-BASE皿 を使 用 して デ ー タ入 力 を 行 った。

(5)デ ー タ処 理

デ ー タベ ー ス ソ フ トd-BASE皿 を使 用 し,下 記 手 順 に よ りデ ー タ処 理 を 行 った 。
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USEB:SIC1 特 許 書 誌 事 項
フ ァ イ ル の ソ ー トSORTONNOTOC

:SICIA(
フ ァ イ ル 結 合 の た め)OUIT

、/

USEB:SIC2 成 分 特 許 数 値 情 報 フ
ァ イ ル の ソ ー トSORTONNOTOC

:SIC2A(
フ ァ イ ル 結 合 の た め)QUIT

、!

USEB:SICIA

DOCOD3

REPLACEALLSHUHSWITH'特 開 昭"FORSHUCD・"バ

REPLACEALLSHUHSWITH卸 特 公 昭"FORSHUCD・"B"

COPYTOB:SICIB出 願 人 コー ド変 換(COD3)及 び

OUIT公 開 ・公告 区別記 号変換

(書 誌事 項 ファイルデ ータ処理完了)

!

USEB:SICIB

COPYTOB:SICICFIELDSNO,PATNO,SHUCD,SHUNINCD

QUITフ ィ ー ル ド名 、NO、PATNO、SHUCD

'SHUNINCDをSICICフ ァ イ ル に コ ピ ー

、!

USEB:SIC2A

SELECTSECONDARY成 分 特 許 数 値 情 報 フ ァイル と

USEB:SICICSICICフ ァ イル を 結 合処 理

SELECTPRIHARY(成 分 特 許 数 値 情 報 ファイ1処理 完 了)

JOINTOC:SIC2BFORP.NOニS.NO

QUIT
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)

16.4検 索 例

d-BASE旺 を 使 用 して 入 力 した デ ー タの 検 索 ソフ トと して は数 社 よ り発売 され て い る が,今

回 は,㈱ ユ ー ザ ー ズ ソ フ ト社 のdREPORTGENERATORを 使 用 して,SiC系 フ ァイ ンセ

ラ ミ ック スの 成 分 特 許 デ ー タ ベ ー ス に つ い て,各 種 検 索 を実 施 した。(詳 細 は報 告 書 を参 照)

16.4.1一 般検 索 例

(1)フ ァイルSICIBで 出願 人 コ ー ドKo5の もの を 検 索 した。SiC系 フ ァイ ン セ ラ ミ

ックス の 成 分 特許 に っ いて は,神 戸 製 鋼 所 か ら2件 出 願 され 公 開 され て い る こ とが 判 る。

そ の2件 の 特許 の 内 容 につ いて,フ ァイ ルSIC2Bで フ ィール ド名,NOに よ り検

索 を実 施 した。

フ ァイ ルSICIBお よ び フ ァイルSIC2Bの 検 索 に要 した 時 間 は,合 計 で約5分 で

あ った。

(2)フ ァ.イルSICIBで,フ ィール ド間 のAND条 件,OR条 件 を用 い た 検 索 を 実 施 した 。

検 索 条 件 は,特 許 日が 昭 和62年1月 以 降 で,出 願 人 コ ー ドがKO5ま た はSO6の もの で

あ る。

(3)フ ァイルSICIBで,完 全 指 定 部 分 一 致 の検 索 を実 施 した 。検 索 条 件 は発 明 の 名 称

の 中 で4桁 目か ら2桁 に"炭"と い う字 を含 ん で い る もの で あ る。

(4}フ ァイルSICIBで4っ の条 件 を指 定 した検 索 を実 施 した。 検 索 条 件 は,特 許 日が

昭和62年1月 以 降 で,発 明 の名 称 の 中 に"誘 電"と"炭 化"と"絶 縁"と い う単 語 を 同

時 に含 ん で い る もの で あ る。

(5)フ ァイ ルSIC2Bの フ ィー ル ド名,SEBIま た はSEB2ま た はSEB3の 中 に"ア

ル ミナ"と い う単 語 を 含 ん で い る特 許 の検 索 を 実 施 した 。 その検 索 に 要 した 時 間 は約2

分 で あ った。 な お,"ア ル ミナ"を 含 む レコ ー ドNOの もの の み が検 索 さ れ た が,特 許

の 内 容 を 調 査 す る場 合 は,フ ィール ド名,NOに よ り検 索 す る こ とに よ り数 分 で そ の 内

容 を 知 る こ とが で き る。

θ

16.4.2化 合 物 検 索 例

(1)化 合物 検 索 例1、

検 索 条 件,BAG(B炭 化 物)ま たはBAF(B酸 化物)ま た はTBE(Ti棚 化物)

を含 む特 許 は特 許 請 求 範 囲 項 目数 で238件 で あ った。 更 にZAQ(Zr棚 化 物)お よ び

MAD(Mg酸 化 物)を 同 時 に含 む 特 許 に つ いて は,特 許 請 求範 囲項 目数 で6件,特 許
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件 数 で4件 で あ った 。更 にFAA(Fe)を 同 時 に含 む 特 許 は特 許 請 求 範 囲 項 目数 で4件,

特許 件 数 で2件 で あ った。 その 内 で,昭 和56年 以 降 の 特 許 につ いて は,特 許 請 求 範 囲 項

目数 で2件,特 許 件数 で1件 で あ った。 ま た,そ の 内 容 につ いて 調 査 す る た め フ ァイル

SIC2Bで 検 索 を 実施 した 。 フ ァ イルSICIBお よ び フ ァイルSIC2Bの 検 索 に要 し

た時 間 は合 計 で 約5分 で あ った 。

② 化 合 物 検 索 例2.

検 索 条 件,CAA(炭 素)と,BAO(Be)ま た はBAP(Be化 合物)ま た はBAQ

(Be珪 化 物)ま た はBAR(Be酸 化物)ま た はBAS(Be硝 酸 化物)ま た はBAT(Be

酢酸 化物)ま た はBAU(Be水 酸 化物)ま た はBAV(Be炭 化 物)ま た はBAW(Be炭

酸 化 物)ま た はBAX(Be炭 酸 水素 化 物)ま た はBAY(Be窒 化 物)ま た はBAZ(Be

硫 酸 化物)を 含 む特 許 は特 許 請 求 範 囲 項 目数 で89件 で あ った。 更 にSAV(Si窒 化 物)

お よ びZAA(Zn)を 同 時 に含 む特 許 は特 許 請 求 範 囲 項 目数 で2件,特 許 件 数 で1件 で

あ った 。 ま た,そ の 内 容 にっ い て調 査 す るた め フ ァイ ルSIC2Bで 検 索 を実 施 した 。

㈲ 化 合 物 検 索 例3.

検 索 条 件,CAA(炭 素)とAAH(Al)と,BAA(B)ま た はBAB(B化 合 物)ま た

はBAC(B珪 化物)ま た はBAD(B珪 酸 化 物)ま た はBAE(B合 金)ま た はBAF(B

酸 化物)ま た はBAG(B炭 化 物)ま た はBAH(B窒 化 物)ま た はBAI(B燐 化 物)を

含 む 特 許 は特 許 請 求 範 囲項 目数 で89件 で あ った 。 更 にAAU(Al炭 化 物)を 同 時 に含 む

特 許 は特 許 請 求 範 囲項 目数 で5件,特 許 件 数 で3件 で あ った 。更 にAAO(Al酸 化 物)

を 同 時 に含 む 特 許 は1件 で あ った。 ま た そ の 内 容 に つ い て調 査 す るた め フ ァイルSIC

2Bで 検 索 を 実施 した。 フ ァイ ルSICIBの 検 索 に要 した 時 間 は約2分 で,フ ァイルS

IC2Bの 検 索 に要 した 時 間 は 約6分 で あ った 。

ζ

16.5本 デ ー タ ベ ー ス利 用 の 効 果

(1)SiC系 フ ァイ ンセ ラ ミ ック スの 成 分特 許 に つ い て は,特 許 件 数 お よ び添 加 化 合物 の 組 合 せ

に よ る特 許 出願 が 多 く,特 許 公報 の 調 査 ・作 表 の み で は,現 在,研 究 開 発 中 ま た は着 手 予 定 の

テ ーマ が特 許 侵 害 を して い るか否 か の調 査 が 極 め て 困 難 で あ る が,本 デ ー タベ ー スを 活 用 す る

こ とに よ りSiC系 フ ァイ ンセ ラ ミッ クス 成 分特 許 の 調 査 が精 度 よ く容 易 にか っ 迅 速 にで き る。～
(2)SIC系 フ ァイ ン セ ラ ミ ック スの 研 究 開 発 を 実 施 す る場 合,焼 結 助 剤 な どの 化 合 物 を添 加 し,

各 種 の 製 法 で 実験 を行 う こ とが 多 い。 他 社特 許 を 侵 害 して い る組 成 で 実験 を行 った 場 合 に は膨

一124一



大 な費用 と時間の無 駄にな る。実験 を行 う場合,製 法につ いて は開発 の狙 いの変 更 を行 うこと

が比較 的容易であ るが,成 分 につ いては開発の狙 いの変更 に伴 い原料配合 の変 更が必要で あ り

それまでの実験 が無 駄 になる。本 デー タベ ースを活用する ことによ り,こ のよ うな無駄 を避 け

る ことがで き,研 究開発の効率化 に大 き く寄与で きるもので ある。

16.6今 後 の 課 題 と 展 望

(1)エ ン ジニ ア リ ング フ ァイ ンセ ラ ミッ クス は,SiN系,Sic系 お よ び ジル コ ニ ア系 が主 要 な

もの で あ る。SiN系 お よ びSic系 の成 分 特 許 デ ー タベ ー ス 構築 は完 了 した の で,ジ ル コニ ア

系 に つ いて も成 分 特 許 デ ー タ ベ ー ス を 構築 す る こ と。

② フ ァイ ンセ ラ ミック ス にっ い て は添 加 成 分 のみ で な く製法 につ い て も研 究 開 発 が 盛 ん で あ り,

上 記3品 種 の 製 法 特 許 デ ー タ ベ ー ス を構 築 し,エ ン ジニ ア リ ング フ ァ イ ンセ ラ ミッ クス特 許 デ

ー タベ ー ス と して 集 大 成 す る こと。

㈲ ファイ ンセ ラ ミックスにっいて は通商産業省 の次 世 代 産業 大 型 プ ロ ジ ェ ク トテ ー マ に も指定 さ れ

て お り,将 来 と も長 期 に わた って研 究 開発 が継 続 され るテ ーマで あ り,参 加 企 業 数 も多 く,本

デ ー タベ ー ス は広 く活 用 され る もの と考 え られ る。
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17化 審法既存化 学物質 リス トの

データベースの構 築
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17.化 審 法 既 存 化 学 物 質 リ ス トの デ ー タ ベ ー ス の 構 築

17.1構 築 の 目 的 と 背 景

PCB等 の問題を契機 と して環境 を通 じて の人 の健康 に対す る悪影 響を防止す るため,昭 和48

年10月16日 付で 「化学物質 の審査及 び製造等 の規制 に関する法律」(通 称,化 審法)が 世界 に先

がけて公布 され,新 た に化学物質を製造 また は輸入 しよ うとする場合,事 前 に所定の試験 データ

とと もに国に届 けて安全性 の確認を受 けなければ な らないとす る,い わゆ る 「事前審査 制度」が

確立 され た。

本 法公布 の際,現 に業 と して製造 または輸 入されていた物質 は事前 審査の対象 とな らない。 そ

して,こ れ らの物質は官報 に公示 され 「既存化学物質名簿」 と してま とめ られてい る。 また本法

施行 後,審 査を受 け安 全性が確認 された化学物質 は毎年数回官報 にいわ ゆる 「白」告示物質 と し

て公示 されてい る。 これ らの物質 は先 の既存化学物質に対 して 「新規 化学物質」 と称 され,リ ス

トア ップされてま とめ られ ている。既存化学物質名簿中の化学物質 の数 は,固 定 されて増加 する

ことはな いが,新 規化学物 質 として リス トア ップされ る物質の数 は官 報 に公示 され る毎 に増加す

る。

既存 化学物 質名簿 には約20,000の 物質名 が記載 されて いる。 また新規化学物質 として,こ れ

までに リス トアップされた物質数 は約3,000物 質 に達 し,従 来 は毎年 約300以 上の物質 が新 たに

加えられている。 これ らの物質名簿は通商産業省 の監修の もとに整理 され 冊子体 として刊行 されて い

る。

この冊 子体には既存 化学物質 と して約20,000の 物 質名称が記載 されて いるが,一 つ の化合物

を表 わす名称だけでな く,多 数 の種類 の化合物 を表わす,多 重表現化 合物 の名称(我 々は この よ

うな物 質を"総 称名物 質"と 定義す る)も 含 まれて おり実質的 には数 百万の単一化合 物を含んで

い るとい って よい。

冊 子体に記載 されて いるデータは,日 本語 の名称,簡 単 な構造分類 と官報公示整理番号 のみで

あ り,冊 子体 中の 目的 とす る物質 を検索 するには,慣 れた人が行 って もか な りの時間 を必要 と し

てい る。

一方 ,海 外 の米国,EC諸 国で も化審法 に相 当す る法律が その後制 定 され,既 存化学物質名簿

が作 成 されてい る。 これ らの名簿で は,物 質名称 に加えて,化 合物 を同定す るために国際的 に使

用 されてい るChemicalAbstracts(CAS)登 録番号,分 子式が記載 され,更 に検索 に便利 な

よ うに編 集の上,収 載 され ている。 またデー タベ ース も作成 されて い る。従 って海外 か らも日本
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の 名 簿 に 分子 式,CAS登 録 番 号 を 付 与 す る こ とが 強 く要 望 され て い る。 またEC委 員 会 の 既 存

化 学 物 質 名簿 作 成 当事 者 か らも要 望 が 出 され て い る状 況 で あ る。

ま た,昭 和60年 に実 施 した168社 に対 す る ア ンケ ー ト調 査 で,本 デ ー タ ベ ー ス構 築 へ の要 望 が

強 く示 されて いた 。 即 ち,冊 子 体 の 「既 存 化 学 物 質 名 簿 」 の 使 用 頻 度 は年 間1万 件 あ り,利 用 目

的 は 届 出 に使 う(36%),研 究 開 発 の段 階 で 検 討 す る(58%),と い う傾 向 にあ った 。 そ して そ

の大 半 が デー タ ベ ース が 完成 した 時 点 で 利 用 した い と して い る。

上 記 の よ うな背景 か ら,本 デ ー タベ ー スの ニ ー ズ は高 い と判 断 し,昭 和60年 度 よ り,構 築 に着

手 した 。

な お,本 デ ー タ ベ ー スで は,「 既 存 化 学 物 質 名 簿(約2万 件 固 定)と 「新 規"白"告 示 物 質 名

簿 」(約3千 件 毎 年追 加)と を 合 せ た もの を 構築 した。 そ して,両 者 を 合 せ た もの を 「既存 化学

物 質 リス ト」 と称 した。

17.2予 想 さ れ る 効 果

(1}化 審法届 出の要否の判断が容 易

② 新素材等の開発計画 に寄与

(3)安 全性試験結果 と物質情報(分 子 式)の 相 関

(4)海 外か らの調査 の要 望に対応

(5)CAS登 録番号 の調査 が可能

17.3本 デ ー タ ベ ー ス構 築 の 基 本 方 針

(1)通 常 の 化学 的知 識 が あ れ ば 利 用 出 来 る

② 検 索 モ レが 無 いよ うに 設 計

③ 分 子 式 の 検 索 で は部 分 検 索 も出来 る

(4)構 造 式 検 索 は行 わな い

(5)CAS登 録 番 号 を付 与 す る

(6)海 外 か らの利 用 も可 能 とす る

(7}維 持,運 用 コス トの経 済 性 を考 慮

⑧ 既 存 デ ー タ ベ ース マ ネ ー ジ メ ン トシス テ ムを 利用

一128一

/



17.4構 築 経 過

本 デ ー タ ベ ース は,図17-1の よ う な経過 で 構 築 され る。 この う ち,各 年 度 に お け る構 築 内容

は次 の とお りで あ る。

昭和60年 度

-
⊥

2

0
0

シ ス テ ム基 本 設 計

物 質 名(日 本 語)フ ァイ ル

物 質 名(英 語)フ ァ イル

昭和61年 度

-
⊥

9
匂

3

シ ス テ ム 詳 細 設 計

プ ロ グ ラ ム ・ コ ー デ ィ ン グ

2,800物 質 の デ ー タ ベ ー ス の 構 築

本 年 度 は,(1)物 質 名(カ タ カ ナ)フ ァ イ ル を 完 成 さ せ る と と も に,2,800物 質 デ ー タ ベ ー ス の

検 索 テ ス トを く りか え し,問 題 点 を シス テ ム担 当者(NTT)と と もに解 決 した。

そ して,本 年 度 まで に調 査完 了 した デ ー タをパ ンチ 入力 し,昭 和63年 度 か らの 一 般 公 開準 備 に

と りか か って い る。

17.5今 後 の 課 題 と 展 望

本 デ ータ ベ ース の 構 築 は,昭 和60年 度 か ら開 始 され,昭 和62年 度 で 完 成,終 了 した。

構 築 完 了後 に お け る運 営 方 式 お よ び サ ー ビス形 態 等 を 調査 す る た め,昭 和62年7月,こ の 分 野

の権 威 者 お よ び(社)JETOC(社 団 法 人 日本 化 学 物 質 安 全 ・情 報 セ ンタ ー)有 志 会 員 の社 内専 門

家 か ら成 る ワ ー キ ング グル ープ(WG)を 結 成 し,種 々 の角度 か ら検 討 した。

ま た,こ のWG検 討 会 の 中 で は,期 間 中 に実 施 した ア ンケ ー ト調 査(201社 回 答)の 結果 に も

とづ き,需 要 予 測,公 開方 法,公 開方 針 な ど を検 討 した。

そ の 結 果,以 下 の よ うに,本 デ ー タベ ース の運 営 を行 う こと とな った 。

(1)63年10月 よ り64年3月 ま で を試 行 期 間 と し,セ ンタ ーが問 い 合 わ せ を 受 けて オ ン ライ ン検 索

結 果 を回 答 す る。 併 せ て オ ン ライ ン検 索 サ ー ビス開 始 の準 備 を 進 め る。

(2)64年4月 よ りオ ン ライ ンサ ー ビス を 開始 す る。

(3)当 分 の 間,(営 業 収 支 の見 通 し等 の つ くまで)印 刷 物,テ ー プ等 の 販売 形 で の 提 供 は行 わ な
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(4)料 金 は,会 員,非 会 員 の2本 建 て とす る。

(5)2,3,4,5類 を 優 先 して 公 開 し,続 いて6

(6}新 規 物 質 の 入力 も行 い,同 時 に サ ー ビスす る。

,7類 を 公 開 す る。

尚,一 般 公 開 時 に お け るJETOCとNTTお よ び利 用 者 との 関 係 は,図17-2の とお りで あ る。

デ ータベ ースの爽 施に 関す る協議

DEMOS利 用 契 約

る
隅

こ
ー

ハつ
化 癖 法

呪 η1じ デ物 質

リ ス ト

フ 一 夕ベ ー ス

利 川 者

」

"ノ
こa

4

る

図17-2JETOCとNTTお よ び 利 用者 との 関 係
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例実の索検

分子式か ら(1)

87-08-28RET2開 始***

JETOCサ ー ビ ス 提 供 著 名 は?
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18地 熱資源利用基本データベースの構 築調査

財 団法人 新 エネルギー財団





18.地 熱 資 源 利 用 基 本 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 調 査

18.1調 査 の 目 的

わが国 にお いて,地 熱 エネルギー資 源は温泉や火 山を通 して広 く人 々 に知 られて い る。 また,

国 の政策 として も各種地熱 資源調査,技 術開発を通 して,そ の利用 ・活 用の促進が図 られて い る

が,地 熱 エネルギー資源 の有効利用 とい う点 ではその特性が十分に発揮 され るところまで は至 っ

て いない。地熱 エネル ギー資源 の最適利 用を推進 してい くためには,各 利 用者が その特性 を十分

に理解 して プロ ジェク トを進 め る他,地 方 自治体,学 校,報 道機 関等 に対 して も広 くその特性,

有効性,利 用方法を啓蒙 してい くことが 必要で ある。

本調 査研 究 は,関 係各 官 庁,地 方 自治 体,新 規参入計画者,研 究機関等 が使 い易 い地熱資源利

用に着 目 した データベ ースの研 究 ・開発 を行 い,地 熱 エネルギ ー資源 の利用促 進に資 することを

目的 と して行 われた。

18.2調 査 の 方 法

本 調 査 研 究 は新 エネ ル ギ ー 財団 が,学 識 経 験 者,関 係事業 者 等 か らな る 「地 熱 資 源 利 用 基 本 デ

ー タベ ース 構 築検 討委 員 会 」 を設 置 し ,そ の協 力 の 下 に行 った。

文 献 調 査(財 団所 有 の 文 献 他)お よ び各 検 討 委 員 の 質 問 票 によ る意 見聴 取 等 に よ り基 礎 的 な次

に あ げ る調 査 を 実 施 した 。

(1)デ ー タ ベ ー ス構 築 の ニ ーズ調 査

地熱 資 源 利用 デー タ ベ ー スの 構 築 に 関す る ニ ー ズ に関 して各 委 員(地 熱 資 源 利 用 基 本 デ ー タ

ベ ース構 築検 討委 員)に 対 し,質 問 票 にて 調 査 した 。

② 国 内外 に お け る地 熱 関 係 デ ー タ ベ ー ス の所 在 調 査

国 内 お よ び 国外 の デ ー タ ベ ー ス に関 して 文 献 な ど によ り調 査 を 実 施 した。

(3)デ ー タの 所在 調 査

質 問 票 お よ び文 献 調 査 に よ り地 熱 資 源 利 用 デ ー タ ベ ースの デ ー タ ソ ー ス とな る文 献 の所 在 を

調 査 した 。 ま た,未 公 開 事 例 デ ー タ にっ いて,そ の デ ータ ベ ー ス へ の 取 入 れ 方 お よ び取 扱 い に

関 して 検 討 を行 った。

(4)デ ー タ の分 類 ・整 理 方 式 の 検 討,要 素 抽 出

質 問 票 お よ び文 献 に よ り調 査 し,地 熱 資 源 利 用 デ ー タベ ース に 適 した 分類 ・整 理 方 式 を策 定
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した。

要 素 の抽 出 につ い て も質 問票 お よ び文 献 に よ り調 査 し,事 例 別 に 「地 熱 資 源利 用 デ ー タベ ー

ス」 に必 要 な要 素 を 抽 出 網羅 した 。 この 中か ら利 用 頻 度,重 要 度 等 を考 慮 して 入力 対 象項 目を

絞 り込 んで選 定 し,「 地 熱 資 源利 用基 本 デ ー タ ベ ー ス」 の 項 目 と した。

(5)入 力 ・検 索 方 式 の検 討

デ ー タの準 備,入 力 作 業 お よ び検 索 作 業 にっ い て の 各 方 法 を 検 討 し,実 施 に 当 た って の留 意

点 の 整 理 を行 った。

18.3調 査 の 成 果

これ らの基 礎 的 調 査 を通 じ,次 の よ うな成 果 が 得 られ た。

(1)デ ー タベ ース 構築 の ニ ーズ 調査

地 熱 資源 利 用 デ ー タ ベ ー ス の ニ ーズ と して,デ ー タ に対 す る もの と デ ー タベ ース機 能 に対 す

る もの が あ る こ とが 分 か り,そ れ ぞ れ の 内 容 は次 の と お りで あ る。

1)デ ータ に対 す る ニ ーズ

① 地 熱 資 源 利 用 事 例 に関 す る もの

・利用 施 設 の所 在 地,諸 元,設 計 の技 術 基準,建 設 費 等

・利 用 施 設 の 利 用 状 況

・利 用 地 の 自然 環 境(気 温,降 水 量,地 形 等)

・利 用 地 の 経 済 環 境(水 道 料 金,電 力料 金,燃 料 価 格 等)

・利 用 地 の社 会 環 境(法 規 制,人 口密 度,産 業 構 造 等)

・利 用 施 設 の使 用 地 熱 流 体 性 状(地 熱 熱 水 お よ び地 熱 蒸 気 の 噴 出量,化 学 成 分 等)

② 地 熱 坑 井,温 泉 の 位 置,性 状

・所 在 地 ,湧 出量,化 学 成 分 等

③ そ の他

・地熱 探 査 ・開 発 に 関す る もの

2)デ ー タベ ー ス機 能 に関 す る ニ ーズ

① 地熱 資 源 利 用 関 係 の資 料 の網 羅

② キ ー ワ ー ドに よ る容 易 な検 索

③ デ ー タの更 新,追 加 に よ る最 新 デ ータ の入 手

④ 石油 代 替 効 果 の算 定
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⑤ 統 計処 理 機 能

⑥ 図 形 ・グ ラ フ処 理 機能

⑦ 通 信 ネ ッ トワ ー ク化

以 上 の よ うに,地 熱 資 源 利 用事 例 デ ー タの 他,地 熱 資 源 量 や 地 熱 資 源 探 査 な ど に 関 す る デ ー

タ な ど多 岐 多用 の ニ ーズ が あ る こ とが 分 った 。 しか し,す べ て の 要 望 に答 え られ る デ ー タ ベ ー

スを 構 築 す る こ とは 現 実 的 には 難 し く,意 見 の 集 中 した ニ ー ズ に絞 り,デ ー タ ベ ース 化 しよ う

と い う方 針 が確 認 さ れ,地 熱 資 源 利 用 デ ー タベ ース の 入 力 対 象 は,地 熱 熱 水 お よ び 地 熱 蒸 気 を

利 用 す る過 程 で 得 られ る次 の 項 目の 情 報 とす る こ と とな った 。

① 地 熱 流体 に関 す る もの

地 熱 熱 水 お よ び 地 熱 蒸 気 の 噴 出量(湧 出 量),温 度 等 の 物 性 お よ び化 学 成 分 等

② 利 用事 例 に 関 す る もの

利 用 施設:採 取 ・輸 送 ・利 用 ・熱 交 換 等 施 設 の諸 元 ・特 性 ・材 質 ・建 設 費 等

利 用 状 況:用 途 別 の利 用 温 度,稼 働 率,経 費,利 用 料 金 等

③ 利 用 地 に 関 す る もの

自然 環境:気 象(気 温,降 水 量(降 雪 量)),地 形 等

経 済 環 境:公 共 料 金.(水 道 料 金,電 力 料 金)エ ネ ル ギ ー消 費量 等

社 会 環 境:法 規 制,人 口密 度,産 業 構 造 等

④ 関 連 す る もの

研 究 成 果:既 刊 行 物,報 告 書,雑 誌 等 に発 表 さ れ た地 熱 資 源 利 用 に役 立 つ 成 果

そ の 他:補 助 制 度,一 般 情 報 等

② 国 内 外 に お け る地 熱 関 係 デ ー タベ ー スの 所在 調 査

地 熱 関 係 の デ ー タベ ー スは 国 内 で はSIGMA(SystemforInteractiveGeothermal

MappingandAssessment),ア メ リカ にお い て はEDB(EnergyDataBase)な どとい

った 地 熱 資 源 の探 査 デ ー タや 技 術情 報 な ど に関 す る もの はあ るが,地 熱 資 源 利 用 に 着 目 した デ

ー タ ベ ー ス は な い こ とが 分 か った 。

(3)デ ー タの所 在調 査

地 熱 資 源利 用 デ ー タベ ー ス の デ ー タ ソー ス と して の,地 熱 資 源 利 用 に関 す る報 告 書,研 究 所

報 告,大 学 紀 要,学 会 誌 な ど約300文 献 の 所 在 お よ び現 地 の 事 例 デ ー タの 収 集 方 法 につ い て 整

理 がで きた。

(4)デ ー タ の 分 類 ・整 理 方 式 の検 討,要 素 抽 出

デ ー タの 分類 ・整 理 の 方 針が 決 ま り,事 業 内容,熱 水 成 分,利 用 規 模,利 用 施 設,利 用 内容,
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運 用 実 績,コ ス ト,文 献 な ど に 関 す る約500項 目の要 素 の 抽 出 が で きた。

(5)入 力 ・検 索 方 式 の検 討

入 力 を 行 う場 合 の 要 因 の 解 析,稼 働 率 の取 扱 い,デ ー タ の質 と量,供 給 熱 量 ・利 用熱 量 お よ

び代 替 熱量 の 関 係,供 給 施 設 と利 用 施 設 別 入 力,使 用 ソ フ ト,デ ー タ ベ ー ス マ ネ ジ メ ン トシス

テ ム な どに 関 す る留意 点 お よ び 検 索 を 行 う場 合 の 要 因 の 解 析,検 索 方 法 の 選 択,使 用 ソ フ ト,

機 密 保 護,グ ラ フ表示 の有 無 な どに 関 す る留 意 点 の整 理 が で きた 。

18.4課 題 と 展 望

デー タベ ース構築の ニーズ調査,国 内外 におけ る地熱関係 デ ータベ ースの所在 調査,デ ータの

所在調査,デ ータの分類 ・整理方式の検討,要 素の抽出お よび入力検 索方 式の検 討を実 施 し,「

地熱資源利用 デー タベ ース」 構築の方 向付 け とデータベース構築 に関す る基礎 的考察 を行 った。

この結果 と して,地 熱資源利 用 データベース構築 のための基本的合意 とその実現の手順(図 ユ8

-1)が 得 られ た外 ,入 力対象 の明確 化,文 献所在 リス ト,要 素抽 出表の作成 および入 力 ・検索

方式検討 上の留意点の整理 を行 うことがで きた。

今後,こ れ らの成果 を引継 いで,入 力 ・検索 につ いて の細 部検 討 と,他 のデータベース との相

互乗入れ を含 む運用方 式の基礎調査 を行 うこととなる。

熱水利用 に着 目 した データベースの ニ ーズ と今回 の基礎 的考 察を通 じ,次 の波及効果が期待 さ

れ,地 熱資源 利用の計 画の促進 に役立つ ものがで きるとの確 信を得たので,そ の実現 に向 って努

力 して行 きたい。

① 地熱 資源利 用計 画の経 済性を含め た策定を容易,迅 速,精 度 高 く実施で きる。

② 需 要量 に対 し過大 な地 熱資源利用 の計 画を抑制で きる。

③ 地熱資 源利 用の普及 ・啓 蒙 に役立 つ。
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地 熱 資 源 利 用 デ ー タ

の蓄 積

第
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来
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計

㌣

⊥

地 熱 資 源 利 用 デ ー タ ベ ー ス

構 築 の ニ ー ズ

本

利 用 法 効 果 の 評 価

B事 業 化 計 画 作 成

OA機 器 の 普 及

報 化

:本 格的な デ ータベ ースを構

築す るた めの費用負担お よ

び運用の 費用負担 計画を作

成す る。

DBの 拡 張,NETWORK

参 入 を行 う。

(注)基 本DB:地 熱 資 源 利 用 基 本 デ ー タ ベ ー ス

DB:地 熱 資 源 利 用 デ ー タ ベ ー ス

OA:オ フ ィス オ ー トメ ー シ ョ ン

図18-1地 熱 資 源 利 用 デ ー タベ ー ス実 現 の 手 順
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19省 エネルギー技術 に関する

データベース構 築の調 査研 究

財 団 法 人 省 エネル ギーセ ンター





19.省 エ ネ ル ギ ー 技 術 に 関 す る デ ー タ ベ ー ス構 築 の 調 査 研 究

19.1背 景

脆 弱 なエ ネ ル ギ ー供 給 構 造 を有 す る わ が国 が,今 後 と も経 済 の持 続 的 成長,国 民 生 活 の安 定 ・

向上 を 図 って い くた め に は,柔 軟 か つ 強靱 な エネ ル ギ ー需給 体 制 を 形 成 す る ことが 必 要 で あ る。

この た め石 油 代替 エ ネ ル ギ ーの 開 発 導 入 な どの供 給 面 は も とよ り,需 要 面 に お け る実 効 性 の あ る

省 エ ネ ル ギ ー対 策 を 引 き 続 き推 進 して い く必 要 が あ る。

これ ま で 着 実 に推 進 して きた 省 エ ネ ル ギ ー政 策 を,よ り一 層 推 し進 め るため に は,産 業 部 門 を

始 め,民 生,輸 送 部 門 とい う各 分 野 に対 し,そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に合 っ た きめ の 細 か い省 エ ネル ギ

ー対 策 が必 要 で あ り ,こ の た め には 先 進 的 な省 エ ネ ル ギ ー技 術 か ら身 近 な省 エ ネル ギ ー機 器 に至

る まで 幅 広 い技 術 情 報 を著 積 し,そ れ ぞ れ の ニ ーズ に応 じた 情 報 の 選 択 が 可能 とな る デ ー タベ ー

スが 不 可 欠 で あ る。

また,発 展 途 上 国 か らの 省 エ ネル ギ ー協 力要 請 に対 し,わ が 国 の 省 エ ネル ギ ー技 術 の発 展 に よ

り得 られ た 成 果 を 提 供 し協 力 して い く とい う国際 的 な 責務 もあ り,そ の た め に も国 内 の省 エ ネ ル

ギ ー技 術 の デ ー タベ ー ス化 が必 要 で あ る。

この た め,こ れ ま で 省 エ ネ ル ギ ー の 技 術,知 識 の 普 及 ・促 進 に 努 め て きた(財)省 エ ネ ル ギ ーセ

ン タ ーに お い て省 エ ネ ル ギ ー技 術 に関 す る デ ー タベ ース 構築 の 調 査 研 究 を行 うこ と に な り,3回

に わ た る委 員 会 お よ び ワー キ ング グル ー プ8回 を 開 催 し,検 討 を行 っ た。

19.2省 エ ネ ル ギ ー セ ン タ ー の 情 報 サ ー ビ ス 活 動 の 問 題 点

情 報 サ ー ビス活 動 の 問 題 点 を 次 の(1}か ら⑤ ま で に 分 けて 整 理 す る。

(1)既 存 の デ ー タ ベ ー スで も一 部 省 エ ネ ルギ ー とい う分類 を も っ て は い るが,省 エ ネル ギ ー関 連

の 文献 を す べ て は 網 羅 して い な い 。 ま た,わ が国 の エ ネル ギ ー技 術 情 報 に つ い て は,数 も内 容

も充 実 して い る海外 の 商 用 デ ー タベ ー スに依 存 す る面 が 大 きい よ うで あ る。

現 在,省 エ ネル ギ ー セ ン タ ー と して は年1回 「省 エネ ル ギ ー情 報 ガ イ ドブ ック」 を発 行 し情

報 提 供 を 行 って い るが,省 エネ ル ギ ー管 理技 術 そ の もの は機 械 工 学 や 化学 工学 分 野 の 中 の ひ と

つ の技 術 と して独 立 した もので は な く,あ らゆ る分 野 に わ た って 共 通 的 な管 理 技 術 と見 るべ き

で あ り,そ の面 か らの 情 報 が 少 な い と考 え られ る。

② 省 エ ネ ル ギ ーセ ン タ ーの 情 報 収 集 ・提供 は現在,主 に印 刷 物(刊 行 物)に よ って い るの で,
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時 間 的 に も質 的 ・量 的 に もユ ーザ の要 求 に応 え る こ とが難 しい状 況 に な って きて い る。

これ らの 点 は独 自 に実 施 した 利 用者 に対 す るア ンケ ー ト結 果 に も示 さ れて お り,情 報 入手 状

態 が 不 十 分 な理 由 と して,① 情 報 源 が 限 られ て い る,② 他 に も っ と良 い情 報が あ るの で は な い

か と思 う,な どが あ げ られ て い る。

(3)省 エ ネル ギ ーーー一情 報 は 関連 分 野 が多 岐 に わ た る た め収 集 す る資 料 が 論文,報 告 書,事 例 集,デ

ー タ集 な ど と多種 類 に な り ,手 作 業 や パ ソ コ ンで は共 通 の 方 式 で 整 理 ・加 工,蓄 積,提 供 す る

こ と はで き な くな って き た。

(4)情 報 量 が 増 加す る につ れ て 省 エ ネ ル ギ ーセ ン ター が扱 う資料 の量 がふ え,資 料 室 に お け る整

理 ・保 管 が 満足 に行 え な くな って きて い る。 ま た,原 資 料 の整 理 あ る い は二 次 資料 の作 成 の た

め に,一 応,分 類 お よ び キ ー ワー ドを 制定 して あ る が完 全 な体 系 に な って い な い。 収 集 か ら検

索 ・提 供 に至 る情 報 管 理 体 制 の 整 備 が必 要 で あ る。

⑤ 海 外 機 関 か らの省 エ ネ ル ギ ー技 術情 報 の 入手 に つ い て は,既 存 の商 用 デ ー タベ ー ス を利 用 し

て もま だ まだ不 十 分 で あ り,欧 米 先 進 国 へ の 情報 提 供 につ いて は 省 エ ネ ル ギ ー セ ン ター と して

は これ か ら着手 す る 問題 で あ る。 一 方,発 展 途 上 国 へ の省 エ ネ ル ギ ー技 術情 報 の提 供 は年 々増

加 して い る状 況 で あ り,今 後 更 に 強 力 に行 う こ とが要 請 さ れ るで あ ろ う。

19.3省 エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タ ベ ー ス 構 想

19.3.1省 エ ネル ギ ー セ ンタ ー の 問 題 点 の解 決 策

19.2で あ げた 問 題 点(1)～(5)の 解 決 策 を検 討 した。

問題 点(1}は 独 り省 エネ ル ギ ー セ ンタ ーの 問題 とい うよ りは 日本 の エ ネ ル ギ ー関 連 部 門 す

べ て に 関係 す る こ とで あ る。 エ ネ ル ギ ー情 報 も し くは省 エ ネ ル ギ ー技 術 情 報 を海 外 の商 用

オ ンラ イ ンデ ー タベ ー スサ ー ビ ス に依 存 す る面 が 強 い こ と は,日 本 で 独 自の 省 エ ネ ル ギ ー

デ ー タベ ー スを 構 築 す るべ き こ と を示 唆 して い る。 ま た,日 本 を代 表 す る 「JICST科 学

技 術 文献 デ ー タベ ース 」 の 省 エ ネ ル ギ ーの 分 類 に含 まれ る 関連 の文 献 が 少 な い ことか ら,

情 報 源 を強 化 す る こ と も含 め て,や は り省 エ ネ ル ギ ーデ ー タ ベ ー スの 構 築 を行 う とと もに,

適 切 に,オ ンラ イ ン情 報 検 索 を 行 ってJICSTデ ー タ ベ ー ス に あ る 省 エ ネ ル ギ ー関 連 文

献 の状 態 を 把 握 して お くこ とが 必 要 と な ろ う。

問題 点 ② の 情報 収集 ・提供 を 時 間 的 ・質 的 ・量 的 に向 上 す る ため に は,(1}と 同 様 に省 エ

ネ ル ギ ー技 術 デ ー タベ ース 構 築 と オ ン ライ ン情 報 サ ー ビスの 実 施 に よ り解 決 の方 向 に向 か

一142一



う こ とが で き る。

問 題(3}の 多 種 類 の 資 料,増 え て い く技術 分野 に対 応 す る た め の 対 策 は,情 報 ・資 料 の デ

ー タベ ー ス化 しか 考 え られ な い。

問 題(4)の 分 類 ・キ ー ワ ー ドの 整備 は,デ ー タベ ース構 築 に 際 し必 然 的 に行 うこ と に な る

が,デ ー タ ベ ー ス構 築 と情報 シス テ ム運 営 の 基 礎 と して,省 エ ネル ギ ー セ ンタ ーの情 報 管

理 体 制 の 確 立 が 極 め て重 要 とな る。

問 題 点(5)の 海 外 機 関 との情 報 交 流促 進,お よ び発展 途 上 国 へ の省 エ ネ ル ギ ー技 術 情 報 の

提 供 促 進 は,省 エ ネ ル ギ ー技 術 デ ー タベ ー ス 構築 に よ り発 展 の方 向 に進 む こ とは 明 らか で

あ る。

以 上 の よ うに省 エ ネ ル ギ ー セ ンタ ーに お い て,

① 省 エネ ル ギ ー技 術 デ ー タ ベ ー スの 構 築

② オ ン ライ ン情 報 検 索 サ ー ビス

③ 情 報 管 理体 制 の 確 立

を 実 施 す る こ と に よ り諸 問題 は解 決 され,ま た は,少 な くと もその方 向 へ 向 か うと考 られ

る。

19.3.2省 エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タベ ー ス構 築 の 基 本 的 考 え 方

次 の よ うな基 本 方 針 で デ ー タベ ース構 築 を 進 めて い く。

① デ ー タベ ー ス の 構 築 は省 エ ネル ギ ー セ ンタ ーの 会 員 に サ ー ビスす る こ と,お よ び セ ン

タ ー 内 の業 務 の効 率 化 を 目的 に行 う。

② デ ー タベ ー スの 利 用 者 は,当 初 は各 産 業 の エ ネ ル ギ ー管 理 技 術者 を対 象 とす る。

③ デ ー タベ ース の 型 は文 献 型 と し,フ ァク ト型 に つ いて は 将 来 の検 討 事 項 とす る。

④ デ ー タベ ース化 す る情 報 は セ ンタ ー外部(会 員)へ 提 供 で き る もの を 対 象 とす る。

⑤ 対 象 情報 は省 エ ネ ル ギ ーセ ンタ ーで なけ れ ば 収 集 で き な い もの を 中心 とす る。 この よ

うな 情報,資 料 に つ いて は過 去 に さか の ぼ って デー タベ ー ス化 を 行 う。

⑥ 将 来 の 情報 サ ー ビス の拡 大 を考 慮 して,民 生 用 の省 エ ネ ル ギ ー技 術 情 報 も対 象 情 報 の

範 囲 に 入れ て お く。

⑦ デ ー タベ ー ス シス テ ム構 築 に 際 し,コ ン ピ ュー タ と ネ ッ トワー ク を利 用 して ユ ーザ に

情 報(二 次 情 報)を リアル タ イ ムに提 供 で き るよ うに計 画 す る。

⑧ 一 次 情 報(資 料)の 蓄積 ・保管 に は リア ル タ イ ム に資 料 提 供 で き る方 式 を 計 画 す る。

⑨ 省 エ ネ ル ギ ーセ ンタ ーが この デ ー タベ ー ス サ ー ビス の拠 点 とな る。 デ ー タベ ー スサ ー
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ビス運 用 に は専 門 の 職 員(情 報 専 門 員)を 置 く。

⑩ デー タ ベ ー ス シス テ ム は段 階 的 に支 部(所),会 員 へ と増 設 して 行 く。

19.4省 エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タ ベ ー ス構 築 案

19.4.1登 録 対 象情 報

省 エネ ル ギ ー セ ンタ ーが 扱 って い る情 報 を図19-1に 示 す 。

これ らの対 象 情報 を過 去 の経 験 か ら,省 エ ネ ル ギ ー セ ンタ ー の独 自性 が 強 く必 要 度 の 高

い順 に あ げ る と,次 の よ うに な る。

① 省 エ ネ ル ギ ー工場 事 例 表

② 省 エ ネ ルギ ー基 盤 高 度 化 設備 投 資 促 進 税 制 対 象 設備 一 覧

③ 省 エ ネル ギ ー技 術文 献 資 料(図 書 ・報 告 書)

④ 省 エ ネル ギ ー技 術 雑 誌 記 事 資 料

⑤ 省 エネ ル ギ ー機 器 ・資 材 カ タ ロ グ

⑥ 省 エネ ル ギ ー技 術 デ ータ シ ー ト集

19.4.2省 エ ネ ル ギ ー技 術 デ ー タ ベ ー ス シ ス テム の 展 開

ホ ス トコ ン ピ ュー タ と省 エ ネル ギ ーセ ンタ ー を接 続 した 第1段 階か ら,次 は各 地 の支 部

(所)に 端 末 機 を 設 置 す る第2段 階,更 に は地 方 を含 む 会 員 会 社,団 体 な ど に端 末 機 を 設 置

す る第3段 階 まで の 発展 の過 程 が 考 え られ る。 構 築 段 階 を 図19-2に 示 す 。
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注1)内 部管理型情報であっても、情報 ・資料の内容によって
は外部提供可能型情報とな りえる。

注2)情 報 ・資料の分類は、一部相互に重複する内容もある.
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省エネルギー工場事例集
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省エネルギー展出品機器 ・製品リ
ス ト

エネルギー管理者 ・管理士 リスト 省エネルギー優秀製品賞リス ト

エネルギー管理功績者等 リス ト 省エネルギー関係財政資料

エネルギー管理優良工場等リス ト 省エネルギー関係税制資料

内部管理型
情報

ファク ト型情報 賛助会員名簿 リス ト 省エネルギー横番認定資料

エネルギー研修講師等 リス ト 国際協力関係資料

中小企業エ ネルギー使用ア ドバ イザー
等 リス ト

省エネルギーミッション資料

工場診断指導資料
省エネルギーセン ター出版物著者 リスト

民生用啓蒙普及資料
「省エネルギー」編集委員 リス ト

国内アンケー ト対象先住所録 リスト

省エネルギー展出品者 リス ト
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計画
段階 対象情願(蓄 積)

システム

利用対象者

シ ス テ ム 構 成 と 検 索 方 法 一'次 資 料 システム費用

鯖
叡 トコンピ士 タ 省1‡ 鳥{一セン9一 支部(所)口 会員会社 蓄積方法 依頼方法 送付方法 開発買 運用費

1

第1

段階

①省エネ工場事例集

②省工ネ基盤設備一覧8

③省エネ技術文献資料

④省エネ技術賃誌記事

⑤沓工ネ技術データシー
ト集

など

1.省エネル
ギーセン
ター職員

2.会員会社

1.原 文

2.コ ピー

3.光 デ ィス

ク プア イ

ル

L電 話

2.FAX

3.文 書

Lコ ピーの

郵送

2.FAX

3.電 話

必要
Lレン那賀(

]ンピュ→ 、

回 線費)

2.蓄 積デ ー

タの人力

3.新 規登録

情報 の入

力

4.光 ディスクへ

の人 力

省エネル
ギーセン
ター本部

でのみ使
用可

支部(所

)と の連
携を強化

◎ 一 .◎. .◎

◎.

人力用(電 話 ・FAX・ 文書)

一◎

卜…畑 一
端末機

一

一 端家領

検索

レンタル 端末櫨2台

3ウドwス デムー → 専用同棲

第2

段階

第1段 階に加えて、

①国内省エネルギーレポ
ー ト一覧

②国内省エネルギー関係
プロジェクト一覧

③エネルギー現場必携管
理資料

④エネルギー管理データ

など

1.省エネル
ギーセン
ター職員

2.会員会社

1.原 文

2.コ ピー

3.光 デ ィス

クフ ァイ

ル

1.電 話

2.FAX

3.文 書

1.コ ピー の

郵送

2.FAX

3.電 話

4.光 デ ィス

ク ー

FAX

自動 送付

僅少
1.レンタ8貴(

コンビ士タ、

回線 買)

2.新 規登 録

情 報の 人

力

3.光 ディスクへ

の 入力

会員会社
で希望が
あれば端
末概の使

用可

』◎1 `◎

⇔一

人力用

(電話 ・FAXr文 書)

.◎

端末機
一 端末箇

卜…畑
端末機

1端末筒1
検索用

一 端末機

一 端末機 1端末領1

レンタル 端末榎2台 順次端末櫨設置 用次端末機設置

‡ッドWス テムー → 専用回線 公衆回線 公衆回線

第3

段階

実情に応 じて対象情報を

.追加人力してい く.

1.省エネル
ギーセン

ター職員

2.会 員会社

1.原 文

2.コ ピー

3.光 デ ィス

クフ ァイ

ル

L電 話

2.FAX

3.文 書

Lコ ピーの

郵 送

2.FAX

3.電 話

4.光 デ ィス

ク ー

FAX

自動送 付

僅少 Lレ ン9順(
コンビュー9、

回線 費)

2.新 規 登録

情報 の入

力

3.光 ディスうへ

の入力

会員会社
の積極的
な利用を
期待

o. ⇔. .⇔

o.

人力用

`

(電 話 ・FAX・ 文書)

,◎

端末楓
端末筏

端末復

卜… ンピ・→ 一

端末榎
一

検索用

一 端末機

端末績

一 端末複

端末機

レンタル 端末領2台 順次端末嶺設置 順次始末筏設置

3ヲ`ワークシ又テムー → 専用回線 公衆回線 公衆同法

注)t省 エネルギー基盤高度化設備投資促進税制対象設備一覧、 ‡‡ 省エネルギーセンターの支部(所)



最 終 的 に光 デ ィス ク フ ァイ ル 装 置 を連 動 した デ ー タベ ー ス シス テ ム を 想 定 す る と,図1g

－3に 示 す よ うな ハ ー ド装 置 とな る。

コンピュータシステム

サー ビス機関

ホ ス トコ ン
ピ ュー タ

二次情報デ
ータベ ース

1

端末機(パ ソコン)
省エネルギーセンター(本 部)

入力用 検索用
光デ ィスクフ ァイル装置(

一次情報デ ータベース) 端末機 端末機 FAX

ネットワーク(通 信回線網:例 公衆電話網)

端末機 端末機 端末機 FAX 端末機 FAX

各 会 員 各 会 員 各支部(所)

図19-3省 エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム
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19.4.3情 報 登 録 用 紙 の フ ォー マ ッ トと イ ン デ ク シ ング

フ ォ ーマ ッ トの 項 目 は対 象 とす る情 報 の種 類 に よ り異 な るが,で き るだ け統 一 した項 目

とす る。 省 エ ネル ギ ー事 例 全 集 を 表19-1に 示 す 。

表19-1登 録 用 紙 の フ ォ ーマ ッ トの 項 目の 例

① 入力年月日 ⑩ 事例分類

② 光デ ィスク内番号 ⑪ 業種名(統 制語)

③ 現物保管番号 ⑫ 業種名(自 然語)

④ 省エネルギー推進全国大会参加年 ⑬ 機器 ・設備 ・資材分類(予 め設定)

⑤ 事例タイ トル名 ⑭ 機器 ・設備 ・資材分類

⑥ 工場名 ⑮ 製品名(統 制語)

⑦ ベージ ⑯ 製品名(自 然語)

⑧ 抄録 ⑰ キー ワー ド(統 制語)

⑨ 事例分類(予 め設定) ⑱ キーワー ド(自 然語)

注)こ こで の統 制 語 の意 味 は 予 め 決 め た用 語 を 使 用 す る こ とを 指 し,自 然 語 の意 味 は

必 要 に応 じて 自 由 に 用語 や コ ー ドを 使 用 す る こ とを 指 す 。

分 類 につ いて は,JICSTの 主 題 別 カ テ ゴ リー,DOE(ア メ リカ エ ネ ル ギ ー省;De

partmentofEnergy)のEDBカ テ ゴ リー,あ る いは エ ネル ギ ー関 連 各 種 基 準 ・制 度

な ど の分 類 表(例.表19-2)を 参 考 に しな が ら作 成 しな け れ ば な らな い。

分 類 に当 た って は大 分 類,中 分 類 に と ど め,小 分類 は 設 け な い よ うにす る。

表19-2工 場 に係わ る事 業者の エネル ギー使用合理化判断基準の概要

① 燃料の燃焼の合理化 ⑤ 熱の動力等への変換の合理化

② 加熱及び冷却並びに伝熱の合理化 ⑥ 抵抗等による電気の損失の防止

◎ 放射 ・伝導等による熱の損失の防止 ⑦ 電気の動力、勲等への変換の合理化

④ 廃熱の回収利用

索 引 語 の作 成 に はJICSTシ ソー ラス を 参 考 にす る こ と は勿 論 で あ るが,シ ソーラス体系

を と るか,キ ー ワ ー ド集 の 形 式 とす る か はDBMSと も関連 して くるので 十 分 な 検 討 が 必 要

で あ る。検 索 の 効 率 と作 成 の 経 済 性 を考 え る と,検 索 に用 い る索 引語 は予 め 選 択 して 定 め

た統 制 語 で 構 成 され た キ ー ワー ド集 と,必 要 に応 じて 自然 語 を 使 用 す る併 用 方 式 が よ い。
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19.5省 エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム の 運 用 体 制

適 切 な運 用 を行 うため に,情 報 専 門 員 を お い た省 エネ ル ギ ー技 術 情 報 セ ン ター(仮 称)を 設 置

す る必 要 が あ り,省 エ ネ ル ギ ー セ ンタ ー,そ の 支 部(所),お よ び ユ ー ザ(会 員)に 分 け て主 な業

務 と位 置 付 け を図19-4に 示 す 。

省エネル ギーセ ンター 支部(所) ユーザー(会 員)

情報処理の セン ター ∈ タ 支部(所) ぐ 〉 会員会社
フ ロー 職 員 「 職 員 「 一 ユー ザ ー

↑ ↑

情報収集 情報、資料の収集 ・情報、資料の収集 ・情報提供

登録受付 ・本部、会員への連 ・論文 、報告書提 供

絡

分析 、加工 ・対象資料ごとに登録
・整 理 用紙に記入

・登録用紙に よりオン

ライン入力(二 次情

報)
・原資料の整理

受入資料 ・既刊の刊行物に掲載 ・本部 を支援 ・刊行物、受入資料案内

案内 ・新たに受入資料案内 から情報を受け取る

を作成 ・一部 は端末機か ら

蓄積 ・保管 ・二次情報 はコン ピュ ・本部 を支援

一 夕に入 力 し、 デ ー

タベ ース化
・原資料(一 次情報)

をそのまま保管、 ま

たは光デ ィスクに入

力

検索 ・利用 ・ユーザーの質問 につ ・情報、資料の提供 ・セ ンター または支部(

いてのオンライン検 ・本部、会員 との連 所)に 質 問、または欲

索 絡 しい情報を要求
・原資料をコ ピー して ・一部は端末機か ら

ユー ザ ー へ送 付 、 ま

たは光デ ィスクから
コ ピー して ユ ーザ ー

へ送付
・セン ター業務のため

にオンライン検索

図19-4情 報 処 理 フ ロ ーに お け る業 務 分 担

一149一



19.6省 エ ネ ル ギ ー 技 術 デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 予 想 効 果

省 エ ネ ル ギ ー技 術 デ ー タベ ース 構 築 に よ る効 果 は大 き く分 け れ ば 次 の3項 目 とな る。

① 省 エ ネル ギ ー 技術 の普 及促 進

先 進 的 な 省 エ ネ ル ギ ー技 術 か ら身 近 な省 エ ネ ル ギ ー機 器 に至 る 幅広 い技 術情 報 の 効 果 的 な収

集,分 析,整 理 ・加 工,提 供 手 法 が 確 立 され,そ れ ぞ れ の ニ ー ズ に応 じた情 報 が 迅 速,的 確 に

処 理 され る こ とに よ り,「 エ ネル ギ ーの 使 用 の 合 理 化 」,「 省 エ ネ ル ギ ー関連 の 技 術 開 発 」 お

よ び 「広 報 活 動 」 な ど,省 エネ ル ギ ー技 術 の普 及促 進 が 一層 効 果 的 に行 え る。

② 発 展 途 上 国 の 省 エ ネ ル ギ ー推 進

省 エ ネル ギ ー技 術 に関 して は,発 展 途 上 国 か らの 協 力要 請 が 多 数 寄 せ られて い る。

デ ー タ ベ ー ス化 に よ り,各 国 の事 情 に合 わせ た省 エ ネ ル ギ ー技 術 情報 の提 供 が容 易 とな り ,

発 展 途 上 国 の 省 エネ ル ギ ーの推 進 に寄 与 す る。

③ 先 進 諸 国 との省 エ ネ ル ギ ー技 術 交 流

デ ー タベ ー スを構 築 し,将 来,IEAな ど国 際 的 な組 織 と技 術 情 報 の交 換 が で きれ ば ,先 進

諸 国 との迅 速 な省 エ ネル ギ ー技 術 交 流 が可 能 とな る。 すな わ ち,海 外 の先 進 的 な省 エ ネル ギ ー

技 術 の 情報 を国 内 に普 及 す る とと もに,国 内 の 優 れ た技 術 の情 報 を海 外 に提 供 で き る こ と に な

る。

デ ー タベ ー スの 活 用 につ いて は,省 エ ネル ギ ーセ ンタ ーが 行 って い る広報 活 動 ,調 査 研 究,エ

ネ ル ギ ー管 理 者 の 養成,技 術講 習 会,中 小 企 業 向 け エ ネ ルギ ー使 用 診 断 指 導,発 展 途 上 国 に 対 す

る省 エ ネ ル ギ ー技 術 の普 及促 進 な ど の 事 業 の 中 で効 果 的 に利 用 す る こ とが 可能 に な る。 デ ー タベ

ー ス構 築 後 の 利 用対 象 者 は 次 の よ うに 広 範 囲 に わ た る こ とが 予想 され
,利 用手 段 は段 階 的 に発 展

す る と思 われ る。

① 利 用 対 象 者:関 係省 庁,業 界 団 体,調 査 研 究 機 関,各 国政 府 機 関,地 方 自治 体,図 書 館,

民 間 企 業,国 際 機 関

② 利 用 目的:省 エ ネ ル ギ ー技 術 の一 層 の普 及 の た め,ニ ーズ に応 じた省 エ ネ ル ギ ー技 術 情

報 の入 手 と活 用 。

③ 利 用手 段:次 の よ うに展 開 す る と予 想 され る。

第1段 階 省 エ ネ ル ギ ー セ ンタ ー と ホ ス トコ ン ピ ュ ータ 間 の オ ンライ ン検 索

第2段 階 省 エ ネル ギ ー セ ンタ ーと各 支 部(所)間 の オ ン ライ ン検 索

第3段 階 省 エ ネル ギ ーセ ンタ ー と各 支 部(所),会 員 間 の オ ン ライ ン検 索

省 エ ネル ギ ー セ ンタ ーの 賛 助会 員 数 は熱 お よ び 電 気 の エ ネル ギ ー管 理 指 定 工 場 は もと よ り,自

治 体 ・公共 企 業 体,銀 行 ・信 託 業 な どを 含 む3,300社 に達 す るの で,オ ン ライ ンに よ る デ 一 夕 ベ
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一 スの 利 用 頻 度 は飛 躍 的 に伸 び る と考 え られ る。

19.7今 後 の 課 題

今 後,実 際 に デ ー タ ベ ー スを 構 築 ・運 用 し,デ ー タベ ース シス テ ム を維 持 ・発 展 して 行 く場 合

に常 に 念 頭 に お い て 置 くべ き3点 を提 言 す る。

19.7.1情 報 の 質 の 向 上

「省 エ ネル ギ ー技 術 デ ータ ベ ース」 構 築 に お け る抄 録 の 作 成 や イ ンデ ク シ ン グな ど に対

す る価 値 が,国 民 的 な立 場 か ら認 め られ る よ うな社 会 的 仕 組 み が 出来 上 が る よ う に努 力 す

る こ とが 重 要 で あ り,そ の こ とが,情 報 の質 の 向上 につ な が る。情 報 サ ー ビス が 社 会 一 般

に広 く利 用 され るよ うに な った 時,情 報 は 社会 の財 産 とな るの で あ る。

19.7.2国 際 化

科 学 技 術 情 報 の 国 際 化 は こ とさ ら新 規 な テ ーマ で な く,あ らゆ る場 所 で 実 施 さ れ て い る。

省 エ ネ ル ギ ー技 術 の各 テ ーマ は非 常 に国 際 的 な テ ー マで あ るか ら,今 後,海 外 の エ ネル ギ

ー関連 機 関 との 国 際 的 交 流 が ま す ます 盛 ん に な るで あ ろ う。 機 会 あ るご と に外 国 語 に よ る

デ ー タベ ー ス構 築 の 必 要 性 を訴 え て い く こと が,情 報 管 理 部 門 の責 務 で あ る。

19.7.3情 報 関 連 技 術 の 進 歩

省 エ ネル ギ ー デ ー タベ ー ス を 構 築 した後,こ れを 維 持 ・発展 して 行 くた め に は,情 報 処

理 関 連 技 術 の 進 歩 に絶 え ず 注 目す る必 要 が あ る。 省 エ ネ ル ギ ー技 術 デ ー タ ベ ー ス シス テ ム

につ いて 日頃 か ら考 慮 す るべ き点 をあ げ て お き,時 期 を決 め て検 討 し,積 極 的 に採 用 し て

行 くこ とが 望 ま しい。
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20.電 子 部 品 デ ー タ ベ ー ス 実 験 シ ス テ ム の 構 築

20.1目 的

半導 体素子 を中心 とす る電子部品 は技術的に高度であ るばか りでな く多様 なユ ーザニ ーズに対
ピ

応 して,多 くの メ ー カが 多種 多様 の 品 種 を もつ た め,関 連 す る製 品 ・技 術 情 報 が 次 々 と生 み 出 さ

れ て い る。

これ らの 電 子 部 品 の ユ ーザ は 必要 とす る最 新 デ ー タ を入 手 す る こ とに 多 くの 時 間 を 費 や して お

り,よ り効 率 の良 い デ ー タ提供 シス テ ムの 出現 を望 んで い る。

更 に半 導 体 ・電 子 部 品 メ ー カに と って も相 次 い で 投入 さ れ る 新製 品 の情 報 な どを迅 速 且 つ 効 率

良 く多 くの ユ ーザ に伝 達 す るた め に,新 しい メデ ィア の利 用が 重 要 に な って きて い る と思 わ れ る。

これ らの事 情 に鑑 み,NTT並 び に 大 手半 導 体 メ ー カ と と もに 「電 子 部 品 デ ー タベ ー ス研 究 会 」

を 発 足 させ,わ が国 で 流 通 して い る電 子 部 品 の製 品 ・技術 情 報 を デ ー タベ ース 化 し,公 衆 通 信 網

を介 して 広 くユ ーザ に 提 供 す るオ ン ライ ン ・デ ータ ベ ー ス の実 現 を 企 画 ・研 究 して きた 。

しか しな が ら この デ ー タ ベ ー ス化 は 相 当 の規 模 に なる こ とが 予 想 され,い か に整 理 して 提 供 し

て い くか,ユ ーザ の ニ ーズ は どの よ う な もの か,最 適 な提 供 シス テ ムは何 か な ど,様 々 な 角度 か

らの 調 査 ・検 討 が 更 に必 要 で あ る。

この よ うな調 査 ・検 討 を 行 うには 小 規 模 の 実験 デ ー タベ ース を 構 築 し,様 々 の 角 度 か ら評 価 す

る こ とが 最 適 の方 法 と判 断 され た。
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20.2実 験 シ ス テ ム 構 築 体 制

実験 システ ムの構築 とその評 価のため,下 記3グ ループを組織 し,

めを行 った。

三菱商事 が全体 の取 りま と

(1}シ ス テ ム グ ル ー プ

バ

業

・NTT(デ ー タ通 信 事 業 本 部)三 菱 商 事

・実験 デー タ ベ ー ス にお け る ホ ス トシス テ ム の設 計 お よ び デ ー タ入

出 力 の設 計

ユ ーザ端末の マ ンマ シンイ ン タ フ ェ ース の 開発 お よ び メ ンテ ナ ンス

ユ ーザ 指 導 な ど の技 術 サ ポ ー ト

② 情報 提供 ・編集 グループ

・日本 電 気 日立 製 作 所 東 芝 富 士 通 松 下電 子 工業 三 菱電 機

沖 電 気 日本TI日 本 モ トロ ー ラ

イ ンテル ・ジ ャパ ン

NTT(デ ー タ通 信 事 業 本 部)三 菱 商 事

・実 験 デ ー タ ベ ー スで使 用 さ れ る情 報 の 提 供,収 集,編 集

検 索 語 付 け お よび 入力 作 業 を行 った 。

(3)評 価 グ ル ープ

・電 子 機 器 メ ー カ他20社

NTT(デ ー タ通信 事 業 本 部)三 菱 商 事

・実験 デ ー タベ ー スに 対 す る ユ ーザ と して の意 見の 提 出 お よ び そ の

収 集 ・分析 を 行 った 。
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20.3実 験 シ ス テ ム の 概 要

20.3.1提 供 情 報 の 範 囲

電 子 部 品 半 導 体 素 子

受 動 部 品

20.3.2提 供 情 報 の 内 容

カ タ ログ情 報

ニ ュ ー ス サ ー ビ ス

新 製 品 ニ ュ ー ス

メ モ リ マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラMPU

MPU周 辺ICリ ニ アIC

ボ ル テ ー ジ レ ギ ュ レ 一 夕 ト ラ ン シ ス タ

ア ル ミ 電 解 コ ン デ ン サ

半 導 体 メ ー カお よ び コ ンデ ンサ メ ー カ の デ ー タ ブ ック よ り製 品 毎

に各 々 の 特 性 情報 を 抽 出 して デ ー タ ベ ース 化 した(抄 録)。

ユ ー ザ は多 様 な属 性 に もとづ き 自 由 に 検 索 で き る。

カ タ ログ情 報 に加 え 実験 的 に下 記 の ニ ュー スを 提 供 した。

広報室

メ ーカ各 社 の 新 製 品速 報

メ ーカ か らの 様 々 なお 知 らせ ・案 内

海 外 ニ ュー ス ・イベ ン ト… 海 外 の半 導 体 ・電 子 産 業 関 連 ニ ュ ース ・国 内 の イ ベ ン ト ・

学 会 予 定 の案 内

ハ イテ ク新 製 品 ニ ュー ス …産 業 情 報 マ ガ ジ ン 「Infordia」 か ら関 連 記事 を抄 録

電 子 メ ー ル ユ ーザ ・メ ーカ各 社 間 の ため の双 方 向 通 信
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20.3.3提 供 情 報 数

カ タ ロ グ 情 報 製 品 品種数(点)

メ モ リ 435

マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ 50

MPU 100

MPU周 辺LSI 40

リ ニ アIC 100

ボ ル テ ー ジ レ ギ ュ レ ー タ 60

ト ラ ン ジ ス タ 800

ア ル ミ電 解 コ ン デ ンサ 1500

計 3085点

新 製 品 ニ ュー ス 半 導体 メーカの新 製品情報 を新聞発表 と同時に

掲 載 ニ ュー ス点 数116点

20.3.4対 象 ユ ー ザ

エ レク トロニ クス産 業 に従 事 す る回 路 設 計 技 術 者 ・部 品 管 理 ・品 質 管 理担 当 者 ・部 品 購

買 担 当 者

対 象 企業 数 約12,000(事 業 所 ベ ー ス)

利 用 の 目的

多 数 の 部品 の 中 か ら横 断 的 に最 適 な 部品 を選 択 す る。

新 製 品 情報 の 速 や か な入 手

そ の他 半 導 体 ・電 子 産 業 関 連 ニ ュー ス の速 や か な 入手
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20.4実 験 シ ス テ ム 構 築 ・評 価 フ ロ ー

シ ステ ム の 構 築 情 報 収 集 ・搭 載

基本 構想 の確立

ホ ス トシ ステ ム設計

デ ー タ入 出力設 計

ユーザ端 末 ソフ ト開発

実 験 シ ステ ム

電子機器 メーカ

20社

半 導 体 メ ー カ な ど

三菱 商事

三菱商 事

口

ユ ー ザ へ の端 末 設 置

ユ ーザ 評 価 ・分 析

情報収集

情 報 編 集

1
‡実家 言吾イ寸(ナ

担

当

仕

事

の

流

れ

入力デ ー タ作成

一

三菱商事

三菱 商事

研究 会 メンバ ー
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20.5実 験 シ ス テ ム の 評 価

20.5.1評 価 の ポ イ ン ト

(a)シ ス テ ム の使 いが って

シス テ ムの 立 ち上 げ,検 索 手 順 な ど利 用 者 の立 場 か ら使 いが って を評 価

(b)属 性 の 種 類 と検 索 項 目

製 品 毎 の 属 性 の種 類 と検 索 項 目数 の 過不 足 につ き調 査

(c)カ タ ロ グ デ ー タベ ー ス(抄 録)の 情報 価 値 の評 価

抄 録 と して 提供 す る カ タ ロ グ デ ー タの価 値 につ い て評 価

(d)ニ ュ ー スサ ー ビス の 種類 と内 容

副 次 的 サ ー ビスで あ る各 種 ニ ュ ース の利 用価 値 の評 価

20.5.2評 価 の 結 果(ユ ー ザ20社 の 意 見 の 集 計 およ び 分 析)

(1)評 価 に参 加 した ユ ー ザ20社

赤 井 電 機 天 昇 電 気 工業

ア ン リツ 日通 工

NTT(LSI研 究 所)日 本光 学 工業

オ リンパ ス光 学 工 業 日本 ビ ク タ ー

キ ャ ノ ン 日立 製 作所

シ ーデ ィー シー 三 菱 重 工 業

シ ン トム 三 菱 電機

セ イ コ ーエ プ ソ ン ミツ ミ電 機

セ イ コ ー電子 工業 ユ ニ デ ン

セ ガ ・エ ンタ ー プ ラ イ ゼ ス'ワ コム
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② 評 価 結 果 の ま とめ

(a)シ ス テ ム の 使 いが って

(b}特 性情報 の種類 と検索 項 目

(c)情 報 価 値 の 評 価

(d)副 次 的 サ ー ビス

・検 索 テ ー ブル を 使 って 新 規 の部 品 を 選 択 す る シ

ス テム は す べ て の ユ ー ザ に高 い 評価 を 受 け た。

・ア クセ ス時 間 の 短 縮 を希 望 す る ユ ーザ

・検 索 手 順 の簡 素 化 を希 望 す る ユ ーザ

・満足 で あ る とす る ユ ーザ

・種 類 の増 加 を希 望 す る ユ ー ザ

・そ の他

・情 報 内容 に満 足 とす る ユ ーザ

・更 に充 実 を希 望 す るユ ーザ

・実 験 シス テ ム の メニ ュ ー例 に

満足 す るユ ー ザ

・更 に メニ ュー の増 加 を希 望 す る ユ ーザ

60%

50%

60%

35%

5%

60%

40%

65%

35%

20.5.3今 後 の 課題

・NTTデ ー タ通 信 事 業 本 部 お よ び電 子 部 品 デ ー タベ ー ス研 究 会 メ ンバ ー ほか 関 係 各 グル

ープ の熱 心 な協 力 の もと ,実 験 シス テ ムの 構 築 に つ いて は十 分 な成 果 が 得 られ た。

・ しか しな が ら今 後 商 用 化 を 行 うため に は評 価 結果 を 十 分 に検 討 し,シ ス テ ム の バ ー ジ ョ

ンア ップ お よ び 提 供 情 報 の 特 に質 的 向 上 に一層 の研 究 が 必 要 と判 断 され る。
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21.漢 字 デ ー タ ベ ー ス 構 築

21.1概 説

漢 字 デ ー タベ ース 構築 に 関 して は,昭 和61年 度 デ ータ ベ ー スの 構 築 促 進 及 び技 術 開発 促 進 事 業
き ノ

と して 委 託 を 受 けて実 施 され た事 業(「 漢 字 デ ー タベ ー ス構 築 」(61一 開 一17)参 照)に お いて,

そ の 基本 的 方 針 が定 め られ て お り,当 期 事 業 はそ の 成果 に基 づ い て継 続 的 に実 施 した もので あ る。

21.2作 業 方 針 に つ い て

漢字 デ ー タ ベ ー スの 構 築 に は,大 き く分 類 して 次 の作 業 を必 要 と す る。

① 漢 字 デ ー タ ベ ース に収 録 す べ き字 種 の決 定

② 選 定 され た字 種 の 文 字 フ ォ ン ト作 成

③ 選定 され た字 種 に関 す る意 味 ・読 み 方 ・熟 語 ・そ の他 の 情報 収 録

④ 収 録 され た関 連 情 報 の 検 収

⑤ 漢字 デ ー タ ベ ー ス独 自 の検 索 シス テ ムの開 発

上 記 の,そ れ ぞれ の 作 業 の関 連 性 に留 意 しな が ら,次 の とお り当 期 作業 を実 施 す る方 針 と した 。

① 漢字 デ ー タベ ー ス構 築 作 業 と して

(1)第 一 次 収録 対 象 文 字 種21,000文 字 の選 定 お よ び デ ィジ タル 化 作 業

(2)上 記 文 字 種 の うち,JISを 中心 と した6,000字 に 関 連 す る意 味 ・熟 語 そ の 他 の 内 容 入 力

{3}入 力 内 容 につ いて の校 閲作 業 ・

② 検 索 シス テ ム 開発 につ い て,

(1)シ ス テ ム仕 様 と開 発 方針 の検 討

② 模 擬 シス テ ムの 開 発

21.3デ ー タ 整 備 作 業

21.3.1収 録文字種の選定

当期 間内において収録を決定 した字種 な らびに収録を保 留 した字種の概要 は次表の とお

りで あ る。
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文 字 の 分 類 収録決定 した数 収録 を保留 した数

① JIS78制 定 字 種 に含 ま れ る漢字 6,349 /一

② JIS83で 新 た に採 用 され た字 形 230 一

③ ①②以外でCTS利 用頻度の高 い字形 2,268 約4,200

④ その他 4,624 約3,300

合 計 13,471 約7,500

21.3.2文 字 フ ォ ン トの デ ィ ジタ ル化

漢 字 デ ー タベ ース に収 録 す べ き文 字 の イ メ ー ジを デ ィ ジタ ル化 し,100×200ド ッ ト

(左 右100,天 地200ド ッ ト)の 高 品 質 出 力 用 の もの と,そ の 他 の 一般 的 な 利 用 に供 す る

こ とを 目的 とす る48×48ド ッ トの フ ォ ン トを作 成 収 録 した。

なお,100×200の 高密 度 文 字 か ら,プ ロ グ ラ ム 処 理 に よ って 自動 的 に密度 変更 を行

う機 能 につ いて別 途 開 発 を行 い,中 間 的 な い くつ か の 密度(例:64×64な ど)の 文字 フ

ォ ン トを 自動 的 に作 成 す る こ とを 可 能 と した 。

デ ィジ タル化 の作 業 手1順 は以 下 の とお りで あ る。

(1}文 字 デ ザ イ ン作業(デ ザ イ ンが 既存 の 文 字 に つ い て は 不 要)

(2)文 字 デ ィジ タル 化装 置 に よ り100×200の 文 字 フ ォ ン ト作 成

(3}デ ィス プ レイ 画面 お よ び 出 力 テ ス トに よ る文字 精 度確 認 → 一 部 文字 につ い て は修 正

(4)フ ォ ン ト密 度 変更 シス テ ム に よ り48×48文 字 フ ォ ン トへ の 加 工 を行 う

⑤ デ ィ ス プ レイ画 面 上 で精 度 確 認 → 一 部 文字 に つ い て は 修 正

(6)検 字 番 号 設 定

(7)登 録 完 了

21.3.3そ の他関連す る各種情報の入力

漢字 データベ ースの最 も重要 な要素であ る 「文字 に関連 す る情報」の入力作業 にっいて

以下 に概要 を述 べ る。

(1)入 力原票 の作成

① 原票記 入の負荷 を軽減す るた めに,資 料 と して採用 した辞典類 に,入 力が必要な部

分を マークす る。

② 当該辞典類 に不足 す る情報 について,記 入で きる範 囲の情報を記入す る。
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③ 追 加 修 正 情 報 の 入 力 が容 易 な入 力機 器 を選 定 す る。

④ あ る程 度,入 力 オ ペ レー タの判 断 に依 存 で き る部 分 は原 票 整理 を省 略 す る。

⑤ 入力 結 果 の モ ニ タ ・リス ト上 に,不 足 情 報 を追 加 記 入 す る。

⑥ 文字 固有 の コー ドな ど を キ ー と して 別 に入力 さ れ た情 報 を マ ッチ ング処理 で併 合 で

き る もの は機 械 的 処 理 で カ バ ーす る。

以 上 の 方 針 に基 づ い て検 討 の 結果,入 力 原 票 作 成 を効 率 良 く行 うた めの方 法 と して 以

下 の3種 の フ ァイル を 作成 す る こ と と し,管 理番 号 を キ ー と して 併 合 す る方 針 と した 。

① 第1フ ァイ ル(辞 典 類 を 原 票 と して 入力 す る フ ァイル)

(管 理 番 号,熟 語例,略 字 の管理 番 号,正 字 の 管 理 番 号,同 字 の管 理 番 号)

② 第2フ ァイ ル

(管 理 番 号,当 該 文 字 に対 応 す るJISコ ー ド,属 性,代 表総 画数,そ の他 画数,

代 表 部首 分類,そ の 他 部 首 分 類,代 表 音,そ の他 者,字 訓,字 義 な ど)

③ 第3フ ァイル

(管 理 番 号,文 字 イ メ ー ジ,簡 体 文 字 管理 番 号)

以 上 の ほか,検 字 番 号 を決 定 す る ことが 必 要 で あ るが,検 字 番 号 は極 めて 重 要 で あ り,

入 力 お よ び校 閲 作 業 を 進 め た 上 で決 定す る ことが必 要 と な った ため,当 面 の文 字 管 理 は

暫 定 的 に定 め た 「管 理 番号 」 に よ って行 う方 針 と し,別 途 「管 理 番 号 と検 字 番 号 対 応 表 」

を 作成 して セ ッテ ィ ングす る方 針 と した。

② 入 力作 業

前述 の 入力 原 票 作 成 方 針 に 基 づ いて 入 力 を行 う場 合,原 票 そ の もの が 必 ず しも完 全 で

は な く,逐 次 入 力 内容 の改 善 を図 る必 要 性 が高 い た め,極 力 追 加 修 正 の 容 易 な 入 力 シス

テ ムを選 定 す る必 要 が あ る。

また,ピ ー ク時 に は大 量 の 入 力 能 力が 必 要 とな る こ とが 予 測 され る た め に,入 力 可 能

な 機 械 の 固体 数 が 多 い機 種 で あ る こ とが 望 ま しい。

以 上 の 要 件 を 満 た す機 種 の 選 定 を 行 った結 果,OASYS100シ リー ズ の 日本 語 ワ ー

ドプ ロセ ッサが,最 も適 正 が 高 い と判 断 し,入 力 機 種 と して採 用 した。

入 力 に際 して は,必 ず し も原 票 どお りに 入力 す る だ け で は な く,部 首 分類 表 な ど の 資

料 を参 照 しな が らの 入 力 や,そ の他 辞典 類 を参 照 しな が らの,判 断 を 必 要 とす る難 度 の

高 い 入力 作 業 とな っ た 。

当期 の 入力 実 績 は次 表 の とお りで あ る。
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入力 した文字種数 6,579

入 力 熟 語 数 約155,210

入力文字 の総字数 約2,873,000

21.4校 閲 作 業

入力 された情報 の校閲 には,原 則 として次のよ うな作業 が必要 であ り,現 在 ,継 続 的に作業 を

すすめ,情 報 フ ァイルの精度を高 める作業 を行 ってい る。

① 入力原票 と して利用 した辞典類 との照合 によ る入力 ミスのチ ェ ック

② 入力原票に不足す る情報 の追加記入

③ 追加 記入に したが って更新 された入力結果 の確認

21.5検 索 シ ス テ ム 研 究

漢字 デ ータ ベ ース に 関連 す る各 種 ソ フ トウ ェアの うち,デ ー タ ベ ー ス構 築 な らびに検 索機 能 上

の 問題 点 を把 握 ・解 決 す る こ とを 目 的 とす る次 の活 動 を 行 った 。

(1)検 索 機 能 の シ ミュ レー シ ョン と性 能 予 測

② プ ロ グ ラ ミング言 語 の 調 査

③ シ ス テ ム ・ソ フ トの調 査

(4)大 容 量 記憶 装 置,デ ィス プ レイ装 置 等 の調 査 ・テ ス ト

⑤ 既 存 の 汎 用 パ ッケ ー ジ利 用 の 可 能 性

21.5.1検 索機 能 の 検 証

漢 字 デ ー タベ ー ス を検索 利 用 す るた め の,画 面 編 集,検 索 方 式,操 作 性 な どを検 証 す る こ とを

目的 とす るた め に,パ ソ コ ンに よ る 「検 索 模 擬 シス テ ム」 の 開発 を 行 った 。

(1}模 擬 シス テ ムの 概要

使 用機 種:FMR-60文 字 範 囲:JIS全 文 字 種

OS名:MS-DOS主 要 機 能:デ ー タ検 索,画 面 編 集 ・表 示

使 用 言 語:C言 語

開 発 画 面:62年 度 報 告 書 に定 義 され た もの か ら10画 面
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② 模 擬 システ ムの概略図
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1
1

一検索画面
一

・検字 番号順漢字一覧
・画数別漢字一 覧

・部首別漢字一 覧
・音読み漢字一 覧
・訓読み漢字一 覧 .
・意味別漢字一 覧

・熟語一覧
・全 データ表示

図21-1模 擬 シス テ ムの概 略図

一165一



21.5.2模 擬 シ ス テ ム の 評価

模 擬 シス テ ム開 発 の 各 段 階 ご とに プ ロ ジ ェク ト内 で の テ ス トと評 価 を行 い,各 機能 に つ

いて の確 認 を 行 って きた が,開 発 予 定機 能 の ほぼ 完 成 した時 点 で の プ ロ ジ ェ ク ト内で の評

価 は次 の とお りで あ る。

当初,模 擬 シス テ ム を パ ソ コ ン上 で 開発 す る こ とで,最 も懸 念 した の は実 用 的 な検 索 速

度 の可 能 性 につ いて で あ った が,実 際 に検 索 テ ス トを行 った 結果,殆 どの 検 索 画 面 が 約1

秒 以 内 で 表 示 さ れ る な ど,予 想 以 上 の 検 索 速 度 を得 る こ とが で き た。

模 擬 シ ス テ ムで は,収 録 した情 報 量 が 実 用 レベ ル の もの と比 較 して 著 し く少 な いた め,

検 索速 度 にっ い て は 必 ず し も適 切 な 評 価 が で き な い一 面 は あ る が,漢 字 デ ー タベ ース の情

報 量 を,20メ ガ バ イ ト程 度 の ハ ー ドデ ィス クに 収 録 で き る程 度 に 内容 を限 定 した一 般 利 用

者 向 け の サ ー ビス に つ いて は,ほ ぼパ ソ コ ン機 能 だ けで 十 分 な性 能 が 確 保 で きる もの と考

え られ る。

ま た,更 に情 報 量 を圧 縮 した 限 定 利 用(例 え ば小 ・中学 校 の 学 年 単 位 の教 育 用利 用)の

場 合 に は,フ ロ ッピ ー デ ィス クだ けで 利 用 す る こ と も可能 で あ り,模 擬 シス テ ム その もの

を 少 し整 備 す るだ けで,あ る程 度 の 実 用 化 の メ ドが立 った との 評 価 が で き る。

今 後 の デ ー タ整 備 の進 捗 に伴 って,CD-ROM利 用 の可 能 性,オ ン ライ ン型 検 索 機 能

の調 査 ・研 究 な ど を 行 い,前 述 の よ うな段 階 的 な サ ー ビス提 供 を実 現す るた め の 初期 開発

の 目的 は達 成 で き た もの と思 わ れ る。

な お,各 種 の テ ス トの 段 階 に お け る プ ロ ジ ェク ト内 の意 見 と して,実 際 の利 用 を想 定 し

た検 索 方 法 や 画 面 構 成 に,ま だ,多 小 改 良 の 余 地 が あ る との 見解 が あ り,今 後 の予 定 と し

て は,こ の 模擬 検 索 シス テ ムを 一 部 利 用 者 に提 供 し,テ ス ト的 な 利 用 を 通 じて 得 られ た 各

種 の意 見 を 分析 した 上 で,一 般 の 利 用 者 に と って 漢字 デー タ ベ ー スの もつ 情 報 内容 を,ど

の よ う に検索 で き る よ うにす る こ とが 最 も魅 力 が あ り,有 意 義 で あ るか にっ いて 調 査 を行

い,よ り実 用性 の 高 い シス テ ム と して育 成 した い と考 え て い る。
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21.6今 後 の 開 発 計 画

当 データベース構築 の作業計画概要 は次表 の とお りであ る。

今 後の作業 計画概要

文字 フォン トデザイ ン

文字 フォン ト分解 ・収録

その他の内容入力及び修正

同上校閲作業

各種サブ システ ム開発

各種テ ス ト

メ ンテナ ンス作業

昭和63年 昭和64年

「第二次分提供開始

[最 終範囲提供開女台

t第一次分完了t第 二次號 了t完 了

[第 一次分了[第 二次分完了

[模 擬 システム完了

※ デ ー タ メ ンテ ナ ンスは継 続 的 に必 要 で あ る。

供提全完t

漢 字 デ ー タ ベ ー スの 開 発計 画 は上 記 の と お りで あ るが,そ の他 下 記 の 実 用 化 計 画 を実 施 す る。

(1)文 字 フ ォ ン トの実 用 化 は 他 の サ ブ シス テ ム と は別 に,昭 和63年4月 に権 利登 録 を 行 い,63年

10月 に実 用 登 録 を行 う。

② 文字 フォン トの実用 化に当 た って は,各 種 コ ー ド体 系 に対 応 す る情 報 を完 備 し,汎 用 性 を 持 た

せ て 多 くのOA機 器 に活 用 で き る機 能 を 完 備 させ る。

(3)電 子 出 版 等 の 新 しい利 用 形 態 に積 極 的 に対 応 させ るた め,CD-ROM等 の ニ ュ ー メ デ ィア

へ の 適用 機 能 を 開 発 す る。
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な お,利 用 者 へ の提 供 サ ー ビス 開始 は下 記 の とお り予 定 して い る。

(1)文 字 フォ ン トの提 供

① 第一次 構築範囲 の うち

② 第 一次構築範囲

③ 最 終収録文字範囲

②OA機 器用熟 語 フ ァイル の提供

① 第一次構築範囲 の うち

② 第一次構築範囲

③ 最終収録文字 範囲

約13,000字

約21,000字

約30,000字

約13,000字

約21,000字

約30,000字

③ データベ ース構築 および検索 シス テムの提供

① 一部機能の提供

② 予定機能すべての提供

昭 和63年5月

昭 和63年10月

昭 和64年3月

昭 和63年9月

昭 和64年3月

昭 和64年12月

昭和63年4月

昭 和64年3月

、
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22機 械翻訳 システム用辞書 データベースの調査

カ テ ナ 株 式 会 社

株式会社 サ イ コ ム





22.機 械 翻 訳 シ ス テ ム 用 辞 書 デ ー タ ベ ー ス の 調 査

22.1調 査 の 目 的"

わ が 国 を取 り巻 く環 境 の 複 雑 化 に と もな い,国 際 的情 報流 通 への 対 応 の 高 度 化 を 更 に図 る必 要

が迫 って い る。 わ が 国 が 言 語 の 障壁 を乗 り越 え て,情 報 の コ ミュニ ケ ー シ ョ ンを展 開 して 行 くた

め に は,機 械 翻 訳 技 術 の 利 用 が 大 き く望 ま れ る と ころ で あ る。 そ して,そ の よ うな ニ ー ズの 高 ま

りに対 応 して,い くっ か の 商 用 機 械 翻 訳 シス テ ム も発売 されて きて い る。 しか しな が ら,一 部 の

例 外 を 除 い て,一 般 の 利 用 者 の 多 くが これ を 直 ち に 導 入 し,本 格 的 に運 用 さ せ る状 況 に は未 だ至

って い な い。 この 最 大 の 理 由 は,機 械 翻 訳 用 辞 書 作 成 ・利 用 技 術 の 未 整 備 に求 め られ る。 ま た,

そ の た め に必 要 な機 械 翻 訳 シス テ ム用 辞 書 と,そ こに 係 わ る デ ー タ ベ ー ス技 術 に 関 す る実 体 に即

した研 究 も,未 だ 十 分 に な され て い る とは い え な い 。 そ こで 本 技 術 研 究 で は,機 械 翻 訳 シス テ ム

の た め の翻 訳 辞書 に 係 わ る諸 々の 課 題 を検 討 し,機 械 翻 訳 シス テ ム用 辞 書 デ ー タベ ー ス に関 す る

作 成 ・利 用 技 術 の確 立 を 図 る こ とを 目 的 と して 調 査 した。

機 械翻 訳 シス テ ム用 辞 書 の 中 で も,シ ス テ ム辞 書,文 法 辞 書,基 本 語 辞 書 とい わ れ る もの は,

自然 言 語 処 理 の 中 枢 に 係 わ る もの で あ り,シ ス テ ム の 開発 者 側 の み な らず,諸 々 の レベ ルで の 利

用 者 に と って の便 益 と い う面 か らも,そ れ らの 辞 書 に関 す る技 術 の 成 熟 が 強 く望 ま れ る処 で あ る。

しか し,そ う した シス テ ムの 内 部 に係 わ る よ うな辞 書 に関 す る諸 問 題 に つ い て は,十 分 な分 析 が

な され て い る とは い え な い し,利 用 者 あ る い は開 発 者 相 互 が それ ぞ れ の 技 術 を確 立 す る に必 要 な

情 報 の 交 流 が,十 分 に な され て い る と もい えな い。

更 に,機 械 翻 訳 シ ステ ムの 効 果 的 な 利 用 をめ ざす 立 場 か ら,専 門 分 野 辞 書,ユ ーザ 辞 書 の 存 在

も欠 くべ か らざ る もの で あ る。

機 械 翻 訳 シス テ ム 用 の 各 辞 書 に関 す る課 題 と問 題 点 を明 らか にす べ く調 査 を行 った 。

22.2調 査 の 内 容

22.2.1機 械 翻 訳 シ ス テ ム に お け る 辞 書 の 分 類

利 用 者 の 側 か らみ た と き,機 械 翻 訳 シス テ ム が ユ ーザ に 提供 す る辞 書 構成 の 枠 組 み は,

以 下 で あ る。
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(1}シ ス テ ム 標 準 辞 書

機 械翻 訳 シス テ ム に標 準 装 備 され て提 供 され る辞 書 デ ー タ を シス テ ム 標 準辞 書 と呼 ぶ

こ と にす る。 こ こ に は,翻 訳 処 理 に必 要 な 文 法 的 内容 や,基 本 語 彙 と して の一 般 語 が 含

ま れ る。

利 用者 に と って,シ ス テ ム標 準 辞 書 は,翻 訳 システ ム と一 体 に な って い る とみ る こ と

もで き るが,一 方 で,利 用 者 が そ の 内容 に 深 く係 わ る場 合 もあ る。 ま た,翻 訳 シス テ ム

の基 本 エ ン ジ ンや処 理 アル ゴ リズ ム に 比 べ て,対 象 分 野 や,利 用 形 態 な ど に応 じて変 更

す る可 能性 が 高 く,基 本 シス テ ム完 成後 も,た びた び 変 更 さ れ る可 能 性 が あ るので,一

部 の実 験 シス テ ムを 除 けば,プ ロ グ ラム とは 独 立 の 要 素 と して 分離 して あ る。

シス テ ム標 準 辞 書 の 規 模 を 見 る と,多 くの シ ス テ ムで は,特 に そ の 多 くを 占め る基 本

語 に つ い て,5万 語 程 度 の 語 彙 数 が収 納 され て い る。 た だ し,専 門語 に つ い て は,こ こ

で は別 に扱 う。

商 用 の機 械 翻 訳 シス テ ム に お け る シス テ ム標 準 辞 書 の 内 容 に つ い て 見 て み る と,特 許

・科 学 文献 の 翻 訳 を 目的 とす る な ど一 定 の 限 定 を行 って い る 場合 も見 られ るが,お お む

ね は あ る程 度 広 い適 用 分 野 を 想 定 した もの に な って お り,一 般 的 な用 法 を 中心 と して 収

納 され る。 利 用 目的 に応 じた精 密 化 は,専 門 語 辞 書 や ユ ー ザ辞 書 を利 用 す る こ とが 想 定

さ れ て い る。

他 方,機 械 翻 訳 を あ る程 度 高度 に行 うた め に は,翻 訳 処 理 系 は か な り複 雑 な情 報 を 要

求 す るが,こ う い った 情 報 を利 用 者 側 に要 求 す るの に は無 理 が あ るの で,あ らか じめ シ

ス テ ム標 準 辞 書 に準 備 して お く必要 が あ る。 そ こで シス テ ム標 準 辞 書 に は,構 文 ・意 味

情 報 な ど,翻 訳 ア ル ゴ リズ ム の 中 核 に係 わ る情報 が,豊 富 に しか も注 意 深 く格 納 さ れ て

い る。

シ ス テ ム標 準 辞 書 で は,こ の よ うに,翻 訳 アル ゴ リズ ム に起 因 す る精 密 な情 報 の 要求

と,利 用 者 の側 か らの 特殊 性 と理 解 容易 性 の 要 求 を 調 整 しつ つ,大 量 の言 語 デ ー タを 扱

わ な け れ ば な らな い と い う課 題 を背 負 って い る。

(2)ユ ー ザ 辞 書

現在 の機 械 翻 訳 シス テ ムで は,ユ ーザ が 辞 書 を変 更 して,自 らの 目的 に応 じて 翻訳 結

果 を 改 良 す るた め の 機 能 が 準 備 され て い る。 そ こで は,翻 訳 シス テ ム に関 す る詳 細 な知

識 を 持 た な いユ ー ザ に も こ う した 機 能 が 利 用 で き る と い う要 件 が考 慮 さ れ て い る。 そ の

反 面,機 械 翻 訳 シス テ ム に ユ ーザ が 介 入 で き る範 囲(現 状 の機 械 翻 訳 の技 術 水 準 で は こ

の 範 囲が 相 当 に広 い)が,か な り限 定 され る結 果 に な る。 単 語 の辞 書 に つ いて は,商 用
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の機 械 翻 訳 シス テ ム に お け る辞書 変 更 内容 が 見 られ るが,そ こで 見 る こ との 出来 る項 目

と して は,品 詞,訳 語,意 味大 分 類 な ど に限 られ る 場 合 が 多 い 。 こ こに は,こ れ らの項

目 だ けで は,利 用 者 が 必 要 とす る翻 訳 精 度 の 向上 が十 分 に達 成 で きな い と い う こ と と,

逆 に,意 味 分 類 を は じめ とす る情 報 を,翻 訳 シス テ ムの 内部 に つ い て の知 識 を 持 た な い

ユ ー ザが 処 理 す る こ とが 困難 で あ る とい う,相 反 す る問題 が生 まれ る。

従 って,シ ス テ ム標 準 辞 書 との係 わ りで 特 に 問題 にな るの は,利 用 者 に よ る翻 訳機 能

の改 良 が,現 在 の 機 械 翻 訳 シス テ ムの 仕 組 み だ け で は十 分 で は な い と い う こ とで あ る。

実 際,機 械 翻 訳 シス テ ム の本 格 的 な実 稼 働 を 実現 す るた め の い くつ か の プ ロ ジ ェ ク トで

は,機 械 翻訳 シス テ ム に関 す る知 識 を持 たな い利 用 者 だ け で は 実 稼 働 は 困難 で あ る と し

て,ユ ーザ 側 と開 発 が 一 体 とな った,辞 書 や 文法 の 大規 模 な 改 良 作 業 が行 わ れ て い るの

が 実 状 で あ る。

(3}専 門辞 書

各 分 野 で 用 い られ る専 門 語 は,一 般 語 に比 べ は るか に 多 くの 語彙 が あ り(数 百 万語 と

もいわ れ る),し か も 日々 に新 語 が 生 まれ て くる とい う状況 が あ る。 分 野毎 で の 語彙 の

分 布 や 用 法 に も,顕 著 な ば らつ きが あ る。 そ の た め に,機 械 翻 訳 シス テ ム で は,専 門 分

野 に 依存 した 専 門 辞 書 を,シ ス テ ム標 準 辞 書 とは別 に ユ ーザ に 提供 した り,ユ ーザ が そ

の よ うな 辞 書 を 利 用 す るの を保 証 す る と い った考 慮 を払 って い る。 専 門 語(あ るい は専

門語 と して の 用 法)に は,名 詞 の比 率 が 圧 倒 的 に 多 く,対 訳 情 報程 度 で 十 分 に その 目的

を達 成 で き る場 合 が ほ とん ど で あ る な ど,翻 訳 ア ル ゴ リズ ムに 依存 す る情 報 が一 般 語 の

場 合 に 比 べ て少 な いの で,特 定 の機 械 翻 訳 シス テ ム とは独 立 にデ ー タを作 成 ・管 理 で き

る部 分 が 多 い とい う特 徴 が あ る。 た だ し,適 用 分野 や,適 用業 務 に よ って は,特 定 の文

体 や 書法 を用 い る と い った こ とが あ る。例 え ば,製 品パ ン フ レッ トや 規 格 文 書 な どで,

主語 の な い英 文 を 扱 う必 要 が あ る とか,プ ロ グ ラム ・マ ニ ュア ル な どで,例 示 や書 式 指

定 な どの 翻訳 処 理 の対 象 に しに くい形 式 が あ る な ど の事 が あ る。 これ は,ユ ーザ辞 書 に

係 わ る問題 で もあ るが,開 発 者 側 か らは余 り議 論 さ れて い な い。

専 門辞 書 は,シ ステ ム標 準 辞 書 と共 に 開発 者 側 か ら利 用 者 に 供給 さ れ る場 合 が 多 い が,

専 門 分野 へ の依 存 性 か ら開 発 者 側 独 自で の 作成 に は限 界 が あ り,内 容 と して は,そ の他

の機 関 が作 成 した デ ー タ に ほ ぼ準 じて い る よ うで あ る。 しか し,現 在 利 用 可 能 な専 門 辞

書 は き わ めて 限 られ て お り,ま た,デ ー タ内容 に翻 訳 アル ゴ リズ ム へ の依 存 性 が薄 い に

もか か わ らず,各 機 械 翻 訳 シス テ ムで共 通 の専 門 辞 書 を用 い る こ とが 出来 る とい った状

況 に もな って い な い。
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22.2.2シ ス テム 標 準 辞 書 の 分 類

シス テ ム標 準 辞 書 は,シ ス テ ム 開発 者 側 が 翻 訳 プ ログ ラム と一 体 とな って ,利 用 者 に供

給 す るデ ー タで あ る。 シス テ ム標 準 辞 書 は,そ の 情 報 の 性 格 に応 じて,文 法 辞 書,シ ス テ

ム辞 書(カ ーネ ル 語 辞 書),基 本 語 辞 書 の3種 類 に大 別 す る こ と が 出来 る。 た だ し,文 法

辞 書 と基 本 語 辞 書 とは,ほ ぼ完 全 に独立 した体 系 と い うこ とが 出来 るが,シ ス テ ム辞 書(

カ ーネル 語 辞書)は,文 法 辞書 と基 本 語辞 書 の 両 者 の 性 格 を 合 わ せ 持 った もの を取 り出 し

た概 念 で あ り,そ の イ ンプ リメ ン トの方 法 は様 々で あ る。

ほ)文 法 辞書

翻 訳処 理 に用 い る文 法 ル ール 等 の デ ー タが記 載 され る。 機 械 翻 訳 シス テ ムの エ ンジ ン

とは 出来 る限 り独立 さ せ て,一 般 的 な言 語 現 象 を記 述 で き る よ うに考 慮 して あ るが,各

機 械 翻 訳 シス テ ム の ア ル ゴ リズ ムへ の依 存 性 は きわ め て高 い 。GRADEシ ス テ ムな ど

が,機 械 翻 訳 シス テ ム用 の 文 法 辞 書(文 法 記 述 言 語)の 洗 練 され た例 で あ ろ うが,そ こ

で は,翻 訳 処 理 の 中核 的 な メ カ ニ ズ ムを記 述 す るよ うな 内 容 に な って い る。 従 って 文 法

辞 書 は,ほ とん ど の場 合,ユ ーザ か らは ま った く触 れ る こ との 出来 な い部 分 に な って い

る。 ま た,ユ ー ザ か らの要 求 に対 し,こ の 文 法 辞書 に関 す る エ キ スパ ー トが い か に して

改 良 を行 って い くか とい う問 題 に 関 して の 議 論 も見 られ な い 。

(2)シ ステ ム辞 書(カ ー ネル 語 辞 書)

助 詞,助 動 詞,前 置 詞,冠 詞 な どの 「機 能 語 」,あ る い は,「 す る」,「 な る」 とか,

"h
ave","get"と い った単 語(カ ー ネ ル語 と呼ぶ)は,通 常 の単 語 の場 合 に比 べ

て,非 常 に特 殊 な 働 き をす る。 こ うい った単 語 に つ いて は,単 語 と して の一 般 化 した情

報 の 他 に,様 々 な ア ル ゴ リズ ム に 係 わ る情 報 を与 え る必 要 が あ る。

これ らは,単 語 辞 書 と して,基 本 語 辞 書 と同 じ枠 組 み で 扱 う場 合 も多 い が,カ ーネ ル

語 の た め だ け に必 要 な記 述 項 目 が,一 般 の 単 語 につ いて も必 要 にな って しま う とい うよ

うな こ とを避 け な け れば な らな い 。 そ こで,カ ーネ ル語 に 関 して は,単 語辞 書 の 申 に 文

法記 述 を行 う こと の 出来 る仕 組 み を実 現 す る場 合 もあ る。 ま た,文 法辞 書 の 中 に,直 接

カ ーネ ル語 の 記 述 を導 入す る場 合 もあ る 。 しか し,こ う した 場 合 に も,ユ ーザ や 辞 書要

員 が カ ーネ ル語 に係 わ る よ うな 修 正 を行 う時 の一 貫 性 の保 証 な どの 問題 を 考慮 す る必要

が あ ろ う。

(3)基 本 語辞 書

シ ステ ム標 準 辞 書 の 中の 基 本 語辞 書(一 般 語 辞 書 と もい い 替 え られ よ う)は,分 野 を

問 わ ず 用 い られ る単 語 お よ び そ の単 語 に 関 す る 情 報 を扱 う も ので あ る。 現在 の 機 械 翻 訳
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シス テ ムで は,一 部 に は意 味 処 理 ま で取 り込 ん だ 高 度 な 自然 言 語 処 理 技 術 を 用 い た アル

ゴ リズ ムが 採 用 さ れて きて お り,基 本 語 辞 書 にお い て も高 度 な内 容 の情 報 が 要 求 され る

よ うに な って きて い る 。例 え ば,動 詞 な ど につ いて は,色 々 の用 法 に対 応 した 文 型 や格

パ タ ー ン,共 起 す る 名詞 な ど に 関 す る意 味 的 な制 約 情 報 な ど を記 述 す る必 要 が あ る。一

方,こ れ に対 応 して,膨 大 な数 の名 詞 な ど に は,意 味 素性 な どの 情 報 を記 述 しな けれ ば

な らな い大 量 の語 彙 を対 象 と して,こ れ らを,矛 盾 な く,均 質 的 に実 現 す る こ と は,非

常 に困 難 な課 題 で あ る 。現 在,㈱ 日本 電 子 化 辞 書 研 究 所(略 称:EDR)に お いて,

自然 言 語 処 理 の た め の基 礎 デ ー タ と して利 用 す る こ とを 目指 した電 子 化 辞 書 の 開 発 が 進

め られ て い るが,現 在 の処,(一 部 は機 械 可 読 に な って い る)冊 子 体 辞 書(人 間 用 に出

版 され て い る辞 書)な どの デ ー タ と,辞 書 作 成 者 の知 識 とに 頼 らざ る を得 な い。

22.2.3専 門 辞 書,ユ ー ザ 辞 書 の 分野

専 門 辞 書 の 作 成 ・管 理 に は ・ そ の 規模 の大 き さ や分 野 毎 で の専 門 的知 識 の 必 要 性 ・時

間 的 な変 動 要 因 な ど 多 くの 問 題 を 抱 え て い る。

ユ ー ザ は シス テ ム標 準 の辞 書 だ け で 満足 す る とは 限 らな い。 む しろ,ユ ー ザ独 自 の必

要 性 や 知 識 に基 づ い て,独 自の ユ ー ザ辞書 や専 門 辞 書 を開 発 す る こ とを考 慮 す る必 要 が

あ る。 そ う した辞 書 作 成 を,円 滑 に,効 率 よ く,そ して 翻 訳 シス テ ム全 体 の 機 能 との 整

合 性 を保 って行 う こ とを保 証 す る,本 格 的 な 支援 環 境 シス テ ム の 開発 も要 求 さ れ る。

機 械 翻訳 用 の 辞書 で は,改 定,修 正 と い った こ とが頻 繁 に発 生 す る と考 え な け れ ば な

らな い 。 ま た,利 用 目 的毎 に内 容 に 差異 の あ る辞 書 が提 供 さ れ る とい った場 合 もあ る。

こ う した とき に,デ ー タや その 修 正 内 容 を ど う管 理 して い くか は,開 発 者,利 用 者 の双

方 に と って重 大 な 問 題 とな る。

従 って,ユ ー ザ 辞 書 と専 門 辞 書 に お いて は,或 る意 味 で 分 け られ に くい部 分 が あ るこ

とを承 知 す る必 要 が あ る。

こ こで は,専 門 分 野 を情 報 処 理 分 野 に限 って,或 る機 械 翻 訳 シス テ ムで 試 み た一 部 を

述 べ た。
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22.3今 後 の 課 題

今 後 の課 題 と して,機 械 翻 訳 シス テ ム用 辞 書 デ ー タ ベ ー スの 提 供 サ ー ビス を実 施 す るた め に,

以下 の こ とが あ げ られ る。

1)機 械 翻訳 シス テ ム導 入 時 の ユ ーザ側 負 担 の 軽 減 と して,経 費 の 削 減 お よ び作 業 時 間 の短 縮 。

2)辞 書 デ ー タ ベ ー スの 更 新 の容 易 性 と迅 速 性 を 図 り,機 械 翻 訳 シス テ ムの質 的 向 上,サ ー ビス

の 充 実 。

3)辞 書 の一 元 化 に よ り,登 録 ・更 新 さ れ る語 等 の概 念 の統 一 と利 用 上 の解 釈 の混 乱 の防 止 。

4)専 門 辞 書 デ ー タベ ー ス提 供 サ ー ビス に よ る,各 分 野 へ の 機 械 翻 訳 シス テ ム利 用 の容 易 性 。

こう した こ とが 実 現 す る こ とは非 常 に 難 か しい こ とで あ り,一 朝 にて で き る と は いえ な いが,

決 して 不 可 能 で はな い と考 え る。 また,こ れ らが うま く機 能 す れ ば,そ の相 乗 効 果 に よ り,機 械

翻 訳 シ ス テ ムの 利 用 が 更 に 促 進 され,社 会 的 に も大 き な効 果 が期 待 で き る。
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23国 内外 に対応 する建築文献 データベース

の構 築 に関 する調 査

財 団法人 日本建築センター





23.国 内 外 に対 応 す る建 築 文 献 デー タ ベ ー スの 構 築 に 関 す る 調 査

23.1目 的

近 年,建 築 分 野 にお け る国 際 交 易 の 拡 大 お よ び ハ イテ ク技 術 の利 用 増 大 と い う世 界 的 傾 向 を背

景 に,国 際 的 な文 献 情 報 交 換 へ の ニ ー ズが 急 速 に高 ま りつつ あ る。 しか し,わ が 国 の建 築 技 術 情

報 は,ご く一 部 の 研 究 論 文 が英 文 で著 作 され る く らい で,日 本 語 で 著 作 され た 文献 の大 部 分 は海

外 に紹 介 され て い な い の が 現状 で あ り,日 本 の 建 築 技 術情 報 に 対 して は諸 外 国 か らの 強 い ニ ー ズ

が 予 想 され て い る に も拘 らず,こ の 問 題 に対 応 す る国 内体 制 が 整 備 され て い な い状 況 に あ る。

一方 ,海 外 で は,CIB/ICONDAと い う建 築 文献 に 関 す る国 際 的 な デ ー タ ベ ー ス ネ ッ トワ

ーク が 既 存 のSTN(科 学 技 術 情 報 ネ ッ トワ ー ク)に よ り 地 球 規 模 の 情 報 サ ー ビ ス 体 制 が

敷 か れ て い る。 日 本 で もJICSTがSTNの 構 成 員 と な り情 報 サ ー ビ ス を 展 開 し て い る 。

しか し,こ のICONDAに 対 す る 日本 か らの建 築 文 献 の デ ー タ提供 が 強 く求 め られて い るに もか

か わ らず,日 本 側 か らの デ ー タ提 供 の 体 制 は十 分 に整 備 さ れ て い る と は言 え な い。

この よ うな 背景 を基 に前 年 度 よ り国 内外 に開 か れ た建 築 文献 の 情 報 サ ー ビス を展 開 す るた め建

築 文 献 デ ー タベ ー スの 建 築 お よ び効 率 的 運 営 体 制 に 関 す る調 査 を 実 施 して い る。

前 年 度 調 査 で は,建 築 文 献 デ ー タベ ー スの 事 業 化方 策 と して は,関 連 して 先行 して い る政府 系

の デ ー タ ベ ース サ ー ビス機 関(JICST,JACIC等)お よ び 民 間 資 本 に よ る デ ー タベ ー ス サ ー

ビス 企 業 な ど との役 割 分 担,協 力 体 制 を調 整 して 推 進 して 行 くこ とが 重 要 で あ る とい う前 提 の基

に,国 内 に お いて も諸 外 国 並 み の デ ー タ ベ ー ス の普 及 ・活 用 され る よ うな環 境 整備 を行 って い く

こ とが 最 も重 要 な課 題 で あ る と い う結 論 を得 た 。

しか しなが ら,建 築 関 連 業 界 は大 企 業 か ら個 人経 営 の零 細 な設 計 事 務 所 とい った裾 野 の広 い 産

業 形 態 を有 す る とい う特 殊 性 と建 築 生 産 や技 術,学 術 的 な 面 で の 分 類 方 式,技 術 用 語 の不 統 一 さ

な ど他 産 業 に 比べ デ ータ ベ ー スサ ー ビス が普 及 す る ため に解 決 す べ き基 盤 と な る問題 は 多 い の が

現 状 で あ る。 そ の た め,今 年 度 の 調 査 に お いて は,こ れ らの 問 題 を 念 頭 に お き,デ ー タベ ース 利

用 の 普 及 と環 境整 備 の た め に は,幅 広 い建 築 関 連 技 術 者 が 簡 便 に,か っ,低 価 格 で利 用 す るた め

に 望 ま しい サ ー ビス形 態 と は ど うい う ものか につ いて 検討 を 行 う こ と に した 。 つ ま り全 国 ネ ッ ト

に よ る オ ン ライ ンサ ー ビス と い うこ とで な く,新 た な情報 提供 媒 体,コ ン ピ ュ ー タ機 器 の利 用 に

よ り,ユ ーザ の資 本 投 下 能 力,現 有 の シス テ ム環 境 に応 じた情 報 提 供 が で き るよ う多様 な サ ー ビ

ス 方 法 の検 討 を行 う こ とに よ り,国 内 に お け る建 築 文 献 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス の需 要 喚起 を ま ず

図 る こ と を 今年 度 調 査 の 主 た る 目的 と した。
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23.2実 施 内 容 ・方 法

23.2.1調 査 の 内容

今 回実 施 した調 査 の 主 な 内容 は 次 の と お りで あ る。

(1)建 築 関 連業 界 にお け る定 期 刊 行 物 の 文 献 の収 集 ・管 理 状 況 の 調 査

o建 設会 社 の各 部 門(設 計,開 発,工 務)に お け る文 献 の 収 集 ・管 理 状況 の 調 査

o建 築 設計 事 務 所 にお け る文 献 の 収集 ・管 理 状 況 の調 査

② 建 築 関 連文 献 の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビス に対 す る ニ ーズ 調 査

。 建 設 会 社 の各 部 門 に お け る文 献情 報 の ニ ーズ と外 部 に希 望 す る サ ー ビス 内容 の調 査

o建 築 設 計 事 務 所 に お け る文 献 情 報 の ニ ー ズ と外部 に希 望 す る サ ー ビス 内容 の調 査

。 建 築 材 料,部 品 メ ー カ ,プ レハ ブ住 宅 メ ー カ,建 築 設 備 関 係 の サ ブ コ ン トラク

タ ー に対 す る文 献 情 報 ニ ーズ と希 望 す る サ ー ビス 内容 の調 査

(3)定 期 刊行 物 の建 築 文 献 を 主 体 と した デ ー タ ベ ー ス の サ ー ビス 内容,方 法 の 検 討

o扱 う文献 の範 囲 の 検 討

Oデ ー タベ ー ス に 盛 り込 む 内 容 の 検討

oユ ー ザへ の サ ー ビス形 態 の 検 討

(4)プ ロ トタ イ プの 検 討

。 デー タベ ー ス フ ォ ーマ ッ トの検 討

(5)フ ィー ジ ビ リテ ィス タ デ ィ

。 各 種 の サ ー ビス形 態 に よ る事 業 化 比 較

(6}建 築 文 献 デ ー タ ベ ー ス の国 際 化 対 応 の検 討

oICONDAサ ー ビス の現 状 調 査

oICONDAへ の イ ンプ ッ ト方 法 の 検 討

23.2.2調 査 の実 施体 制

(1)実 施機 関

財 団 法人 日本 建 築 セ ンタ ー が 財 団 法人 デ ー タ ベ ース振 興 セ ン ターか ら調 査 委 託 を受 け,

建 築 文 献 デ ー タベ ー ス構 築 運 営 調 査 委 員 会 を 設 け調 査 を 推 進 した。

② 協 力機 関

既 存 のCIB国 内 連 絡協 議 会(CIBの 正 会 員2機 関,準 会 員5機 関)を 中 心 に 関係

す る機 関 お よ び学 識 経 験 者 を 含 めて 作業 体 制 を 構成 した。
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23.2.3実 施 期 間

1987年7月 か ら, 1988年3月 ま で

23.2.4予 想される波及効果

(1)国 内 にお ける建 築文献情報 の交流が活 発化 され る。

② 国内におけ る建築文献情報利用の環境 が整備 され,需 要喚起 に結 びつ く。

③ 建 築文献情報 の海外への情報提供ルー トが確立 され る。

(4)建 築産業 の国際交流 に対 す る摩擦解 消の一助 にな る。

23.3成 果 と 今 後 の 課 題

23.3.1調 査 の 成 果

海 外 の主 要 国 で は,建 築 関係 の文 献 デー タ ベ ー スが 広 範 に 整 備 ・活 用 され て お り,他 の

産 業 分 野 と と もに,全 世 界 を ネ ッ トワー ク と した オ ンラ イ ンデー タ ベ ー ス サ ー ビス が稼 働

す る よ うに な った 。 わが 国 に お い て は産 業 構 造 の転 換 期 に 当 た り,建 築 界 に お い て も建 設

会 社 を 始 め と して,経 営 戦 略 の転 換,事 業 の ソフ ト化 とい った こ とに 対 す る動 き も多 い。

本 調 査 の 主 体 で あ る建 築 に お け る デ ー タ ベ ー スの分 野 に お い て も,JICSTやJACIC

と い っ た国 が バ ック ア ップす る デー タ ベ ー ス 提供 機関 が整 備 され,サ ー ビスが 充 実 して い

くと と もに,民 間 企 業 にお い て も本 分 野 で 積 極 的 な事 業 展 開 を め ざ して い る と ころ もあ る

と い っ た状 況 で あ り,今 後 の デ ー タ ベ ース サ ー ビス に つ い て の そ れ ぞ れ の 機 関 で の役 割 分

担 と,ユ ーザ に と って 使 いや す い デ ー タベ ー スサ ー ビス を展 開 して い くこ と につ い て の相

互 調 整 の 必 要 性 は非 常 に 高 い こ とが わ か る。

本 調 査で 明 らか に な った 主 要 な成 果 を っ ぎ に示 す 。

・ 建 築関 連 業 界 に お け る文 献 の 収 集 ・管理 ・利用 の 状 況 が 明 らか に な った 。

・ 建築 関連業界 では,文 献 情 報 と して ,(1)図,写 真 等 の イメ ー ジ情 報,② 建 築 経 済指 標,

統 計値 な どの数 値 情報,(3)技 術 文 献 等 の 文字 情 報 とい った3つ の 分類 が で き,そ れ ぞ

れ に 高 い ニ ー ズ とそ れ ぞ れ の情 報 提 供 形 態 の独 自性 が 考 え られ る こ とが 明 らか に な った 。

・ 建 築 生 産 関連 の業 界 構造 は す そ 野 の ひ ろ が った ピ ラ ミッ ド型 の 形 態 を して お り ,情 報

サ ー ビス と して は,幅 広 い ユ ーザ が利 用 で きるよ う な形 態 を取 る こ とが,こ の デ ー タ ベ

ー ス を推 進普 及 させ る た め の 絶 対条 件 で あ る ことが わ か った
。
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・ 既 存 の建 築 関連 文 献 情 報 サ ー ビスは ,発 生 して い る文 献 情 報 の ほ んの 一 部 で あ り,ま

た,取 り扱 って い るテ ーマ も学 術 的 な もの,建 築 作 品 な ど と い った 内容 が 特 化 して い る

もの が 多 く,建 築 に 関 係 あ る文 献 す べ て が対 象 と され て い るわ けで はな い。 建 築 関 連業

界 は業 種 も多 様 で幅 広 く,そ れ ぞ れ の 分 野 で 多 くの 文 献 が 発 生 して お り,ね む って い る

貴 重 な 文 献 に つ い て積 極 的 に 活 用 で き る よ うな サ ー ビス につ い て の ニ ー ズが 高 い こ とが

わか った 。

・ 日本 は ,技 術 力,経 済活 動 の 面 で近 年 先 進 国 と して世 界 的 に認知 され て い るが,社 会

資 本 の蓄 積 は まだ不 十 分 で あ り,日 本 で発 生 して い る建 築 技 術 文 献 を世 界 に広 く流 して

い く体 制 が確 立 され て い な い。 そ の 原 因 と して は 国 際 的 な 情 報 交 流 に対 す る意 識 が まだ

低 い こ と,ま た,産 業 自体 が そ こま で 資本 投 下 能 力 が まだ まだ な い こ と,日 本 語 ・英 語

の ラ ンゲ ー ジ ギ ャ ップ が存 在 して い る こ とな どで あ る。

《

23.3.2今 後 の 検 討 課 題

以 上 の 調 査 結 果 か ら,今 後 の 検 討 課 題 と して 下 記 の 事 項 が あ げ られ る。

(1)前 年 度 調 査 で は,建 築 に 関連 す る定 期刊 行 物 を約800冊 抽 出 して い るが,各 業 界 との

ヒア リング に お いて 提 案 され た ことで あ るが,設 備 ・衛 生 とい った分 野 に お け る文 献 の

抽 出 が少 な い こ とな ど,取 り込 む 文献 の選 択 につ いて,幅 広 い業 種 を擁 す る建 築 関連 業

界 の 状況 を考 慮 して,本 文 献 デ ー タベ ー スで 収 録 しよ う とめ ざ して い る文 献 の 選択 に つ

いて は更 に詳 細 な調 査 が 必 要 で あ る。

② 今年 度 調 査 にお け る提 案 と して,幅 広 い ユ ーザ に 利 用 して も らえ るよ うな デー タベ ー

スサ ー ビス を展 開 して い く こ と に して い るの で,そ れ ぞ れ の ユ ーザ の 利 用形 態 に 即 した

情 報 伝 達 メデ ィ ア と して,オ ンラ イ ン,パ ソ コ ン通 信,CD-ROMな どの デ ー タ提 供

の メ デ ィアの技 術 的 な面 を 含 め た検 討 が 必 要 で あ る。

(3)建 築 文 献 デ ー タベ ース の ニ ー ズ と して,将 来 的 には,文 献 の原 文 を文 字 情 報 だ けで な

く,図 形 等 を 扱 う図面 情 報 や 写 真 ・絵 等 を 扱 うイ メ ー ジ情 報 と して の 提供 が建 築 関 連 技

術者 の ニ ーズ と して 高 い こ とが わか って お り,ど うデ ー タベ ー ス化 す る か につ い て の技

術開 発 上 の 問 題,デ ー タ ベ ー ス化 す る上 で の 問 題 を検 討 して い く必 要 が あ る。
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24翻 訳 支援 ツール(英 ・和)と しての

専門用語辞書 データベースの構 築

口外 アソシェーッ株 式会社





24.翻 訳 支 援 ツ ー ル(英 ・和)と して の 専 門 用 語 辞 書 デ ー タ ベ ー スの 構 築

24.1開 発 の 目 的

近 年,わ が 国 の 貿易 黒 字 に起 因 す る国 際 摩 擦 が増 大 して い る一 方,情 報 に関 して は,逆 にわ が

国 の輸 入超 過 が非 難 の 的 とな って い る。 日本語 の国 際 非 流 通 性 が そ の原 因で あ る こ と は明 らか で

あ り,摩 擦 回 避 の 目的 ば か りで はな く,製 品輸 出 に伴 う ドキ ュメ ン ト,マ ニ ュア ル類 の 要 求 も含

め,技 術 資 料 等 の翻 訳(特 に和 文 英 訳)の 必 要 性 が これ まで 以 上 に 高 ま って き て い る と言 え よ う。

この よ うな 背景 か ら,近 年,機 械 翻 訳 の技 術 は急 速 な進 展 を 見 せ て い る。 しか しな が ら,そ れ

らの翻 訳 シス テ ム は いず れ もプ レエ デ ィ ト(前 処 理),ポ ス トエ デ ィ ト(後 処 理)を 必 要 と して

お り,人 手 を介 さず に機 械 翻訳 が な され て い るわ け で は な い。 人 工 知 能 的 な推 論 機 能 を 持 ち,知

能 的 な翻 訳 を 実現 す るた め に は,相 当 数 の研 究者 が 長 い年 月 をか け て 開 発す る こ とが 必 要 で あ る

と予 測 され て お り,一 切 の 人 的 関与 を 必 要 と され な い レベル に達 す るの は.,ま だ か な り先 の こ と

と 見 な け れ ば な らな い。

本 開発 は,機 械 翻訳 に お け る人 的 作 業,ま た は機 械 に支 援 され た 翻訳 作 業 に お け る支 援 ツ ー ル

と して,特 に一 般 の 翻訳 者 に は苦 手 な 専 門 用語 を 中心 と して,豊 富 な 文例 を含 む 辞 書 デ ー タ ベ ー

ス を構 築 す る もの で あ る。 更 に,こ の デ ー タベ ー ス を利 用 して,翻 訳 文書 を効 率 的 に作 成 す るた

め,CD-ROM上 に辞 書 デ ー タベ ー スを格 納 し,パ ソ コ ンで 作動 す る翻 訳 文 書 編 集 プ ログ ラム

の開 発 へ 発 展 させ よ う とす る もの で あ る。

24.2開 発 の 概 要

専 門 用 語 とい って もそ の 分 野 は多種 多様 で あ り,す べ て の分 野 を 網 羅 す る辞 書 を 短 期 間 に作 成

す るの は困 難 な ので,一 分 野 毎 に完 成 して行 く方 法 を取 った。

翻 訳 の 現 状 を と らえ て み る と,技 術 資 料 関 係 が最 も多 い。 技 術 関係 分 野 の翻 訳 者 は約1万5千

人 と推 定 さ れ,そ の ほ とん どの 翻訳 者 が 何 らか の形 で コ ン ピ ュー タ 関係 の翻 訳 に 携 わ って い る と

伝 え られ て い る。 この よ う な現 状 を 踏 まえ,ま ず 第 一 段 階 と して コ ン ピュー タ用 語 を デ ー タ ベ ー

ス化 す る こ とに した。

辞 書 デ ー タ ベ ー ス に収 録 す る デ ー タ要 素 は,基 幹 語(英 語 見 出 し,品 詞,日 本 語 訳,発 音 記 号,

一 般 訳 語) ,解 説,参 考 語,文 例,複 合 語(必 要 に応 じて 解 説 付 与),複 合 語 の参 考 語,文 例 と

した 。

本 課 題 で は,発 音 記 号 お よび 通 常 語 と して の(一 般 辞 書 上 の)意 味 も含 ん だ うえ で,特 に基 幹
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語 の オ リジナル解 説,文 例,複 合 語 に重 点 を 置 い た。

24.3用 語 の 選 定

コ ン ピ ュ ー タ分 野 の 辞 典 ・用 語集 は 出 版 社 ,学 会,協 会,新 聞 社 等 か ら数 多 く刊 行 され て い る。

これ らの 辞 典 ・用 語 集 を調 査 し,本 課 題 の デ ー タベ ー スを 構 築 す るた め に,ソ ー ス と して 適 して

い る辞 典 ・用語 集 を 選 び 出 した。

これ らの ソー スを丹 念 に調 べ た結 果,翻 訳作 業 の ため に必 要 とさ れ る基 本 的 な 用 語(英 語)は

複 合 語 を 含 め,約5,000～6,000語 で あ る こ とが推 定 で き た。 基本 的 な 用 語 を 単 語 レベ ル に分 解

す る と,約2,000語 に な る。 この単 語 レベ ル か ら,辞 書 デ ー タベ ース を 構 築 す る うえ で 重 要 な1,

496語 を 「基 幹語 」 と して 選 定 した。

用 語 の 重 要 度 を 計 る尺 度 は種 々考 え られ るが,本 デ ー タベ ースで は 内容 の 記述 量,複 合 語 の 語

数 に よ り,基 幹 語 の重 要 度 を4ラ ンク に分 け'*'を 付 す こ とに よ って重 要 度 の 目安 と した。

次 に,前 述 した ソー スお よ びそ の 他 の 技 術 資 料 を参 考 に,基 幹 語 を含 む 複 合語 をで き るか ぎ り

採 集 した 。採 集 した複 合 語 の 数 は16,767件 を数 え,コ ン ピ ュー タ用 語 辞 書 デー タ ベ ー ス と して

十 分 な質 と量 を確 保 し得 る と判 断 され た。

複 合 語 の採 集 後,基 幹 語 に重 要度 の ラ ンク付 け を行 った結 果,次 の 数 字 が得 られ た。

重 要 度

***

**

*

無印

基 準

特 に重要 で複 合語が20以 上

重要 で複合 語が15以 上

重要で複合語が10以 上

複合 語が5以 上

基 幹 語 数

47語

228語

508語

715語

構 成 比

3.2%

15.2%

33.9%

47.7%

合 十一三
口 1,498語 100.0%

翻 訳 を行 う場 合,用 語 の対 訳 ・定 義 が わ か るだ け で は十 分 で な い 。 その 用 語 が ど うゆ う場 合 に

使 用 され るか を多 く知 り得 た方 が正 確 で,か つ,効 率 の 良 い 翻 訳 を 行 うこ とが で き る。 ま た,技

術 文 書 は文 学 関 係 とち が って 専 門 用 語(術 語)を 多 用 す る もの の,構 文 自体 は さ ほ ど複 雑 で な く,

文例 の 中 か ら相 当 部 分 を 引用 で き る もの も数 多 く見 受 け られ るの で,本 辞 書 デ ー タ ベ ー ス で は,

で き るだ け多 くの 文例 を収 録 す る こと に した 。収 録 に 当 た って は,本 辞 書 デ ー タ ベ ー ス 構築 の基

礎 資 料 と した 典拠 資料 お よ び そ の他 の 技 術 資 料 を参 考 と し,文 例 を 作 成 した 。
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24.4英 和 辞 書 型 の 原 稿 作 成 と デ ー タ フ ァ イ ル 作 成

今年 度 は期 間,予 算 の 関 係 か ら実 用 タ イ プの デ ー タベ ース を構 築 す る のが む つ か し く,選 定 し

た 基幹 語1,496語 の 中 か ら201語 を選 び,プ ロ トタ イ プの コ ン ピ ュー タ用 語 デ ー タベ ー スを作 成

す る こ と と した 。

本 辞書 デ ー タベ ー ス に収 録 す る デ ー タ要 素 は 合 計16に な った。 そ の デ ー タ要 素 に付 したTAG

を表 一1に 示 す 。

表24-1デ ー タ要 素 とTAG－ 覧

TAG 内 容 TAG 内 容

(n} 語番号 {c) オ リジナル解説/2章 目以降

(1) 見出 し語 (8) 参考語

(2) 品詞名 (b) 文例

(3) カ タ カ ナ読 み (9) 複合語

(4) 訳語,日 本語表記 (d} 解説

(5) 発音記号 (e) 参考語

(6)
一般 的な意 味 (f) 文例

(a) オ リジナル解説/冒 頭 部分 (x) 典拠 コ ー ド

原 稿 作 成 作 業 は3つ の グル ープ に よ って 進 め られ,① 品 詞,カ タ カ ナ読 み,訳 語,発 音 記号,

一 般 的 な意 味 を記 入 ,② 基 幹 語,複 合 語 の解 説 お よ びそ れ ぞ れの 参 考 語 を記 述,③ 文 例,複 合語

の 整 理 ・標 準 訳 付 与 と し,こ れ らを 基 幹 語 の 語 番 号 に よ って管 理 した。 作 業 の概 略 フロ ーを 図 一

1に 示 す 。

作 成 さ れ た 入力 原 稿 を も とに,入 力 ・校正 を行 い 英和 辞 書 型 の デ ー タ フ ァイル を完 成 させ,英

和 ・和 英 型 デ ータ ベ ー ス ソ ース フ ァイル 作成 の た め の 入力 デ ー タ と した 。

入 力 で 考 慮 しな け れ ば な らな い の は,主 に 発 音 記 号 お よ び 上 付 ・下 付 数 字 の処 理 の仕 方 で あ

る。 発 音 記 号 の表 記 は表 一2の とお り対 応文字 を割 当て,対 応文 字 の な い もの に は カ タカ ナ を割 当

て た 。 ア ク セ ン ト記号 は 該 当 文 字 の 前 に置 く入 力 方 式 を取 った。 ま た,上 付 お よ び 下付 数字 は そ

れ ぞれ,オ ー バ ー ラ イ ン,ア ンダ ー ライ ンを該 当 文 字 の 前 後 に置 い た。
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品詞が複数 にわた る場合

(1)基 幹 語

(IDNa)

(2)品詞

(3)カ タ カ ナ読 み

(4)訳語

(5)発 音記 号

⑥ 一 般 的 な意 味

(a)基幹 語解 説

(8)参考語

格上複合語(主 見出 し語)

(d)複合語 解 説

(e)参考 語

図24-1原 稿 の 作 成 ス テ ップ
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表24-2発 音記号 の対応文字

記 号 対応文字 記 号 対応文字 記 号 対応文字 記 号 対応文字

i i y y 1 1 W W

e e 世 ウ f f r r

ε ε P P V V a a

田 工 b b θ θ X X

e ヨ t t 6 ズ Φ Φ

但 ユ d d S S 1 ト

A A k k Z Z

α ア 9 9 ∫ シ

O O m m 5 ジ ～ ～

o オ n n h h
' '

ノ

u u o グ j j
、 、

(注)1.ア クセ ン ト記 号 は該 当 文字 の前 に置 く。ex,e→1e

2.対 応 文 字 が,英 字 ・ギ リシア文 字 に な い もの に は カ タ カ ナ を割 当 て る。

24.5英 和 ・和 英 型 デ ー タ ベ ー ス ソ ー ス フ ァ イ ル の 作 成

英 和 型 デ ー タ フ ァイル は作 業 用 の ソー ス フ ァイル であ り,こ の ま まで は デ ー タベ ース とは な り

得 ず,下 記 の各 処 理 を 必 要 とす る。 図 一2に 概 略 の プ ロセ ス フ ロ ーを 示 す 。

デ ー タ フ ァイル 中 で は 前 述 の とお り各種 の用語がTAGで 識別 され,あ る い は解 説 文 中 に マ ー ク

され て い る。

主 見 出 し語:TAG(1)に 英 文,TAG(4)に 和 文 。

副 見 出 し語:TAG(9)に 「英=和 」 の 形 式,TAG(8),(e}に 「英(和)」 の 形 式

お よ び解 説 文(TAG(a),(c),(d))中 に ▲英(和)▼ の 形 式

これ らをす べ て 抽 出 し,「 英=和 」 の 形 式 に統 一 して,英 文 部 分 の コ ー ドをEBCDIC大 文字

に 変 換 して ソ ー トキ ー と し,ソ ー トして キ ー部 同一 の 用語 を集 め,和 文 部 分 の 異 な る もの を連 結

して 「英 一和1;和2;」 の 形 式 に 統合 す る。

この段 階 で リス トを チ ェ ック し,校 正 もれ 或 い は用 語 の 不 統 一 等 を発 見 し,原 デ ー タ フ ァイル

の該 当個 所 を 修 正 す る。
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図24-2

(修 正)

.

A英 和型

用語抽出/統 合

ト<

N乙 で

,ク 。K＼

K1

ノ
ノ

Y

用語 抽出/統 合

N

<ミ ンクOK

K2

Y

自動よみ付与

(修 正)

K3

N

ぺ <
チ ェ ッ クOK

Y

Aフ ァ イ ル マ ー ジ

Bデ ー タ

英 和 型デ ー タ フ ァイル

英=和 型

和 二英 型

A+K1+K3

デ ー タ ベ ー ス ソ ー ス フ ァ イ ル

英 和 ・和 英 型DBソ ース フ ァ イ ル作 成 プ 四 七 ス フ ロー
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「

英 和 型 用 語 フ ァイ ルの チ ェ ックが 完 了 した ら,「 英=和1;和2;」 型 の レコ ー ドを

「和=英 」 型 に展 開 し,和 文部 分 を キ ー と して ソー トし,キ ー部 同 一 の用 語 を集 め,英 文 部 分 の

異 な る もの を 連 結 して 「和 一英1;英2;」 の形 式 に統 合 す る。

英 文 用 語 の ア クセ ス キ ー と して は,用 語抽 出/統 合 過 程 で ソ ー トキ ーと して 付与 され るEBC

DIC大 文字 列 を そ の ま ま利 用 す る。

和 文用 語 の ア ク セ ス キ ー と して は,当 社 開 発 の 日本 語 デ ー タ ベ ー ス 構 築 支援 シ ステ ムttNICE"

の 自動 よ み付 与 機 能 を用 いて か な よみ を付 与 し,更 にEBCDICカ ナ文 字 に変 換 した もの を 用 い

る。

自動 よみ 付 与 機 能 は,必 ず し も100%完 全 な よみ を与 え られ る と は限 らな い ので,和 文 の 文字

コ ー ド順 また は付 与 した よ み の50音1順 の リス トを 出力 して ,付 与 した よみ の 適 ・不 適 を チ ェ ック

す る。

上 記 の過 程 で作 成 され た 用 語 フ ァイ ル の 内容(英 数 カ ナ ア ク セ ス付 き)を,原 デ ー タ フ ァイ ル

の該 当論 理 レコご ド中 に 併 合 す る こ とに よ って,デ ー タ ベ ー ス ソー ス フ ァイル が 完 成 す る。

この フ ァイル は ア クセ ス 要 素 を含 ん で い るが,狭 い 意 味 で の デ ー タベ ー ス(ラ ン ダ ム ア クセ ス

可 能)で は な いの で,デ ー タ ベ ー ス ソ ース フ ァイル と呼 ん で い る。

24.6開 発 の 成 界 と 今 後 の 課 題

本 開発 は,翻 訳 支援 ツ ー ル と して の 英和 ・和 英 辞 書 型 デ ー タベ ー スの プ ロ トタ イ プ を 構築 す る

もので あ った。

まず 対 象 分 野 と して は,ハ イ テ ク産 業 と して 輸 出入 お よ び それ に伴 う翻 訳 需 要 の 多 い コ ン ピュ

ー タ関 連 分 野 を選 択 し ,文 例 を 採 集 した 。 基 幹 語 の201語 は もち ろ ん不 十 分 な数 で あ り,実 用 上

は選 定 した1,500語 程 度 は必 要 で あ る。 しか しこの201語 に は約7 ,800語 の 副 見 出 し語(複 合 語)

お よ び参 考 語 が包 含 され る こ とを忘 れ て はな らな い。 参 考 語 もま た 辞 書 の 見 出 しと な り得 るので ,

僅 か201語 の 基幹 語 か ら8,000語 の辞 書 を作 成 し得 た とい う言 い方 も可 能 で あ る。

今 後の 課 題 と して は,第 一 に基 幹 語 の数 を1,500語 程 度 に増 強 し,実 用上 十 分 な デ ー タ ベ ー ス

をCD-ROM上 に構 築 す る と共 に,翻 訳 支 援 ソ フ トウ ェ アを 開 発 して,パ ソ コ ン上 で 自在 に 翻

訳 作 業 が 行 え る環 境 を 開 発 す る こ とで あ る。

以 降 は,段 階 的 に対 象 分 野 を拡 大 し,産 業 ・経 済 ・技 術 分 野 の み な らず,学 術 ・人文 ・社 会 あ

らゆ る分 野 の 翻 訳 支 援 を可 能 に す る大 規模 用 語 デ ー タベ ー ス を 構 築 す るの が 目標 で あ る。
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25集 合論に基づ く知的情報検索システムの開発
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25.集 合 論 に 基 づ く知 的 情 報 検 索 シ ス テ ム の 開 発

25.1目 的 と 内 容

25.1.1目 的 と予 想 さ れ る効 果

ほ とん どの 人 は 自分の 頭 の 中 に記 憶 して い る以 上 の 情報 を必 要 と して い る。 ま た,い か

に 有 能 な頭 脳 で も必 要 な情 報 を す べて 記 憶 して お き,必 要 に 応 じて 取 り出 す こ とは極 め て

困 難 で あ ろ う。 しか も現 代 で は 必要 とす る情 報 は刻 々増 大 して い る。

事 務 所 の キ ャ ビネ ッ トの 中 に 整然 と保 管 して あ る書 類 や 資 料 か ら情報 を 取 り出 す の は容

易 で あ る。 大 量 の 情 報 を保 管 し必 要 な情 報 を 柔 軟 に 取 り出 す た め に,コ ン ピュー タ を よ り

積 極 的 に利 用 す る こ とが 不可 欠 で あ ろ う。 コ ン ピュ ー タの 中 に さ ま ざま な デ ー タを記 憶 さ

せ る場 合 も整 理 して記 憶 させ て いれ ば デ ー タ を再 利 用 出来 る。 役 立 っ 情報 を必 要 な とき に

得 る に は,実 世 界 に近 い コ ン ピュ ー タモ デ ルが 必 要 で あ る。

文 書 デ ー タ は,情 報 を 表現 す る もの と して は最 も一 般 的 な形 式 で あ る。 しか し,文 書 デ

ー タを 構造 的 に 管 理 す る方 法 に つ い て は統 一 的 な一 般 的 解 法 は な い。 個 人 の整 理 の ノ ウハ

ウに よ り管 理 が 行 わ れ て い るの が 現 状で あ る。 文 書 デ ー タ に対 して,ユ ーザ が 自分 の 好 み

で 構 造 化 を行 え れ ば,検 索 は 極 めて容 易 に な る。 また,構 造 を 利用 し連 想 出来 れ ば,検 索

は更 に 容易 に な る 。 同 一 の デ ー タベ ース に対 し,ユ ーザ に合 わせ て ユ ーザ ご とに 構 造 化 を

行 う こ と も必 要 で あ る。

柔 軟 に対 応 可 能 な デ ー タ構 造 の開 発 は,汎 用 的 な シス テ ム を 構 築す る上 で 必要 不 可 欠 な

もの で あ る。 本 開 発 は集 合 と い う基 本概 念 に戻 り,よ り基 本 的 な デ ータの モ デル を 作 成 す

る こ とを 目指 す もの で あ る。 集 合 と い う他 の 多 くの デ ー タ モ デル に も共 通 す る基 本 概 念 の

長 所 を基 盤 と して,新 しい デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム を 開 発 し,プ ロ トタ イ プ と して 実 現

す る こ とを 目的 とす る。

本 開 発 シ ステ ム は,次 の よ うな効 果 を期 待 し開 発 す る。

ま ず,文 書 デ ー タ を容 易 に検 索 出来 るよ うに な り,文 書 は 書 類 や紙 面 で は な く,コ ン ピ

ュ ー タ に記 憶 で き る よ うに な ろ う。 また,ワ ー ドプ ロセ ッサや コ ン ピュー タで 作 成 した 文

書 の 内容 の確 認 が 容 易 に な り,文 書 名 に気 を 使 う こと な く様 々 な内 容 の文 書 を登 録 で き る

よ う に な る。 記 憶 さ れ た文 書 か ら自分 の希 望 す る文書 が 簡 単 に取 り出せ るよ うに な り,コ

ン ピュ ー タや ワ ー ドプ ロセ ッサ の ユ ーザは デ ー タベ ー スの 利 用 へ と進 む。
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既 存 の デ ー タ ベー ス シス テ ムは 構造 化 され た デ ー タを管 理 して い る。 一方,本 システ ム

は,構 造 化 さ れ た デ ー タ を フ ラ ッ トな もの と して扱 え る。 従 って,既 存 の デ ー タ も活 用 出

来 る。 つ ま り,既 存 の デ ー タ ベ ー ス との 共 存 も可 能 で あ る。 しか もス キ ー マ変 更 等 の作 業

は 一切 必 要 な いた め,シ ス テ ムの 導 入 は非 常 に容 易 で あ り,十 分 な 普 及 が 見 込 ま れ る。

ユ ー ザが 自分 の デ ー タ構造 を容 易 に 作 成 で き る本 集 合 論 デ ー タベ ー ス管 理 シス テ ム は ,

既 存 の デ ー タ ベ ース のみ な らず 人 工知 能 研 究 の 問 題 とな って い る知 識 ベ ー ス管 理 に も影響

を あた え よ う。 ま た,ユ ー ザ の利 用状 況 を管 理 す る機 構 は,機 械 翻 訳 シス テ ムや ワ ー ドプ

ロ セ ッサ に お け る知 的 文 書 処 理 を 実 現 す るた め の辞 書 管 理 機 構 や ,マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェ

ー スに お け る ユ ーザ モ デル の 認 識 へ の 応 用 が 期 待 さ れ る
。

25.1.2内 容 と開 発 体 制

本 開 発 は,ま ず 最 先 端 の デ ー タ ベ ー ス管 理 シス テ ムの 研 究 につ いて 広 く調 査 す る ことか

ら始 め る。 既存 の デ ー タ モ デル(ネ ッ トワー ク モ デ ル,リ レー シ ョナル モ デ ル,エ ンテ ィ

テ ィセ ッ トモ デル等)を 再 確 認 し,我 々が 想 定 して い る集 合 論 デ ー タ ベ ー ス管 理 シス テ ム

の 開発 方 針 を決 定 す る。

本 開発 の プ ロ トタイ プ シス テ ム にお いて,集 合 概 念 に基 づ く柔 軟 な デ ー タ構 造 表 現 の 実

現 と と もに,デ ータ構 造 の 容易 な 生 成 と変更 を 実 現 す る。 つ ま り,ユ ーザ の 利 用 状 況 に従

って デ ー タ構造 が生 成 され,ユ ーザ が希 望 す る構 造 へ と変 化 して い く シス テ ム を構 築 す る 。

ユ ー ザが 希 望 す るデ ー タ構 造 を陽 に 定 義 出来 る な ら,ユ ーザ は 自分 の シソ ー ラス を定 義 で

き る こ と にな り,最 適 な マ ンマ シ ンイ ン タ フ ェ ース を 持 つ こ と に な る。

本 開 発 で は,デ ー タ構 造 に関 す る知識 の表 現方 法 に,新 しい ネ ッ トワ ー ク モ デ ルを 採 用

す る。 デ ー タ構 造 の 入 力 シス テ ム は,素 人 の オ ペ レー タで も使 え る使 い や す い イ ンタ フ ェ

ー スを 持 つ
。 デ ー タ ベ ー ス管 理 シス テ ムを実 現 す る手段 と して,UNIXが 持 つ 一 般 的 な

コ マ ン ド群 お よ び シス テ ム コー ル を駆 使 して プ ロ グ ラ ミングを 行 う。UNIXは 様 々 なパ

タ ー ンマ ッチ ン グ機 能 を持 ち デ ー タベ ース の検 索 向 きで あ り,プ ロ トタ イ ピ ング に適 して

い る。 ま た,こ の た め に ユ ーザが 希 望 す る高 速 応 答 が 実 現 で き る。

IX-11を プ ロ グ ラム開 発 に用 い る。IX-11はUNIXコ ン ピュ ー タで あ り,UNI

Xを 高 速 に実 行 す る。 この た め,プ ロ グ ラム 開発 に最 適 で あ る。

開発 シス テ ム はIX-11上 で テ ス トラ ンす る。 ワ ー クス テ ー シ ョ ンや パ ソ コ ン等 の ハ

ー ドウ ェア と ソフ トウ ェ アを 利 用 し文 書 検 索 シス テ ム を構 成 す る。

一188一



25.2コ ン ピ ュ ー タ ア シ ス ト文 書 検 索 シ ス テ ム

25.2.1シ ス テ ム 構 成

本 委 託 事 業 で 開 発 し た シ ス テ ム をSTDB(SetTheoryDataBase:集 合 論 デ ー タ

ベ ー ス)と 呼 ぶ 。STDBは 開 発 マ シ ンIX-11で 実 行 可 能 で あ る 。STDBを 業 務 に 適

用 し 文 書 検 索 シ ス テ ム と し て 利 用 し た 。

始 め に,文 書 検 索 シ ス テ ム の 機 器 構 成 に つ い て 述 べ る 。IX-11に 接 続 し て い る タ ー ミ

ナ ル,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,パ ソ コ ン か らIX-11に ロ グ イ ン しSTDBを 実 行 す る こ と

が で き る 。 こ れ ら の 機 器 はIX-11に 直 接,あ る い はIX-11が 接 続 して い る ネ ッ ト ワ ー

ク シ ス テ ム に 接 続 さ れ て い る 。 機 器 毎 の 構 成 に つ い て 述 べ る 。

(1)IX-11

1X-11のOSはUNIXで あ る 。STDBはUNIXの コ マ ン ド と し てIX-11上

に あ る 。IX-11に は,標 準UNIXコ マ ン ド(バ ー ク レ イ 版,AT&T版,パ ブ リ ク

ド メ イ ン コ マ ン ドを 含 む)の ほ か,JWPと 呼 ば れ る ワ ー プ ロ ソ フ ト と ワ ー プ ロ ユ ー テ

ィ リ テ ィ が あ る 。

文 書 フ ァ イ ル はIX-11上 に あ る 。 文 書 フ ァ イ ル はUNIXが 管 理 す る 。STDB使

用 者 は フ ァ イ ル を 用 途 別 や 内 容 別 に 分 け て 蓄 積 す る 。

IX-llに は 外 部 入 出 力 装 置 と し て 磁 気 テ ー プ ド ラ イ ブ が 接 続 さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ

ー ク シ ス テ ム と タ ー ミナ ル が タ ー ミ ナ ル ド ラ イ バ へ 接 続 し て い る 。

② タ ー ミ ナ ル

タ ー ミ ナ ル はIX-11用 標 準 漢 字 タ ー ミ ナ ル で あ る 。 画 面 上 に 漢 字 を40文 字 ×24文 字

表 示 で き る 。 表 示 文 字 は 高 輝 度 表 示 も で き る 。 キ ー ボ ー ド に はJIS標 準 キ ー の 他,か

な 漢 字 変 換 や ワ ー プ ロ ソ フ トで 使 用 す る 特 殊 キ ー が あ る 。

タ ー ミ ナ ル は ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム やIX-11に 接 続 し て い る 。

③ ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン のOSはUNIXで あ る 。UNIXの"cu"コ マ ン ド を 使 い,ワ

ー ク ス テ ー シ ョ ン は タ ー ミ ナ ル と し て 使 用 で き る 。 こ の 場 合,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン がI

X-11用 標 準 漢 字 タ ー ミ ナ ル の コ ー ドを 正 し く解 釈 す る よ う に 設 定 す る 。UNIXの

"
uucp"コ マ ン ド を 使 い,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン とIX-11間 で フ ァ イ ル を 送 受 信 で き る 。

ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン に は 外 部 入 出 力 装 置 と し て フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イ ブ と プ リ ン

タ が 接 続 さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム やIX-11が タ ー ミ ナ ル ド ラ イ バ へ 接 続 し
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て い る 。

(4)パ ソ コ ン

パ ソ コ ン のOSはMS-DOSで あ る
。 タ ー ミ ナ ル エ ミ ュ レ ー タ ソ フ ト を 使 い,パ ソ

コ ン を タ ー ミ ナ ル と し て 使 用 す る 。 こ の 場 合,エ ミ ュ レ ー タ ソ フ トがIX-11用 標 準 漢

字 タ ー ミ ナ ル の コ ー ドを 正 し く 解 釈 す る よ う 設 定 す る 。 フ ァ イ ル 転 送 ソ フ トを 使 い,パ

ソ コ ン とIX-11間 で フ ァ イ ル を 送 受 信 で き る 。IX-11側 か ら フ ァ イ ル を 送 信 す る 時

は,IX-11上 に あ る 送 信 用 コ マ ン ドを 実 行 し フ ァ イ ル を 送 ら せ る 。UNIXフ ァ イ ル

変 換 ソ フ トを 使 い,UNIX形 式 フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら フ ァ イ ル を 読 み 込 み,逆 にM

S-DOSフ ァ イ ル をUNIX形 式 で フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 書 き 込 む 。 ワ ー プ ロ フ ァ イ

ル 変 換 ソ フ ト を 使 い,ワ ー プ ロ 形 式 フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら フ ァ イ ル を 読 み 込 み ,逆 に

MS-DOSフ ァ イ ル を ワ ー プ ロ 形 式 で フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 書 き 込 む 。

パ ソ コ ン に は 外 部 入 出 力 装 置 と し て フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イ ブ と プ リ ン タ が 接 続 さ

れ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム やIX-11が タ ー ミ ナ ル ド ラ イ バ に 接 続 し て い る 。

(5)ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム

ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム にIX-11,ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン,パ ソ コ ン,タ ー ミ ナ ル が 接

続 さ れ て い る 。 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム に 接 続 さ れ て い る マ シ ン は 他 の マ シ ン に 接 続 で き

る 。 ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム は お の お の の 回 線 を 接 続 す る だ け で,STDB使 用 に 影 響 し

な い 。

25.2.2対 象 業 務

下 記 文書 を文 書 検 索 シ ステ ム で 検 索 し,業 務 に利 用 した 。

(1)部 門 で ワー プ ロ文 書 を管 理 す る。

担 当者 がIX-11の ワ ープ ロで 作 成 した 文 書 を内 容 別 に登 録 す る。 年 度 報 告 書 や 稟 議

書 とい った部 門 発行 文 書 ワ ープ ロ フ ァイル を部 全 体 で 検索 し再 利 用 す る。 出張 報 告 書 や

提 案 書 とい った 個人 発 行 ワー プ ロ文 書 を 部 員 が検索 し再 利 用 す る。STDB利 用 者 は用

途 別 に ワ ープ ロ フ ァイ ル を グ ル ー プわ けす る。 新 た に 作 成 した 文 書 は用 途 に あ った グ ル

ー プへ 追 加登 録 す る。 以 前 作 った ワ ープ ロ フ ァイル を検 索 し,そ の 場 で 再 利 用 で き る。

② プ ログ ラム,仕 様 書,マ ニ ュ アル を 管 理 す る。

プ ログ ラム ラ イ ブ ラ リ,仕 様 書,マ ニ ュ ア ル を文 書 フ ァイ ル形 式 で 登 録 す る。STDB

使 用 者 は 目的別 に グル ープ わ け を す る。 フ ァイル 内 容 が 改 正 され た と き,古 い情 報 を 新

しい情 報 に入 れ 換 え 内容 変 更 処 理 を行 う。 内容 を知 らな い人 も検 索 で き る。
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(3)磁 気 メ デ ィアで 購 入 した 資 料 を 管 理 す る。

図 書 目録,人 名 録,辞 書 と い った 情 報 を 文 書 フ ァイ ル形 式 で 登 録 す る。 専 用 検 索 ソ フ

トとは違 った検 索 が で き る。 新 聞,論 文 集,資 料 集 とい った 情 報 を 登 録 す る。 内容 で 検

索 し,必 要 な 所 だ け を 選 ん で 読 む 。STDB使 用 者 は資 料 毎 に グル ープ わ け をす る。 内

容 が 改正 さ れ た とき,古 い 情 報 を 新 しい情 報 に 入 れ換 え 内 容 変 更処 理 を 行 う。 情 報 が 多

用途 で 利用 で き る。

④ 電 子 メ ール や ニ ュ ース 記事 を 管 理 す る。

個 人 宛 に送 られ て きた 電子 メ ール や電 子 掲 示 板 で 見付 け た ニ ュ ース記 事 を 登 録 す る。

必 要 か ど うか わ か らな くて も文 書 フ ァイル と して 登 録 して お け ば,キ ー ワ ー ドで 検 索 で

き る。 フ ァイ ル 名 で検 索 す る必 要 が な く,フ ァイ ル名 に工 夫 が い らな い た め 登 録 の 手 間

が 減 る。

25.2.3導 入 効 果

文 書 検 索 シス テ ムを 導 入 し,下 記 の 効果 が得 られ た。

(1)ワ ー プ ロ フ ァイ ル検 索 時 間 の短 縮

1回 の ワー プ ロ フ ァイ ル検 索 に30分 ～1時 間 か か って い た の が,STDBを 使 い30秒

に な った。 フ ァイル管 理 に1日 トー タル で3時 間 か けて い た の が10分 に な った 。 紙 フ ァ

イル で検 索 した あ と,そ の ワ ープ ロ フ ァイ ル を探 す とい った2度 手 間 が な くな った 。

(2)作 成 文 書 の 内 容統 一

稟 議 書 や 出張 報 告 書 とい った定 形 文書 を再 利 用 し文 書 が 統 一 され た。 提案 書 や報 告 書

に 以 前 の もの を 引用 で き文 書 内容 が統 一 さ れ た。

(3)保 管 効 率 の 向上

フ ァイ ル を登 録 す る とき に,細 か く分類 した り工 夫 した フ ァイ ル名 を付 け る必要 が な

くな った。 紙 フ ァイ ル は探 した後,元 あ った場 所 に戻 さ な くて は な らな い が,そ の 必 要

が な くな った。

(4)検 索 ミスの 減 少

内 容 見 落 しが な くな り検 索 が 正確 に な った。 検 索 しよ うと した文 書 と同 じよ うな 内 容

の 文 書 は一 度 に検 索 で き,探 し間違 い が減 った。 ワ ー プ ロフ ァ イル が存 在 す れ ば,必 ず

見 つ か る よ うに な った。

(5)利 用 回 数 の 増 加

コ ン ピュ ー タ 内 に貯 え られ て い る様 々な 情 報 を,同 じ操 作 で 検 索 で き る よ うに な った 。
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購入 した情報を検 索,利 用す る回数が増え た。

25.3デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム

25.3.1入 力

STDBが 検 索 す る フ ァイ ル を 文書 フ ァイ ル と呼 ぶ 。 文 書 フ ァイ ル はUNIX上 の フ ァ

イル で あ り,UNIXの フ ァイ ル管 理 機 能 で 管 理 され る。 文 書 フ ァイ ル の先 頭 の コ ー ドか

ら最 初 の 改行 コ ー ドま で を1行 目,改 行 コ ー ドの 次 の コ ー ドか ら次 の 改 行 コ ー ドまで を2

行 目(以 下 続 く)と す る。 最 後 の 改行 コ ー ドか ら最 終 コ ー ドまで を最 終 行 とす る。 文 書 フ

ァイル の最 終 コ ー ドは 改行 コ ー ドで あ る必 要 は な い。

ワ ープ ロ別 に 用意 した 専 用 ツ ー ル を使 用 し,ワ ープ ロフ ァイル か らア ンダ ー ライ ンや 倍

角 とい った制 御 コー ドを 除 き文 書 フ ァイル と す る。 ま た,テ ー プや フ ロ ッ ピ ィデ ィス クを

媒 体 と して発 売 さ れ て い る情 報 か ら文 字 情 報 を抜 き 出 し文 書 フ ァイル とす る。

STDB利 用 者 は,文 書 フ ァ イル を 内 容 別 で デ ィ レク トリに わ け登 録 す る。 文 書 フ ァイ

ル が 登 録 され て い る デ ィ レク ト リを 文書 フ ァイ ル デ ィ レク トリと呼 ぶ。

25.3.2表 示

STDBは 注 目 して い る文 書 フ ァイル デ ィ レク ト リ名 を表 示 す る。 この デ ィ レク ト リを

カ レ ン トデ ィ レク ト リと呼 ぶ 。 カ レン トデ ィ レク ト リに登 録 され て い る文 書 フ ァイル に存

在 して い るか ど うか調 べ る文 字 列 を キ ー ワ ー ドと呼 ぶ 。 ま た,キ ー ワー ドが どの 文 書 フ ァ

イ ル の何 行 目に あ るか あ らわ した もの を イ ン デ ッ クス と呼 ぶ。 カ レン トデ ィ レク ト リに登

録 され て い るキ ー ワ ー ドや イ ンデ ックス を 表 示 す る。 ま た,登 録 されて い る キ ー ワー ドに

つ いて その キ ー ワ ー ドを 含 む 文 書 フ ァイ ル か らキ ー ワー ドを 含 む行 を表 示 す る。

25.3.3操 作

STDBはstdbshとstdbcreatの2つ の コ マ ン ド を 持 つ 。

stdbshは 引 数 に 文 書 フ ァ イ ル デ ィ レ ク ト リ 名 を 与 え 実 行 す る 。 指 定 し た 文 書 フ ァ イ ル

デ ィ レ ク ト リが カ レ ン ト デ ィ レ ク ト リ に な る 。stdbshは コ マ ン ド イ ン タ プ リ タ で あ り,

文 書 検 索 に 必 要 な 機 能 を 持 つ コ マ ン ドが 実 行 で き る 。 こ の コ マ ン ドをstdbshコ マ ン ド と

呼 ぶ 。
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stdbcreatは 文 書 フ ァイ ル デ ィ レク トリに キ ー ワー ドと イ ンデ ック スを 登 録 す る。 ま

た,文 書 フ ァイル を追 加 登 録 す る。

STDBはUNIXの フ ァイ ル管 理 機 能 を その ま ま使 用 して お り,フ ァイル と デ ィ レク

ト リへ の操 作 はUNIXコ マ ン ドを使 用 す る。 ま た,STDBは 文 書 フ ァイル デ ィ レク ト

リ内 の 文書 フ ァイル や 登 録 され た キ ー ワー ドを 削 除 で き な い。 削除 が必 要 な 場 合 は 新 た に

登 録 し直 す。

表25-1stdbshコ マ ン ド一 覧

コ マ ン ド 名

stgrep

stegrep

stlS

stmore

stman

stcd

sh

help,?

end,halt,exit

quit,q

機 能

イ ンデ ック スを 生 成 し表 示 す る。

イ ンデ ック スを 表示 す る。

キ ー ワ ー ドを 表 示 す る。

検 索 文 書 を 表示 す る。

stdbshコ マ ン ドを説 明す る。

文 書 フ ァイル デ ィ レク トリを変 更 す る。

UNIXシ ェル を実 行 す る。

stdbshコ マ ン ド一 覧 を表 示 す る。

キ ー ワ ー ドとイ ンデ ックス を登 録 して 実 行 を終 了 す る。

キ ー ワー ドと イ ンデ ック ス を登 録 しな いで 終 了 す る。

使 用 法

stdbcreat

フ ァ イ ノレデ ィ レ ク ト リ

表25-2stdbcreat使 用 法 一 覧

stdbcreat

コ ー ド フ ァ イ ル デ ィ レ ク ト リ

stdbcreatデ ィ レ ク ト リ

機 能

フ ァイル に 記 述 され て い る文 字 列 を キ ー ワー ドと

し,デ ィ レク トリに 登 録 す る。

フ ァイル に 記述 され て い る文 字 列 を キ ー ワ ー ドと

し,デ ィ レク ト リに 登 録 す る

デ ィレク トリに ファイルを追加登 録す る

25.3.4制 御

STDBは キ ー ワ ー ド と イ ン デ ッ ク ス を 文 書 フ ァ イ ル に つ い て 生 成 し 管 理 す る 。 キ ー ワ

ー ドは ア ス キ ー キ ャ ラ ク タ ー コ ー ド(改 行 コ ー ド と ス ペ ー ス を 除 く)
,半 角 カ タ カ ナ コ 一
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ド,シ フ トJIS漢 字 コ ー ドの例 で あ る。 キ ー ワー ドへ は管 理 番 号 が与 え られ る 。 キ ー ワ

ー ドは 登録 番 号 と と もに キ ー ワ ー ドフ ァイル に登 録 さ れ る
。 イ ンデ ック ス は対 応 す るキ ー

ワ ー ドの管 理番 号 で 指 示 され る イ ンデ ック ス フ ァイル に登 録 す る。 キ ー ワ ー ドフ ァイ ル と

イ ンデ ック ス フ ァイル は文 書 フ ァイル デ ィ レク ト リに一 対 一 に対 応 す る イ ンデ ックス デ ィ

レク ト リに登 録 す る。

25.3.5出 力

検 索 した 文 書 フ ァイル は,UNIXコ マ ン ドを 使 って文 書 全 体 を 表 示 す る。UNIXの

エ デ ッ トコ マ ン ドや 清 書 コマ ン ドで 編 集 す る。 変 換 ツ ール を 用 い て ワ ー プ ロ フ ァイル に 変

換 しワー プ ロで 編 集 す る。 印 刷 の 場 合 は,文 書 フ ァイル をIX-11か らワ ー ク ス テ ー シ ョ

ンやパ ソ コ ンに転 送 し,転 送 先 の プ リン タで 印刷 す る。

25.4今 後 の 展 開

本課題 で開発 したSTDBは 文書検 索 システムと して利用 でき る。STDBの 機能 と特徴を生

か して,今 後は次のよ うに展 開 してい く。

25.4.1集 合 論 デ ータ ベ ー ス シ ステ ム

文 書 検 索 知識 は キ ー ワー ドとそ の 組 み 合 わ せ で あ る とい え る。 キ ー ワ ー ドの組 み 合 わせ

を 登 録,利 用 す る機 能 を実 現 す る。 これ は 文書 検 索 知 識 を 表 現 し利用 す る シス テ ム で あ り,

STDBは エキ ス パ ー トシス テ ム と して機 能 す る。 キ ー ワ ー ド作 成 と,そ の組 み 合 わせ を

効 率 よ く検 証 し登 録 す るた め の ツ ール を 開発 す る。

25.4.2文 書 検索 シ ステ ム

STDBは キ ー ワー ドを条 件 と して 文 書 を 検 索 す る。 文書 検 索 で は,こ の ほか の 条 件 と

して 日付 や ペ ー ジ数 と い った量 で あ らわ され た条 件 を使 う。 日付 や ペ ー ジ数 につ いて の 記

憶 は あ い ま い な もので あ り,あ い ま い な情 報 を 具 体 化 させ 条 件 を しぼ り こむ シス テ ム を実

現 す る。

25.4.3マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ー ス

シ ス テ ム で 重 要 な の は,イ ン タ フ ェ ー ス 部 分 で あ る 。STDBはUNIXシ ェ ル とUN
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IXコ マ ン ドを ま ね た イ ンタ フ ェ ース を実 現 し,UNIX使 用 者 にな じみ や す い イ ン タ フ

ェー ス を 実 現 した。 条 件 式 とそ の 検索 結 果 を ベ ン図 で 画 面 表 示 す るな ど,使 用者 に 視覚 情

報 を 提供 す る ライ ブ ラ リを 開 発 す る。 ま た,だ れ で もが 使 用 で き るよ うに,ア イ コ ンや ス

プ レ ッ ドシ ー トで 操 作 す るイ ンタ フ ェー ス シス テ ムを 開 発 す る。
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26.エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム 技 術 を 用 い た

デ ー タ ベ ー ス 知 的 イ ン タ フ ェ ー ス の 試 作

26.1目 的

情報 化 社 会 の 急 激 な 発 展 に伴 い,情 報 量 は ます ま す増 大 して い る。 こ う した状 況 の 中 で,必 要

な 情 報 す べ て を 自 ら収 集 し管 理 す る こ と は極 め て 困難 で あ る。

この よ うな大 量 の情 報 を体 系 的 に整 理 ・蓄 積 し,必 要 な 時 に必 要 な 情報 を タ イ ム リー に供 給 で

き る デ ー タベ ー ス の構 築 とそ の 利 用 は,欧 米 各 国 に お いて もその 重 要 性 が 高 く認 め られ て お り,

実 用 例 が 相 次 い で公 表 され,利 用 され て い る。 わ が 国 にお い て も,様 々な ニ ーズ に 基 づ い た デ ー

タ ベ ース シス テム が 開 発 され て い る。 しか し,こ う した シス テ ム は,誰 もが 簡 便 にか っ 低 コス ト

で 使 う訳 には い か な い 。 そ の た め,わ が 国 に お け る デ ータ ベ ー ス は利 用者 側 の 積 極 的 な 利 用 機 運

が 今一 歩 で あ る ζ と は否 め な い 。

こ の よ うに デ ー タ ベ ー ス は,そ の 重 要 性 や 利 用 ニ ーズ に 対 して,十 分 に これ を 充足 して い る と

は 言 え な い。 そ の 理 由 は 以 下 の2点 に集 約 され よ う。

第 一 は,デ ー タベ ー スの 検 索 等 の 煩 雑 さ,い わ ゆ る マ ンマ シ ンイ ンタ フ ェ ー スの 問 題 で あ る。

第 二 は,デ ー タベ ー ス関 連 の サ ー ビス を享 受 す る ため の イ ン フ ラ ス トラク チ ュアの 問題 で あ る。

言 い換 え る と,デ ー タ ベ ース 利 用者 に 対 す る友 好 的 かつ 魅 力 あ る イ ン タフ ェ ー ス機 能 とデ ー タ

ベ ース を 利 用 す るた め の端 末 設 備 の コ ス トパ フ ォ ーマ ンス との 二 者 を,い か に して 同 時 に 達 成 す

るか と い う問 題 で あ る。

そ こで,エ キ スパ ー トシ ス テ ム技 術 を用 いて デ ー タ ベー スの イ ン タ フ ェ ース を 構 築 し,デ ー タ

ベ ー ス利 用者 に対 す る友 好 的 か つ 魅 力 あ る イ ンタ フ ェー ス機 能 と デ ー タ ベ ース を 利 用 す るた め の

端 末 設 備 の コ ス トパ フ ォ ー マ ンスの 二 者 を同 時 に達 成 す る こ と を 目的 と して,開 発 を 行 った。

26.2内 容

エ キス パ ー トシ ス テ ム とは,「 専 門 知 識 を 蓄積 した知 識 ベ ー ス と,そ れ を利 用 して 問題 解 決 を

行 う ため の 推 論 機 構 を 備 え て い る もの で あ る。 」 とま とめ られ よ う。(図26-1参 照)

と こ ろが,従 来 の デ ー タベ ー ス シ ス テ ムで は,デ ー タ検 索 を す る 場 合 に シス テ ムは 単 に デ ー タ

の 有 無 を 返 す だ けで,ユ ー ザ との 対 話 が ほ とん どな く,検 索 対 象 へ の接 近 過程 が 極 め て 限 定 さ れ

て い る。 利 用 者 が デ ー タベ ー ス シス テ ム を使 って デ ー タを 検 索 す る 場 合,ユ ー ザ が 希 望 す る デ ー
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図26-1エ キ ス パ ー ト シ ス テ ム

タが デ ー タベ ー ス にな い 時,利 用 者 は類 似 デ ー タ検 索 を試 み る。 ま た,仮 に従 来 の シス テ ムが デ

ー タを検 索 して きて も,そ の デ ー タが ユ ー ザ の 望 ん で い る もの と は違 う場 合 もあ る。 それ は,シ

ス テ ム と ユ ーザ との 間 の対 話 が ほ とん ど な い た め,シ ス テ ムが ユ ー ザ の ニ ーズ を 把 握 で き な いの

が 原 因 で あ る と考 え られ る。 そ の た め,利 用者 は 自分 の 希 望 す る デ ー タが検 索 され るま で 入力 ・

検 索 失 敗 を繰 り返 さな け れ ば な らな い 。(図26-2,26-3参 照)

そ こで,本 シス テ ムで は,エ キス パ ー トシス テ ムの特 徴 を生 か して 対 話 型 の イ ンタ フ ェ ー スを

実 現 し,検 索 対象 へ の無 理 の な い到 達 を 可 能 に して い る。(図26-4参 照)

この デ ー タベ ース知 的 イ ンタ フ ェ ー スの 試作 に お いて,不 動 産(分 譲 マ ン シ ョ ン)紹 介 業 務 を

選 択 した。 そ の理 由 は,以 下 の とお りで あ る。

分 譲 マ ン シ ョン とい う もの は,購 入 者 の 希 望 に 合 う物 件 が 見 つ か る こ との 方 が 少 な く,大 抵 の
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図26-4知 的 検 索
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場 合不 動 産 業 者 は,購 入 者 の 希 望 条 件 に類 似 した 物 件 を紹 介 す る こ とが 多 い。 そ の 観点 か ら,従

来 シス テ ムで は,購 入 者 の 希 望 す る物 件 を うま く検 索 す る こ とが 難 しい と考 え られ る。

以 上 の こ とよ り,対 話 形 式 に よ りユ ー ザ の希 望 条 件 を的 確 に把 握(推 論)し,デ ー タ検 索 を行

う知 的 イ ンタ フ ェ ー スの サ ンプル デ ー タ と して不 動 産(分 譲 マ ン シ ョ ン)紹 介 業 務 を 選択 し,イ

ンプ リメ ン トを行 った。

本 プ ロ ジ ェ ク トで は,人 間 中 心 的側 面 か ら検 討 を加 え た 形 で マ ン マ シ ン イ ン タ フ ェ ース の 簡

便 化 を図 り,入 力 時 の煩 雑 さ を取 り除 く。 ま た対 話 型 を 基 本 と し,利 用 者 との緊 密 な 情報 交 換 を

重 ね っ っ,場 合 に よ って は ア ドバ イ ス も交 え な が ら,検 索 対 象 へ の 無 理 の な い到 達 を可 能 に す る

もの に な って い る。

イ ンプ リメ ン トに 当 た って は,使 う側 の 立 場 に立 ち,で き るか ぎ り簡 便 な 入力 方 法 を 実 現す る

た め に,タ ッチ タ ブ レ ッ トを利 用 した メ ニ ュー 選択 を 採 用 した 。

そ の よ うな 簡便 な 入力 方 法 を利 用 し,初 期 デ ー タ と して,価 格,広 さ(間 取 り),沿 線,地 区

の4条 件 を調 べ,検 索 を行 う。 その デ ー タ に よ りあ る程 度 物 件 を 絞 り込 み,管 理 費,駅 か らの距

離,設 備 等 の 条 件 に よ り最 終 的 に物 件 を 絞 り込 む 。 検 索 の 基準 とな る価 格,広 さ(間 取 り),沿

線,地 区 の4条 件 の優 先 順 位 は,シ ス テ ム 内 で固 定 して お き,条 件 に見 合 う物 件 が な い 場 合,優

先 度 の 低 い もの か ら変 更 ・追 加 も可 能 で あ る。

こ の こ と に よ り,あ たか も人 間(不 動 産 業 者)が 対 応 して い るよ うな き め の細 か い検 索 を 実現

して い る。

26.3今 後 の 課 題

今 後 は,音 声 ・画 像 利 用技 術 な ど と デ ー タ ベ ース との 融 合 化 や,ま た デ ー タベ ース 利 用 機 運 向

上 の た め に デ ー タ ベ ー ス の 内容 の充 実 を 図 り,デ ー タ ベ ー スの 利 用 機 運 の 向上 に努 め る必 要 が あ

る。 そ の た め に は,① 政府 か らの 融 出 資 制 度,政 府 所 有 情 報 を利 用 した デ ータ ベ ース の 構築,

② デ ータ ベ ース に 関 す る技 術 の共 同 開 発 等 の促 進 等 を 行 う必 要 が あ る。

昭 和62年 に 各 省 庁 か ら一 部 提 供 の 始 ま った 政 府 所 有 情報 は,膨 大 で あ り,か っ 内容 的 に も非 常

に充 実 して い る。 この 情報 を 利 用 し,日 本 開 発 銀 行 の融 出 資制 度 な ど を有 効 に使 って 利 用価 値 の

高 い デ ー タベ ー スを 構 築 す る こ とは,デ ー タ ベ ー ス の 利 用機 運 向上 に と って 急 務 で あ ろ う。

ま た,現 在 の デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム は,特 に イ ン タ フ ェ ース部 分 に問 題 が あ り,非 常 に 使 い

に くい システ ム にな って い る。 また,検 索 コ マ ン ドが 煩雑 な 上,入 力 デ ィバ イ ス が不 統 一 で あ る

と い う こ と も,そ の 原 因 の 一 つ で あ る と考 え られ る。
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「

最 近,人 工知 能 技 術 な ど の先 端 技 術 開 発 が,盛 ん に行 わ れ て い る。 そ の よ うな 先 端技 術 と デ ー

タベ ース との 連 結 は,デ ー タ ベ ー スの 利 用機 運 の 向 上 に は必 要 不 可 欠 で あ る。 この た め に は,官

民一 体 とな った デ ー タ ベ ース関 連 技 術 の 開発 体 制 の 確 立 が 望 ま れ る。
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27イ メ ー ジ ・デ ータの コー ド・デ ー タ変 換

に 関 す る調 査 研 究

株 式 会 社 エ ー ビー シ





27.イ メ ー ジ ・デ ー タ の コ ー ド ・デ ー タ 変 換 に 関 す る 調 査 研 究

27.1は じ め に

書 籍 等 に 収 録 され て い る膨 大 な情 報 を,コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム に お いて 容 易 に検 索 で き るよ

うに す る こ とは,情 報 処 理 の 分野 と して非 常 に重 要 な意 味 を 持つ 。 しか し,こ れ ら紙 面 な ど に記

録 され て い る情報 の 検 索 は,コ ン ピ ュー タで 処 理 す る こ とが で き な い た め,人 手 に よ る作 業 に委

ね る しか な くいわ ゆ る デ ー タベ ー ス と して の情 報 と はな らな い。 従 って,こ れ まで に作 り出 され

て きた 貴 重 な 情 報 を有 効 に 活 用 す る た め に も,こ れ らの 情報 を コ ン ピ ュ ー タで 処 理 で き る形 に変

換 す る技 術 の 開発 が 早 急 に 実 現 され る こ とが望 まれ る。

情 報 に は そ の重 要 性 が,時 間 と と もに 減少 す る もの ばか りで は な く,論 文,判 例 な どの よ うに,

時 間 の 経 過 と と もに増 加 す る もの もあ る。 これ らを デ ー タ ベ ース 化 しよ う とす る 試 み に お い て は,

印 刷 さ れた 情報 は,光 学 的 な変 換 を経 て 光 デ ィス クな どの 媒 体 に 収 録 され る。 そ の 際,現 在 の技

術 レベ ル で は紙 面上 の 情 報 を,無 条 件 に 光 デ ィス クな ど の媒 体 に収 録 す る こ と しか で きな い。 当

然,検 索 を 目 的 と して い なが ら,キ ー ワ ー ドを付 与 す る こ とはで き ない 。

この よ うに して光 デ ィ ス クな どに 収 録 され た 情報 を,コ ン ピュ ー タ に よ る処 理 の対 象 に す るた

め に は,多 くの課 題 を解 決 しな けれ ば な らな い。 また,光 デ ィス ク媒 体 上 に収 録 され て い る情 報

か ら,検 索 を 目的 と した キ ー ワ ー ドを 抽 出す るた め に は,パ タ ー ン認 識,自 然 言 語 処 理,デ ー タ

ベ ー ス な ど の 分 野 に お け る非 常 に高 度 な 課 題 も山 積 して い る。

この よ うな い くつ か の 重 要 な 問題 を 解 決 で き るな らば,重 要 論 文,歴 史 的資 料,法 令,判 例 な

ど の 整理 に お け る入 力 お よ び デ ー タ ベ ー ス化 が 促 進 され る こ とにな る。 これ らの 情 報 の デ ー タベ

ー ス化 は非 常 に 強 く要 請 さ れて い る もの で あ り ,国 家 レベ ル での 研 究 推 進 の た め に も早 期 実 現 が

期待 され る。 また,こ こで 議 論 す る イ メ ー ジ情 報 か らの 文字 情報 の 切 り出 しを ベ ー ス とす る新 し

い技 術 が実 用 化 され れ ば,そ の他 取 り残 さ れて きた 領 域 の デ ータ ベ ー ス化 も急 進 し,そ の 研 究 の

進展 に貢 献 す る こ とが 可 能 で あ る。 更 に 印刷 情 報 の 読 み 取 りか ら文 字 の切 り出 しに至 る過 程 の 後

に,自 然 言 語 処 理 の段 階 で 音 声 合 成 に連 結 す れ ば,朗 読 シス テムへ と発 展 す る こ と に な る。

尚,本 調 査 研 究 の 実 施 に 当 た って は,社 内委 員 会 を設 置 して行 う と共 に,外 部 の 識 者 か ら も専

門 的 な意 見 を 聴 取 し,参 考 と した。
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27.2調 査 研 究 の 範 囲

本調査研究の対象 とな る技 術要素の関連 を図示す ると図27-1の よ うにな る。

文 書 光 ディス ク

弍副 一二9

|

ディスプ レイ

=_口
口

三一[三司

[

笥/_
口

⑤一 キ ー ワ ー ド

設 定

図27-1関 連 す る技 術 要 素

す な わ ち,本 調 査 研 究 が カバ ーす る範 囲 は,次 の5分 野 に大 別 で き る。

① す で に紙 等 の 媒 体 に 印刷 され て い る情 報 を,大 容 量 記 憶 媒 体 で あ る光 デ ィス ク に記 憶 しなお

す(媒 体 変 換)。

② 光 デ ィス クに 記憶 され て い る情 報 を デ ィス プ レイ上 に 表 示 す る(情 報 表 示)。

③ デ ィス プ レイ上 に表 示 され た情 報 に,高 度 な イ メ ー ジ処 理 技 術 を 施 して,そ の 中 か ら文 字 情

報 を 抽 出す る(文 字 抽 出)。

④ 抽 出 さ れた 文 字情 報 に 自然 言 語処 理 技 術 を 適 用 して,有 意 の キ ー ワー ドを 抽 出す る(キ ー ワ

ー ド設 定) 。

⑤ 抽 出 され た キ ー ワ ー ドを使 用 して,光 デ ィス ク に記 録 され て い る情 報 との 連 結(リ ンク)を

設 定 し,デ ー タベ ース化 を 図 る(デ ー タベ ース 構 築)。

27.3解 決 す べ き 技 術 的 課 題

前節 において定義 した,本 調 査研究 の網羅すべ き5分 野の範囲 につ いて,各 々の問題点 を明確

に してお いた上 で,本 質的 に本調査研 究が対象 と しな ければ な らない ものを見極 め,そ の限定 さ

れた範囲について具体的 な問題 設定 を行 うこととす る。
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(1)媒 体 変 換 にお け る課 題

まず,情 報 を読 み 取 る 技 術 の 観点 か ら現 状 を確 認 す る と,情 報 の読 み 取 り装 置 の 代 表 と して

のOCR(光 学 文 字 読 取 り装 置)も 限 定 され た ア プ リケ ー シ ョン にお い て は適 用 され だ して い

る。 郵 便 番 号 の よ うに数 字 に 限 定 す る とか,数 字 の形 を決 め るな どの 非 常 に強 い 制 限 の 下 で は,

手 書 きの 文 字 の 読 み 取 り も可 能 に な って きて い る。

一 方 ,読 み取 られ た 情 報 を記 憶 す る技 術 につ い て は,従 来 か らの 高 密 度 磁 気 大 容 量 記 憶 装 置

を始 め と して,光 デ ィス ク装 置,CD-ROM,光 磁 気 デ ィス ク装 置 と,か な りの 種 類 の 媒 体

に 対 す る可 能 性 が考 え られ る が,イ メ ー ジ情 報 の 記録 と い う観 点 か らは,現 実 的 に は光 デ ィス

ク装 置 が 最 適 で あ る。 しか し,本 調 査 研 究 の 成果 が 生か さ れ る世 界 に お い て は,現 状 の 光 デ ィ

ス ク装 置 の性 能 で は 不 足 して い て,更 に高 度 な 技 術 開発 が要 求 さ れ る と ころ で あ る。

② 情 報 表 示 にお け る課 題

光 デ ィス ク装 置 に蓄 積 され た情 報 を,デ ィスプ レイに表 示 す る技 術 そ の もの は,現 在 提 供 し

う る レベ ルで ナ 分 で あ る。

(3}文 字 抽 出 に お け る課 題

光 デ ィス ク装 置 な ど に 蓄積 され て い る イ メ ー ジ情報 か ら,有 意 の文 字 情報 を 切 り 出す こ とが

本 調 査 研 究 の本 質 的 な 目標 で あ る。 イ メ ー ジ情報 か ら文 字 情報 を 切 り出 す 技 術 は,い か に ソ ー

ス ・デ ー タ が 印刷 物 か ら と った もの で あ って も,手 書 きOCRに お け る漢 字 の 識 別 に適 用 され

る もの を 導 入 しな けれ ば な らな い。 現 状 で は,任 意 の 手 書 き漢 字 を識 別 で き る技 術 は まだ 未 完

成 で あ り,今 後 か な りの精 力 的 な 研 究 ・開 発 を待 た な け れ ば 実 用 に耐 え 得 る もの は提 供 され な

い で あ ろ う。

(4)キ ー ワー ド設 定 にお け る課 題

抽 出 さ れ た文 字 か ら有 意 の 文字 列 を 構 成 して,イ メー ジ情報 に 対 す る キ ー ワ ー ドを 設 定 して

い か な け れ ばな らな い。 この た め の 技 術 は 自然言 語処 理 の一 環 を なす もの で あ って,こ れ ま た

現 状 の 技 術 レベ ル は実 用 の域 に達 して い な い。 しか し,昨 今 の 自然 言 語処 理 の 中 に お け る 日本

語 処 理 は急 速 に 進 展 して お り,そ う遠 くな い将来 に 文字 列 を適 当 に切 り出 して キ ー ワ ー ドに変

換 で き る よ うに な る こ とが 期 待 で き る。

(5)デ ー タ ベ ー ス構 築 に お け る課 題

イ メ ー ジ情 報 か ら切 り 出 され た 文 字 列 の コ ー ド情 報 を も とに キ ー ワー ドが抽 出 で きれ ば,あ

とは光 デ ィス ク装 置 に 記 録 され た オ リジ ナル の イ メ ー ジ情 報 とキ ー ワー ドを使 用 して,検 索 の

手 段 を 提 供 す れ ば よ い こ とに な る。
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⑥ 本調 査研究におけ る課題の焦点

5分 野に大別 した技術的課題 を概観 した上で,こ れ らの課題 の中か ら,中 心 的な意味を持つ

イメー ジ情報か らの文字列の抽 出に焦点 をあてて,以 降の議論 を進め る。

27.4イ メ ー ジ 情 報 か ら の 文 字 の 抽 出

(1)イ メー ジ情報の処理の流れ

イメー ジ情報 と して光 デ ィスクに蓄積 された情報か ら,文 字情 報を切 り出すため には,次 の

よ うな6段 階に分けて処 理 をす る。

1 入 力 光 デ ィス クか らイ メ ー ジ情 報 を 読 み 出す

↓

2 前 処 理 パ ター ンか らの認 識の精度 を上 げるために雑音 を

除去 す ることや若干の スムー ジングを行 う

↓

3 特 徴 抽 出

各 種 の手 法,ア ル ゴ リズ ム に よ って イ メ ー ジ情 報

の 中 か ら,ひ とか た ま りのパ ター ン と して認 識 で

き る もの を抽 出す る

↓

4 大 分 類

与 え られ たひ とか た ま りの パ タ ー ンか ら,概 略 と

して 対 応 しそ うな文 字 を 選別 し,該 当 文 字候 補 数

を1桁 少 な くす る

↓

5 認 識 細部 にわた って文字 の特徴の整合性 を検査 し,該

当す る文 字の候補 を設定す る

↓

6 後 処 理

(キ ー ワー ド設定の分野)

与 え られた文字を組 み合せて,有 意 の文字 列を構

成す る

② 文 字 抽 出 にお け る前 処 理

イ メ ー ジ情報 は 白 と黒 との2値 で 表 現 され た もの と して 処 理 さ れ るが,各 々が 鮮 明 に分 離 さ

れ て い な い場 合 や,用 紙 の汚 れ,活 字 の 欠 け,ま た,ド ッ ト印 字 方 式 にお け る中 間 色 の取 り扱

い 等 々が あ り,前 処 理 にお いて 汚 れ な ど に よ る不 要 な情 報 の 除去,位 置 ・大 き さの 正 規 化 な ど

を 行 う こと が必 須 と な って くる。
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(3)特 徴 抽 出

① 文字 領 域 の切 り出 し

前処 理 の 施 され た イ メ ー ジ情 報 に対 して 文字 の切 り出 しを す るた め に は,そ の イ メ ー ジ情

報 が 持 って い る性 質 が 重 要 な ポ イ ン トに な る。

現 状 で は,任 意 の イ メ ー ジ情 報 か ら文 字 領域 を 自動 的 に切 り出 す こ とは,不 可 能 で あ る と

い って 差 し支 え な い 。 しか し,こ の 技術 は文字 抽 出の た め に は不 可 欠 で あ るの で,当 面 は マ

ンマ シ ンイ ンタ フ ェ ー ス と して,ComputerAssisted(Aided)に 文 字 領 域 の切 り出 し

の機 能 を 提 供 す る こ とが 現 実 的 な解 と な って い る。

② 文 字 の 特 徴 抽 出

文 字 の 識 別 に当 た って は,イ メ ー ジ と して 蓄 積 され て い る情 報 の 中 か ら,あ る ひ とか た ま

りの 情 報 を 取 り出 しそ の 特 徴 を 抽 出 して,予 め 登録 して あ る文字 の 特 徴 との 比 較 を行 う こ と

に な る。 単 一 の 書 体 で,均 一 の大 き さの 活字 とい って も,人 間 の 目で 見 た と き は 同一 に 見 え

る文 字 が,コ ン ピ ュー タ を 利用 したパ タ ー ン認 識 の上 で は異 な った もの と識 別 され るの は 珍

しい こ とで は な い 。

い ず れ の形 態 の 印 刷 物 を ソー ス とす る に して も,解 像 度の 点 か らみ れ ば,同 一 の文 字 は ほ

とん ど存 在 しな い と いわ ざ る を え な くな る。 す なわ ち,活 字 の 認 識 で あ りな が ら,手 書 き 漢

字 の 識 別 と同 等 の 困 難 さ を取 り込 ま な け れ ばな らな い。

③ 大 分 類

概 略 文 字 と して の 認 識 が な さ れ た 情報 につ いて,最 終 的 に コ ー ドを与 え な け れ ば な らな い。

この 際,候 補 と して 考 え られ る もの の 中 か ら,更 に絞 り込 ん だ 選択 が 必要 とな る。2000～

3000文 字 の対 象 か ら200～300程 度 の数 に限 定 す る こ とが 実 際 的で あ る。

こ の た め の 種 々 の手 法 が 提案 され て い るが,未 だ研 究 室 の 研 究 の 域 を 出 て いな い。

④ 認 識

大 分類 の過 程 を経 て 絞 り込 ま れ た候 補 の 中 か ら,最 適 と思 わ れ る文字 に 対 す る コー ドを 割

り当て る の が認 識 の フ ェ ー ズで あ る。 類 似 文字 の 中か ら,イ メ ー ジ と して 捉 らえ た情 報 に照

合 して 最 適 な 文字 を 選 別 す るた め に,パ タ ー ン整合 法,定 点 サ ンプ リ ング法,単 純2値 マ ッ

チ ング法 な どの手 法 が 主 に採 用 され る。

27.5イ メ ー ジ 情 報 か ら の 文 字 情 報 の 抽 出 に お け る 問 題 点

a)文 字認 識の ためには,記 憶 され ている情報 その ものが漢字 の複 雑 さに対応で きるだけの解像
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度 で 蓄 積 され て い な けれ ば な らな い。

b)一 般 的 な イ メ ー ジ情報 か ら文字 パ タ ー ンに相 当 す る情 報 を切 り出 す た め に は,現 在 の コ ン ピ

ュ ー タの パ ワーで は不 足 して い る。

c)一 般 的 な イ メ ー ジ情 報 が 扱 え る よ うに な る ため に は,並 列 処 理 が 要 求 され る。 この た め のハ

ー ドウ ェア を含 め た開 発 が 待 た れ る。

d)コ ン ピュー タ にお け る文 字 認 識 の 過 程 は,人 間 の それ と は全 く異 な って い る。

27.6ま と め

本 調査研究 を通 じて,パ ターン認識 技術 の適用 につ いて議論す る ことができた。書籍 の情報 を

検索 す るアプ リケーシ ョンにお いて,こ の技術の適用 は検索範囲 を大 幅に拡 げる ことを可能 にす

る。 また,法 曹界では判例の検 索が デー タベースによって可能 になる ことが期待 されて いる。更

に,音 声 自動合成 の技術 との結合は,身 体障害者 に対す る福音 とな りうる。 その他 まだまだ気付

か ない適 用分野 があるとは思 うが,技 術 の確立 を待 って大 いに適用範 囲の拡大 を考え る ことが望

まれ る。
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28国 際 ビジネスマン情報 データベースの構 築

財 団 法 人 国 際 ビジネスコミュニケ ー シ ョン協 会





28.国 際 ビ ジ ネ ス マ ン 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 構 築

28.1概 要

28.1.1構 築 の 背 景

わ が 国 企 業 の 急 速 か っ 広 範 な国 際化 の進 展 に伴 な って,新 しい国 際 化 時 代 にふ さわ しい

国 際 ビジ ネ ス マ ンを 求 め る声 は 従 来 に も増 して 高 ま って い る。

そ れ に加 え,最 近 で は 「海 外 不 適応 」 と い った 問題 もク ロ ー ズ ア ップ され る に至 り,各

企 業 で は幅 広 い視 点 に立 って国 際要 員 を選 抜 ・育 成 し,海 外 に派 遣 す る こ と に きめ 細 か く

気 を 配 る必要 に迫 られて い る。

も ち ろん 企業 にお い て は,国 際 化 研 修 な どを通 じて積 極 的 に国 際 要 員 の 育 成 が 行 わ れ て

い るが,そ の 前 提 と も言 うべ き 国 際 ビ ジネ スマ ン と して の 要 件 に つ いて,そ れ が 実 際 に は

どの よ うな もの で あ る か とい う点 に な る と,き わ め て 曖 昧 で,確 固 た る イ メ ー ジや モ デ ル

は未 だ 出来 て いな い のが 現 状 で あ ろ う。

当 財 団法 人 で は,国 際 ビ ジネ ス マ ンと して の要 件 の 一つ と な って い る外 国 語,そ の な か

で も国 際共 通 語 と され る英 語 の コ ミュニ ケ ー シ ョン能 力 に つ いて は,既 に8年 以 上,25回

に及 ぶ,TOEIC(TestofEnglishforInternationalCommunication)の 実

施 に よ り共 通尺 度 化 を達 成 し,TOEICは 企業,団 体 な らび に学 校 な ど にお い て 幅 広 く

活 用 さ れ るに 至 って い る。

しか し,国 際 ビジ ネ ス マ ン と しての 要件 を考 え る場 合,語 学 力 だ け に 留 ま らな い こ と は

言 うまで もな く,も し,国 際 ビ ジネ ス マ ンと して の要 件 が 明 らか に され,チ ェ ック方 法 な

ど が確 立 され,そ れ が 国 際 要 員 選 定や 育 成,派 遣 に反 映 され る とす れ ば,わ が 国 企業 の み

な らず,日 本 経 済 の 進 展,広 くは世 界経 済 の 進展 に さえ 寄 与 す る もの と思 わ れ る。

28.1.2こ れ まで の 取 り組 み

上 記 の よ うな理 由 か ら当 財 団 法 人 で は か ね て よ り,国 際 ビジ ネ スマ ンと して の 要件 とは

ど の よ うな もの か,そ して,そ れ を共通 尺 度 化 す る こと はで き な いか とい う視 点か ら研 究

を 重 ねて き た。

1986年12月 か ら昨1987年4月 にか け,5回 にわ た って 開催 した 「国 際 コ ミュニ ケ ー シ

ョ ン能 力 研 究 会 」 もそ の 一 環 で あ るが,当 該研 究 会 で は,こ の テ ーマ に 関連 あ る専 門 家 や,
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海 外 派遣,国 際化 研 修 に携 わ る 企業 関 係 者 を 招 き,国 際 ビ ジネ ス マ ン と して の 要件 を知 る

背 景,チ ェ ックす べ き ポ イ ン ト,チ ェ ック の方 法,共 通 尺 度 化 の可 能 性,利 用 ・活用 の方

法 な どにつ いて,基 礎 的 な 研 究 を実 施 した 。

そ の結 果,研 究 会 と して,共 通 尺 度 化 に対 す る一応 の 可 能 性 を見 出 した た め,国 際 ビ ジ

ネ ス マ ンの要 件 を 備 え た 人 材 登 録 デ ー タ ベ ー ス 構築 に取 り組 む こ と と な り,こ れ を 「国 際

ビジネ ス マ ン登 録 制 度 」=ISBIS(ア イ ビス:InternationalStudentBusiness-

manIdentificationSystem)と 名 付 け,そ の 準 備 活 動 を ス タ ー トした。

28.2実 施 体 制

1987年9月 に至 り,上 記 の目的を具 体化す るため,「 国際 ビジネスマ ン情報委員会」(通 称

ISBIS委 員会)を 設 立 した。 構成 メ ンバ ーは次 のとお りであ る。

主 査 小林 薫 氏(産 業能 率大 学)

委 員 占部 吉真氏(日 産 自動車)

委 員 川 嶋 弘尚氏(慶 応 義塾大 学)

委 員 高橋 武男氏(キ ヤ ノ ン)

委 員 西村 捷敏氏(日 本電 気総 合経 営研修所)

また,次 の方を ア ドバイザー として意 見を伺 った。

稲村 博氏(筑 波大学)

なお,委 員会 と並行 して,こ れまで のTOEIC受 験者の中か らISBIS登 録対象適格者の

抽 出を開始 した。

28.3検 討 内 容

28.3.1チ ェ ック 項 目

ISBIS委 員 会 は,1987年9月 か ら12月 ま で 月1回,計4回 の 会 合 を予 定 して い た

が,一 部検 討事 項 が残 った た め に,1988年1月,5回 目の 会 合 を 追 加 開 催 して ひ とまず

終 了 した。

そ の間,国 際 ビ ジネ ス マ ンの 資 質,適 性,能 力,ま た ア セ ス メ ン ト方 法 な ど につ い て検

討 を重 ね た結 果,ま ず 国 際 ビ ジネ ス マ ンと して 登 録 す る際 に必 要 と思 わ れ る個 人 デ ー タ と
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して,次 のよ うな項 目が挙げ られた。

氏 名

生年 月 日

年齢

性 別

最 終学歴

国 際関連学歴

海 外留学 ・研 修 ・勤務 ・海外生活(単 身 を含む)の 経験

海外要員 トレーニング受講経験

職歴

職務 上の専門 分野

、

資 格 ・技能 ・特 技

逆 境体 験

結 婚歴 ・離婚 歴

家 族

老 齢者 の有 無

健 康 状態 や 疾 病 経 験

ス ポ ー ツ活 動

文 化 活 動 ・趣 味

ボ ラ ンテ ィ ア活 動

希 望職 種

海 外 勤務 の 可 否

言 語 運 用能 力(英 語=TOEICス コ ア,他 の 言 語 に 対 す る 自 己評 価)

ま た,国 際 ビジ ネ ス マ ンと して の適 性,能 力 を知 るた め の 基 礎 的 な デ ー タ と して は,次

の よ うな項 目が 挙 げ られ た。

(な お,こ の チ ェ ック方 法 を将 来 は国 際 ス タ ン ダ ー ドと して も利 用 す る こ と を考 え て い

るた め,参 考 と して 英 語 も付 記 す る。)

【精 神 ・心(MINDANDMENTALITY)】

意 欲(Will)

積 極 性(Positiveness)
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献 身 性(Devotedness)

好 寄 心(Curiosity)

心 情(Emotion)

感 受 性(Sensitivity)

共 感 性(Sympathy)

親 切 心(Kindness)

知 力(IntelligenCe)

理 解 力(Comprehension)

判 断 力(Judgement)

独 創 力(Creativity)

【態度 ・行動(ATTITUDEANDBEHAVLOR)】

人 間 関 係(InterpersonalRelationships)

指 導 性(Leadership)

協 調 性(Collaborativeness .Cooperation.)

社 交 性(Sociability)

行 動 力(Performance)『

実 行 力(Execution/Implementation)

調 整 力(Coordination)

対 応 力(Responsiveness)

管 理 能 力(Managerialcompetence)

企 画 立 案(Planning)

意 思 決 定(Decision-making)

問 題 解 決(Problem-solving)

【国際適性(INTERNATIONALAPTITUDE)】

異 文 化 適 応 力(Cross-culturalAdaptability)

異 文 化 理 解(Understandingofhostcountry)

自 文 化 理 解 とID(UnderstandingofhomecountryandIdentifica-

tion)

文 化 差 適 応(Cross-culturaladjustment)
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プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン 能 力(Presentation)

自 己 主 張(Self-assertion)

交 渉 力(Negotiation)

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン カ(Communicationskills)

国 際 経 営 能 力(InternationalManagement)

企 業 環 境 理 解(Understandingofbusinessenvironment)

業 務 運 営 力(Managerialexperience&practice)

事 務 遂 行 力(OperationalexPerience&Practice)

28.3.2「ISBlSフ ォー ム」 の 作 成

上 記 の項 目は,あ くま で も国 際 ビジ ネス マ ンと して の要 件 に必 要 と思 わ れ る項 目を 列 記

した にす ぎず,こ れ らの項 目 に よ って 即座 に,国 際 ビ ジネ ス マ ンと して の 適性,あ る い は

不 適性 が判 定で き るわ け で は な い。

アセ ス メ ン トは この シス テ ムの 中 で も最 も重要 な 分 野 だ が,数 多 くの デ ー タを 蓄 積 し,

そ の デー タ を基 に して 統 計 的,あ るいは 時 系 列 的 に分 析 す る過 程 に お い て,国 際 ビジ ネ ス

マ ン と して の要 件 を ク ロ ーズ ア ップす るプ ロセ ス を と る こ と に な る。

もち ろん,企 業 担 当 者 や 専 門家 によ る分 析 な どを必 要 とす る こ と は言 うま で もな いが,

いず れ にせ よ そ の前 提 とな るの は,同 じチ ェ ック項 目 によ る デ ー タ蓄 積 で あ る。 異 な った

チ ェ ッ ク項 目で は,デ ー タ間 の 比 較 は不 可能 で あ る し,ま た,チ ェ ッ クの た び に項 目が 動

くよ うで は,統 計 的,時 系 列 的 追 跡 は 不 可 能 と な る。

した が って,既 に 示 した個 人 デ ー タお よ び 基 礎 デ ー タを 基 に デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る た

め に は,ま ず 一 定 の様 式 を 持 っ た チ ェ ック ・フ ォ ーム が 必 要 と な る。

ま た,こ の 統 一 フ ォ ー ムを 各 企 業 や 団 体,学 校 な どが 利 用 す る よ うに な れ ば,デ ー タ ベ

ー ス は更 に充 実 した もの と な る こと は明 らか で あ る との 観点 か ら,ISBIS委 員 会 で は,

統 一 フ ォー ム た り う るチ ェ ック ・フォ ー ムを 作 成 し,こ れ を 「ISBISフ ォ ー ム」と名づ

け た。

28.3.3「lSBlSフ ォ ー ム 」 か ら質 問 表 へ の ワ ー デ ィン グ

「ISBISフ ォーム」は 基本 的 に,個 人 デ ー タに っ い て は 該 当 番 号 の 選択 と 自 由記 入,

基 礎 デ ー タ にっ いて は5点 法 に よ るマ ー ク シ ー ト方 式 を と って い る。 そ の チ ェ ック は,本

人 が行 う場 合 もあ れ ば,企 業 や 団 体,学 校 に よ って は,上 司 あ るい は教 師 な どの 第 三 者 が
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行 う場 合 も考 え られ る。

第 三 者 チ ェ ックの 場 合 に は そ れ ほ ど問題 は な い が,本 人 チ ェ ックの 場 合 は,特 に基 礎 デ

ー タにつ いて ,恣 意 性 や 中 央 効 果(5点 法 の場 合 に は 回 答 が 中央 の3に 寄 って しま う傾 向)

が 出 る こ とが考 え られ るた め,基 礎 デ ー タの各 項 目 を三 つ の要 素 に 分 け,更 に そ れ ぞ れ を

相 反 す る要 素 と対 比 して ス コ アを つ け る方 法 を取 り入 れ る こ と と した 。

っ ま り,そ う して 得 た 三 つ の 要 素 の ス コア を平 均 し,そ の平 均 値 を各 項 目に再 び コ ンバ

ー トして ス コア とす る こ と に よ り ,で き る だ け恣 意 性 や 中央 効 果 を 排 除 す る方 法 を と る こ

と と した 。

その た め,基 礎 デ ー タ の各 項 目 を三 つ の要 素 に 分 け る作 業 を 行 い,更 にそ れ ぞ れ を 相反

す る ワ ー デ ィ ン グに落 と し込 む 作 業 を行 って,質 問表 を完 成 した。

28.4パ イ ロ ッ ト ス タ デ ィ

28.4.1パ イ ロ ッ トス タデ ィ実 施 の背 景

当初 の計 画 で は,「ISBISフ ォー ム」 お よ び質 問表 の 完 成 に伴 い,一 般 ビ ジネ ス マ

ンお よ びTOEIC受 験 者 の う ち の適 格 者 を対 象 と してISBIS登 録 を呼 びか け る活 動

を 開始 す る予 定 で あ った 。 が,先 のISBIS委 員 会 に お いて,チ ェ ッ ク項 目 の妥 当性 や,

質 問表 に よ る回 答 とrISBISフ ォ ー ム」の相 関 な どに つ いて,事 前 に サ ンプ ル調 査 を行

って 検証 す る必 要 が あ ろ う との 答 申 が あ った た め,質 問 表 の 制 作,印 刷 を は じめ とす るパ

イ ロ ッ トス タ デ ィの全 容 を 計 画,実 施 す る こ と とな った 。

パ イ ロ ッ トス タ デ ィの サ ンプ ル は,当 財 団 法 人 に 関 係 す る法 人(TOEICユ ーザ 企 業,

団 体 な ど)を 中 心 に,現 在 お よ び 将 来 の 国 際 要 員 とな る多 様 な母 集 団 を 対 象 とす る こ と と

したが,一 方 にお いて,国 際 要 員 の 現 状 を 多 面 的 に分 析 す るた め に,過 去 のTOEICデ

ー タを 用 い ,企 業 の 国 際 ビ ジネ ス マ ンの 属 性 別 英 語 力 の測 定 を 行 った 。

ま た,パ イ ロ ッ トス タ デ ィに よ って 得 られ る サ ンプ ル を ま ず デ ー タ ベ ー ス化 す るた め,

「ISBISフ ォーム」 の 入 出 力,更 改 プ ログ ラム の設 計,製 作 を ス タ ー トした。

28.4.2パ イ ロ ッ トス タデ ィの実 施 と 分 析

パ イ ロ ッ トス タデ ィで は,上 記 対 象者 か ら1000余 名 の サ ンプ ル を 得 た 。 そ の 回 答 を,

28.3.3で 述べ た よ うに 「ISBISフ ォーム」 ヘ コ ンバ ー トし,各 種属 性 分 析 を 行 った 精
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果,チ ェ ック項 目の 妥 当性,質 問 表 と 「ISBISフ ォ ーム」 との 相 関 が 検 証 され た。

同 時 に,こ の パ イ ロ ッ トス タ デ ィを 参 考 に 「ISBISフ ォーム 」 の 入 出力,更 改プ ログ

ラム の設 計,製 作 を完 成 させ,パ イ ロ ッ トス タデ ィの1000余 名 の サ ンプ ル が デ ー タ ベ ー

ス化 され た。

、そ の結 果,国 際 ビ ジネ ス マ ンと して の 資質,適 性,能 力 に つ いて,具 体 的 な イ メ ー ジを

想 定 しうる マ ト リ ックス が 抽 出 され た 。

ま たパ イ ロ ッ トス タ デ ィに よ って,「ISBISフ ォーム」 を 構成 す る二 つ の 側 面,つ ま

り 「国 際 要員 と して の 資 質,適 性 」(性 格 や 性 向 に 左 右 され る面 が大 き い もの)と 「国 際

要 員 と して の能 力 」(ト レー ニ ング な どに よ って獲 得 し うる もの)と の 比 較 も行 わ れ,そ

の差 異 と相 関 に つ い て の 計 数 的 な把 握 もな され た。 これ によ り,企 業 が 求 め る 「国 際要 員

養 成 シ ステ ム 」へ の 連動 の 手 掛 か りが 得 られ た。

この よ うに 見 て くる と,こ の デ ー タ ベ ー ス は,こ れ まで ま った く手 掛 か りの な か った,

あ った と して も きわ めて 曖 昧 だ った国 際 ビ ジネ ス マ ンの イ メ ー ジや モ デル を確 立 す る近 道

に な る こ とは確 信 し うる。

28.5今 後 の 課 題

「国 際 ビ ジネ スマ ン登 録 制 度 」-ISBISを 事 業 と して 展 開 す る に 当 た って は,更 に リサ ー チ

が必 要 に な って こ よ う。 専 門 的 分析 や 追跡 調 査,時 系列 的 な分 析 に加 え,国 際 ビ ジネ ス マ ンと し

て の要 件 を 備 え た 人 材 と,そ れ を求 め る企業 側 との需 要 供 給 の リサ ーチ も欠 か せ な い側 面 で あ る。

ま た,ISBISの デ ー タベ ー スを どの よ うな形 で公 開 して い くか,統 一 の フ ォー マ ッ トと して

「ISBISフ ォ ー ム」 を ど う浸透 させ て い くか,企 業 や 団 体,学 校 な どが 「ISBISフ ォ ー ム」

を 利 用 した 場 合,そ の デ ー タを ど うISBISの デ ー タ ベ ー ス に取 り込 ん で い くか な ど の 課 題 も

あ る。

しか し,前 に も述 べ た よ うに,こ れ ま で は手 探 りで あ った国 際 ビ ジネ ス マ ン,国 際要 員 の 要 件

を考 え る うえ で,こ の デ ー タベ ース が きわ め て大 き な力 を持 つ こ と と確 信 す る。
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29.建 設 関 連技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス構 築 の 調 査 研 究

29.1目 的

用 語 に対 す る認 識 は,個 人 個 人 に よ りま ち ま ちで あ る。 つ ま り,同 じ構 造 を 持 った 用 語 で あ っ

て も,人 ・時 代 ・場 所 ・分 野 な どに よ って受 け取 る概 念 が 違 って い る ことが あ る。

しか し,情 報 の流 通 の 場 に お いて は,こ の よ うな状 況 は望 ま し くな く,用 語 に対 す る共 通 の 概

念 が要 求 され る。

その た め,一 般 に 用 語 に対 し適 切 な定 義解 説 を用 意 す る こ とが 行 わ れ て い る。

情 報 流通 の 重 要性 が 益 々 増大 して い く今後 の社 会 に お い て は,こ の 用 語 の 使 わ れ 方 解 説 な ど に

つ いて は ユ ーザ に適 宣 提 供 さ れ,か つ 改定 され るべ きで あ る。

今 回,建 設 分 野 の技 術 用 語 を対 象 に用 語 の概 念,認 識 を代 替 す る各 種 利 用 事例 な ど を調 査 す る

と共 に,具 体 的 に 選 定 した 分野 の 用語 に つ い て利 用 事 例 等 を リ ンク した建 設 関 連 用 語 デ ー タ ベ ー

ス の プ ロ トタ イプ を 構 築 す る こ と とす る。

プ ロ トタイ プ 化 され た デ ー タベ ー ス を も とに逐 次 用 語 の追 加,利 用 事 例 の追 加 を行 う こ と に よ

り将 来 的 に は デー タベ ー ス 社会 の基 盤 デ ー タベ ー ス に発 展 す る もの と予 想 され る。

一 方 ,建 設産 業 は社 会 に と って 基 盤 を 形成 す る産 業 で あ り,ま た こ こへ の 投 資 は そ の波 及効 果

が 大 き い こ とが知 られ て い る。 更 に こ の建 設 産 業 を さ さえ る建 設 技 術 は その カ バ ーす る範 囲 が 広

い こ と も特 徴 で あ る。

この よ うな産 業 で使 用 さ れて い る技 術 用語 の デ ー タ ベ ー ス を 構 築 す る こ とは,他 産 業 に も大 き

な影 響 を与 え得 る。

29.2実 施 内 容 と 方 法

29.2.1調 査 の 内 容

今 回 実 施 した調 査 お よ び プ ロ トタイ プ構 築 の 主 な 内 容 は下 記 の とお りで あ る。

(1)技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス の必 要 機 能 の 洗 い 出 し,利 用 方 法 の 検 討

この レベ ルで は,単 に建 設 関連 技 術 用 語 に こだ わ る こ くな く,技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス

と して汎 用 的 に持 たな くて は な らな い必要 機 能 を ピ ッ クア ップ し,そ れ ぞ れ の 機 能 に対

し様 々 な視 点 か ら検 討 を 行 った。
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ま た,技 術用 語 デ ー タベ ー ス の 利用 形 態 に つ い て も検 討 を加 え た。

② 建 設 関連 技 術用 語 の 現状 調 査 と継 続 的 な収 集 方 法

建 設 関連 技 術 用 語 の 現状 調 査 を実 施 した。

ま た,用 語 デ ー タ ベ ー ス を考 慮 す る場 合,用 語 その もの の 収 集方 法 が,継 続 的 に行 え

る も の で な い と,時 代 の変 化 に つ いて い け な い デ ー タベ ース と な って しま う。 どの よ

うな 原 始 デ ー タか ら用 語 を 収 集 す るか は,用 語 デ ー タベ ー ス の 性 格 を 決 定 す る重 要 な要

因 で あ る ので,こ の 継 続 的 な収 集 方 法 につ いて 考 察 検 討 を行 った。

(3)建 設 関 連 技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス構 築 コ ス ト調 査 お よ び ニ ーズ の調 査

デ ー タ ベ ース の 構 築 コ ス トと,デ ー タ ベ ー ス の ニ ーズ は構 築 計 画 を立 て る時,重 視 す

べ き要 因 で あ り,こ れ を建 設 関 連 技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス に絞 って検 討 を 実 施 した。

(4)建 設 関 連技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス の 提 供 媒 体,提 供 方 法 の検 討

デ ー タ ベ ー スは,最 終 的 に ユ ー ザ に提 供 され な い と,そ の 価値 が な くな る。

上 記 各項 目の調 査 ・検 討 結 果 を 踏 ま え,提 供 媒 体,提 供 方 法 の検 討 を行 った 。

(5}建 設 関 連 技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス の 構 築 計 画

上 記 各 検 討 結 果 を 踏 まえ,建 設 関 連 技 術 用 語 デ ー タベ ー ス の 構 築計 画 を立 案 した。

ま た,収 集 した建 設 関連 技 術 用 語 の一 部 につ いて は デ ー タベ ース の プ ロ トタ イ プ化 を

計 画 し,課 題 の抽 出 を 行 った 。

29.2.2調 査 の実 施 体 制

調 査 研 究 に 当 た って は,㈱ 建 設 情報 セ ンタ ーで プ ロ ジ ェク トチ ー ムを編 成 し,外 部 の 関

係 す る機 関 お よ び学 識 経 験 者 の 協 力 を得 て 実 施 した。

29.2.3実 施 期 間

1987年7月 か ら, 1988年3月 ま で 。

29.2.4予 想 さ れ る 波及 効果

(1)デ ー タ ベ ース 整 備 の 基 盤 整 備 で あ り,電 子 化 辞 書 な ど に展 開 で き る。

② シ ソ ー ラス に 展 開可 能 で あ る。

(3)建 設 関 連 産業 の 情 報 流 通 が や り やす くな る。

(4)他 の 分 野 の技 術 用 語 デ ー タ ベ ー ス構 築 の 参 考 に な る。
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用語集および技術用語集の現状分析のまとめ29.3
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29.4成 果 と 今 後 の 課 題

29.4.1主 要 成 果

(1)技 術 用語 類 の国 内 の現 状 と建 設 分 野 にお け る技 術 用 語 集 ・シ ソー ラスの 現 状 につ いて

概 略 が明 らか に な った 。

②(社)土 木 学 会,(社)日 本建 築学 会,(財)日 本 建 設 情 報総 合 セ ンタ ー等 の 建 設 関連 機 関

に お け る建 設 技 術 用 語 ・シ ソ ー ラス 開 発 の 計 画 予 定 が 調査 で き た。

(3)技 術 用 語 デ ー タベ ース の必 要 機 能 の 洗 い 出 しと,デ ー タの継 続 的 な収 集 方 法 に つ い て

調 査 で きた。

(4}技 術 用 語 デ ー タベ ー スの プ ロ トタイ プ化 を 試行 し,デ ー タ ベ ー ス構 築 方 法 ・提供 ・媒

体 等の検 討すべき課題 を得た。

(5)上 記 をふ まえ,今 後建設関連技術用語 データベース構築 と利用方法の確立 ・方策 につ

いての示 唆を得 ることがで きた。

29.4.2今 後 の 検 討 課 題

技 術 は絶 え 間 な く進 歩 し,新 しい 技 術 と共 に 発 生 す る用語 は,生 き物 の ご と く日々 に 新

た で あ る。 継続 的 に新 しい用 語 を採 集 し,定 義 を 下 しメ ンテ ナ ンス を行 わ な け れ ば,デ ー

タ ベ ー スの 価 値 は な くな る。

技 術 用 語 デー タベ ース ・メ ンテ ナ ンス の た め の機 能 は,次 の よ うな もの で あ る。

(a)新 規 用 語 集 の ル ー チ ン化

デ ータ ベ ー ス の メ ンテ ナ ンス は,デ ータ の収 集 を いか に ス ム ー ズ に行 うか にか か って

い る。 新 しい用 語 が 発 生 の都 度,ど ん どん 収 集 で き る よ うな 仕 組 み が 必 要 と な る。

具体 的 に は,新 規 用 語 の発 生 源 との 共 同 作 業 な どが あ げ られ る。

イ.学 協 会 な ど公 的 機 関 の用 語 委 員 会 との リンク

ロ.デ ー タベ ー ス ・プ ロデ ュ ーサ との リンク

ハ.用 語 集,辞 書類 出 版作 業 との リ ンク

(旬 用 語 の定 義 ・判 断

言 葉 は どん どん 発生 し,利 用 さ れ るの で,明 確 な 定 義,関 連 な どが 後追 い にな る場 合

す らあ る。処 理 過 程 で も,言 葉 の利 用 を ガ イ ドす る こ と も必 要 とな る。

イ.暫 定 的 な定 義,位 置 付 けの 明確 化(分 か らな い 場合 の相 談窓 口)

ロ.定 義 の確 定
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(c)定 期 的 な 処 理

メ ンテ ナ ンス さ れ た もの は,そ の都 度利 用 に供 さ れ な け れ ば な らな い。

(d)技 術 用 語 デ ー タ ベ ース利 用 の 普 及,指 導

用語 を 自 由 に,正 し く使 用 す るた め に は,道 具 だ て(ハ ー ドウ ェア,ソ フ トウ ェ ア)

の 整 備 だ けで な く,ど う使 い こ なす か の ヒ ューマ ン ウ ェ ア の技 術 が重 要 に な る。

これ ら収 集 か ら普 及 ・指 導 に 至 る まで を 継 続 的 に管 理 す る た め に は

(a)定 常 業 務 と して 権 限 を も って 行 う強 力 な 事 務 局 が 必 要

(b)専 門 識 者 か らな る常 設 の 委 員 会 な どの 組 織 化 が 不 可 欠

とな る。

デ ー タ ベ ー ス は,初 期 の立 ち上 が りは もち ろん,そ の後 の 運 用 しだ いで 成 果 に大 き な差

が 出 て くる。(社)情 報 科 学技 術 協 会 の国 際 十 進 分類 や 情 報 処 理 に た い す る取 り組 み の ご と

く,管 理 体 制 を い か に 整備 す るか が 初 期構 築 よ りむ しろ重 要 課 題 とい え る。
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